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序　　　　　文

本調査は，農林水産省の国別農業農村開発情報収集事業として，対象国パキスタン回教共和国

について，昨年度のインドネシア共和国に引き続いて実施されたものである。

調査の主旨は，近年における開発途上国社会の経済状況の急速な変化に伴い，当該国の農業農

村開発にかかわるニーズの変化が予想されるところから，その背景と諸条件を調査検討し，農業

農村開発の基本方向を確認することにより，我国海外農業農村開発協力の円滑な推進を図るとと

もに，ひいては会員現地活動の効率化を期すものである。

調査は，その主旨に従い，協会役員，技術職員をもって調査団を縮成して現地調査を，平成3

年8月15日～30日に行い，整理結果を後日確認，調整を行うという形で実施された。

調査団は，パキスタン国農業・食糧・協同組合省をはじめ中央・地方政府の関係16機関及び，

4国際機閲等を訪問し，会議をもたせて頂いた。その間にあって現地日本大使館，JICA事務所，

OECF事務所，会員会社現地事務所等のご意見を伺がったことは勿論であり，それらにより，ほぼ

，所期の目的を達成することができた。

この調査を通じて，厳しい自然条件の下で，国の生命線とも言えるインダス川の水を有効に活

用して，長い歴史の中で世界的規模を誇る潅漑システムを確立し，急激な人口増加に対応して食

糧増産の努力を続けているこの国の人々の知恵と努力に感銘を受けた。更に，穀倉地帯と言われ

るパンジャブ地方のほか，ヒマラヤの山岳地帯，パルチスタンの砂漠地帯，海岸部低湿地帯と多

様な地域性を有する国土故に生じるこの国特有の地域間格差等の悩みを持ちながら，わが国の援

肋等による農村の環境改善のプログラムが開始されており，試験研究・農村環境総合整備等ソフ

ト面を含めて多方面にわたる人的交流をベースにしたわが国の技術・経済援助に期待するところ

は大きく，我々の使命も重大であることを痛感した。

終に臨み，今回の調査に当たり，快く会議等に応じて頂いたパキスタン国政府諸機関，国際機

閲等の皆様方，日本国大使館等各機関の皆様方，並びに当協会会員現地事務所の皆様方に対し，

心からお礼申し上げ，今後ともご指導，ご鞭樋のほどをお願いしてご挨拶としたい。

社団法人　海外農業開発コンサルタンツ協会

会　長　　　　　岡　部　三　郎
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要約並び石こ結論

1．パキスタンでは近年政情が激しく揺れ動いた。即ち1977年のクーデター後に就任したハック

大統領が1988年に事故死したあとをG．Ⅰ．カーン大統領が引継いで，同年11月の総選挙でPPP

パキスタン人民党が勝利をおさめ，ベナジール・プットー女史が12月に首相に就任したが，

1990年には解任されて，11月にモハマッド・ナワズ・シャリフ首相が誕生し，その後は安定に

向かっている。

2．パキスタンの経済は1980年代を通して経済成長率年6％程度の安定的な伸びを示しており，

第6次5ヶ年計画期間の1983～1988年には6．5％の計画に対して，1987年までは6・9％と高い

実績を残したが，ハック政権末期から経済が悪化し，88年度の実質GDPの伸び率は，4・8％

に後退した。1988／89年に始まる第7次計画は，基本的には前期の方針を継承し，目標経済成

長率年6．5％を掲げているが，89年度の実績は製造業では7．9％の高率を記録したものの，農

業部門は4．0％とふるわず，全体では5．2％と，目標をかなり下回った。

3．パキスタンの農業は長い歴史を有し，現在も国の経済の要であり，国民一人当たり370ドル

（1989年）のGDPに占める農林水産業の割合は21％（1987年），農林水産業就業人口比は

50．7％（1988年）で，何れも第1位を占めている。また，総人口は1990年時点で1億1千万を

有し，なおも年3．1％で増加しており，AD2000には1億5千万を越えることが予測されてい

る。このように急増する国民に対する食糧の安定供給は国の基本的な最重要課題であり，産業

の活性化と失業率の増加抑制等が農業および農村の弾力性と労働人口収容力に期待されている○

従って，1991年の援助国会議（パリ・コンソーシアム）に先だって行われた政府表明によれば，

現政権の経済政策の主目標は，（1）農業・農村の開発，（2）民営化及び規制緩和による工業化の促

進，（3）人的資源の開発，におかれており，パキスタン経済における農業の重要性が裏付けされ

ている。

4．1991年に示された国家農業政策の大筋は，

1）社会的均等，2）自給自足，3）輸出振興，4）持続性のある農業，5）生産性の向上，

とされこの目標達成のための実行計画，及び上記政府表明における農業農村開発政策の骨子

の部分と現在の第7次計画の目標を総合すると，農業・農村分野の具体的な施策目標は以下の

ように示される。

1）食糧自給を確実にし，輸出を可能にするべく，人口増加率を上回る食糧生産を強化する。
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2）栽培・畜産・水産・林業の各部門の生産性を向上させる。

3）8）品種改良，防除等栽培・育種技術の改善を含む農業生産技術の近代化により生産性を

向上させる。

b）農産物の流通改善を図る。

C）農業支援制度，特に小規模経営農家救済を目槙とした価格支持策を強化し，農業生産

環境を整備する。

4）主食の小麦，主要作物の綿花に加えて以下の作種を導入・強化して農業の多様化を図る。

a）砂糖の自給化，食用油の輸入削減による外貨消費節減を図るため，砂糖キビ，油用種

子の生産を強化する。

b）輸出振興のため果樹等輸出用高価格作物の導入及び生産拡大，バステマイ米を増産す

る。

C）農家収入増加のための換金作物の導入を図る。

d）需要増に対応する畜産物・酪農生産の構造改善，品種改良，飼料増産を図る。

5）道路，電化，初等教育，医療，等農村社会経済基盤を整備する。

6）民間企業を参加させた農産工業の振興による地域住民の雇用増進と収入の増加を図る。

7）天然資源の保全と滴養の観点に立った，

8）農地開発，水資源開発，森林保全の間の調和のとれた開発・保全計画を行う。

b）小農民とバラニ（天水農地）の開発を実施する。

C）山間部谷間，天水地域の環境劣化防止を考える。

従って，ソフト面を加味した地域総合的な事業，畜産，林野部門との一体的な開発・保全等，

分野別の枠を越えた事業が求められていると言えよう。

5．パキスタンの農地面積は2千万haあるが，必ずしも高度の利用はされていない。年降水量は

国の中央部で100m程度と全般に極めて少なく，濯渦は農業生産の大前提であり，古くから港

漑システムが発達していて，潜漑率は77％に達し世界でも最高クラスにある。しかし，施設は

一般に老朽化が進み，機能復旧及び近代的農業経営に対応すべく施設のレベルアップが必要な

状況にある。また，常時湛水，塩害，養分低下等の劣化が進み，生産性の低さも指摘されてい

る。そのハード面からの対策は，濯概と同時に適正な広域の計画的排水を行うことであろう。

6．新たな農地利用の拡大は，既存潅漑システムの延長による新規潅漑地取り込みの他，サイラ

バと呼ばれる平野部河川敷地の農地化，バラこと呼ばれる天水地域の内，丘陵部或いはその低

位部のロードコーヒーと呼ばれる雨の流出水の取り入れによる農地化，パルチスタン等の山間
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部に点在する比較的広い谷間平地の洪水対策を兼ねた一時的な涯漑による農地化，等初歩的な

濯漑による農地の開発・改良が考えられている。

7．潅漑用水は現在地下水を合わせて，圃場ブロック人口地点レベルで単位農地面積当たりにし

て700m程度，全量で1500億トン程度供給しているが，地表水の新規開発，地区内の効率向上，

地下水の効率的揚水を合わせて将来量は最大1800億トン程度と考えられている。従って，この

限りある資源の有効利用は重要な課題である。なお，現時点における水利事業の全ての計画案

件は1990年に公表された4分冊からなる　Water Sectorlnvestment Planning Studyに示され

ている。

8．インドとの水争いの結果，インダス水系東側支流の水123億トンはインドで使うこととなり，

この補填のために西側の本川にタルベラダム，支流のジェルム川にマングラダムを建設し，西

側から東側へ導水する連絡水跨が10本程建設されたが，国内4州間のインダス水系の水利配

分については長年未解決のままで，新規の水利事業は凍結状態にあった。しかしこれが現政

権下で急速解決し，1991年4月，29件に上る大量の利水事業案件をリストアップした「New

lrrigation Projects Stembling From Water Apportionment Accord」が公表された。これらの

案件は，いわばウェイテイングの状態であったもので，各州の緊急度は高いものと理解される。

従って，当面水利事業案件はこれらの中から優先的に選択されることになろうが，殆どの案件

は計画立案されてから久しく，最近のデータ・情報の不十分なものが多く，近年の環境重視の

情勢下では着工までに長時間を要すると思われる地区も含まれる。

9．パキスタンでは地方分権が進んでおり，農業案件は地方の所管になっていて，新規事業申請

の手続きは州政府が始点になるので，州政府における優先度が案件推進の重要な鍵となるが，

対外的には連邦政府の調整の上で要請されるので，コンサルタントとしては連邦・州両レベル

の観点に立った判断が求められる。

また，パキスタンでは伝統的な外国協力機関の事業実施の経緯がある上に，新たな国の参加

も見られる。これら諸機関との地域・分野，業務遂行上の手順等の調整も必要になってくるこ

とが考えられる。

ADCAとしては，上記利水案件を含めて，農業農村開発におけるパ国連邦・州政府の上記，

地域・分野に関する優先順位，事業実施方針等の考え方を踏まえて，更に，外国援助国の動き，

特にそれらの事業管理評価の考え方，協力事業の進め方等についても注視しつつ，今後のプロ

ファイ業務を効率的・効果的に進める必要がある。
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省略記号，特殊用語，換算表，換算率

省略記号

ADBP Agricultural Development Bank of Pakistan(ハOキスタン農業開発銀行)

ASP Agricultural Atatistics of Pakistan(八〇キスタン農業統計)
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CRBLS Chashma Right Bank Lift Irrigation Scheme(チヤシマ右岸水路揚水濯概事業)
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EAD Economic Affares Division (of MOF&EA) ((大蔵省)財政部)
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IDA International Development Agency(国際開発機関)
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LV Local Variety(在来種)
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IWMI International Wheat and Maize Institute(国際小麦メイズ○作研究所)
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MF&EA Ministry of Finance & Economic Affairs(大蔵省)
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MPD Ministry of Plannning and Development^計画･開発省)
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MIRAD Modern Integrated Rural Area Development近代的農村総合開発)
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NAP National Agricultural PolicyC国家農業政策)

NARC National Agricultural Research Center(国営農業研究センター)

NCOA National Council on Agriculture(国家農業評議会)

NEC National Economic CounciK国家経済評議会)
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PCl．2　　Planning Commission Proformal，2
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SCARP Salinity Control and Recramation Project（塩害コントロール・土地改良事業）
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UNDP United Nations Develo四ent Programme（国連開発計画）

UNHCR Unit，ed Nations High Commission for Refugees（国連難民高等弁務官）

VAP Village Aid Programm（村落援助事業）

WAPDA Water and Pawer Development Authority（水利・電力開発公社）

WFP World Food Programme（世界食糧計画）

WUA Water Users Association（水利組合）

特殊用語

Sairaba＝河川敷可耕地
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Rodkohi＝Hill Torent＝丘陵部の雨水流出水利用農地（或いはその利用形態）
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Karifニ夏作　4／6月～9／11月

Rabi＝冬作　9／12月～　3／5月

換算

長さ　　　　　　　　　　　　面積　　　　　　　　　　　　　容積（流量）

in二inch＝O．0254nl Ac＝aCre＝0．40468ha AcFt＝エーカーフィート＝1233m3

Ft＝feet＝　0．3048　m M12＝mile2＝　259　　ha Ft3＝0．02832　m3

Ml一二mileこ1．609　km MAC＝百万AC CUSEC＝Ft3／S＝0．02832m3／s

HAF＝百万AcFt

単位
Crore＝10　million Lakh＝0．1million

ルピア一ドル換算率

1985年6月　　1988年1月　　1988年11月　　1991年8月

I US＄　　　　15．27Rs．　　17．45Rs．　　18．70Rs．　　　24．16Rs．

VV



第1章　　序　　　　論

1．1　はじめに

この報告書は国の補助を受けて，パキスタン国を対象とした行った平成3年度の国別農業農村

開発情報収集調査の結果を取纏めたものである。昭和63年度のフィリピン，平成元年度のタイ，

バングラデシュに次いで4年目，5カ国目である。

本調査は，もとよりADCA会員のプロジェクト・ファインディング活動のために，農業・農

村開発部門にかかる情報を収集するものであり，この観点から本調査で収集した全資料のリスト

を巻末“参考”に整理して示している。

本報告書は「要約・結論」－「本文」－「資料」の構成になっているが，上記のように原意を

正確に伝えるものは「資料」であり，むしろデータ・ブックとして活用されることを期待してい

る。

本文では，事業実施状況並びに今後の方向の見通しに重点を置き，また，水資源並びに利用及

びその部門に於けるパキスタン特有の問題に焦点を当てているが，社会，経済全般及び農業・農

村開発部門にかかる一般的情報についても，簡略な形にして載せるように努めた。

1．2　調査の背景

（1）調査の目的

農林水産省予算（定額補助）国別農業・農村開発情報収集調査の目的は，途上国の農業・農

村開発の方針に変更があった場合，農業・農村開発に関する経済協力の基本指針を策定するた

めに必要な情報を収集分析することにあり，そのことによって，また，ADCA会員によるプ

ロジェクト・ファイディング業務の円滑な推進に寄与することにある。

前年度までには，平成一年度フィリピン，二年度タイ・バングラデシュ，三年度インドネシ

ァを対象としてきたが，平成三年度はパキスタンを対象国として選定されたものである。

（2）調査の内容及び調査方法

対象国であるパキスタンの農業・農村開発に関する経済協力の基本方針を検討する上で必要
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な，基盤整備面を中心とした具体的施策にかかる情報・資料の収集・意向把握を行うもので，

作業は現地調査と国内作業によって進める。

現地調査では，

1）パキスタン国の農業農村開発に係る中央及び地方機関，在パキスタン日本大使館，

JICA事務所，滞在中のADCAメンバー会社スタッフ，及び世銀・FAO・USAID

等外国或いは国際機閑より意見聴取・情報収集を行う。

2）農業・農村開発事業に関する代表的な地区（計画・実施・完了）を訪れ，地域の状況，事

業実施の実情を視察し，農民，水利組合等の考え方を直接聴取する。

3）これらの結果に基づきパキスタンの主要機関と，開発方向，優先分野等に関する基本的な

考え方について意見調整を行う。

国内作業では，

現地調査の結果に基づき，一般概況，経済開発計画，農業農村開発の基本政策，農業農村開

発事業の実施状況及び将来の方向を構成要素とする最終報告書を取りまとめる。

（3）パキスタン国選定の理由

1　パキスタンでは近年政情は激しく揺れ動いた。即ち，1988年に航空機墜落事故により死去

したハック大統領の後をG．Ⅰ．カーン大統領が引継ぎ，同年12月ベナジール・プットー女史が

首相に就任したが，1990年には同女史は解任され，11月にモハマッド・ナワズ・シャリフ首

相が誕生した。しかし，その後は安定に向かっていると言われる。

2　パキスタンの経済は1978～1988年の10年間にGDP年平均成長率6．6％の高成長を遂げた。

第6次5ケ年計画期間の1983～1988年では経済成長率は年率6．5％の計画に対して1987年ま

ででは6．9％と高い実績を残した。しかし，ハック政権末期から経済が悪化し，88年度の実

質GDPの伸び率は前年度の実績6．2％，88年度の目標6．9％に比して，5．1％と低調であ

った。1989年に始まる第7次計画は，基本的には前期の目的を継承し，目標経済成長率6．5

％／年を掲げているが，89年度の実績も　5．2％と，目標をかなり下回った。

3　パキスタンの農業は長い歴史を有し，現在も国の経済の要であり，GDPにおける農林水

産業のシェアーは1987年時点で21％，1988年の農林水産業就業人口比は50．7％で，何れも第

1位を占めている。また，総人口は1990年時点で1億1千万を有し，なおも年3．1％で増加

し，AD2000には1億5千万を越えると予測されており，食糧増産は長期不変の最重要課題

である。更に，工業部門の成長鈍化，湾岸戦争の影響による国内労働力収容の必要性増大か

ら，農業部門の開発事業実施の必要性が緊急的に増大している。

4　一方，年降水量は国の中央部Jacobabadで110mmと少なく，潅漑は農業生産の大前提であ

－2－



り，古くから潅漑システムが発達していて，農地の濯漑率は77％に達し，アジアでは第1位，

世界でも最高クラスにある。しかし，施設は一般に老朽化が進み，機能復旧及び近代的農業

経営に対応すべく，施設のレベルアップが急務となっている0

5　再度の政権交代に拘らず，経済開発5ケ年計画等国の経済政策の基本線は殆ど継続されて

はいるが，失業率の向上，ガソリン代の値上がり等に象徴される低迷経済の浮揚のために，

外貨投資等にも自由化が進み，また，開発地域の優先度にも多少の変化が窺える。

6　このような経緯と状況の中で，ADCAとしては1990年度末までに45件のプロジェクト●

ファインディング調査を実施している。特に近年は88年度：5件，89年度：13件と急激に増

加してきたが，政情不安等の影響で，1990年度は4件に落ち込んだ。

7　然るに，食糧増産，緊急的な労働人口収容の必要性増大等の背景の中で・政情の安定化と，

長年懸案であった各州間水配分問題の解決に伴い，本年4月，政府（MinistryofWater and

power）はrNewlrrigation ProjectsStemmingFromWater Apportionment Accord」により

29件に上る大量の案件を公表した。

8　ADCAとしては，これら案件のについて緊急に全貌を把握した上で，これら案件を含め

て，農業農村開発におけるパ国政府の地域・分野に関する優先順位，事業実施方針等の考え

方を理解して，今後のプロファイ業務を効率的・効果的に進めるための判断材料を整理する

必要があり，このために本調査を実施する。

1．3　調査団の構成及び調査の期間

調査団の構成と調査の期間は次の通りである。

訪問先，相手国機関・国際機関等訪問先及び会見者リスト・関係者の意見内容・収集資料リス

トは，それぞれ参考資料A，B，Cに整理してある。

調査団員　井上　自然　ShizenINOUE ADCA専務理事　団長

書目木　三男　MitsuoYOSHIMEKI ADCA技術顧問　団員

清水　真幸　MasakiSHIMIZU ADCA業務部長　団員

調査期間　平成3年8月15日　－8月31日

詳細は業務日誌として参考資料Dに整理してある。
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第2章　　ノヾキス　タ　ン国の一般概況

2．1自然条件

（1）国土

パキスタンはアラビア海から中央アジアの山岳部まで広がり，イラン，アフガニスタン，中

国，インドと接している。国土面積は資料により　796．100b庁と803．490kT庁，また，陸地面積で

は77，088kばと77，872kば等の違いがある（いずれも前者はFAO生産年鑑，後者は政府資料）。

なお，カシミールはその帰属をめぐってインドと紛争中であるため，これは含んでいない。

（2）地形

パキスタンは地形上北部山岳地帯，パンジャブ・シンドの平原，パルチスタン台地，の三地

域に区分される。北部は急峻な山地で，西からヒンズークシ，カラコルム，ヒマラヤと続く世

界の屋根の一部を形成し，パキスタンの行政下にあるカシミールと中国との国境に奪える，エ

ベレストに次ぐ高峰K2（チロゴリ山／ゴッドウィンーオスチン山，8，611m）を始めとして

8，000mを越える高峰が5山，7000mを越える高峰が101山，半径180kmの範囲に連なってい

る。

図　2－1　標高区分図
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パンジャブ，シンドの平原はインダス河とその5つの主要支川によって形成されている平原

であり，北部を除いた国土の東半分，国土の主要部分を占めており，全長64，000kmの世界最大

と称される濯漑システムが発達している。

パルスチタン台地は，国土の中央，インダス河の西側を南北に走るスライマン山脈と，多く

の帯状の小山脈よりなり，イラン高原の東巽を形成する，広大ながら人口密度希薄な地域であ

る。（図－1，2）

（3）河川

河口を有する河川はインダス河の他には，パルチスタン州のDasht，Hingol，Kud，Hab，等

小河川のみであり，パルチスタン内部には海への河口を有しないMashkel等のワジ及び嚇湖も

多い。インダス川は本流はチベットからヒマラヤの北側を回ってカシミールに入り北部のギル

ギット付近で向きを変え国土の中央部を南下する全長3，200kmの大河である。その多くの支川

の内，kabu川はアフガニスタンから，また，Sutlei，Ravi，Chenab等はインドから流入して

くる。

平野部では流路は所に拠っては30km幅の河川敷内を蛇行し，巨大な中州を形成している。ま

た，年々数百万トンの土砂を堆積している。河口部はカラチからインド国境にまで広がる帽

250km，縦150kmの三角州を形成する。山岳部の雪解けとモンスーン降雨が重なる夏期には例

年洪水を引き起こしていたが，ダム群の建設により調節されるようになった。
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図　2－2　　河川系統図

表　2－1　　パキスタンの主要河川

河川 名 測　　　 点 流域 面積

年 流 出量

流 出量流 出 高

月　　　　　 流　　　　 出　　　　　 量

最高 月
平　 均 最　 大 最　 小

最 小 月
平　 均 最　 大 最　 小

k㌔ 億晶F lm ／ 年 ㌔／ S ㌔／ S ㌔／ S ㌔／ S ㌔／ S ㌔／ S

Indu s E8 18 b8gh 970．875 日00　 1 13 8　月 日，486 20，138 8，675 1 月 8 35 1，792 50 9

J he lu山 －ang la 63，430 2 80　　 4 4 1 8 1．6 11 3，830 946 12 57 2 4，7 19 14 5

C hen ab H8r8 18 67，5 18 3 14　　 4 65 9 2，10 1 6 ，4 11 1，34 1 1 3 76 2．846 19 5

R a V i 88 11ok i 40．129 3 50半　 8 72 9 1，87 9 3，8 18 900 1 2 73 594 57

S ut lej Su】e山8nk i 12 L 942 2 10米　 172 9 2，23 1 6，23 1 383 1 95 356 19

l abu l Nows he ra 82，848 3 80半　 4 59 7 2，106 2，106 1，409 12 3 59 78 1 26 4

羊1990年流量　　（1992．8時点水利電力省チーフ技術アドヴァイサー室）

（4）土壌

インダスの川筋に沿って見れば河口付近は感潮低平地，ローム質海成河口洪水平野，インダ

スの平原とほぼ相当する部分は半乾燥地帯のローム質／粘土質海成洪水堆積土，ローム質／粘

土質古段丘，で西側は乾燥・半乾燥地の岩，表土の浅いローム質急峻山岳土壌で，礫混じりロ

ーム質の谷合充填土壌が谷間に分散する。（図参考F－3）。



（5）気候

各地の年平均雨量は，ペルシャワル363mm，ラホール492mm，ジャコバット99mm，レ‾116

mm，カラチ204mm（理科年表）で，国全体の年平均降水量は250mm程度（B・M・Khan）と極め

て少ない。季節はラビ（冬期＝乾季）とカリフ（雨期＝夏季）に分かれるとされているが，降

雨の期待できるのは7，8月だけで，他の月には殆ど降雨らしい降雨のない地域が多い0

表　2－2　　代表地点の降雨分布（mm）

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 全 体年

ラホー ル 3 1 23 2 4 16 12 38 12 2 12 3 80 9 3 1 1 4 92

ジ ャコバ ッ ト 8 8 7 2 4 6 3 7 2 2 1 0 1 3 99

カ ラチ 7 11 6 2 0 7 96 5 0 15 2 2 6 2 04

（理科年表）
碁　2－3　　代表地点の月平均気温

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 全　 体

ラ ホ ー ル 12 ．2 1 5 ．3 2 0 ．5 2 6 ．6 3 1 ．8 3 3 ．9 3 2 ．1 3 1 ．2 2 9 ．9 2 5 ．4 1 8 ．8 1 3 ．8 2 4 ．3

ジ ャ コ バ ッ ト 14 ．7 1 8 ．3 2 3 ．9 2 9 ．9 3 4 ．9 3 6 ．8 3 5 ．2 3 3 ．6 3 2 ．2 2 8 ．1 2 2 ．0 1 6 ．6 2 7 ．2

カ ラ チ 18 ．9 2 1 ．2 2 4 ．3 2 6 ．9 2 9 ．2 3 0 ．4 2 9 ．3 2 8 ．2 2 7 ．6 2 7 ．1 2 4 ．9 2 1．3 2 5 ．8

（理科年表）

包牒LH腹7k忌料納品負わせた気候灰分は．図2－3のようになっている。

図　2－3　　気候区分図



2．2　社会条件

（1）言語

URDUが，都市部で広く使用され，地方でも全国的に理解されており，国語になっている。

元々URDUの語意は軍隊或いは陣地の意味で，土地の方言と北部から侵攻してきたペルシャ

軍隊の話していたペルシャ語の融合したものと言われる。

英語も長年イギリス領であったことから，政府機関，実業，商業に於いて広く用いられ，専

門学校・大学の教育は英語で行われている。回教の教典をアラビア語で読むことが，回教徒と

して宗教上業務づけられていることから，アラビア語の書物も広く読まれている。

その他，地方的に用いられている言葉には，Punjabi（パンジャブ州），Sindhi（シンド），

Buluchi（パルテスタン州），Pushto（北西辺境州及びパルチスタンの一部），Brahui（パル

チスタンの一部）があり，山岳地方では，Kashimiri（カシミール），Balti（ジャムー），

Kohistani（コーヒスタン），Shinaki，Kafiri，Chitrali，Burushaski（以上ギルギットの

一部にそれぞれ分布）がある。教育を受けた者は自分の出生地の地方言語の他に，URDUと

英語の三言譜が使える。地方言語は，パンジャブ人（53％），パシュハン人（16％），パルチ

人4％，その他小数の民族の分布と一致する。したがって，パキスタンはパンジャブ人を主体

とする多民族・多言語国家と言える。

（2）宗教

国教である回教徒が96％を占め，キリスト教徒，ヒンズー教徒がそれぞれ1．5％程度で，仏

教，Sufi，Shik，等を含めてその他の宗教人口は極めて微小である。ヒンズー教徒はシンドに

集中している。

イスラム教はモハマットの没80年後のAD711年，アラブ軍がシンド地方を征服するととも

に広まり，11世紀には支配的な勢力になった。イスラム教にはSunni派，Shias（Shiite）派

とShiasから分離したIsmaili派があり，パキスタンでは，Sunni派が大多数で，残りの大部

分はShiaS派であるが，小数ながらIsmaili派が非常に活発である。他に新興の宗派もある。

宗教が，この囲ほどその国民生活に深い係わりをもつ園も少ない。イスラムが全ての規律と

なっている。現在のパキスタン政府はイスラムの教理と結び付けて国の近代化を進めている。
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（3）人口

人口は1989年の中央値で108，680千とされているが，この数値はアフガン難民，国外出稼ぎ

者を加減していなものである。人口の1／4は大都市に住んでいる。主な都市は，カラチ8，000

千，ラホール3，000千，ファイサラバード1，250千，ラワルピンジ・イスラマバード1，000千，

ハイデラバード1，000千，ムルタン，グジュランワラ，ペルシャワル各750千，イアルコット，

サルゴダ，クエッタ各500千等である。全体の3／4はインダス平原に住んでおり，砂漠地帯で

は人口皆無の部分もある。

（4）略史

○先史時代

200万年前，祖先はイスラマバード付近の森林を切り開き，石器を用い肉食中心の生活をし

ていたと言われており，5万年前の人類が使用した石器がSoan川の堤防に沿って点在して出

土している。9，000年前には人類は家畜を飼い，作物を育てていた。パルテスタン，北西辺境

州，パンジャブでBC　6，000年の農耕集落跡が発掘されている。

○古代王朝時代

BC　3，000～1，500年頃，インダス川の中・下流域には，シンド州のMoenjodaro，パンジャ

ブ州のHarappaの都市追跡で知られるインダス文明が栄えた。その後期，BCl，700年頃，ヒ

ンズー教をバックにアーリア人が中央アジアから南下してきた。彼らの残した世界最古の，書

かれた教典Rigvedaには都市住民との戦いの様子が記述されている。

BC6世紀にはパキスタンの地域は最大版図を誇ったダリウス大王治世下でアケメネス朝ペ

ルシャの東端の州になっている。パキスタンの北部の大部分を占めるガンダーラは当時半独立

王国の状態で，BC4Cにはその主要都市TaxHaには当時世界最大級の大学があった。

アレキサンダー大王はBC　325～327の間にガンダーラ地方を平定しインダス河を航下して

海岸線に達し，パルチスタンの砂漠を横断して帰国した。しかし，かれの帝国は短命であった。

BC　321年にチャンドラグブタがマウルヤ朝を築き，ガンジス河流域のPatnaに首都を築き，

そこからガンダーラを統治していた。その孫アショーカは仏教の普及に努め広くその帝国内に

仏教寺院を建設した。

AD6Cまで，パルチスタンとシンドについては殆ど記録がないが，インド大陸の西縁にあ
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って，シルクロードの通路にも当たるガンダーラとパンジャブについては記録が多い。アレキ

サンダー以降もペルシャ，アフガニスタン，中央アジアから幾たびも侵略者が峠を越えてこの

地に入り，セレウコス朝，パルチィア王国，パクトリア王国，ササン朝等多くの王朝の領土と

なり，クシャーナ朝，サカ王朝，グブタ朝，スードラ朝　グルジャラ等この地，或いは今のイ

ンド側に都を置いた幾多の国々が興亡した。

○イスラムの到来

イスラムは南北の方向から到来した。711年にアラブ軍を率いたMuhamad bin Qasimが海

路到来し，Multanまで勢力を広げ，バグダットのカリフへの納税を実行させ始めた。

11Cにはアフガニスタンにいたトルコ甲が北西から入り，GhazniのMahumadが，Rajput王国

を襲い，首都をアテガニスタンのガズナに置きガンダーラ，パンジャブ，シンド，パルテスタ

ン全てを支配するGhaznavid帝国（ガズナ朝）を築き，ラホールをパンジャブにおけるイスラ

ムの中心とした。そのカズナ朝をトルコ系のゴールゴ朝が倒し，1193年デリーを都とした。以

降300年間に5つのモスリム・サルタンの王朝が興亡した。この間ジンギスカンもデリーを襲

ったが征服はできなかった。

1526年，ジンギスカンの末商でもある初代ムガール帝国Baburが最後のデリーのサルタン王

朝ロディ朝を倒した。そのアクパル大帝時代に版図はカシミールからシンド迄を包含し，ムガ

ール文化が花咲いた。

以降もこの地域では抗争が繰り返され，ムガール帝国が分裂し，シークのRanjit，アフガ

ニスタンのホラズム朝　サイード朝等が入れ替わった。

このようにして，この地域は人種宗教言語の異なる東西幾多の王朝の支配を受けて，東西南

北様々な文化が流入し，農業分野でも多くの影響を受けている。

○英領時代

英国はまず，17世紀の始め東インド会社を設立して，商業活動の面からこの地に入り，綿花，

ウール，阿片，インディゴ染料，砂糖，ジェート，ダイヤモンド等を買い集めていたが，次第

に，政治面に深く介入し，1757年のプラッシーの戦い以降次々とインド大陸を手中に収めて行

った。1987年のセポイの乱に続き，1858年ムガール帝国が滅亡して以来，英領インドとして大

英帝国が直接統治する植民地となっている○

英国は近代のパキスタンに大きな影響を与えた0政治行政のシステムを導入したばかりでな
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く，全国の地図を作り，国境線を定め，道路・鉄道・水路網を確立した0文化・言語・芸術・

建築技術も導入した。彼らの建造物はヴィクトリア朝とムガール朝の様式が混和したものであ

る。

○独立後

1906年にイスラム教徒ジンナの指導のもとにイスラム教連盟が結成され1940年にインドか

らの分離独立を主張し，1947年にパキスタンとしてインドと共にイギリスから分離独立した0

同年10月には，カシミール帰属問題で第一次印・パ戦争が勃発（1949年停戦）し，1956年にイ

ギリス連邦内の「パキスタン回教共和国」となった01965年には再度カシミール帰属問題で国

境衝突（第二次印・パ戦争）が起こった0

1971年，東パキスタンはバングラデシュとして分離独立した。その時のインドの介入で第三

次印●パ戦争が起こり，これに伴いプット文民政権が誕生した0

1977年クーデターによってハック軍事政権が発足し，1979年にプット前首相は処刑された。

1988年ハック大統領は航空領は航空機の墜落事故により死去，G・Ⅰ・カーン大統領が登場した0

続いて1988年11月の総選挙で，故ハック大統領の与党，PML（パキスタン・ムスリム同盟）

を軸にしたIDA（イスラム民主同盟）が敗れ・反ハック政権のPPPパキスタン人民党）が

勝ち，12月にベナジール・プット女史が首相に就任したo PPPは1970年代には国有化を軸

とした社会主義的開発政策を推進してきたが，この時点では民間企業の国有化はしないと綱領

に記し社会主義的政策を転換し，地主層などの支持を得たものである0しかし，プット政権は

汚職のうわさが絶えず，政権の未熟さもあって1990年には解任され11月にIDA政権のモハ

マッド・ナワズ・シャリフ首相が誕生した。

（5）経済現況

1980年代経済成長は6％程度の伸びを安定的に示している01988年度には4・8％に減退した

が89年度は，農業は4％と低調であったものの，製造業は7・9％と高く，全体としては5・2％

に戻っている。

ィンプレ率も1980年代は概して7％程度であり，88年は食料の高騰等の影響で，10％を越え

たが，89年度には6％台に落ちついている○

しかし，国家の財政は厳しく，恒常的に赤字で1987年をピークに以降減少してはいるが，対

GDP財政赤字比率は1989年でも7・4％となっている0また，対外的には累積赤字が1991年初
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頭で651億ルピーあって，その内460．8億ルピーは支払い利息と言う厳しい状況にある。

国民一人当りGDPは370ドル（1989年）で，GDPの産業別構成比は1987年値で農林水産

業25．5％，鉱工業17．9％で漸減傾向にはあるものの依然として農林水産業が第一位を占めてい

る。

（6）地方行政制度

州（ProYince）制度をとっており，パンジャブ州，シンド州，パルチスタン州，北西辺境

州（N即P），の4州に区分される。北西辺境州の一部は（Federally Administrated Tribal

Area，FATA）という部族地域で事実上州・連邦共行政権限の及ばない地域になっている。

イスラマバードは司法・行政・警察の権限を有する内務省の行政官（Chief Commissioner）

を長とする首都圏行政庁（IslaAlabad Capital Territory Administration）が管轄する連邦政

府直轄特別区となっている。北部のGirgitを中心とする地域は連邦政府直轄地方地域となって

いる。なお，アザドカシミールはパキスタン政府の保護下にあるが，その帰属をめぐってイン

ドと係争中である。国土人口統計等にはパキスタン管理下の地方地域及びアザドカシミールは

含まれていない。

図　2－4　地方行政区分図
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州の下部組織は県（District）と呼んでいるが，NWEPにTribalAreaの5県を含めて19，

パンジャブに21，シンドに15，パルチスタンに16，合わせて71あり，特別区を加えると73とな

る。

州レベルにも主席大臣（ChiefMinister）及び各省大臣（Minister）をおき，州政府

（ProvincialGoYernment）とし，財政も含めて州の権限は強大である0
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第3章　　パキスタン農業及び農業政策

3．1経済社会開発5力年計画の年次区分

パキスタンでは古くから文明が開けていたが，近年になって1947年に東部も含めてインドから

分離して独立し，更に1971年に東パキスタンがバングラデシュとして分離独立して，現在のパキ

スタン・イスラム回教共和国が誕生した。農業の歴史も古く，パンジャブ地方を中心に早くから

潮漑農業が発達していた。経済社会開発5ヵ年計画は1995年に開始された。1970－78年は計画が

放棄されている。現計画期までの年次割は次のようになる。

第一次5ヵ年計画前　　　　（1947～1960）

第一次5ヵ年計画　　　　　（1955～60年）

第二次5ヵ年計画　　　　　（1960～65年）

第三次5ヵ年計画　　　　　（1965～70年）

無計画期　　　　　　　　　（1970～78年）　　第四次5ヵ年計画は発表のみ

第五次5ヵ年計画　　　　　（1978～83年）

第六次5ヵ年計画　　　　　（1983～88年）

第七次5ヵ年計画　　　　　（1988～93年）

1947年の独立当時よりパンジャブはインド大陸の穀倉地帯蔵であり，パキスタンは農業部門は

国の経済の中心でGDPの53％を占めておりパキスタンは農業をベースとして発展してきた。

GDP構成比では序々にその地位が低下しているが，収容労働人口比では依然として5割以上を

占めている。

表　3－1　独立後のGDP構成比及び収容労働人口比の変遷
r9右1

■ GDP構成比収　容　労　働　人　口　比
農　 業 その他 農　 業 鉱工業 サービス業 その他

1949－50 53．2 46．8 66 10 24 －

79－80 30．5 69．5 52 14 27 7

80－87 25．5 74．5 54 13 27 6

(Report of the NCOA)



3．2　第6次計画期までの農業部門の実績

1）1947－60年（初期）

独立当初，西パキスタン（現パキスタン）の人口は3，600万であったが，現在は世界第10位

（1億1，000万人）の人口を構成し，今世紀末には1億4，500万人に達すると予測されている。

人口の70％は農村居住人口であり，やや古いが，公表された識字率は全国平均26％で，都市部

47％に対して農村部は17％にとどまっている。

当初，経済成長は工業化が基本であり，工業化と経済発展は同意語と見倣され，工業発展に

国の施策と努力が集中し，農業は軽視されがちであった。この農業軽視の施策に加えて，粗放

的な潅漑による湛水と塩害が広がり農業生産向上に対して大きなブレーキとなった。単位収量

も生産量もこの期間を通じて低く，しかも，1952年の干魅が更に状況を深刻にし，パキスタン

としては初めて，100万トンの小麦を輸入しなければならない事態に立ち至った。

その結果，1955年に始まる第1次経済開発5国年計画（1955－60）期間に，農業に関してあ

る程度の関心が向けられることになったが，成果は殆ど見られず，この期間の農業の年成長率

は2．1％に過ぎない。この農業の成長率の低さが，結果経済全体の伸びを3．1％と言う低い値

に押さえることになる。食糧生産の増加は目標の9％に対して殆ど伸びは無く，綿花は21％の

目標に対して2％と言う状況であった。

栽培面積はこの間に全体で47／48年の1，163万haから，1959／60年の1，525万haへと増加し，

面積増により増産になった作物もあるが，単収増により増産した作物は殆どない。米，豆，小

麦，砂糖キビ等主要な作物の単位収量はことごとく低下し，綿花のみが僅かに増加した。

このように農業生産の低迷期間ではあるが，制度面では，2，3の成果がある。先ず，濯漑，

給水，排水，湛水，塩害地区の干拓，洪水防御・調節，発・送電，の分野の計画と実施を行う

目的で，1958年に　Water and Power Development Authority（WAPDA）が設立された。

1959年には電力局をWAPDAに併合している。

1959年に農地改革法の発布，所有地整備法の制定，農業・食糧委員会設置の大きな3点の変

革があった。農地所有の上限は濯漑地500Ac（約200ha），非瀦漑地1000Ac（約400ha）に制

限され，分散する小規模の農地は所有地整備法制定以降かなりの規模で集団化された。
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また，9人のFood and AgricuIture Commisionが低迷する農業の原因を究明する任務を

与えられ，1960年に出されたその最初の報告により，Agricultural Development Corporation

（ADC）が設立された。

ADCは農業技術・資材を農家に提供する目的で結成されているが，特にKotori堰，Guddu

堰事業地区では，農地開発事業も行った。

なお，1960年に取り決められたインドとのインダス河水利協定（TheIndus Water Treaty）

はパキスタンの潅漑を安定させ農業生産の安定と多様化の方向へと導くことになる。

2）1960－70（変動期）

60年代前半では製造業，とりわけ大規模製造業が高い年成長率を示した。農業の3．8％に対

して16．8％と言う高率の実績を残した。この農業の成長率，3．8％は低いとはいえ人口増加率

を上回っている。主要作物の伸びは，4．7％，その他の作物の伸びは，4．8％で，殆ど違いは

ないが，綿花以外の作物は，面積増によってもたらされたもので単位収量の伸びは僅少である。

農業部門では，まだ多様化の様相は見えず，むしろ主要作物重視の傾向が一層強まったと言え

る。

全体的に経済成長を重視した政策だったと言えるが，反面所得格差が拡大し，この政策に対

する不満も高まり，政治不安も高まった。

60年代前半の第2次5ヵ年計画では，農地改革等の制度面の変革の効果が現れ，農業の経済

成長を助長した。事業面では湛水と塩害の総合的な対策計画が策定され，インプットの面では

肥料，優良種子，防除等に対する補助金制度が取り入れられた。農業政策は，中規模農家のポ

テンシイアルを引き出すことに焦点を当て，生産性の高い中間層が生まれた。技術の面では，

パンジャブにおける公共のチューブウェルTWの著しい増加が挙げられる。この結果，地下水

位の低下による塩害の除去と安定的な地下水の供給が可能となり，作付け率が増加した。

1965年に1965－85　20年長期見通し計画が発表された。これによると，目標の年伸率は農業

5．6％，工業10．2％，その他7．7％であった。しかし，1965年インドとの戦争により，対パキ

スタン援助国会議は延期され　USAは食樋援助を含めて，全ての援助を凍結した。その結果，

この計画の実施は不可能となった。しかも，2年連続の干魅により，食糧輸入量を増加するこ
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とになった。反面，IRRI，メキシコのCIMMYT（International Wheat and Maize

Institute）の小麦，稲等の高収量品種が導入された。これは急速に広まり，1970年までに小

麦では52％まで普及した。地下水補給による利用可能水量の増加と肥料の助成金制度と合わせ

て，小麦，綿花等主要作物の単位収量，生産量ともに大幅に増加し，その比重がさらに高まっ

た。

60年代後半，第3次期には，経済全体としては6．7％の成長を示した。しかし，大規模製造

業は不振となり，農業は前期の3．8％から　6．3％へと向上した。特に主要作物は9．1％の伸び

を示した。しかし，所得格差，地域格差は更に増大し，政治不安感も強まった。1965年のイン

ド・パキスタン戦争も政治不安を高めた。1971年の東パキスタンの分離独立は地域格差増大の

結果の現れとされている。

3）1970－77（無計画期）

第4次5ヵ年計画は1970年，軍事政権によって発表されたが，州間の配分及び，投資の優先

順位で問題を含んでおり，発表後間もなくバングラデシュが独立し無意味になって，1971年に

廃棄された。以降77年まで，単年度毎の開発計画に従うことになる。

バングラデシュの独立に際してインドの介入で第三次印・パ戦争が起こり，これに伴いプッ

ト文民政権が誕生した。この政権の下に，主要産業の国有化と言う経済改革が進められ，公共

投資が民間投資を大きく上回り，固定投下資本の60％強を占めた。これは，小数民間人に資本

を集中させた高度経済成長への批判をもつ学生，労働者の要求に応じたものである。

この期間，オイルシ訂ツクの影響もあり外貨は不足したが，OPECからの援助があり，大

型プロジェクトへの国家投資が実現した。文民政権としての目標である。不均等収入の是正，

農村の貧困層の救済を狙った構造改革にも着手し，濯漑地150Ac（60ha），非饉漑地200Ac

（80h8）を所有上限とする農地改革が1972年に公表された。同時に栽培費用及び収量の小作と

所有者と配分量等も規定されている。農業関係の税制も改革された。

この期間初期に実施された事業に，1953年に開始されたVillage Aid Programeのフォロー

としてのPeoples Works P．（PWP），Integrated Rural Development P．（IRDP），

Agrovillages P．（AVP）の3種の農村再建事業がある。PWPの狙いは短期の事業によ

って農村部及び都市部の雇用機会を増大するものである。IRDPは肥料・農薬・農業機会・
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技術指導等のインプットのための地域センターを設立し，クレジットを用意するものである。

また，AVPは農村部の核となる町にサービス，機械，流通等のセンターを備えるものである。

これらの事業は，都市部において人口過密による深刻な問題を生んでいる，農村部の過剰人口

の都市部への流出を，農村部における雇用機会の増大によって阻止しようとするものである。

農業部門について見ると，1970／71，71／72，74／75の厳しい干魅，1973／74の洪水，肥料

価格を300％高にさせたOPECの輸入価格高騰，70年代初期の政治的社会的不安等により

1970－77の伸びは主要作物0．9％非主要作物4．6％，畜産2．4％，全体で1．7％と言う低率に

留まった。また，単位収量の伸びは目標を大きく下回った。なお，地域的には，シンドとパル

チスタンの伸びが概して良好であった。

4）1977－1986（復興期）

1978年に第5次計画が開始された。この期には民間経済が再度取り上げられた。農業のポテ

ンシァルが強調され，製造業，農業とも成長率は大幅に向上し，特に大規模製造業が大きく延

びた。

農業部門では増嵩した石油の輸入代金，肥料の国際価格上昇による補助金増額等のために実

質可処分予算は減少したが，小麦，米，綿花，砂糖キどの主要作物は概して増産した。前3種

は単位収量・両横両方の増加によるが，砂糖キビはこの期間単位収量は寧ろ減じており，面積

増のみが増産の要素となっている。価格政策によってこの作物の栽培面積が増大したためであ

る。

1980年に国家農業政策（National Agricultural Policy，NAP）が公表された。1981年に

はPakistan Agricultural Research Council（PARC）が設立され，Agricultural Prices

Co…issionが設置された。この要点は価格政策の再桶で，肥料の補助は減じ，農薬の補助は廃

止し，水利費は増額した。同時に農産物価格委員会の勧告によって，作物の支持価格は上げら

れた。

水，肥料，種子等のインプットの改善に加えて天候にも恵まれ，第5次計画期の農業は主要

作物の増産，農業部門全般の高成果となって平均4．5％／年の伸率を記録した。

第6次期（1983－88）の農業部門の計画はNAPに沿って樹てられた。この期には自給達成

と換金作物への多様化が目標に揚げられ，主として既存施設，機関等の改善による生産性の向
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上と私企業化とによる目的達成が期待された。その意味で，NCOAのReportでは，この期

を復興期と名付けている。

この期のGDPは6・5％の伸び率を記録した。製造業では中小規模製造業の成長率が向上し，

農業では非主要作物の生産も伸びて，始めて多様化の進展が認められた。農業全体としての経

済成長率は目標の年4．9％に対して3．8％に留まったが，全体としてはほぼ自給状態を得た。

主な成功は小麦と綿花の生産で，特に綿花は機期間終年（1987／88年）の目標を1985／86年に

越えている。しかし，砂糖キビ，米，小麦は目標を下回った。原因は小麦の場合は単純に86／

87，87／88年の悪天候によるものと言えるが，米の場合は移植期の水不足，障雨不足，病害，

バスマティ米の高収量品種開発の遅れ独占組織による低価格買入れ等の影響，砂糖キどの場

合は高収量品種開発の遅れ1981－86年の不十分な支持価格，地帯分けの強制による砂糖キビ

生産者と製糖工場の連携の悪さ等の要素の総合的な結果である。

高価格換金作物への転換はある程度進んだが期待ほどには成功しなかった。果実の生産は増

加したが海外の市場開発が過れ収穫後処理の技術・施設も不十分のままだった。農業部門の

予算は目標121億ルピーの65％に留まり，この不足は貯蔵庫を始め多くの分野で，目標に遠く

遅れることとなった。

窒素肥料の補助は廃止された。支持価格策については米は支持価格以上で自主的に調達する

こととなった。輸入を減じようとする油種子，玉ねぎ，豆類等の支持価格策の導入は成功して

いない。また，小規模農家に関する施策は殆ど見るべきものがない。第6次期の換金作物の支

持価格政策と助成金政策は大規模農家には有利に働いた。設備投資は不足したが，これは水の

部門で著しい。

表　3－2　　近年の農産物支持価格
（Rs／40kg）

1986／87 8 7 ／ 8 8 8 8 ／ 8 9 8 9 ／ 9 0 9 0 ／ 9 1

小　　　　　 麦 80．0 82 ．5 85．0 96．0 108 ．0

バスマテ ィ精米 204 ．0 250．0 258．0 276．0 288 ．0

イ　 リ　 精　 米 86．5 89．0 100 ．0 113 ．0 127．0

（資料：大使館）
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表　3－3　　農産物の平均伸び率
r9広／庄1

1 9 6 0 － 6 5 1 9 6 5 － 7 0 1 9 7 0 － 7 7 1 9 7 7 － 8 5

G　　 N　　 P 6 ．8 6 ．8 5 ．2 6 ．4

農　　　　　 業 3 ．8 6 ．3 1．7 3 ．7

主　 要　 作　 物 4 ．7 9 ．1 0 ．9 3 ．5

非 主 要 作 物 4 ．8 3 ．8 4 ．6 2 ．8

畜　　　　　 産 1 ．9 2 ．0 2 ．4 4 ．4

(Report of the National Commission on Agriculture)

図　3-1　農業･製造業の経済成長率の推移

出所Planning Commissionの第6次(1983-88),第7次(1988-93)5ヵ年計画

3．3　第7次5力年計画（1989－19糾）に見る農業部門の現況と問題点

3．3．1第7次5力年計画（農業部門）

（1）第6次5ヵ年計画のレビュー

多様化栽培，農業機械化，流通整備，輸出作物の生産性向上等を柱に・農業の自給自足の強

化に努めた。その結果は，目標生長率4・9％に対し・実績生長率は3・8％に止り，目標達成を



果さなかった。作物別に見ると，綿作は，増収品種の導入，施肥量の増加，病害虫の防除によ

り，著しく増収したが，その他主要作物である砂糖キビ，米，小麦，油用作物，換金作物につ

いては生産がのびていない。HYVの育成の遅延，降水量及び潜漑水の不足，病害虫の被害，

価格政策が対応できなかったこと等が要因と考えられている。果樹は増産を果たしたものの，

流通施設の整備が追いつかず，問題を残した。

（2）第7次5ヵ年計画の目標

NCOA（NationalComissiononAgriculture）の勧告（1986）は，食糧自給を達成し，

余剰分を輸出するため，生産性の改善と更に46万人分の願用の機会を創生するもので，目標●

生長率を4・7％に設定している。勧告に見られる農業開発の目標として，次の9項目を掲げて

いる。

1．経済生長率は人口増加率を安定的に上回る。

2．生産性の向上には，栽培技術の改善に頼る。

3．砂糖は自給し，食用油の輸入は減らす。

4・GNPに対するシェアーを増加するために，換金価値の高い作物を導入した多様化栽培を

普及する。

5．支援制度を強化する。

6．小規模営業の価格支持政策を強化する一方，流通の改善をする。

7・畜産，酪農生産の需要増加に対応できるよう生産構造を改善する。

8．家畜の品種改良及び餌料を増産する。

9・山岳●河川流域，barani地域の環境の劣化を防ぎ，森林・土地・水の各資源を保全する。

潜在生産性と実績生産性との差を縮少するための具体的な行動目標は次の10項目に整理でき

る。

1・生産性を向上するため，施肥，土壌改良，水管理，等の技術の導入，優良種子の生産配布，

合理的栽培技術，経済的な総合的作物の保護

2．増収品種の耐病性品種に関する研究の推進

3．研究施設の整備，研究水準の向上，予算的支援，及び研究成果の普及能率の強化

4．人材不足と教育・研修の効果向上のため視聴覚器機の整備

5．食用油の増産

6．生産生態区分による適地適作の普及拡大

7．重要作物（米と野菜）の生産目標の達成
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8．耕地と水資源の保全のための，森林，河川，草地の管理

9．特にbarani地域用の，耐乾性のある増収品種（穀物の牧草）の育種

10．私有営農部門に対する支援

これらの対策の実施によって，主要作物は4．0％，その他の作物は5．5％の生長率を生み出

し，農業部門では平均年生長率4．7％を期待している。一方，価格政策が計画の達成に重要な

鍵を握っており，過去の専売統制の撤廃（米），価格統制の撤廃（砂糖キビ）が良い効果をあ

げたので，第7次5ヵ年計画でも，価格支援政策は継続される。

（3）第7次5ヵ年計画の農業作物生産の目標

1．作物毎の生産目標

生産計画面横の占有率を1987ノ88年の実績と比較し，それぞれの目標を達成するために

拡大すべき排地面横を各作物毎に示した。（表）

表　3－4　　作物別　作付面積の目標（7次5ヵ年計画）

Crops Percentage share in croped area Additional area
1987-88 1992-93 (000 hectares )

W h e a l 3 6 . 8 3 5 . 4 2 4 0

R i c e 9 . 9 1 0 . 1 1 9 5

M a i z e 4 . 1 4 . 2 8 5

O t h e r c e r e a l s 4 . 6 4 . 6 7 0

C o t t o n 1 2 . 4 l l . 8 5 0

E d i b l e  o i ls e e d s 2 . 8 0 . 4 2 8 7

P u l s e s 7 . 1 6 . 9 6 0

V e g t a b l e s , s p i c e s 4 . 0 4 . 4 1 4 5

a n d  f r u i t s
S u g a r c a n e 4 . 3 4 . 4 1 0 0

F o d d e r 1 3 . 8 1 4 . 1 2 6 8

T o b a c c o 0 . 2 0 . 2

(NCOA)

この表によれば，殆どの作物において，耕地面積全体に対する占有率は変らないが，特に

食用油脂作物が突出して大きく（2．8％から4．0％へ），面積も287，000ha増加する目標が

立てられている。また，各作物とも栽培面積が増加し，小麦，米，野菜，香辛料，飼料作物，

砂糖キどの増分が多く見られ，食糧自給自足，食用油の輸入節減，畜産の振興という第7次

5ヵ年計画の政策に沿ったものになっている。

2．生産資機材の調達目標



目標生産年生長率を達成するために，技術的妥当性をも考慮し，生産資機材の準備すべき

量を算出し，1987－’88年の実績と比較表示した。（表）

哀　3－5　　作目生産のためのインプットの目標（第7次5ヵ年計画）

Inputs                1987-88 1992-93 Annua l Growth Rate

(Benchmark ) (Target) Sixth   Seventh
Plan    P lan

Water ava ilab ility(MAF)      112.22 125 .12 2.0    2.2

Fertilizer off take(1000 Nhｻ   1,750 2,550 7.1    7.8

Seed distr ibut ion (1000 hｻ     133 249 13.6    13.4

Mechanizat ion  (1000 h5M - ｣ ) 221 297 7.7    6 .1

Plant Protection (1000 ha)   2 ,140 2,730 15.8    5 .0
Coverage

この表によれば，濯漑水，肥量，配布種子，トラクター数，防除両横ともすべて増加して

いる。年生長率で比較すると，配布種子は第6次に続いて，同じ率の配布増加を目指してい

るが，防除両横は第6次が病害虫の発生加害が多く，防除した面積が殖えたが，第7次では

各作物の栽培面積が殖える分防除対象面積も殖えているが，平年並の発生で，特に異常発生

の兆も無く，大幅な生長率の減少を見込んだものと推測される。

3．施肥量

単位面接当りの作物の収量と生産物の品質を向上するために適正な施肥が重要な役割りを

果たす。1987－’88年から1992ノ93年までの実績施肥量と計画施肥呈並びに年生長率を表示し

た。（表）

表　　3－6　肥料投入量の推測
（nnn NLJtr・ienf．TnnnlI穴1

Year N p K Total

1987-88(Base Year) 1275 420 55 1750
1988-89 1465 511 65 2041
1989-90 1546 537 74 2157
1990-91 1629 565 86 2280
1991-92 1716 594 100 2410
1992-93 1810 625 115 2550

Annual Growth Rate 7.3 8.3 15.9 7.8

この表によれば，1987ノ88年の実績施肥量は1，750，000tonで1992－’93年の推定施肥量は



2550，000tonに増加する。この間の平均年生長率は7．8％で，3要素の中ではKの増加が目

立っている。ちなみに，第6次の目標生長率と実績生長率は，それぞれ8．0％と　7．1％であ

った。

第7次5ヵ年計画の各作物別の計画施肥量，1987－’88年（第6次）の実績施肥量と

1992－’93年の推定施肥量及び推薦する施肥量を表示した。（表）

表　3－7　主要作物のha当たり肥料養分投入量

(kg per hectare)

C r o p s %  U s e  o f E s t im a t e d  d o z e s  In c r e a s e d  R a t e R e c o m m e n d e d
f e r t i l iz e r 19 8 7 - 8 8  1 9 9 2 - 9 3      % clo z e s

W h e a t 5 2 12 3      1 7 3       14 0 2 4 0
C o t t o n 15 10 5      1 5 0      14 3 17 5
R i c e 10 1 17       1 3 3 2 4 0
S u g a r c a n e 9 18 4      2 4 0       13 0 4 5 0
M a iz e 4 1 13       13 0 2 7 0
tit h e m

(NCOA)

この表によれば，小麦作の施肥を優先しており，ha当りの施肥量は1987ノ88年の実績より

も30～40％増加する計画である。しかし，推薦施肥量と比較するとまだ低い水準である。

4．優良種子の育成，生産，配布

増収性を耐病性の改善を目標に優良品種の育成と，生産配布に努力した結果，それぞれの

主要な作物について以下の結果を得た。

（8）米・小麦・綿についてはかなりの成果をあげた。

（b）トウモロコシでは未だよい品種が育成されていない。

（C）油脂作物の中では，ナタネとカラシナについては成果があった。

（d）砂糖キビについては，外来品種の選抜に希望を託している。

（e）飼料作物と果樹の品種改良にはまだ着手していない。

以上の第6次計画の成果をふまえて，第7次計画の作業計画を次のように設定した。

（8）品種改良を強力に推進する対象作物は，砂糖キビ，米，綿花，油用作物，トウモロコシ，

飼料作物，果樹，野菜とする。

（b）果樹苗木育成センター，砂糖キビ品種育成センター，及びジャガイモや果樹の無菌培養

研究室を整備する。

（C）PunjabとSind州に公共で種子生産を拡大し，またNWFPでは種子生産業を振興する。



（d）個人の種子生産業を支援する。

（e）PARCでは，種子生産業支援のための基礎研究を推進する。

（f）Seed Actの適用作物を拡げる。

（g）Seed Certification Departnent　とNational Seed Registration Departmentを強化す

る。等。

5．作物保護

1980年代の病害虫の被害量は総生産量の25％と推定されたが，実際に防除を実施した面積

は耕地両横の23％に過ぎなかった。そこで，第7次計画では，病害虫の発生のモニターリン

グを強化し，適期散布に努め，航空防除を普及し，経済性を考慮した総合的防除も導入する。

また，農薬の管理も強化し，農薬検査所の施設整備をする。ポストハーベスト対策として煩

蒸施設を普及する。

6．農業の機械化

第6次計画では，農業の機械化の主力となるトラクターの補強台数が目標の250，000台を

達成できず，127，000台が配備される結果となった。これは，単価が上昇したための減少で

ある。

外資系5社（Massey Ferguson，Fiat，Ford，Belarus，IMT）の工場が設立され，大型

トラクターが国内で生産できるようになったが，20馬力以下のトラクターの輸入が自由であ

り，中型や小型のトラクター生産工場は出来ていない。

7．農業クレジット

農業クレジットの金額は1982－’83年の6．3billion Rs，から1987ノ88年には，ほぼ3倍の

18billion Rs，に増加した。これは無利子借款の限度額が6，000Rs，から12，000Rs，に増額

されたことや，その借款の手続きが簡単になったこと，及びMobile Credit Systemにより担

当者が各地を巡回するので利用が便利になったこと等が理由にあげられる。

第7次計画では，無利子借款にまつわる不正利用の防止，作物保険と家畜保険の開設，小

規模農家の営農を支援するためのMarket Committeeと紡糸工場でもクレジットが使えるよう

にするなど農業クレジットの一層な有効な普及と利用を図っている。
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8.公共倉庫の整備

既設の倉庫やサイロの補修をし公共倉犀には,小麦,米,綿花を保管しているが,小麦の

保管量を増加するため,新しい施設の建設を計画している.一方,人件費の節減と輸送費の

削減のためbu】k hand!ing systemを積極的に導入する｡

9.流通

下記の政府機関が農産物を買上げ,市場価格の安定を図っている｡

Food Department

Pakistan Agricultural Storage and Service Corporation (PASSCO)

Agriculturel Marketing and Storage Limited(AMSL)

Ghee Corporation of Pakistan(GCP)

Rice Export Corporation of Pakistan (RECP)

Cotton Export Corporation(CEC)

これらの機関が1986－’87年に小麦の31％，basmatiの33％，綿花の48％を買い上げたにも

拘らず，価格政策の反応が遅いことや生産物の取引きに，中間商人が介在して低価格で取引

きされるなど，この価格安定化政策は失敗した。

この経験をふまえて，第7次計画では，Ministry of Comerce　と　Ministry of Food and

Agricultureに　Commodity Boardを新たに設置し，国内，海外市場価格の変動に速かに対応

できるようにする。一方，生産者には品質規格の管理を普及させ，公平な適正な価格で取引

きができるようにする。

10. Support Price Policy

生産者が播種する前に,支持価格を示して,生産計画を立てられるようにする政策の適用

される農産物は,小麦,米,綿花,砂糖キビ,エジプトマメ,ネギ,ジャガイモ,油用作物

である｡第6次計画でもよう成果をあげたので第7次計画にもそのまま引き継がれる｡

11．農業教育

農民に対する農業教育と普及品の人材育成の教育に重点を置き，初等教育の中で農業教育

を行い，大学のコースの中に，普及研修コースを設定した。
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第7次計画では，Baluchistan　と　Multanの2箇所に新たに大学を設立し，NWFPには

Iand grand systemによる農業大学を設立し，研究と普及の有機的総合を図ることになる。

12．農業研究

優良品種の育成を最重要課題として把え，次の行動計画を実施する。

（8）米・砂糖キビ・油用作物・果樹・野菜について高収量品種・耐病性品種の育成をする。

（b）基礎研究は国立の研究所で行い，応用試験は州立の研究所が担当する。

（C）潜在生産力を引出す栽培技術の開発に関する研究を推める。

（d）生産環境の悪い地域に適応する栽培技術の改善のための研究を推める。

（e）綿花・砂糖キどの基礎，応用研究を強化する。

（f）理論と応用を総合した研究を推進する。

13．農業普及

第6次計画まで，普及機械の未整備，車輌の不足，等で普及活動は効果をあげることがで

きなかったが，Punjabと　Sindの5地区で実施したTraining and Visit（T＆V）の成果

は評価できるものがあり，第7次計画ではこれを拡大実施することになっている。

第7次計画では生産改善技術を持続的に普及させることを目標として，次の行動計画を実

施する。

（a）barani地域の生産改善を主題に，BaluchistanにもT＆Vを適用する。

（b）ラジオ，テレビ，新聞を積極的に利用する。

（C）展示圃場を設置する。

（d）すべての研究機関，教育機関，普及機関を農民に開かれたものとし，訪問や研修を実現

する。

14．小規模農家対策

近代的生産技術を受け入れにくい小規模農家は，全農家数の3／4を占めるが，国全体の生

産性を向上し，総生産量を増加させるためにはこの小規模農家の数を減らすことが有効であ

ると解析しているが，第7次計画では以下の行動計画を実施しようとしている。

（8）適正技術を普及する一方，小規模農家向けの流通やクレジットを整備する。

（b）市場価格の高い農産物の栽培を普及し，助成金の適用範囲を拡げる。

（C）営農の多様化を図る。

（d）農民教育・技術研修の強化，雇用機会の拡大を図る。
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15．農業協同組合

土地無し農民や小規模農民の営農には協同組合の利用が最も手近かにある。生産資機械や

農具の人手，井戸の掘削，流通，加工，施設の設立，濯漑排水路の手入れ等，協同組合を利

用して，適期に作業できるように施策する。

3．3．2　農業・農地

（1）農業概況

パキスタンでは古くから文明が開けていたが，近年になって1947年に東部も含めて独立して

インドから分離し，更に1971年に東パキスタンがバングラデシュとして分離独立して，現在の

パキスタン回教連邦が誕生し，307，355sq Mil〈796．1k㌔（FAO生産年鑑）－（パキスタ

ン農業統計等では803．5kわの国土面積に確定した（なお，同様に陸地面積でも77，088k謡と

77，872k講の相違がある）。ただし北部のカシミール及びジャム一地方は，その帰属に関してイ

ンドとの間で紛争状態にあり，国境線が確定せず数値に含まれていない。

独立当時の人口は3，600万人に過ぎなかったが，現在は約1億（1989年）で，年3・2％で増

加を続け，今世紀の終わりには14，500万人に達すると予測されている○

その3／4が45，000の大小の村落からなる農山村部に住んでいる。やや古いデータになるが，

1981年時点で，国の識字率は26％と低く，中でも都市部の47％に対して農村部では，17％に過

ぎない。

農業人口は増加しているが，総人口の伸びが大きいために農業人口比としては1970年以降10

％近く減少しており，最近では50％強に低下している。同様にGDPに占める農業のシェアー

も，独立した1947年時点と，続く1949／50には53％の高水準にあったが，1970年には32％に・

更に87年には21．0％へと低下している。しかし，就業人口率，GDP貢献度共に農業は依然と

して第一位の座にある。また，国民の75％は農村部に住んでいる。

更に，農産物及び農産加工品は輸出による外貨獲得額の3／4を占めており・また，農業部門

は工業原料を供給し，工業生産物の33％を消費する消費市場としても国の経済において重要な

役割を果たしている。
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表　3－8　　農業人口，GDPの農業貢献度の推移

19 6 1 197 0 19 75 19 80 19 85 198 8

総 人 口 千 人
- 65 ,706 74 ,7 32 86 , 14 3 9 4 ,656 115 ,0 42

農 業 人 口 千 人 - 4 0 ,728 44 ,83 0 49 ,80 6 4 9 ,094 6 2 ,07 2

農 業 人 口比 %
- 62 .0 56 .0 5 7 .8 5 1.9 54 .0

農 業 就業 人 口比 %
- - 5 6 .8 54 .6 52 .2 50 .7

G D P / 人 83 16 1 177 2 89 28 9 353

G D P の農 業 責献 度 % 40 .2 3 2 .2 29 .0 30 .0 24 .7 2 1.2

資料　人口:FAO生産年鑑

GDP :世銀のWorld Development Report

表　3－9　　農業及び地産豊のGDP青献度と．就業人口比の変遷

G D P の構成比 就　　 業　　 人　　 口　　 比

農　 業 その他 農　 業 工 ・鉱業 サー ビス その他

1949／50 53．2 46．8 66 10 24 N I L

79／80 30．5 69．5 52 14 27 7

l　 86／A7
25＿5 74＿5 54 13 27 ●

出典(原典　PAKISTAN ECONOMIC SURVEY 1986-87による) Report of the National Commission
on Agriculture

農業部門GDPの中で，作物生産は69％を占め，次いで畜産，林業及び漁業が夫々30％，1

％を占める。1949ノ50年から1986－’87年までの約40年間の農業部門の領域別GDPの年生長率

を次表に示した。



表　3－10　農業部門の領域別GDPの変遷

(Rs.Million)

Year To ta  GR  Major    GR M inor GR livestock  GR F is h ing  GR Forestry  G R

Ag ric ulture %  Crops Crops %        %

1949 - 50 6 ,59 5   -  3 ,428 8 22      2,270        4 4        3 1

1950 - 5 1 6 ,76 8      3 , 524 844      2 . 326        44        30

195 1- 52 6 , 15 5      2 ,984 8 03      2,383        4 9        26

1952 - 53 6 , 16 6      2 ,807 8 46      2,440        3 9        34

1953 - 54 7 ,10 5      3 ,539 9 93      2, 497       4 3       33

1954 - 55 6 ,948      3 ,46 1 859      2. 553        43        32

( m ) ( 1.3)     ( 1.1) ( 1.4 )     ( 2 .4)     ( 0 .3)     ( 1.7)

1955 - 56 7 ,09 3      3 ,524 8 82      2.6 10       5 1        26

1956 - 57 7 , 254      3 .650 852      2,667       5 1        34

1957 - 58 7 ,393      3 ,694 884      2, 724       5 2       39

1958 - 59 7 ,68 9      3 ,93 1 8 91      2,780        56        3 1

1959 - 60 7 ,7 11      3 ,882 893      2,837       7 1        28

( m ) ( 2. 1)     ( 2 .4 ) ( 0.8)     ( 2 .1)     (ll.0)     (-2 .3)

1960 - 6 1 7 , 69 5      3 . 840 869      2, 887        6 7        32

196 1- 62 7 , 17 1      4 ,209 9 18      2,940        70        34

1962 - 63 8 ,597      4 ,509 8 91      2. 996        77        38

1963 - 64 8 ,813      4 ,509 1, 129      3,048        8 5        42

1964 - 65 9 ,27 6      4 ,888 1,13 0      3,121        9 1        46

( m ) ( 3.8)     ( 4 .8) ( 5 .3 )     ( 1.8)     ( 5 .3 )     ( 10 .5)

1965 - 66 9 ,3 18      4 ,82 1 1, 172      3, 178       97       50

1966 - 67 9 .82 9      5 , 137 1,2 84      3,242       114       52

1967 - 68 10 , 982      6,078 1 ,406      3 .307       135        56

1968 - 69 ll,478      6,408 1,5 16      3 ,373       12 1        60

1969 - 70 12 ,574      7,553 1,363      3 ,440       170       48

( m ) ( 6 .3)     ( 9 .0 ( 4 .1)     ( 2.0)     (M .5 )     ( 0 .8)

1970 - 71 12 , 188      7,0 45 1,4 18      3 .509       155        6 1

197 1- 72 12 .6 11      7,336 1 , 507      3 ,579       125        64

197 2 - 73 12 ,82 1      7,473 1,478      3 .65 1       128        9 1

197 3 - 74 13 ,357      7,844 1,585      3 ,724       115

1974 - 75 13 .074      7.455 1 , 679      3 ,799       82       59

( m ) ( 0 .8)     (-0 .1) ( 4 .7 )     ( 2.0)    (- 12 .9 )     ( 7.7)

1975 - 76 13 .659      7,833 1.839      3 ,875                26

197 6 - 77 14 .004      7.944 1,920      3 ,997       98       45

1977 - 78 14 ,099      8,115 1,962      4 , 133       13 1        58

1978 - 79 14 .845      8.315 2 ,023      4 ,274       139        94

1979 - 80 15 ,826      9, 105 2 ,066      4 ,4 18       127       90

( m ) ( 2 .6 )     ( 4 .1) ( 4 .5 )     ( 3. 1)     ( 4 .8 )     (20.8)

198 0- 81 16 , 405      9.4 63 2 , 125      4 , 574       153        90

198 1- 82 16 ,992      9,8 36 2 , 189      4 .742       154        7 1

1982 - 83 17 ,637      10 ,2 13 2 ,25 1      4 ,94 1       168        64

1983 - 84 16 ,57 1      8.805 2 , 278      5 ,25 1       178       59

1984 - 85 18 ,600     10 ,388 2 . 353      5 ,584       187

( m ) ( 3 .5)     ( 3.2) ( 2 .4)     ( 4 .8)     ( 8 .3)     ( 2.1)

1985 - 86 19 .806      ll,158 2 .433      5 ,943       192       80

1986 - 87 20 ,967      ll,8 88 2 ,506      6 ,293       196       84

( m ) ( 6 .2)     ( 7 .0 ) ( 3.2)     ( 6 .2)     ( 2 .4)     ( 7 .1)

S ource Stat i st i cs Dic i s ion.



農業部門の合計GNPの生長率は，1960年代後半（6．3％）にかけて順調な生長を示した。

1970年代前半（0．8％）は低迷したが，再び生長を続け，1980年代後半には6．2％の生長率を

示し，人口増加率をはるかに上回った。

主要作物（小麦・米・綿花・砂糖キビ・トウモロコシ）の年生長率は農業部門の総数の消長

と略同じ年次消長を示し，これら主要作物が農業全般のGDPの帰趨を握っていることが示さ

れる。その他の野菜・果物・豆類・油用作物は市場性があり，輸入代替作物として将来性のあ

る農業生産物であるが，GDPの年生長率の経年変動には政府の農業政策が反映して，1960年

代以降比較的安定して，増加していることが示されている。畜産は1980年代以降，年生長率が

改善されていることが伺われる。漁業及び林業の年次変動は極端に大きいことがわかる。

代表的な作物について，1965－’70年から1990年までの栽培面積と単位面積当りの収量の推移

を図示した。
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図　3－2　主要作物の栽培面積及び生産量の変遷（ASOP）

以上の図から次のことがわかる。

（a）小麦・米・トウモロコシ・綿花は栽培面積も単位面積当りの収量も拡大・改善されてきた。

（b）ナタネとカラシナは栽培面積は減少したが，単位面積当りの収量は改善・向上した。

（C）ダイズは栽培面積の年次変動は大きいが，最近の単位面積当りの収量は改善された。

（d）砂糖キビは栽培面積は拡大したが，単位面積当りの収量にはほとんど変化が見られない。

（e）ゴマは栽培両税の年次変動は大きいが，単位面積当りの収量にはほとんど変化が見られな

い。

（f）ヒマは栽培面桁には年次変動が見られ，初期に大きく改善された単位面積当りの収量に最

近減少の傾向が著しい。

次に単位面積の収量と1979－’89年の10年間の平均増収率をパキスタンの近隣諸国及び世界の

平均と比較し表示した。



表　3－11　アジア主要国の主要作物収量の比較（1989）

(ks/ha)

R ic e G R% W h e a t G R % Ma iz e G R% S oy b ea n G R %

Se ed

Co tt o n G R% S u ga r c a ne G R %

P ak ist a n 2 ,26 9 -0 .6 1, 86 5 1. 6 1,2 8 7 0 .7 5 15 2 . 9 1 ,7 32 7 . 1 4 3 ,9 10 -0 .6

As ia n- Pa c if ic Av e . 3 , 54 4 2 . 6 2 ,3 3 7 3 .9 2 ,8 2 8 2 . 6 1, 17 9 2 .3 1 ,3 85 5 .2 55 ,88 8 0 .9

l or Id A ve . 3 , 45 7 2 . 5 2 , 38 1 2 .7 3 ,6 2 7 0 .6 1.8 4 1 1. 0 1 ,5 2 5 2 .8 6 0 , 22 9 0 . 8

Ba n g la de s h 2 , 5 0 2 2 . 6 1,6 3 2 0 .2 9 3 9 3 . 4 1 ,4 08 5 . 1 38 . 99 6 - 1. 2

Ind ia 2 , 59 0 3 . 8 2 .2 4 1 3 .7 1 ,3 4 5 1 .9 7 12 1. 0 6 0 7 2 . 1 5 6 ,5 7 1 1. 5

In lo ne s ia 4 , 22 8 3 .0 2 . 13 0 4 . 1 1.0 9 8 2 . 7 5 44 -2 .3 80 ,5 26 - 3 . 1

M a la ys ia 2 ,6 6 8 - 1.7 1 ,8 3 8 6 .1 4 2 9 - 12 .9 70 ,00 0 4 .9

H ya n ia r 2 , 85 3 0 .9 1,8 5 5 8 .9 1 ,6 36 2 . 8 7 8 7 2 .0 5 09 4 .6 6 0 , 194 5 . 3

Ne pa l 2 ,6 3 8 3 .3 1.3 8 6 1 .0 1 ,2 77 - 1. 0 23 , 154 3 . 9

P h i l ip p in es 2 , 7 0 5 2 .2 1 ,2 9 6 2 . 9 8 8 9 -0 . 6 3 ,0 3 0 3 . 1 6 7 , 2 09 0 .0

T ha i la nd 2 ,0 7 7 1.3 2 ,4 8 5 1. 4 1,3 3 1 2 . 9 1 ,4 46 1 .4 5 7 . 9 79 3 .4

注．GR．lYer8ge仙nual Gro廿th Rate1979－89（FAO生産年鑑）

この表から，次のことがわかる。

（8）パキスタンの綿作は世界の平均を超えており，年増収率も遥かに高く，生産性の高い綿作

国である。

（b）近隣諸国と比較すると，綿作はフィリピンを除けば，飛びぬけて高い生産性を示し，年増

収率も最も高い。小麦は世界の平均よりは低いが，アジアではインドに次いで，かなり高い

生産性をあげている。米・トウモロコシ，砂糖キビ，ダイズは優位にあるとは言いがたい。

1959－’60年から1989－’90年までの約30年間の各作物別の栽培面積の推移を次貢に表示した。



表　3－12　作物別栽培面積の推移

（1．0 0 0 h a）

Y ea r 穀　 物 ％ 換 金 作 物 ％ マ メ類 ％ 油脂 作 物 ％ 野菜 ％ 香 辛 料 ％ 果樹 ％ その 他 ％ To ta l

19 5 9－ 6 0 8 ，0 4 3 5 5 1．7 78 12 1，69 6 12 6 10 4 10 3 1 4 1 l 8 9 1 2．3 2 6 16 14 ，6 8 6
19 6 4－ 6 5 8 ，8 4 1 5 4 1，0 19 12 1．66 9 10 5 5 3 3 1 19 1 5 4 1 15 6 1 2，8 3 3 17 16 ，2 4 4

19 6 5－ 6 6 8 ．6 7 8 5 6 2，2 17 14 1，53 7 10 5 12 3 13 2 l 4 5 1 15 7 1 2 ．2 6 6 14 15 ．5 4 4

19 6 6－ 6 7 8 ，8 0 5 5 4 2，3 4 1 14 1，7 4 7 1 1 5 37 3 12 5 1 4 3 l 16 8 1 2，58 0 16 16 ，4 0 3
19 6 7－ 6 8 9 ．6 8 2 5 7 2，3 5 9 14 1，6 2 8 10 6 4 4 4 15 3 1 5 0 1 19 9 1 2，22 5 13 16 ，9 0 4 0

19 6 8－ 6 9 9 ，6 9 6 6 0 2，35 1 15 1，3 9 1 9 5 12 3 13 4 1 5 6 1 20 0 1 1．8 9 6 12 16 ，2 3 6

19 6 9－ 7 0 9 ，7 7 8 5 8 2，4 36 15 1，33 9 8 5 5 0 3 1 16 1 5 8 1 19 7 1 2 ．3 0 0 14 16 ．7 7 4

19 7 0－ 7 1 9，5 69 5 8 2，43 0 】5 L 3 17 8 5 9 4 4 13 1 1 6 0 1 2 0 0 】 2，3 0 7 14 16 ，6 0 8
19 7 1－ 7 2 9 ，3 09 5 6 2，5 6 0 15 1，4 18 9 6 58 4 14 5 1 6 8 1 20 2 1 2 ．2 3 5 14 16 ．5 9 6

19 7 2－ 7 3 9 ，3 7 2 5 5 2，5 8 8 15 1，45 6 9 6 0 7 4 15 1 1 5 9 1 2 25 1 2 ，4 7 2 15 16 ，9 3 0

19 7 3－ 7 4 9 ，7 8 4 5 4 2，5 3 9 14 1，6 2 7 9 6 3 3 4 15 9 1 6 0 1 2 18 1 3 ．2 5 3 18 18 ，2 8 0

19 7 4－ 7 5 9 ．2 14 5 3 2，7 6 1 16 1．37 7 8 5 2 5 3 16 2 1 6 8 1 2 35 1 3 ．0 2 8 18 17 ，3 7 0
19 75 － 7 6 9，7 26 5 4 2，6 0 9 14 1．4 7 6 8 5 6 2 3 15 0 1 8 7 1 23 5 1 3 ，17 5 18 18 ，0 2 0
19 76 － 7 7 10，0 33 5 5 2，7 18 15 1，5 3 3 8 6 19 3 13 4 l 8 5 1 2 52 1 2 ，8 3 6 16 18 ，2 10

19 77 － 7 8 10 ，2 4 2 5 5 2，7 3 4 15 1，54 5 8 5 2 5 3 14 8 1 9 2 1 27 3 2 2 ，9 3 1 16 18 ，4 9 0

19 7 8－ 7 9 10，6 6 8 5 5 2，7 0 7 14 1，67 7 9 5 7 8 3 16 5 1 1 12 1 2 67 1 2 ，13 6 16 19 ，3 0 0
】9 7 9－ 8 0 10，8 0 3 5 6 2．8 6 5 15 1，55 1 8 5 3 4 3 15 9 】 12 2 1 2 87 1 2 ．8 9 9 15 19 ，2 2 0

19 80 － 8 1 10．7 45 5 6 2，9 9 3 15 1，2 5 3 6 5 5 2 3 16 1 1 12 1 1 30 6 2 3 ，19 9 16 19 ，3 3 0

19 8 1－ 8 2 l l，1 11 5 6 3，2 17 16 1，32 1 6 5 4 1 3 17 3 1 1 16 l 3 44 2 2 ．9 5 7 15 19 ，7 8 0
19 8 2－ 8 3 1 1，2 57 5 6 3，2 26 16 1，33 5 6 5 5 9 3 19 6 1 12 3 1 3 69 2 3 ，0 6 5 15 20 ，13 0

19 8 3－ 8 4 1 1，2 8 3 5 6 3，17 3 16 1，30 7 7 4 7 3 2 20 0 l 13 2 1 3 90 2 3 ，0 3 2 15 19 ，9 9 0

19 8 4－ 8 5 1 1．2 56 5 6 3，2 0 0 Ⅰ6 1，4 15 7 5 0 5 3 2 0 5 l Ⅰ3 1 1 40 8 2 2 ，8 0 0 14 19 ，9 2 0
19 8 5－ 8 6 1 1．1 92 5 5 3，19 4 16 1，45 2 7 5 0 8 3 2 2 4 1 13 5 1 4 3 1 2 3 ，14 4 15 20 ，2 8 0

19 8 6－ 8 7 1 1，6 78 5 6 3，3 17 16 1，52 2 7 4 6 6 2 2 4 6 1 13 4 1 4 2 1 2 3 ，1 16 15 20 ，9 0 0

19 8 7－ 8 8 10 ，8 8 3 5 6 3．4 6 4 18 1，22 2 6 4 0 9 2 25 0 1 13 3 1 127 2 2 ，7 3 2 14 19 ，5 2 0
19 8 8－ 8 9 1 1，7 3 7 6 0 3，5 5 1 18 1，39 5 7 4 8 1 3 26 2 1 13 3 1 4 4 5 2 1，7 9 6 9 19 ，8 0 0

19 89 － 9 0 1 1，9 2 1 6 0 3，5 0 5 18 1，49 6 8 4 77 3 2 0 6 1 14 2 l 4 50 2 1，6 0 3 8 19 ，8 0 0

( ASOP=Agricultural Statistics of Pakistan 1982, 1989-90 )

この表から次のことが伺われる。

（8）作物合計栽培面積は増加した。

（b）作者別の年次変化はマメ類，油用作物及びその他の作物が栽堵面積，占有面積率ともに減

少している。

（C）野菜・香辛料・果樹の栽培面積は増加しているのに，増加面積が比較的少ないので，占有

面積率はほとんど変化していない。

（d）穀物，換金作物は栽培両横，占有面積率ともに著しく増加している。

パキスタンの農業生産物の中で，増収技術の改善，生産資機材の有効な投入によって成果を

あげたのは小麦である。1960年代に耐病性HYVを導入し，潜漑栽培が普及してから，単位面

積当りの収塁は改善され，1982年の調査によれば小麦栽培品種の80％がHYVとなっていると

いう。HYVを栽培していない地域はbaraniだけとなった。その結果，小麦の増収は著しく，

輸入を必要としないまでになった。

市価が高く，輸出して外貨を稼ぐことのできる　basmati riceはPunjabで栽培されている。



稲のHYVは増産という点では有利であっても市価がbasmati rice　と比較して安く，Lahore

やGujranwadeの米生産農家は品種を変えようとせず，全国のIRRl－HYVの栽培面積も

減少（1979年の50％から1982年の44％）した。このように，増産が必ずしも農家や国の経済の

改善につながらない例を残した。

綿は外貨を稼ぐ重要産品であるが，政府の長期的価格支持政策が欠け，更に天候不順や病害

虫の被害が加わって，栽培見合せや生産変動の原因を作ってきた。しかし，1980年に農薬の規

制を解除した後は農薬が自由に使用できるようになり，病害虫による減収を著しく少なくした。

このようにして，新品種の導入，栽培技術の改善，価格支持政策，農業の規制解除，等によ

り，国内の農作物の生産事情は大幅に変化した。

蓑　3－13　／卜者　米　豆類　食用油　肉　ミルクの国民1人当り供給可能眉巨給可能星

( kg/head/year)

198 1/ 82 1982/ 83 1983/ 84 1984/ 85 1985/ 86 1986/ 87 1987/ 88 1988/ 89 1989/ 90

Dry ailk

Wheat 116 .03 107.53 116 .78 116 .45 114 .00 112 .ll 105.83 127.38 128.97
Iｫpo rt(OOOton) 20 136 545 1,562 1,766 1,603
Export(OOOton) 2 19 45 Î ^ B I 2

Rice 23 .38 25.05 21.9 1 20 .48 16 .05 19 .78 2 1.32 18.03 15.36
Iipo rt 1 ̂ ^ ^ ^ 1 ̂ ^ ^ ^ 1 ̂ ^ ^ ^ 1̂ ^ ^ ^ 1 ̂ ^ ^ ^ 1 ̂ ^ ^ ^
E xport 1,244 95 1 1,265 719 1,3 16 1.240 1,2 10 854 744

Pu lses 4 .73 6 .ll 6.50 6.20 6 .19 4 .75 6.35 4.94 4.99
Iipo rt i ̂ ^ ^ a 1 18 65 42 61 94 89 113 49
Export I^ ^ H II^ H Î H Î H I^ H I!̂ S !

Ed ible O ils 7.35 7 .98 8 .18 8.13 8 .69 9 .02 ll.20 9.97 10.35
Iiport 47 1 460 729 684 8 15 687 959 853 940
Export I^ H II^ H I!̂ H !^ H

Mea t(beat , lutton   poultry ) 10.62 10 .80 ll.10 ll.40 ll.81 12 .15 12.67 13.12 13.63

liport
Export I ̂ ^ ^ B i ̂ ^ ^ a i ̂ ^ ^ a i ̂ ^ ^ a i ̂ ^ ^ a

M ilk 53.0 1 53.235 5 1.17 52.93 53 .56 54.89 56.17 57.66 59.73
I iport 280 350 91 115 112 100 92 84 60
Export Î ^ ^ ^ B I IS i H !i ^ S !!S H

Popu lation (X lOOO) 87,758 90 , 480 93,2 86 96 , 180 99, 163 102 ,238 105,409 108,677 112 ,046

Growth Rate (% ) 3 .10 3. 10 3.10 3 .10 3 .10 3.10 3.10 3 .10

Per C＆Pita AY8日8bilify of Yhete．Rice．PuLses，Edible OiLs，Neat．Niik

（ASricultur8l Statistics of P8kjstanl981－82，1989－90）

この表によれば，小麦・豆類・食用油の生産は増加し，食肉・乳製品も増産して，政府の農

業政策の成果が表われているが，米の生産は減少している。一方，人口は年増加率は3・1％と

変らず，高率で増加し続けており，米は輸出する余裕をもっているものの，その他の主要穀物，

食用油，食肉は依然として輸入に頼らなければならないのが現状である。



（2）農業・農地の主な問題点

パキスタンの農業生産については，潜在的生産力を如何に発揮するかが重要な課題となって

いる。もともと，農産物を増産する手段として，栽培技術は現状のままでも栽培面積を拡大し

て総生産の増加を図るか，栽培面積の無理な拡大をせず，単位面積当りの収量を改善して，総

生産量の増加を図るか，これら2つの組合せで増収を図るかの方法がとられてきた。栽培面横

の拡大は湘漑農業を可能にする方向で進められ，単位面積当りの収量の改善は，増収品種の導

入，濯漑，施肥，作物保護，土壌改良，等の技術改良によって達成されている。

主要穀物の生産について，濯漑面積率と施肥量が単位面積当りの収量に対する効果を，ネパ

ール，バングラデシュ，インド，インドネシア，韓国，中国及びパキスタンで比較図示した。

ネパール／インド／パキスタン施肥せず、かんがい面横率を殖やにも単収は改善されない。

この図から次のことが伺われる。

（a）瀦漑面税率が小さく，施肥塁も少ない，ネパール・バングラデシュ・インドの単位面積当

りの収量は殆ど改善されていない。

r守1　q＿q　　　盟仙の館湖前は　惑＿　抽脚署＿　毒択石田＿1廿山Ⅴ畠の陛l伍



（b）濯漑面積率と施肥量を大きく改善した韓国と中国では，単位面積当りの収量が大幅に改善

された。この場合，涯漑面積率が大きく改善された韓国の方が，濯漑面積率が余り大きく改

善されなかった中国よりも，単位当りの収量は顕著に増大した。

（C）灘漑面積率は大きく改善されたが施肥量の少ないパキスタンの場合は単位面積当りの収量

は余り改善されていない。

以上の結果から，栽培には瀧漑水が必要ではあるが，濯漑面積率を大きくしても施肥をし

なければ，里位面硫当りの収量が多くならないことが分かる。

農業政策として，小規模農業の多様化栽培を普及して，農業収入を改善する努力が払われて

いる。生産農家は，最大の営農収益をあげようとするので，市価の有利な作物を何時栽培した

らよいか意志決定ができるように情報の提供と営農の指導が望まれる。

一方，量収と潜在生産力の差は，小麦か40％，砂糖キビが50％綿花が30～40％もあるといわ

れている。新増収品種の導入は勿論のこと，播種時期を変えたり，施肥を適期に効果的に実施

したり，跡作作物にNやPを施肥することでもかなりの増収が見込まれる。このような，効率

よく，費用を余りかけないで，潜在生産能力をひさだす生産技術の開発，普及が望まれる。

農業生産にかかわる自然条件の規制要因については，耕地の拡大，潜漑排水の基盤や施設の

整備，適応品種の育成，栽培技術の改善や普及によって次第に排除することの出来る研究協力

と開発技術の普及が必要である。しかし，道路，運輸の整備，流通施設や制度・価格制度の適

用などのような社会経済的インフラや政策面での支援も重要な課題として残されている。

3．3．3　農地の利用状況

（1）土地利用現況

パキスタンの農業地帯の大部分はインダス河の流域に広がる。

古くから農業開発が進み，農地面積率は比較的商いが，パキスタンの農業については，「イ

ンダス河の水を始めとする豊かな自然条件に恵まれた高い農業潜在力を有する」と可能性を強

調した表現をとる場合と，「砂漠・荒地・急峻山地等　利用不能地が63％を占めており，塩害

等の問題地域も広く厳しい環境にある」と劣悪な自然条件を強調して表現される場合とがある。

しかし，農地の離湖面椚率は75％を越え，アジアの途上国では卓越していることにも象徴され

るように，作物栽培には水の供給が必須条件と言っても過言ではなく，水資源ポテシァルの制

－40－



約からも今後の農地の拡大は余り期待できない。

農地に適する地域は限られていて，その大部分は既に開発されている。従って今後の開発に

残された地域は，より条件の悪い砂漠，高地，荒れ地・海岸湿地等に向かって行かざるを得な

い。具体的な農地の拡大は“WaterAccord”関連で既存水利システムの拡大によるパンジャ

ブのJalapur地区，Thal地区，Cholistan地区，Dajal地区，シンドのThar砂漠地区，NWFP

のチャシマ揚水地区，パルチスタンのKachhi平野地区を主として・その他NWFPのGomal

zam地区，パルチスタンのMiraniダム地区，及び小規模な谷間の洪水集水饉漑或いはサイラ

バまたはロードコーヒーと呼ばれる天水傾斜地の粗放的な手当による農地化等に限られ余り

多くは期待できない。休排地，排作放棄地等が多いために・農地面積は定義によって大きく異

なるが，FAOの足掛こよる農地両横の変遷は次表の通りである。

表　3－14　土地利用の変遷

全国土a　79・610　　陸地b　77・088　　　　　　（千扉，％）

農　　 地 排　　 地 永年草地 林　　 地 その他地

C C／a d d／C e e／a f f／8 g g／a

1970 19，332 24．3 19，167 99．1 5，000 6．3 2，833 3．4 49，923 62．7

75 19，830 24．9 19，595 98．8 同上 同上 2，840 3．6 49，418 62．1

80 20，300 25．5 19，994 98．5 同上 同上 2，850 3．6 48，938 6 1．5

85 20，500 25．8 20，100 98．0 同上 同上 3，060 3．8 48，528 61．0

88 20，900 26．3 － －
同上 同上 3，300 4．1 47，888 60．2

（FAO　生産年鑑各年版）

この表から明かなように，この20年間に増加した農地面積は1・568千ha，8％に過ぎない0

これを国民一人当たりにしてみると，農地面積の減少傾向が明らかになる。耕地も僅かづつ増

加しているが，農地の排地率は僅かに低下の傾向にある0草地については，調査が行われてい

ないことを意味すると考えられる。林地率は低いが，この資料によれば，多少増加の傾向にあ

る。



表　3－15　国民一人当たり農地面稲，穀物栽培面積，穀物生産量の変遷

19 69 －7 1 197 4 － 76 19 79 －8 1 19 85 198 8 198 9／ 90

総 人 口 65 ，706 74 ，7 32 86 ，14 3 10 0 ，380 115 ，042 10 8 ，67 7

農 地 面 積　　　 ha ／ 人 0 ．3 1 0 ．26 0 ．2 3 0 ．2 0 0 ．18 0 ．19×

穀 物 栽 培 面 積　 ha／ 人 0 ．15 0 ．13 0 ．12 0 ．1 1 0 ．10 0 ．11

釣 物 年 産 宕　　　　 ／ 人 AA ●

元資料：1988まではFAO生産年鑑，
1988／89は政府（人口は相当異なる。米87／88で休耕地十ネット作付地，）

生産量では主食の小麦も自給を達成できず，食用油・砂糖の輸入等も貿易赤字を大きくして

いる。従って，国民への食糧の安定供給，雇用拡大，外貨獲得を柱として国の経済全般の発展

に果たす農業部門の役割は極めて大きい。

降水量の少ないパキスタンでは農業は何らかの水手当なしに考えられない。従って水利用の

状態による農地区分は農業を考える上で最重要な鍵になっている。表－11は農業省水管理局

の資料であり，全農地面積には農業統計の区分による（Culturable waste）を含むものと考え

られ，この表では濯漑面積率は78．5％となっているが，FAOの生産年鑑では農地，潅漑農地

ともにこの表よりも小さく，濯漑率もやや低くなっている（表4－7参照）。いづれにしても，

農地の潜漑率はアジア地域では最高である（水の章参照）。

表　3－16　水利用状況別農地面積と作付け率
r19只81

水利用状態別農地 作付地実作付率
（対農地）

2回作地

の水源別

比 ％

主　　 な　　 作　　 物
面　 積
（千ha） ％

面　 積
千ha ％

地表水潜漑 15，420 48．6 10，362 67．2 52．4 小麦，砂糖キビ，米，メイズ
煙草，菜種

地下水感慨 9，490 29．9 5，628 59，3 28．4 小麦，メイズ，煙草，綿花

潜漑地計 24，910 78．5 15，990 64．2 80．8
l

天水農地 6，820 21．5 3，800 56．5 19．2 小麦，落花生，豆労亘

農地計 31，730 100．0 19，7900 62．4 100．0
l

資料：農業省水管理局，

注　この農地面積は他の資料に比して大きい。ASOPの耕作放棄地（Culturable waste）
を含むものと考えられる。



（2）作物栽培の中で，作物を見ると，降水量の少ない条件を反映して，アジアでは珍しく稲の栽

培率が低い。作物別栽培面積では豆類が減少している他はいづれも漸増傾向にある。中でも綿

花の増加が大きい。今後も大勢としては同様の傾向がつづくものと考えられるが，現行の5ヵ

年計画期間の目標として，増産（農業の生産性向上）とともに，農業省としては換金作物・高

価格作物（多様化・耐寸加価値化の促進を重点においており，作物の転換拡大を考えている。

有望視され相川Ilが期待されるものは，果樹であろう。家畜の増加に合わせて，飼料作物も考え

られる。これは砂糖キどのバカスの有効利用等も考えられている。一方で，一般に作物の生産

性は他の国に比較して低く，単位面積当たりの農業生産量は世界平均の70％程度であると言わ

れている。従って，今後の方向としては必然的に農地の条件整備による単位収量増加の方向に

進むものと考えられる。

表　3－17　主要作物栽培（収穫面積）の動向

耕 地　 A 全 穀 物 B B ／ A 小麦 C C ／B 米　 D D／B 綿　 花 豆　 類 メ イ ズ 砂 糖 キ ビ

197 9 － 8 1 19 ，9 00 10 ，6 93 53 ．4 6 ，86 5 64 ．2 1．9 8 1 18 ．5 2 ，135 1，68 4 7 36 7 65

8 4 － 8 6 20 ，100 11，2 4 1 55 ．9 7 ，33 5 6 5．4 1．96 3 17 ．5 2 ．4 19 1．59 2 8 08 8 53

8 9／ 9 0半1 19 ，8 00 暮2 11．9 2 1 （60 ．2 ） 7 ，84 5 6 5 ．8 2 ，10 7 17 ．7 2 ，599 1，49 6 86 3 8 54

資料：FA0生産資料　末1パキスタン農業統計　x2作物延栽培面積

米は品種別に見ると，高収量品種は他の品種に比して4割増から2倍の単位収量になっては

いるが，それでも2トン／ha程度に過ぎず，噂好性の面の難点もあって，栽培面積は近年むし

ろ減少気味である。綿と共に輸出作物になっているバスマティ米は栽培面積は増加の傾向にあ

るが，品種対応が遅れ，単位収量は1トン／ha程度と極めて低く，しかも，現在までのところ，

むしろ減少傾向にある。これらの結果米全体としては，多少の上下変動はあるものの，長年栽

培面積：2，000千ha弱，収量：5，000千トン，単位収量：2．5トン／ha程度のレベルで横ばい

状態にある。



表　3－18　米の収穫面積及び単位収量の推移

1976／7 7 7 9 ／ 8 0 8 4 ／ 8 5 8 9 ／ 9 0

米　 全　 体 面 積　　 千 ha 1，749 2，0 35 1，99 9 2，10 7

単位 収 量 kg／ha 1，5 65 1，58 1 1，65 9 1，5 28

内 バ ス マテ ィ 面積　　 千 ha 5 30 77 9 77 9 1，105

単 位収 量 kg／ha 1，244 1，13 8 1，23 0 1，10 1

内 I r r i 面積　　 干 ha 6 78 96 4 97 4 8 43

単位 収 量 kg／ha 1，9 42 2，03 1 2，0 93 2 ，132

（Agricultural Statisries of Pakistan＝ASOP）

豆類は1，500千ha程度の栽培で推移している。

砂糖キビは800千ha程度で漸増の傾向にあると言えるが，農業省によれば単収が30年間

37，38t／ha程度と低いレベルで変わらず糖度も低い。また，普通株出しをせず，1作毎に植

え代えているため，平均栽培期間が相対的に長くなっている。結果的に相当な面積で栽培しな

がら，砂糖を輸入せざるを得ない状況にある。

このように既して生産性が低い中で綿花のみは栽培面積，収量ともに順調に延びている。こ

れは，農業省の説明によれば，基本的には，利益の上がる作物で農民にインセンティブがある

作物であるからであり，肥料投入量も多く，品質管理，病虫害防除もよく行われている等の結

果である。

野菜，香辛料，果物も低いレベルながら大きく延びている。特に果物類も地域的に変化に富

んだ気候の恩恵を受けてオレンジ，アヴォガド，苺，マンゴー，桃，葡萄等各種の果樹の生産

に適しており，中近東向けの輸出の伸びが期待される。

前述のように，農地面積の外延的拡大の難しい現状下にあって，作物全体の延べ栽培面積は

漸増を続けている。今後も地域特性を考慮した選択的拡大の方向で全体として僅かながら作付

け率の向上が続けられていくものと考えられる。この場合，水の供給可能量とのバランスが大

きな要素となることは言をまたない。



（2）土地利用上の主な問題点

WAPDAの1977－’79年の3年間のデータによれば，地下水位が0～3フィートで排水が極

端に悪い地域は110万ha（6．7％），地下水位が3～6フィートで排水の不良な地域は254万

ha（15．5％），地下水位が6フィート以上ある地域は，1，276万ha（77．8％）である。そして，

地下水位が0．5フィートで土壌が水で飽和し，根系の通気が悪く作物の生産が阻害される地域

を陶ter】ogging area　と定義しているが，これも4月～6月は213万haであるが，10月には

491万haに拡がるというデータもある。1979年から1986年までのwaterloggingのおこる可能

性のある面横を州別に示すと次の表のようになる。

表　3－19　地区水位が0～5フィートの農地

(Million ha)

1 9 7 9       1 9 8 4       1 9 8 5       1 9 8 6
P r o v i n c e            A r e a  %     A r e a  %     A r e a  %     A r e a  %

P n n j a b             1 . 2 2  1 2    0 . 7 9  8    0 . 4 9  5    0 . 7 7  8

S i n d               1 . 1 9  2 1     1 . 1 7  2 0     1 . 2 2  2 1     1 . 2 7  2 2

N W F P              0 . 0 3       0 . 0 5  1 0    0 . 0 4  7    0 . 0 4  7

B a l u c h i s t a n C P a t  F e e d e r )  0 . 0 5  3 4    0 . 0 4  2 9    0 . 0 5  3 1    0 . 0 6  3 6

P a k i s t a n             2 . 4 9  1 5     2 . 0 5  1 3     1 . 8 0  l l     2 . 1 4  1 3

N o t e  :    A r e a  a n d  p e r c e n t a g e s  r e l a t e  t o  t h e  g r o s s  a r e a ' o f  1 6 . 4  m i l l i o n  h a . D a p t h
o f  w a t e r  t a b l e  v a r i e s  c o n s i d e r a b l y  f r o m  y e a r  t o  y e a r  i n  r e l a t i o n  t o
p r e c i p i t a t i o n  t o  p r e c i p i t a t i o n  a n d  o t h e r  f a c t o r s .  T h e  a b o v e  t a b l e
r e p r e s e n t s  t h e  p r e - m o n - s o o n  s i t u a t i o n .

S o u r c e  :   S e v e n t h  F i v e  P l a n  P r o p o s a l s  ( 1 9 8 8 - 9 3 ) .  R e p o r t  o f  t h e  T e c h n i c a l  C o m m i t t e e
o n  D r a i n a g e  a n d  R e c l a m a t i o n ,  1 9 8 7 .

waterloggingの問題のある面積には年次変動が見られるものの，州別に見ると，

Baluchistan　と　Sind州が多く，PunjabとNWFPには少ない。パキスタン全体では10－15％

の耕地がwaterloggingの対策が必要となる。

一方，地下水位が6フィート以上あっても，その3／4の地域は塩の蓄積による被害が強く

現れ，栽培がかなり困難である。しかも，この面積は毎年増加している。SindとPunjab州の

Directorates of Land Reclamationで努力はしているものの，有効な成果はまだ出ていない。

地下水を利用し井戸水感漑をすると，地下水位が降下して，塩害が僅かに修正された例もある

が，この井戸漉漑地区（SCARP事業による）で，もともと塩害の無かった地区で，塩害が



出ており，地下水濯漑が塩害防止策として決め手にはならないようである。

また，土壌や潅漑水のsalinityの被害以上にsodicity問題が深刻である。研究によれば

SOdicity soilには，gyPSum（石膏）の施用が有効といわれているが，効果が疑問視されてい

るのが実態のようである。

Waterlogging，Salinity，SOdicityの問題が解決できれば農業生産物の増収が約第される

というわけではない。農産物の増収は，HYVの育成と優良種子の生産配布，潜漑排水の水管

理，施肥，作物保護等の栽培技術の総合的組合せが持続的に生産力を向上安定させる方法であ

る。

（3）土地利用・作物栽培の今後の方向

独立後，耕地面積は40％増加し（1960－1985年までの年平均増加率は1．2～1．4％），作物

生産は75％増収した。しかし，パキスタン全国の農地を土壌の物理化学性，HYVに対する反

応，肥料に対する反応の特性で級別すると次の表のようになる。

Class I :土壌制約はなく,集約的濯概農業ができる地域である｡全国に416万haあり,

PunjabとSind州に多く分布する.全港滅面積(水路支配面墳CCA)中のシェア-は

30.7%である｡

Class II :土壌制約は多少あるが,稲作や小麦作に適している｡ Class Iと同じく,

PunjabとSind州に分布する｡全国に582万haあり, CCA中42.9%である｡この級に

属する耕地の中,排起が困難な粘土質が407万ha,透水性の良い砂質が64万ha,

salinity/sodicityの問題土が80万ha,水管理が不可能なwater loggingの問題土が

26万haある.

Class m :土地の生産性は低いが,栽培管理をうまくやれば或る程度生産性改善の出来る地域

である｡総面積78万haあり, water Ioogging　とsolinity/sodicity問題のある土地

で占められる｡ CCA中5.7%しかない｡

Class IV :土壌条件は悪く,生産阻害要因が多く,改善には多額の資金が必要な地域である｡

CCA中僅か3.5%に過ぎない｡

Class I -IVの耕地は総耕地面積の83%を占める｡

その他,土壌流亡のはげしい土地,沼沢地,砂丘跡,等の非耕地にも15-17%のCCAがあ

って栽培が行われている｡



表　3－20　土地の条件別　濯漑水路支配面積

000 ha

I.W.F.P. Punjab  S ind   Baluch istan Pak istan Percnt
of CCA

a) CULT IVATED LAND           97.2   2990.0  1060.3     17.0  4155.5   30.7

C lass I : Flaw less            102.7   1607 .7  2024.0     332.7  4067.1

Class I : Clayey(s)*          22.0   574.9   36.2     2.8  635.9

Sandy/Shal low(s)            34.0   215.5   7.7     -   257.2

Water logged(w)             3 1.4    27 .0   -      -    58.4

Uneven(r)

S lightly san line or sa line in

surface on ly(a)             2.4   464.6   33.6     0.6  801.2

Sub-Tota l :       192.5   2889 .5  240 1.5     336.1  5819.8   42.9

C lass III : Sandy/sha llow(s)        4. 1    169.7  131.3     -   305.1

Water logged(w)             10.7    34 .0  168.9     5.5  219. 1

Sa line-sod ic & sa line gyps lferous(a)   1.7    126.0  112 .3     ll.9  251.9

Sub-Tota l :        16.5    329 .7   412.5      17.4   776.1    5.7

Class IV : Sandy/sha llow(s)        -   295.7   22 .7     6.6  325 .0

Water logged(w)               -    7.4   1.8     -    9 .2

Saline-sod ic                  -     42.5   102 . 1      -    144 .6

Sub-Tota l :              345.6   126.6      6 .6   478.8    3.5

Total Cu ltivated      288 .2   6564.0  4000.9     377. 1  11230.2   82.8

b) CULTIVATED LAND

C lass VH : Sevevely eroded (e )      9.4    -    -      -     9.4

Sandy(s)                 12 .9   298.8   -       0 .1  311.8

Harsh(w)                  -     1. 1           -     1. 1

Severely Saline(a)" *          9 .6   911.7  846 .5     12 .0  1779 .8

Sub-Total :       31.9   1211.6   846.5      12.1  2102.1    15.5

C lass VI : Shifting dunes(e)       -    43.1   -      -    43 .1

Very severe ly sa line(a)" *        -    69.0  112.2     -    181.2

Sub-Total :              112.1   112.2           224.3    1.7

Tota l Uncultivated      31.9   1323.7   958.7      12. 1  2326.4   17 .2

GRAND TOTAL OR CCA            320. 1    7887.7  4959.6     389.6  13556.6   100.0

Total saline in CCA           13 .7   1613.8  1506.7      24.5  3158.7   23 .3

(4.330 (20.5%) (30 .4%)    (6.3%) (23.3%)

Land c lasses are determined by the nature and degree oj sever ity of lim itat ions such assha llowness,water logg ing,salinity,sodtcity and texture.C lass E clayey(s)land when under

r ice cultlivation is not cons idered water logged even if water table is withen five feel ',
the crop is not adverse ly affected un less the water stands on land surface .

C lass V and M lands are not found w ithin the CCA.

XX**" Most of the severe ly sa line and very severely saline unclutivated in Sind and some in thepunjab and N.W .F .P.is waterlogged as we ll.source : Soil Survey of Pak istan (Various reports).

C C A Cana l Command Area



従って，政府の推進する多様化・集約栽培は，潅漑農業の生産効率のよいClassIとClassII

の地区で実施することが，開発のcost efficiencyを高めることになる。

また，総排他面積の25％（500万ha）を占めるbarani，Sairaba，tOrrent Watered等の地域

では，生産投人材の効果，CrOPPingintensityの効率が濯漑農地よりも悪い。

今後，作物の増産，果樹，畜産の導入による営農収入の大幅な改善向上を目指し，農産品の

輸出と貧困層の雇用の拡大をねらう多様化営農の振興には，自然条件の特性を利用した農業開

発が合理的であると思われる。
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第4章　水資源及び灌漑排水

4．1潅漑の歴史

（1）濯漑の起源

パキスタンでは北部山岳地帯を除いて，年降水量が500mm以下の所が多く，潅漑なしの農業

は営めない。濯漑農業は古くから行われ，3080年の歴史を有する。周知のように古代（BC

2500年頃）インダス下流部にドラビタ族によってモヘンジョダロ，ハラッパーの都市国家が建

設され，濯漑稲作農業を基盤とするインダス文明が栄えた。しかし，BC2000年頃には，アー

リア人の侵入と水害に襲われ，間もなくパンジャブ地方に濯漑農業が始まる頃には滅亡した。

以降，浅井戸の発達と共に，洪水排除水路の建設，洪水を河川堤防越流させ農耕地を拡大する

方法が広く行われてきたが，洪水氾濫潅漑は居住域の拡大により，干魅年の飢饉の危険を大き

くしたことも否めない。現在も基本的にはこの考え方は広く活用されている。

下って，ムガール朝期（1526－1857年）には宮殿等へ河川からの取水，導水が大規模に行わ

れていた。また，16世紀頃にはイランからペルシャ井戸やカナートの技術が導入されている。

これは農業生産に利用されていた。

（2）英領植民地

インド西部に続くパキスタンの穀倉地帯，パンジャブは5つの河川（Jhelum，Chenab，Ravi，

Jutlej及びJndus本流，一説にはBeas）の集まる所の意味であるが，インド大陸の中では降水

量が少なく，農業生産地としては限界地であった。英国植民地政府はこの地において潅漑農業

の定着を企て，頭首工／堰を含む濯漑用水路網の建設に着手した。

－49－



表　4－1　英領期の潅漑施設

システム名 完成年 涯漑支配面積 幹線水路延長 支線水拷延長 幹 支 線 密 度
千ha kll k皿 m ／ha

Chenab　　 下流 1892 990 690 3，610 4．3

Chenab　　 上流 1917 220 280 1，900 9．9

Bar i Doab 下流 1917 350 2 10 1，920 6 ．1

Bar i Doab 上流 1879 5 10 520 2，5 10 5 ．9

Jhelum　　 下流 1917 330 400 1，600 6．1

Jhelum　　 上流 19 17 100 210 1，000 12．1

（IDEの資料より作成，数値はラウンドにしている。）

これらは，いずれも現在も利用されている代表的な水路である。IDEの資料によれば，当

時のパンジャブの潅漑水躇建設は，鉄道建設，英領インド全体の平均値よりもB／Cレートが

高かったことが特徴とされる。

（3）独立後

1947年の建国（東パキスタンを含み，インドと共にイギリスから分離独立）当初には，西パ

キスタン区域の潅漑利用水量は，6，400万AF（790億㌔），潅漑支配面積2，700万Ac（1，090万

h8，725mm／ha）だったが，イギリス連邦内のパキスタン回教共和国となった1956年以来，水

利施設建設は積極的に進められ，インダス河筋の肋ngla〈5．9MAF（73億㌔），1967年，主，

Chashma（0．7MAF（9億tC），1971年），Tarbela（9．3MAF（115億．P），1976年）の3

ダム，Kotori，Taunsa，Gadu等19の堰，頭首工，12の連絡水緒，43の濯漑用水路によって，

1987／88年時点で，全体の有効貯水量は190億㌔となって，年間利用水量1300億㌔，潅漑支配

面積1400万ha（FAO1988年：1，568万ha）と，建国当初より5割近く増加している。

この間，1960年のインドとの水紛争の結果，インダス水利協定により，従来パキスタン

領で使っていたインダス水系東側のRavi，Beas，Sutlej等の河川からの取水量10MAF（123億

㌔）の水をインドに手渡すことになり，この分を西側のTndus，JheluH，Chenabの河川総流量

137．27HAF（約1，700億㌔）の内から補充しなければならなくなり，その導水のための連絡水

路（フィーダ水路）の建設，頭首工，堰等の付け替え工事が行われ，用水系統が大きく様変わ

りした。上記の肋ngla，Tarbela等の水源ダムの建設もインダス河川協定が契機となっている。



今日作物栽培面積の75％（1988年のFAO生産年鑑では農地の潅漑面積率が75％）をカバー

し，1987／88年の実績で，濯漑地が全国の2回作地の約80％を占め，作物の90％を潜漑地から

生産しているとされている。しかし，維持管理予算の不足で，潅漑システムの老朽化が著しい。

パキスタンの農業はインダス河の豊富な流れの賜物であると言って過言ではない。ヒマラヤ

の雪解け水を集めて流下するインダス本流の水は豊富で比較的安定している上に，Tarbela等

のダムによって流況は更に安定化されている。インダス以外のパルチスタン等の河川流星は僅

かであって，変動が大きく，利用水源として余り多くは期待出来ない。

4．2　水利現況

（1）濯漑システム

1）インダス水系の礎漑システム

インダス水系の濯漑システムは耕地支配面積34．5MAC（13，960千ha）で恐らく連続する一

水系のシステムとしては世界最大と言われている。

図　4－1河川及び漉漑システム図



水緒の全長は58，500kmの基幹水路（送水幹・支線水路）と89万本，160万kmに及ぶ圃場レ

ベル水路（Water course，field channel，fa川ditch），合わせて166万kmである。基幹水

路延長は支配面積当りにすると　4．2m／haとなる。

表　4－2　　インダス水系の基幹水路延長

州

基 幹 水 路

総 延 長

　km

設　 計　 流　 量 濯 漑 耕 地 支 配 面 積 面 積 当

水 路 延 長

m ／ ha

単 位 流 量

1 ／ haCuS eC ㌔ ／ S MA C 千 h a

パ ン ジ ャ　ブ 36 ，7 00 272 ，0 00 7 ，60 0 20 ．6 5 8 ，360 4 ．4 0 ．9 1

シ　　 ン　　 ド 18 ，6 25 132 ，4 00 3 ，70 0 12 ．19 4 ，930 3 ．8 0 ．75

北　 西　 辺　 境 2 ，3 00 7 ，7 00 20 0 0 ．90 360 2 1．4 0 ．56

パ ル チ ス タ ン 8 25 4 ，7 70 13 0 0 ．7 6 3 10 2 ．7 0 ．42

全　　　　 国 58 ，50 0 4 16 ，87 0 11，600 34 ．5 13 ，9 60 4 ．2 0 ．8 3

注　この表は上記の説明同様Kazi氏の賃料より採っているが原本は古く1881年の

"Rehabilitation of Irrigation and Flood Protection Works in Pakistan　である｡

従って濯概耕地支配面相,圃場レベル水指の延長は相当異なるが,基幹水指部分はこの時点より余り変わっていないと考えられる｡

各水路システムの末端ブロックは200Ac (80ha) - 700Ac(280ha) ,平均400Ac(160ha)

で, 20-35農家をカバーするChakと呼ばれるブロックである.

Chak　内はWater course　と呼ぶ配水システムによって配水され, Mogha　と言う設計水量

1-3cusec (28-80 1/S,時に5cusec　= 140 1/S以上)の分水口から給水される　chak

内の給水はWARAB州DIと言われるローテーションで,面積当りで定められる時間単位で実施

される｡

これらの水指の内,最大の連絡水路はMarola-Ravi Link水路で,設計流量22,000cusec

(600mVs)である｡また,最大送水幹線水路はシンド州のRohri水路で, 2.6MAc(100万ha)

の支配面積を有する｡

なお,設計基準によって単位用水量は3cusec/l,000Ac (0.0834m3/s/404.7ha) = 0.206

1/s/ha　と定められている｡

ちなみに水路システムの設計基準の基本的な考え方は,

8)河川の供給可能推量に合致すること,

b)最小の水量で最大限の面積において作物を成熟させると言う目的に合致すること,



C）低コスト・限られたスタッフによる操作／維持管理を行うこと，

に要約できるが・これら・特にb）が，作付け率，単収を低くしている嫌いがある。つまり，

最終目的が最大の総収穫量ではなく，均等に最大多数の農民・最大面掛こ受益を与えること

と解釈され・経済性を越えて過大な面積を支配面積とするため，実栽培面積も単収もむしろ

過小になっていると考えられる0このことについての反省から，作物成育上適性な礎漑要水

量に基づいた用水計画の必要性も内部的に指摘されている。

しかし・貼ziによれば・人口増に対する食糧増産・国際貿易収支の赤字補填のための輸出

向け作物の増産と言う緊急的なニーズのため，この基準を上回って給水している所が，全国

随所にあり，特にシンド州に多い0例えば…ri水柘は10，887cusecの設計流量に対して，

5割増しの16，385cusecで送水していた。

これは岨ngla・Tarbela等の建設，水柘システムの改良によって可能となっているが，水

配分上の緊張を増大し，危険性もある。

（地下水）

2・30年前には広く大屋こ存在する地下水源は生産のための濯漑用水の補足となるメリット

よりもむしろ塩害・浸水被害をもたらす原因となると見徹されていた。

1959年最初の塩害防除・農地改良事業（SalinityControIAndReclamationProject＝

SCARP）Ⅰが開始され・1～5cusec／lセット（0・028～0・14TC／S）の公共的井戸

（Pub‖c TW）が2，069本開削された。

1980年6月30日時点までにWAPDAは真水（FGW）地域で11，000本，塩水（SGW）

地域に1，300の公共的なTWを掘った。

一般に真水地域の公共的井戸は，圃場水躇ブロックの上流部に建設され，汲み上げられる

水は・水路で配水される地表水のWARAB州DIと呼ばれるローテーション給水システムの中で

補給される。
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表　4－3　　SCARP実施1980年6月時点までの井戸開削実績

州

Tu be We ll　　 数 井　 戸　 開　 削　 経　 費

真　　　　　　　　　 水 塩　　　　　　　　　　 水 計

新　　　 規 再 建 設 新　　　 規 再　 建　 設 全 体 HRs． 1 本 平 均 千 Rs

1980 1988 1980 1988 1980 1988 1980 1988 1980 1988 1980 1988

バ ン ジ 十　ブ 8 ．116 00000 8 15 00000 927 00000 9．85 8 00000 2 ，933 29 8

シ　　 ン　　 ド 2 ，376 30 365 2 ．77 1 2．084 1．330

北　 西　 辺 549 549 374 68 1

パ ル チ ス タ ン 105 10 5 83 79 0

計 10 ，939

（11．146 ）暮

8 45 1，292 13，076

（13．283）羊

5 ，474 4 12

注1．加えると（）内　の数になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（WAPDA）
2．新しいデータは参考＿にのせている。

SCARPの井戸の成果を知って，農民は1950年代後半より，個人的に小規模の地下水揚

水開発／運転を開始した。1980年当時には16万本，年間26．OHAF（320億㌔）で，公共揚水

の3倍以上になっている。

インダス平野の濯漑地区とほぼ同一の地帯に2，490万Ac（1千万haの滞水屑があり，究極

的なポテンシァルは750億㌔と推計されているが，現在はDTWで140億㌔，20万本の小規

模井戸で370億㌔，計500億㌔が使われている。

賦存量は少ないが，パルチスタンにもあり，開発調査の途についた段階である。

2）インダス水系以外の准漑システム

インダス平野以外にも約5．5MAc（220万ha）の潅漑農地がある。これらの多くは分散し

た谷間の伏流水や地下水利用の個人的な施設で，浅井戸，チューブ井戸，地表揚水，Kare，

泉，小規模取水工等様々な水源から取水している。

多くの小規模の揚水機，水路は瀧漑局に管理され，NWFP（110干Ac＝45千ha），パル

テスタン（220千Ac＝90千ha）に多い。ここでは季節により，地域によっては極めて責重な

水原である。しかし，点在しているため，これらの維持管理は難しく，破損し，使用不能に

なり放置されている施設も多々ある。
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4．2．2）排水

パキスタンの潅漑地域では，地表・地下排水が必要となる。地下水位が5ft（1．5m）以

内の地域で，米作以外の濯漑地区では，排水改良は必要不可欠になる0このため，

SCARP事業に一部暗渠排水を加えた事業が適応される。

インダス平野は低平であり，道路，鉄道，洪水防御堤，濯漑の排水システム等が自然の排

水の流れを阻害し，地表排水に問題を生じている。洪水常襲地域は，ヒマラヤの山麓にあた

るパンジャブのBari，Rechna，Chaj，Doabsや，シンド州の海岸に近いインダス下流部であ

る。

局部的な地表排水問題は，北西辺境州にもある。また，Lahore，karachi，Jhang，Sukkur，

Rawalpindi等の都市も，豪雨による洪水問題を起こしている。パンジャブ州のDoabsでは

永年にわたって，大規模な地表排水躇網が作られてきた。

近年，シンド州のインダス左岸排水放水口PhaseI事業が完成し，Rohri，Nara水躇掛り

末端部の降雨による洪水が多少軽減されるようになった。

表　4－4　　地表排水施設

州 流域面積

SQ M

排　　　 水　　　 量 排水路全延長　KM 流 域 当
り 延 長

m／k㌔ft3／S ㌔／S （約）

パ ン ジ ャ ブ 23，390 15，000 4 20 6，320 27 0

シ　　 ン　　 ド 17，720 9，870 2 70 5 ，980 3 37

N　 W　 F　 P 2，780 3，440 100 1，990 7 16

パルチス タン 360 390 10 160 44 4

計 44，250 2 8，700 800 14，450 3 27

（水利電力省チーフ　アドヴァイザ一室）

4．2．3）洪水防御

パキスタンの洪水被害は大きく次の3タイプに分けられる。

1降雨洪水　　2　丘陵部流出　　3　大河川

年雨量の少ない丘陵部やその麓部の水を集める，間断的な中小河川の鉄砲水（HillTorren）

によって，手に負えないような大きな被害が引き起される0



材木,薪としての伐採,家畜による若木の食い荒し,作物栽培のための火入れからの類焼,

等による山林の裸地化が進んでおり,急俊な裸地となっている山岳地域に時折激しい降雨が

あり,洪水流出を引き起こし荒い砂礫が谷間の耕地を覆い,河川,潅漑施設を埋設させてい

る｡パルチスタンとシンド州のEirtar,Suleman山地の東斜面,NWFPのペシャワル渓谷,

パンジャブ州のChenab,Rabi河のNallah支川等が最も影響を受けている｡これは,国と

しては,頻度が低いことと,丘陵部の洪水の特性として局地的な規模であると言う理由で,

この間題を取り除くための施設は僅かしか設置されていない｡

一方,インダス本流と,パンジャブ州のその支線にかかわる大河川の洪水がパキスタンに

おける代表的な洪水災害をもたらしている｡この災害を減じるために,シンド州のインダス

下流部は大規模な堤防が築かれており,自然地形の高い部分以外は総て堤防で囲まれている｡

パンジャブとNWFPでは,洪水危険の高い所,堰の上下流部に設けられている｡堤防の全

長は4,200血程度となっている｡

表 4-5 洪水防御の河川堤防
(血)

構造物上下流部の

河道修正と護岸
河川堤防 突堤(Spur) 総 計

パンジャブ 521 l,931 168 2,620

シ ン ド 66 1,842 3 1,911

N W F P 2 171 56 229

パルチスタン 248 248

計 589 4,192 227 5,008

(IBID,NESPAK)

洪水防御施設の計画,設計,建設,改修の優先基準は連邦洪水委員会(FFC)が瀦漑担

当部局の推薦によって定める｡これは一般には1978年にできたNationalFlood Planに沿っ

ている｡洪水予報/警報プログラムがパキスタン気象局(PMD),WAPDA,警察,

パンジャブ州,シンド州の協同で運営されている｡このプログラムは最近,世界気象機構

WMO/UNDP/PMDの洪水予測プロジェクトによって機能アップが図られた｡
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（4）既存施設に関する問題点

1）水路

潅漑用水需要量の増大により，多くの水緒が，当初設計の容量，安全限界を越えて通水し

ている。このためフリーボードの確保は十分でなく，両サイドのパームは浸蝕され，管理道

路は狭まり，外側の法面状態は劣化している。さらに，多くの小規模の幹線水路，支線水路

では水路底の沈横によって通水能力は非常に小さくなっており，構造物は補修が必要になっ

ている。

水路はしばしば遮断される。1978年にはRohri水路が補修のため2．6MAc（100万ha）の

地域が10日間完全に通水がストップされた。これらの改修は大部分人力で行われ，注意が行

きとどかず，転圧不十分の場合が多い。

インダスの水路システムは微～中程度の砂を50～300ppm含んでいる。これはWater course

を通じて圃場に運ばれるように理論的に設計はされているが，相当の量が水路内に沈殿する。

これは，1000cusec（約281㌔／S）以下の水が流れている配水路・小水路の中／下流部で顕著

である。配水路・小水路では，どの部分でも沈殿は生じるが，この結果として，水指内の水

位が上昇し，上流部ではWater courseへ過大に取水され，下流部では減少する。RAPl）

の調査結果でも下流部の単収は低い。この沈殿除去のため，特別維持管理事業が必要となっ

ている。しかし，予算不足と水緒通水がストップする期間が短いことから，余り進んでいな

い。

2）SCARPの公共事業TW

1975年以来，SCARPの公共事業TWの揚水容量は，施工失敗，地下水位低下，TWス

クリーンの目詰まり，等による能力低下，ポンプの故障等により低下している。また，エネ

ルギーコストの上昇に見合う運転経費予罪の確保が出来ず，運転されている台数は設置の35

％に過ぎない。

地表水送水と地下水補給の関係について，公にされたプログラムがない。地表水と地下水

^Revised Action Programme for Irrigated Agriculure

uNDP, WB予算でWAPADが1979年5月まとめたもの



の夫々の運転管理の責任主体は別々であり，協調していない。

TWの揚水について，ワラパンジ（ローテーシタン配水）による均等配水のための全量揚

水の操作基準だけがあり，作物の要水量との関係で定めた運転管理の基準はない。

オペレーターはしばしば職場を離れるので，緊急時の保護措置が取れず，機械を破損する

事がある。オペレーターの組合せが強く，改善が難しい。

3）地表排水

古い排水システムは，“rule of thumb M　と呼ぶ，1～4cusec／mile2（0．016～0．064

㌔／S／k㌔）と言う小さな基準値が設計されていて，しかも，鉄道，道路，水路等で遮断され

ているので，排水客員不足が助長されていた。更に，維持管理が悪いために，土砂の堆積が

雑草によって，断面は狭まっていて，農民は洪水の排除の遅いことが作物生産に大きな支障

となっていることを指摘している。

4）洪水防御堤防

多くの調査で，洪水防御堤防が機能しなくなるのは越堤によるよりも，決壊によることが

多いことが認められている。決壊は強い降雨や波による洗堀・崩壊，流水による侵蝕によっ

て引き起こされるが，車や家畜の渡河等による破壊や木の古株根による穴などによって助長

される。また，重機による施工よりも人力施工の方が，崩壊に対して弱いことが経験的に知

られている。

4．3　水資源開発及び水利用の現状と将来見通し

（1）水利用現況

既述のようにパキスタンでは，荒地，砂漠，山岳地帯等が多く，農地に利用し得る土地の面

積率は低く，既にこれらの地域は殆ど開発されている。さらに，気候上の制約から一部の恵ま

れた地域を除いて，何らかの水手当なしには，農業は成り立たず，農地の拡大には水の供給が

前提となる。従って，農地の新たな外延的拡大は余り期待できないので，既耕地の利用効率・

生産性の向上が今後の進むべき方向であり，水資源の重要性は益々増大していくものと考えら

れる。

潅漑の重要性は次表に示す磯漑地，非濯漑地の小麦栽培の状況から理解されよう。非潅漑地
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の単収増加率が，低いレベルながら濯漑地のそれを上回っているが，濯漑地の小麦作は栽培面

積シェアーが確実に増加を続けているため，総収量では常にほぼ9割を占めている。

表　4－6　　潅漑地，非潅漑地別小麦の生産状況

1976／7 7 1979／8 0 19 89／9 0

栽 培

面 積
収　 量 単　 収

栽 培

面 積
収　 量 単　 収

栽 培

面 積
収　 量 単　 収

千 ha 千 トン kg／ ha 千 ha 千 トン kg／ ha 千 ha 千 トン kg／ ha

全　　 体 A 6，390 9，144 1，43 1 6，924 10，8 57 1，5 68 7，8 45 14，3 16 1，8 25

非潜漑地 B 1，579 1，0 10 639 1，46 9 1，2 89 8 77 1，387 1，432 1，033

濯 漑 地 C 4，8 11 8，13 4 1，69 1 5，45 5 9，567 1，754 6，458 12，883 1，99 5

C ／ A 0．75 0．89 1．18 0．79 0．88 1．12 0．82 0．90 1．09

C ／ B 3．0 8 ．1 2．6 3．7 7．4 2．0 4．7 9．0 1．9

（ASOP＝パキスタン農業統計より作成）

政府は独立以来，水資源開発・水利事業に力をいれており，濯漑支配面積，利用可能水量は

著しく増加してきている。農地の定義により大幅な違いがあるが，農業統計及びFAO生産年

鑑によれば農地の潅漑率は表4－7のように確実に増加を続けている0

表　4－7　　濯漑率の変遷

19 60 ／ 6 1 196 9 － 7 1 1974 －7 6 197 9 － 8 1 198 4／ 85 19 89 ／ 9 0 l

農　　　 地　 A　 千 h a 19 ，234 19 ，7 15 20 ，26 7 20 ，500
2 0 ，9 00 1

延 栽 培 面 積　 B　 千 ha 18 ，0 20 19 ，27 5 19 ，92 0 19 ，800

潅　 漑　 地　 C　 千 ha 10 ，28 0 12 ，904 13 ，6 0 1 14 ，5 50 15 ，4 40 （15 ，68 0×）

漉　 漑 率　 C ／ A　 ％ 66 ．9 6 9 ．0 7 1 ．8 75 ．3 （7 4 ．6 ）

注　農地，濯漑地はFAO生産年鑑（Xは1988年の値），延べ栽培面積はASOP

1947年の建国当初には潅漑利用可能水量790億㌔（64MAF），濯漑支配面積1・100万ha（2・700

万Ac）であったが，表4－9のダム群の建設，図4－1に示される水路組織の建設により現在

（1987／88）の規模はその5割増しとなり，年間利用水量1，283億㌔・港漑支配面積1・570万

ha（3，900万Ac）に増加し，その約6割，950万haは通年潅漑可能しているとされている。従

って，年間延べ濯漑面積は2，520万haと言うことになる。さらに，地下水も500億㌔程度・主



として圃場ブロックレベルで地表水システムに補給する形で利用されている。

表　4－8　現況利用水量

（単位：㌔，百万ha，mm）

利　　　 用　　　 可　　　 能　　　 水　　　 量 嘘　 漑　 面　 積 単 位 面 積 当 り

水　 量

区　　　 分

地　 表　 水 地　　　 下　　　 水 全 体 利 用

可 能 水 量

潜 漑

支 配

通 年 饉

漑 可 能

年 間 延 べ

雇 漑 可 能ダム 有 効 河 川 水 公　 営 個　 人

計

A ／ B A ／ C

貯 水 量 総 利 用 D T W S W （A ） （B ） （C ） mm n ln

水　　　　　 星 19 1 1，2 8 3 13 6 3 6 9 5 0 5 1，7 8 8 15 ．7 9．5 2 5．2 1，13 9 7 10

水 凍 別 両 税 11．45 3 ．7 9 1．0 6 4 ．8 5 16 ．3 0

単　 位　 水　 量 1，12 1 3 5 9 3 ，4 8 1 1，0 4 1 1，0 9 7

注：上部の数値は1987時点農業省の資料（B．H．紬an　農業省水管理局長）より引用。
下部の水源別面積は，ASOP記載の1989／90年の値であるが，地下水は地表水システムの補給的使用が多いので，こ
の区分は難しい筈である。なお，小溜池，その他水源は便宜上個人の地下水の項に含めた。下部の単位用水量は上部の
水量をこの面積で割ったものである。



表　4－9　パキスタンの主要ダム　　　　　　　　　　　(単位千㌔）

ダ ム 名 建設年 河 川 州 挫貯水皇 目 的 所 管 機 関

1 Bund Khushdil

Khan

1890 Pishin パルチスタン 29,000 m m 州感慨電力局

2 Naia 1913 Go ar Nullah パンジャブ 27.600 上 ●工水 同

3 Sprinkarez 1945 Nar&Murder パルチスタン 6,800 同 翠

4 Nari BoIan 1958 Bo an 同 90,000 感激●治水 州破滅電力局

5 Baran 1961 Baran N W F P 120,000 潜 概 州濯概保健局

6 Warsak 1961 Kabul 同 173,000 発電●湖概 W A P D A

7 BoIan 196 Bo an パルテスタン 88,900 澄 渡 州瀧渦電力局

8 Wall Tangi 1961 Waii-Tangi 同 510 治 水 翠

9 Rawal 1962 Korang バンジ十ブ 62,000 給水●瀦概 州小ダム組織 (S D A )

10 Mailsi 1964 Sutlaj 同 - 激 職 州感慨電力局

ll Sidhnai 1965 Ravi 同 - 同 同

12 Misriot 1966 Dim e 同 630 同 州小ダム組織 (S D A )

13 Gurab 1966 Gurab 同 1,135 同 同

14 Tanda 1966 Kohat To N W F P 99,000 同 州感激保健局

15 Mangla 1967 Jhelui パンジャブ 7.250,000 保水●発電●濯概 W A P D A

16 Sukhian 1967 マンダラへの

* *
カシミール (堰) m 同

17 Jari 1967 同 同 同 溜 浪 同

18 Kakra 1967 同 同 同 同 同

19 RasUl 1967 Jhelu】 パンジャブ 同 同 州湖渦電力局

20 Qadirabad 1968 Chenab 同 同 同 同

21 Mara a 1968 Chenab 同 同 同 同

22 Chashia 197 Indus 同 863,000 同 同

23 Kahal 197 Kahal N W F P 1.020 工 水 州 S D A

24 Dungi 1971 Michiari パンジャブ 2.265 泡 泡 州 S D A

25 Dhurnal 1971 Nakki パンジャブ 1,697 同 同

26 Chhatr 197 Chhatr N W F P 665 同 州 S D A

27 Chichali 1971 Chichali パンジャブ 8▼100 同 同

28 Dhok Thaiian 1971 Khutan 同 1,497 同 同

29 Qibla Bandi 197 Qiblabandi 同 2.240 同 同

30 Kandar 1971 Kandar N W F P 2,460 同 同

31 Tarbela 1976 ⅠndUS N W F P 13.687,000 保水●発電●感慨 W A P D A

32 Hub 1976 Hub シ ン ド 949.410 澄渡●保水●給水

工 水

州潤渦電力局

33 Goial Zai 束 Gonal N W F P 3,082,500 濯概●発電 州潮概保他局

34 Silly 完 成 Soan パンジャブ 37,000 給水●保水 C . D . A .

35 Khanpur 完 成 Haro N W F P 3,400 濯渦●給水 W A P D A
l　　　　　　　＿＿　　　　　l＿＿　　　　■　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　‾

（1992．8時点水利電力省首席技術アドヴァイサー室）



表　4－10　河川の年間流出量と利用可能
（億㌔，qm）

河 川 の 年 間 総 流 出 量 利　 用　 可　 能　 塁 利　 用　 量

農 地 面 積

（15 ．7 M h a ） 当

栽培 面積

（25 ．2 M h a

当 り ）

国 土 面 積 当 り

西 部 河 川 東 部 河 川 計

河 川

ロ ス

利 用 可 能 総 量 左 の 内 利 用 量
流 出 量

（tヰ）

利 用 量

（■■）

利用 量

（m ）

流 出 高

く1■）

雨 量

（m ）

A B C ＝ A ＋ B D E ＝ C － B － D F F ／ E C ／ F ／

1，6 9 3 12 3暮1 1，8 16 暮2 12 3 暮3 1，5 7 0 1，2 8 3 0．8 17 1，15 7 8 17 5 0 9 2 2 8 2 5 0

注1987／88時点（出所は表4－8に同じ。　♯l：1．000万IcFt，X2：14，000万AcFt，X3：たまたま東部河川流量に同じ，
暮4：10，400AcFtで換算値によるものか資料毎の数値に多少バラツ牛がある。

農業省水管理局によれば，基幹部分の建設と共に，圃場レベルの整備開発にも力をいれ，農

民の水利組合WUAの結成及び育成強化と圃場レベルの水路（Water Course）の建設が進めら

れ，水の管理・操作の効率向上にも努めており，これらの結果農業省資料によれば圃場受水点

（F8rm Gate）における給水量は次の表のように変化してきている。

表　4－11　圃場受水地点ベースの利用可能水量及び瀧漑支配面積の変遷

年　 間　 利　 用　 可　 能　 水　 量 濯　 漑　 面　 積 単位面積当り

地表水Xl 公共井戸 個人井戸 計 （A ） （圃場受水地点） 水　　 深
百万㌔ 百万㌔ 百万㌔ 百万㌔ （B ）　　　 千ha （A ／ B ）mm

1960／61 59，664 580 1，764 62，008 10，280 603

77／78 76，039 7，663 26，667 110，369 14，050 786

87／88 87，9 10×2 13，648 36，921 138，479 19，790 700

注　書1水源地点取水慶（表4－10のF）の圃場到達豊。地下水豊は水源豊＝圃場量となっている。

（出所は表4－8に同じ）

（2）水利用の将来見過し

（地表水の増加）

河川維持用水としては62億㌔（500万AcFt）が必要であり，結局究極的には現在の利用量に，

新規開発による　247億㌔（20百万AcFt）を加えて，地表水の農業用水総取水可能塁は約1，530

億㌔（1，283億㌔＋　247億㌔，124百万AcFt）になるものとされている。
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（地下水の増加）

地下水は現在復元補給鼻と同程度の約505億㌔（4，100万AcFt）が利用されているが，真水

地帯では経済的に見合う程度内で，地下水位を低げて揚程を大きくすることによって123億㌦

（1，000万AcFt）程度，塩水進入地帯でも技術開発によって，塩水層の地下水を混入せずに同

じく1，000万AcFt程度，併せて246億㌔（2，000万AcFt）程度増加し，究極的な利用可能量は

750億㌔（6，100万AcFt）程度となるとされている。

（ロスの減少）

更に，基幹部分及び圃場レベルの効率向上等により，ロスを減少し，実質圃場受水地点給

水量を増加することが出来るとしている。即ち，基幹送・配水システム部分で現在310億㌔

（2，500万AcFt）程度のロスがあるが，この中小水路部分のライニングによってロスを62億㌔

減少，また，圃場レベルにおけるWater Course区間にもロスが400億TJ’程度あるが，これも

ライニングと分水工の改良によって185億㌔，併せて247億㌔のロスが減少されると試算され

ている。

しかし，これは1980年頃の試璽引直と考えられ，その後Water Courseのライニングは進み・

第7次計画期間1987／88～92／93年の実施計画では，圃場人口地点の給水量は1987／88時点

で1，385億㌔まで増加している。上記（ロスの減少）部分の説明と整合しない部分もあるが・

これは節水の可能性を強調したものであると理解される。

上記の第7次計画期間の実施計画をベースにして整理すると，下表のように将来の究極的な

利用可能量は地表水取水点で1，530億㌔，圃場受水地点（FarmGate）地点では地下水を含めて，

1，857億㌔程度になる。
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表　4－12　取水可能塁（地表水）及び圃場受水地点給水可能量の現況及び将来予測

（単位：億㌔）

地　　　　　 表　　　　　 水 圃　 場　 受　 水　 点 （F a r m G a t e ）

最 大 取 水

可 能 星

Ⅰ摂 水 点

取 水 量

送　 水　 ロ　 ス

地 表 水

到 達 星

地 下 水

補 給 量

全 給 水 量 給 水 量 ／ 取 水 量

A B C C ／ B　 ％ D ＝ B － C E F ＝ D ＋ E F ／ （B ＋ E ） ％

19 8 7 ／ 8 8 1，5 7 0暮1 1，2 8 3 末4 4 0 4★6 3 1．5 8 7 9 x 7 5 0 6 米7 1 ，3 8 5 米7 7 7 ．4

9 2 ／ 9 3 1，6 0 0米2 1，3 4 小 2 3 7 4 ★6 2 7 ．8 9 7 0米7 5 7 4 x 7 1 ，5 4 4 ×7 8 0 ．5

将 来 呈 1 ．8 7 1x 3 1，5 3 0暮5 4 2 5 ★6 2 7 ．8 1，1 0 5 暮8 7 5 2 末9 1 ，8 5 7 8 1 ．4

注：上の記述を整理したもの。
＋11693－123（表4－10に同じ）　　　　＋2　中間値として想定
兼31693－247（新設ダム等による増量）　　叫　表4－10に同じ
末51283＋247（ダム等による増量）　　　　x6　B，Dより逆算
暮7　7次計画期間の実施計画　　　　　　　書8　879（現況）＋247（増量）＋247（最大節水量）
★9　506（現況）＋246（究極的増量）　　　　厳密には取水増量247の一部は地区内送水配水ロスになり，

節水274には取水増分の節水分を含めるべきであるが，これ
らを相殺したものとみる。

4．4　インダス水系の水配分問題解決に係る新規事業

インダス水系の水利用については，既述のように1960年インドとの間のインダス水利協定に基

づいて東側支流の水123億㌦（1，000万AcFt）をインド領側で使うこととなり，パキスタンとし

てはその補填のため，西側から東側への連絡導水指と，マングラダム，タルベラダムが建設され

たが，国内4州間の水利配分については，それ以前から過去70年と言う長期にわたる紛争の歴史

を有する懸案事項であり，ダム，導水路の建設後も恒久的な水配分の合意ができず，毎作期に暫

定的に定める状態で，新規水利権設定を伴う利水事業は4州の合意が得られないために殆ど実施

出来ない状態であった。

この問題について4州間で最終的な合意が成立したことが1991年3月21日のCouncile of

CoDlTnOnInterest（CCI＝共益評議会）において，4州主席大臣同席のもとに，ナワズシャリ

フ首席によって発表された。これは連邦政府および，4州政府全てが同一政党下にあると言う好

機にナワズシャリフ首相及び，サルタジアジズ蔵相兼水利電力相が各州を積極的にリードして合

意にこぎ着けたものである。
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合意の要点は次の4点と言える。

1．インダス川の年間平均利用水量を144，690百万㌔とし，各州への配分水量を下表のようにす

る。

2．フィージブルであればインダス水系における水資源開発新規事業を認める。

3．各州は確定水利権員の範囲で新規利水事業を各州の判断で自由に実施出来る。

4．各州代表により構成する　川DUS RIVER SYSTEM AUTHOR］TY（インダス水系利水機構）を設置

する。

表　4－13　インダス河流量の4州への水利配分計画

（単位100万㌔）

期　　　　　 別 パ ン ジ ャ ブ 州 シ ン ド州 北 西 辺 境 州

（A ）

北 西 辺 境 州

（B ）

パ ル チ ス タ ン 計

カ リ フ （夏 作 4 － 9 月 ） 4 5 ，7 00 4 1，8 50 4 ，2 90 2 ，2 2 0 3 ，5 10 9 7 ，5 70

ラ　 ビ （冬 作 10 － 3 月 ） 2 3 ，27 0 1 8 ，2 70 2 ，8 40 1，4 8 0 1 ，26 0 4 7 ，12 0

年　　　　　　　　 間 6 8 ，97 0 6 0 ，120 7 ，130 3 ，7 0 0 4 ，77 0 14 4 ，6 9 0

注　シンド州　配分量はカラチ市の工業用水分を含む
北西辺境州（B）は取水量の計測がなされていない水路

この合意成立により，それまで懸案になった瀦漑水利事業計画29地区が92年4月，水利電力局

より公表された。そのリストを以下に示す。また，全文を英文のまま「参考」に載せている。

これら案件の幾つかは一気に動きだすものとみられる。関係機関等（大使館，水利電力局チー

フ技術アドヴァイサー（○印），州政府）で認識している優先案件は次のとおりである。

パンジャブ州

Grater Thal Cannal Project

Dajal（Branch）Extention Project

LBOD Extention Pr・Oject

Jalalpur Canal

Chohistan（地域の水源による農地拡大）

シンド州
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Sehwan Barrage（Complex）Project O

Makhi Fanash Link Canal Project

Rainee Canal Project

LBOD Extention Project O

北西辺境州

Pehur（High Level）Canal O

Chashma Right Bank Canal（Ph．11）Lift Scheme O

パルチスタン

Kachhi Plan Project O

これらのリストを見れば環境調査等を要する新規のダム開発事業は含まれておらず，利用水

量の大幅拡大が期待されるSehwan Barrage Project，及び農地拡大ポテンシァルの大きい

Chohistan以外は，いずれも既存水路システムの拡大延長を主とするもので，事業実施の比較的

容易な，速効性のあるものに重点をおいていることが分かる。なお，この中の幾つかは既に公的

ルートで日本側に非公式な協力打診があったものである。



表　4－14　　水利権配分合意成立に伴う利水事業

パンジャブ

事 業 名

感 慨 予 定 面 積 要 水 量 建 設 契

百 万AC 千 ba 百 万Ac Ft 百万 ㌔ 百万 RS●

1 G re ayer Tha i Ca na l 1.56 6 31 2. 0 2,590 3 ,500

2 Daja l Branc h Ex te ns io n 0 .4 2 170 0.69 85 1 1,5 00

3 Ja la lpur Ca na l 0 .16 65 0 .54 666 1,3 00

4 L in ing o f D is tr ibutar ies

& M inors
-

(-0 1.70 (- )2,097 22 ,000

5 R e-open lng of Abondon ed

A rea on Ha kra Branch

0. ll 45 ‡ 64

6 E xtens io n o f Irr igat io n

to S na l e r Cho i is ten

0 ●6 2 43 I 67 5

7 Ex te ns ion o f Irr igat ion

to G reater Cho lis ten

2 .2 7 9 19 ‡ 7 ,849

8 Jモeno de lling of Th a i Ca na l - 1■8 2 ,220 1,0 00

9 Ma ra Ia Rav i L ink Banba nwa a

- Ra v i-Bed ian-D ipa Ipur
L ink Sys te n In pro veae nt

I

1,700

10 Re mode ling of Ex ist ing Ca na l

a nd Headwo rks

- I

15 ,000

小 計 5 .12 2 .07 2 3 .43 4 .23 1 54 .588

シンド

事 業 名

感 激 予 定 面 税 要 水 量 建 設 貸

百万A C 千 ha 百万A cFt 百万 ㌔ 百万 RS●

ll Mak h i Fras h L ink Cana l 0 .17 69 0 .40 4 93 603

12 Re mode ling of North Wes ten

Ca na l

0 .26 105 1. 10 1,357 1,006

13 Ra inee C ana l P rojec t 0 . 15 6 1 I 56 5

14 T har Ca na l 0 . 10 4 1 0 .4 5 555 434

15 Hana l Lake De ve lo叩 ent P roj ect 0- 10 4 1 X 1,077

16 Seh wan Ba rrage Co mp lex 1.3 5 5 46 1.74 9,380

17 L in ing o f D ist r ibutar ies and

M inors

-
(- )0 .09 (- ) lll 800

18 Re mode lling o f Dadu Ca na l

Sy ste m

0 .54 2 18 1.4 5 8 00

19 Acce larated Progra mne of Wa ter

Co u rs e iap ro venen t in S ind h
- -

5 ,100

小 計 2 .67 1,0 8 1 5 .05 6 ,2 29 19,765



北丙辺描州

事 業 名

蓮 激 予 定 面 積 要 水 晶 建 設 費

‖ >] hc. 千 ha 百 万 A cF t 百 万 ㌔ 百 万 RS ●

20 CR BC G ra v ity 0 .3 5 14 1 1.5 2 1,875 5 ,50 0

2 1 Pe hu r H igh L eve l L ink Can a l 0 .17 69 0 .5 0 6 17 2 ,06 1

22 G o ma l Z a m Mu lt ip urpo se

P ro je c t

0 .15 6 1 0 .3 2 3 95 8 ,70 7

23 C R BC s t L s t 0 .3 5 142 1.6 5 2 ,035 2 ,86 4

24 C o ns rva t io n o f wa te r b y L in ing

o f S ma l l Irr iga t ion Ch ann e ls
in NW F P

米 45 0

25 S ma l l Ir r ig a t io n Sc heme s

(Ne w Ca na ls )
* 米 1,75 0

小 計 1.02 4 13 3 .99 4 ,9 22 2 1,33 2

′†ル チ ス タ ン

事 業 名

濯 潮 予 定 面 積 :iii Jk ill 誰 T I

百万 AC 千h a 百万A C Ft 百万 ㌔ 百万 RS●

2 6 K ir tha r Ca na l R em ode l ling 0 .0 7 2 8 0 .2 4 2 96 5 00

2 7 R emo de l ling o f Pa t Fe e de r

Ca na

0 .6 0 24 3 0 .8 9 1 ,0 98 3 ,0 00

2 8 Ka ch h i Ca na 0 .2 5 10 1 0 .69 85 1 4 ,00 0

29 Uc h .M inu ty .Fa iza ba d ,F ro n t ie r ,

Kh an ffa h & D irec t O u t e ts fro m

Des e rt Ca na l

0 .10 4 1 0 .40 493 ★

小 計 1.02 4 13 2 .22 2 ,738 7 ,50 0

全 国 9 .83 3 ,978 14 .69 18 , 12 0 103 , 18 5

注　米数値未定　一　該当なし　(-)減少
IAc-0.4047ha, lAcFt-1233.51㌔,として



第5章　農業分野石こおlナる援助事業の実施

5．1農業関係行政機関

5．1．1概要及び中央・地方の関係

国家の体制は中央（連邦政府）及び地方（州政府）の二重構造となっており，農業及び潅漑部

門においては，全国レベルの政策マターは別にして，具体的な事業計画立案・提案から事業実施・

管理まで州政府の責任業務になっている。

（案件審議機関）

援助事業案件について言えば，州政府の候補案件に国レベルの優先順位を定め援助国側へ

要請・折衝し・予算承認を行うことが中央政府の責務となっている。連邦政府における対外

窓口業務は大蔵経済省（Ministry of Finance and Economic Affairs）の経済部（Econo血ic

Affairs Devision＝EAD）が当たっており，案件内容の検討は計画開発省（Ministry of

Planning and Developnent）が中心になるCentralDeYelopment Warking Party（CDWP）で

行う。なお，1億ルビー以上の大規模事業はEconomic Comnittee of National Econo皿ic

Council（ECNEC）で審査される。計画開発省は経済開発5ヵ年計画等，長期計画立案の主務

機関でもある。

（事業実施官庁）

農業・農村・水利部門の事業実施官庁としては，食糧・農業・組合省（Ministry of Food，

Agriculture and C0－0PeratiYeS，水利・電力省（Ministry of Water and Power），があり特に

水に関する開発事業の実施機関としては，水利電力公社（Water and Power DeYelopment

Authority＝WAPDA）がある。

また，農業資機材の資金融資等の面でパキスタン農業開発銀行（Pakistan Agricultural

DeYelopnent Bank＝PADB）を主として5銀行が関与しており，農産物の輸出で米輸出公社

（Rice Export Corporation of Pakistan＝RECP）等がある。

地方レベルにも，主席大臣（Chief Minister）を島とする州政府があり，それぞれ中央の省に

対応する省（DepertDent，州政府の場合も首相・大臣・省と呼ぶことが多い）がある。州の状況

に応じて組織上多少の相違があり，水分野の担当局はパンジャブ州，シンド州ではDept・Of
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Irrigation and Power　であるが，北西辺境州（NWF P）ではDept．ofIrrigation and

Pub‖c Health Engineeringsとなっている。

新規事業推進の役割分担はほぼ，中央と同様で，全体の窓口はDept．of Planning and

DeYelopmentのExternal Capital Assistance（ECA）になっている。

中央，地方とも，一部上で触れたように，優先順位等の検討は委員会形成によっている。従っ

て新規事業採択（援助事業の場合は要請案件決定）の手続きは次のようになる。

（援助案件申請の国内手続きフロー図）

Econodlic　Committee

連 声β政 府 0 8 10na ．OunCl

CentralDevelopent
Working P8rty
（Planning Commission ）

Concept Clearance
ComI再ttee

Ranking CoJnmittee

要辞

　 1

財務・経済省 ←→ 農業省 ←・・→ 計画開発省
経済部 EAD　 等　 計画開発部　†

i †PC I・Ⅱ　 州 政 府

州計画開発局 ・ 州農業局等
．　　　　　　　　　　　　　　　　 （PC I，Ⅱ作成，調査実施）■ l

‡ ↑提案 1計醐 発讐 ｛優先順位冒定｝

l

州 計 画 開 発 局

C h ie f E x t e r n a l

C a p it a l A s s is t a n c e

（援 助 事 業 の 場 合 ）

州 計画 開 発 局

C h ie f

［ A g r ic u ltu r e 等 コ

（ Ra n k i ng C o nJn it te e ）

州政府事業担当局でPCⅡ（計画の場合）作成→

州政府計画開発会議→州計画開発局→連邦政府大蔵省（EAD）



Concept Crearance Committee（実務レベル）で内容審査－＋

Planning Cotnnisson　のCentral DevelopTnent Yorking Party（次官級）で承認

（大規模の場合Economic CoTnmittee of National Councilで承認）→

EADより大使館へ要請〈援助事業（調査）実施‡→

F／S　報告書

PCI（事業実施計画の場合）作成→

同じ経路の繰り返しで承認

5．1．2　関係機関の業務方針或いは基本姿勢

（1）大蔵省（Ministry of Finance and Economic Affairs）の経済部（Economic Affairs

Division＝EAD）

1）EADは技術・経済協力事業の準備・調整を行う，いわば対外窓口機関であり，個々の事

業実施は各々の機関が所管しているが，事業着手後も，EADはフォローし，モニターして

いる。従って，案件選択そのものに権限を有する機関ではないが，全ての案件を掌握してお

り，ここのコメントは参考にすべきであろう。

2）EADによれば，国民の72％が農業あるいは農業関連産業に従事しており，農業は国の経

済の基本である。農業生産は安定的に伸びているが，人口増加も農業部門で大きい。また，

干魅と洪水の影響を受け易く，基盤の強化が必要であり，農業部門のグラント及びローン，

技術・経済両面，また政府及び民間レベル両面の協力拡大を期待している。

3）援助案件の基本姿勢として

1．最大多数の受益

2．適正技術の最大活用

3．貧困地帯・貧困部門の向上

を掲げている。

（2）計画開発省

1）経済開発5ヵ年計画等国の経済政策全体の長期計画立案を所掌する機関であり，また，各

分野別の担当部局が個別案件の内容審議・優先度検討作業を進める幹事機関になっている。

なお事業承認の条件は，

（8）F／Sがあって，（b）州の優先順位の高いもので，（C）内・外貨手当の目処が立ってい

て，（d）ドナーの関心のあるもの
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である。

2）水の分野では次の事項を柱或いは重要事項としている。

l　排水及び洪水防御（Flood Control）

（1）荒廃化＝砂漠化防止のため，湛水と塩積防止のための濯漑地の確実な排水で水部門予

算の約2／3がこれに当てられている。

（2）特に洪水防御では国全体の計画が必要であると考えている。

（3）対策には防止として植生，救済として地表・地下（パイプ）排水両面での対応を考え

ている。

2　濯漑

（1）“Water Accord’’に基づく事業の計画的実施が当面の課題であるが，これら案件地区

では資料●調査のないものが多いので先ずその整備から進める必要がある。

（2）末端涯漑水管理向上事業（On FarmWater Management P．）は技術援助事業として期

待が大きい。農村レベルにおいて両国間の理解が深まることが期待出来る。同様に地区

内水管理事業（Command Area Water Management P．）は，基幹部分と末端部分（或いは

潅漑部門と農業部門）の調整により効率向上を図るものとして推進している。

（3）北部山間部の小規模ダム建設もコスト高になる恐れはあるが，必要性は高い。

（4）潜漑施設修復事業によって機能低下している施設の効率向上をはかることも重要と考

えている。

（3）水利電力省

重要視している分野は

1・HillTorrent（地方によってバラこと称しているが，山地に続く，恒久的用排水手当の

ない緩い斜面）の洪水・土砂流出防止，水の調整利用を兼ねた対策

2・パルチスタン等の山間谷間の地表水のWater harvesting及び地下水開発で，砂防●地

下水滴養，涯渦を含めた対策

3．“Water Accord”関連事業。これはEAD，MPDのコメントにもあるように新たなF

S或いはUp－Dateが必要である。

4．フォードワハ・サデイキヤ等広域排水事業

5．洪水対策（Flood Protection／Control）

（1）放水工及び河口堰

（2）BaSha，Xalaba等上流部のダム。これは環境等問題が多く実現には時間がかかる。

6．既存潅漑地区の地区内整備・営農技術を併せた効率向上策。
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であり，いずれにしても水系全体或いは広域で総合的に計画し組織的に進めて行きたいと考

えている。

(4)食糧･農業･共同組合省

1991年に　National Agricultural Policyが制定されているが,その勧告の大筋は,

1.社会的均等　　　　Social Equity

2.自給　　　　　　　Self Reliance

3.輸出振興　　　　　Expot Orientation

4.持続性ある農業　　Sustainable Agriculture

5.生産性の向上　　　Enhanced Productivity

であり,これらを達成するための実行計画(Plan of Action)として

1.食糧安全保障･自給･輸出を可能にすべく人口増加を越える増産｡

2.栽培･畜産･水産･林業の各部門の生産性の向上｡

3.輸出振興｡

4.天然資源の保全と滴養｡

5.小農民と　Barani地域の開発に焦点をあてた施策｡

6.民間企業参入による,地域毎のAgro based Industry振興を通じた住民の雇用増進O

を掲げている｡

また, MFAC自身として認識している農業部門の問題点は,食糧自給率の他,

小数大地主の存在と多数小規模農地の分散,土壌の劣化,農業教育の不足,零細農民のため

の農業クレジットの不満,低い感慨効率,農業技術開発研究部門の遅れ,である｡

従って, MFACとしてはこれらの問題解決を重点とし,それら分野にかかる援助に期待

している｡
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5．2　海外の援助事業の実施状況

5．2．1　我国以外の援助国・援助機関の事業実施状況

1984－1988年の5年間の国際金融機関以外の開発資金援助の推移を次表に示した。

表　5－1　資金の流れ（ネットベース）
（単位：百万ドル）

　　 年

区 分

1 9 8 4 19 8 5 1 9 8 6 19 8 7 1 9 8 8

政 府 開 発 援 肋 （O D A ） 7 4 9 ．3 8 0 1 ．5 9 6 7 ．3 8 5 7 ．9 1 4 0 8 ．1

2　 国　 間 3 14 ．6 4 1 1 ．8 5 5 4 ．1 3 8 6 ．0 9 8 5 ．6

う ち 上 位 5 ヵ 国

多 国 間

米　 （8 7 ．0 ） 米 （ 1 4 4 ．0 ） 米 （ 19 4 ．0 ） 日 （ 12 6 ．7 ） 米 （ 3 3 9 ．0 ）

日　 （6 7 ．0 ） 日　 （9 3 ．3 ） 日 （ 15 1 ．6 ） 米　 （9 0 ．0 ） 日 （ 3 0 2 ．2 ）

加　 （5 3 ．7 ） 西 独 （7 4 ．0 ） 西 独 （7 4 ．9 ） 西 独 （5 0 ．5 ） 西 独 （9 6 ．6 ）

西 独 （3 4 ．6 ） 加　 （5 8 ．4 ） 伊　 （6 2 ．7 ） 加　 （3 8 ．0 ） 加　 （6 4 ．4 ）

英　 （17 ．8 ） 英　 （1 5 ．4 ） 加　 （4 4 ．4 ） 仏　 （3 4 ．1 ） 仏　 （6 0 ．7 ）

そ の 他 （5 4 ．5 ） そ の 他 （2 6 ．7 ） そ の 他 （2 6 ．5 ） そ の 他 （4 6 ．7 ） そ の 他 （ 12 2 ．7 ）

4 3 4 ．7 3 89 ．8 4 13 ．2 4 7 1 ．9 4 2 2 ．5

0 0 F　　　 2　 国　 間 －　　 8 ．4 5 4 ．0 －　 5 4 ．0 －　 14 ．8 －　 3 ．8

多　 国　 間 1 0 0 ．2 1 22 ．2 3 0 ．3 2 13 ．9 き2 0 ．7

P F － 1 12 ．5 －　 48 ．8 5 8 ．2 － 12 0 ．8 5 9 ．6

合　　　　　　　 計 7 2 8 ．6 9 2 8 ．9 1 ．0 0 1 ．8 9 3 6 ．1 1 ．7 8 4 ．7

海外経済協力便覧（1990）　　　　　　　　　　　　　　注　00F Other Offici81FIoY，その他政府賃金の流れ
PF PriYate FloY　　　，民間資金の流れ

1987年を除いて，毎年資金援助額は増加している。1987年は政府開発援助（ODA）の内2国

間協力資金が1984年レベルまで激減したがグラント・エレメントが25％未満の00F（Other

Official Flows）が多かったので総額での減額は極端に少なくならなかった。また，援助の総額

では，米国・日本・西独が多く，次いでカナダ，フランス，英国が続いている。

1988年のDAC諸国と国際機閑のODA実績は次表の通りである。
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O D A　 N E T　 二国間計　 1，00 3．73百万 ドル
うち日本　　　 302．18百万 ドル （2 位， シェア　 30 ．11％）

米　 国 日　 本 西独 その他

0

339．00 3 02 ．18 96 ．56 265 ．99
33 ．8％ 30 ．1％ 9．6％ 26 ．5％

O D A　 N E T　 国際機関計　　 422 ．5 1百万 ドル

A　 D　 B I　 D　 A W　 F　 P U N H C R
18 8．26 10 1．00 6 1．05 52 ．38
4 4．6％ 23 ．9％ 14．4　％ 12．4％

†
そのイ

19 ．82
4 ．7％

図5－1　DAC諸国・国際機関のODA実績（88年，支出純額，単位：万ドル）

（我が国の政府開発援助・下巻（1990）より）

これによると，米国と日本が飛び抜けて多額で西独と併せて，73．5％を占めている。国際機関

では，ADBが最も多く44．6％を占め，次いでIDA（23．9％），WFP（14．4％），UNHCR

（12．4％）でこれら4つの機関が総額の93．3％を占めている。この傾向は1991－92年の計画・計

画外財源及び開発に対する国別援助額の集計表にも見られる通り，先進各国及び国際金融機関の

資金援助の方針に大きな転換は見られない。

米国は農業，保健・衛生分野を中心に援助を行ってきており，形態別にみると，近年技術協力

の割合が大きくなっている。西独の援助は技術協力が多いのが特徴であり，分野ではインフラ整

備，職業訓練，地域開発に重点がおかれている。国際機関からの援助は，ADBは農業，エネル

ギーに重点をおき，IDAは農業，エネルギー，工業に重点をおいている。

5．2．2　我が国の農業部門援助事業の実施状況

1983－1989年の7年間の我が国の2国間ODAの各形態別総計に占める無償資金協力と有償資

金協力の割合は，それぞれ　3．7－6．1％（平均5．2％），2．2－5．2％（平均3．7％）で無償

資金の方が割合が高い。

1983－1989年の最近7年間の我が国の開発資金協力の年次別実績を次表に示した。
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表　5－2　　日本の対パキスタン政府ベース資金協力
（百万円）

1 9 8 3 1 9 8 4 1 9 8 5 1 9 8 6 1 9 8 7 1 9 8 8 1 9 8 9

無　 償 ∵ 資 金　 協　 力 9 ，1 1 5 8 ，12 4 1 0 ，3 4 1 4 ，5 7 1 1 0 ，7 5 5 1 0 ，0 9 5 1 0 ，6 4 3

一 般 無 償 資 金 協 力 5 ，5 4 0 4 ，5 6 0 6 ，9 7 7 1 ，3 9 8 1 0 ，2 7 1 4 ，3 1 5 8 ，4 8 0

水 産 無 償 資 金 協 力 ー － － 一 － － 一

文 化 無 償 資 金 協 力 9 8 1 5 0 － 4 1 － 4 7 ー

K　 R　 食　 糧　 援　 助 ー ー － ー － 1 ，0 0 0 －

食　 糧 増　 産　 援 助 2 ，9 0 0 2 ，9 0 0 2 ，9 0 0 2 ，7 0 0 ー 4 ，3 5 0 1 ，8 0 0

債 務 救 済 無 償 協 力 5 7 7 5 1 4 4 6 4 4 3 2 4 8 4 3 8 3 3 5 2

小 規 模 無 償 資 金 協 力 － － － － ー ー 1 1

有　 償 ∵ 資　 金　 協　 力 3 0 ，0 3 6 － 3 2 ，2 7 7 － 3 4 ，0 8 4 1 0 0 ，4 2 3 1 9 ，3 0 0

プ ロ ジ ェ ク ト 借 款 2 1 ，7 3 6 一 2 3 ，7 7 7 － 2 3 ，0 8 4 8 0 ，9 2 3 －

商　　 品　 借　 款 8 ，3 【）0 ー 8 ，5 0 0 － 1 1 ，0 0 0 1 9 ，5 0 0 1 9 ，3 0 0

リ　 ス　 ケ　 ジ　 ュ　 ー ル － － － ー － － ー

米　 延　 払　 輸　 出 － ー ー ー － － －

合　　　　　 計 3 9 ，1 5 1 8 ，1 2 4 4 2 ，6 1 8 4 ，5 7 1 4 4 ，8 3 9 1 1 0 ，5 1 8 2 9 ，9 4 3

経済協力の現状と問題点（1989・1991）

1984年と1986年は有償資金協力は無く，無償資金協力も一般無償と債務救済無償協力が実施さ

れた外には案件が殆んどなかった。

毎年，有償資金と無償資金協力の金額は増額しているが，1989年は有償資金は商品借款だけで，

プロジェクト借款は無く有償の協力資金額は少額であった。また債務救済無償協力は略々定額援

助されているが，次第に減額の傾向が見られる。

年度別の技術協力の実績を次表に示した。



表　5－3　　我が国の年度別技術協力

198 5 198 6 19 87 198 8 198 9

機 材 供 与 （百 万 円 ） 12 1．3 2 7．1 155．6 146．3 15 1．2

プ ロ ジ ェ ク ト技 術 協 力 2 2 3 3 3

開　　 発　　 調　　 査 4 6 8 8 7

研 修 員 受 入 れ 人 数 83 11 1 130 103 9 6

専　 門　 家　 派　 遣　 数 16 20 19 42 3 7

調　 査　 団　 派　 遣　 数 96 1 16 194 148 125

合 計 支 出 金額 （百万 円 ） 802 9 76 1，6 18 1，4 16 1，5 08

経済協力の現状と問題点（1987・1991）

機材供与額は1986年を除いて暫増している。プロジェクト技術協力開発調査の件数，及び受け

入れた研修員の数は余り変化がない。専門家の泥道員数，調査団泥道員数はかなり殖えた。この

ような技術協力に支出した金額は5年間で略2倍に増額している〇

一万1989年までの累積した受け入れた研修員と派遣した専門家の主な専門分野及び事業体を次

表に示した。

表　5－4　研修員の受け入れ及び専門家派遣の実績

事　 業　 機　 関 89年 まで の累積 主　　 な　　 分　 野

汗　修　 生 J I C A 1，792人　 （57．4％） 工業通信，放送，行政

A　 P　 O 285人　 （9．1％） 経営管理

U N I D O 10人　 （0．3％） 工業

A O　T　S 895人　 （28．7％） 自動車，鉄鋼，産業機械

0 I S C A 52人　 （ 1．7％） 農業，自動車，繊維

I　 L　 O 66人　 （2．1％） 輸送機械

A　C　C　U 23人　 （0．7％） 出版

邑退専門家 J I C A 1，840人　 （95．7％） 運輸，社会基盤，通信，放送

A　 P　 O 4 1人　 （2．1％） 農業，工業

J O D　C 16人　 （0．8％） 繊維

0 I S C A 25人　 （ 1．3％） 農業

経済協力の現状と問題点（1987，1991）
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受け入れた研修生が最も多いのがJI CAで1，792名（57．4％）で，AOTS（海外技術者研

修協会）が895名（28．7％）とAPO（アジア生産性機構）が285名（9．1％）と続き，この3

つの機関で95．2％の研修生を受け入れた。一方，派遣専門家はJI CAが1，840名で最も多く全

体の95．7％を占めた。次いでAPOが41名（2．1％）とOI SCA（国際産業精神文化促進機構）

が25名（1．3％）と続いている。

この中，農業部門の技術者を受け入れたのは0I SCAだけで，研修生の数も自動車，繊維と

併せても全体の1．7％しか占めない少人数であった。派遣された農業専門家はAPOと

0I SCAの2つの機関を併せても全体の3．4％を占めるに過ぎない。

1985－1989年の過去5年間の日本のODAの中，無償資金協力と有償資金協力で開発された農

業部門の案件名と金額を年次別に，次表に示した。

表　5－5　　年度別農業案件の援助実績
「虐［口1

年 度 無　 償　 資　 金　 協　 力 有　 償　 資　 金　 協　 力

198 5
地　 下　 水　 開　 発　 計　 画　　　　 9 ．37 無 し
食　 糧　 増　 産　 援　 助　　　　 2 9 ．00

3 8 ．3 7 （4 1．5 ％ ）

198 6

辺　 境　 地　 社　 会　 基　 盤 無 し
整 備 計 画　　　　　　　　　　 13 ．4 6

食　 糧　 増　 産　 援　 助　　　　 2 7 ．0 0
4 0 ．4 6 （47 ．8 ％ ）

1987
ナ シ ラバ ー ド農 業 開 発 計 画　　　　 3 ．96 パ ッ ト ・ フ ィー ダ ー 水 躇
地　 下　 水　 開　 発　 計　 画　　　 2 2 ．73 拡 張 計 画
食　 糧　 増　 産　 援　 助　　　　 2 5 ．00 15 ．5 1 （ 4 ．6 ％ ）

5 1 ．69 （5 6 ．2 ％ ）

198 8
ナ シ ラ バ ー ド農 業 開 発 計 画　　　 16 ．68 ダ ウ ドケ ル 肥 料 工 場
辺　 境　 地　 社　 会　 基　 盤 近 代 化 計 画

整 備 計 画 （第 2 次 ）　　　　　 15 ．20 18 5 ．98 （18 ．5 ％ ）
食　 糧　 増　 産　 援　 助　　　 18 ．50
食　　　 掻　　　 援　　　 助　　　 10 ．00

60 ．38 （55 ．5 ％ ）

198 9
イ ス ラ マバ ー ド農 村 総 合 開 発 計 画 18 ．58 無 し
地　 下　 水　 開　 発　 計　 画　 5 ．5 0
食　　 糧　　 増　　 産　　 援　　 助 18 ．0 0

4 2 ．0 8 （4 4 ．1 ％ ）

（）は無償資金・有償資金協力のその年度の総額に対する割合
（経済協力の現状と問題点1987，1991）

無償案件の内，農業部門は毎年略：半分の援助額を示しているが，有償案件の中では，1987年



は4．6％，1988年は18．5％を占める規模の資金援助を受けたが，1985，1986，1989年は農業部門

での有償資金協力は無かった。また，無償案件の中では，毎年食糧増産援助或いは食糧援助に対

する資金協力額が無償資金協力額の中でかなり高い比率を示していることがわかる。

5．3　ADCAの今後の業務の進め方

5．3．1．一般的事情

既述のように，パキスタンは連邦制をとっており，近年地方分権強化策が進められていて，

農業農村分野の開発事業は計画立案から事業実施，運営まで，基本的に州政府の所管になって

いる。従って，全ての案件発掘に関しては，州政府がその手順の始点になるので，州政府との

コンタクトが不可欠である。しかし，援助案件については最終的には国政レベルの判断に基づ

いて決定され，連邦政府から援助国・機関に要請される。従って，連邦政府レベルの考え方は

当然キーポイントになる。つまり，中央・地方のそれぞれの観点に立った二重のチェックポイ

ントを通過する必要があることになる。こうした国内情勢に加えて，位置的・歴史的背景から

援助に係る様々な経緯があり，パ側の慣れもあり，日本の態勢にはまだ不慣れな点も見られる。

また，周辺国家との関連によって，これら伝統的な援助国の対応・思惑にも微妙な動きがあり，

さらに，近年進出している新しい援助国・協力国もある。これらの情勢を踏まえた対応も必要

であろう。

これらの国や機関では近年，事業管理，新規採択に係る事業評価について，それぞれ独自或

は連絡しつつ検討を行っている。UNDPではNGO，有識者の参加による評価技術の改善，

技術協力評価の定量的手法の改善，定性的分析の開発を行っており，制度作り，ハイテク・事

業，被援助国により実施される事業に高い評価点が与えられ，被援助国自身の評価能力の育成

に重点を置いている。FAOではGuidelines for the Design of AgriculturalInvestment

Projects　を作成した（1991年4月　Draft）。ドイツの技術協力機関GTZではZOPPと呼

ぶ目的を中心においた計画手法“Objective Oriented Project Planning Mによって事業のサ

イクルにおけるチェックポイントを事前審査，審査，相手国参加，実施前の検討，実施段階の

計画修正，の5段階に置いて，事業管理を行っている。

わが国外務省では，これらの手法を検討して長所を取り入れたいとしているが（平成2年度

ADCA青年会議勉強会），JICAで前々から調査していた各国，国際機閑の事例集が「プ

ロジェクトの経済分析，評価の調査研究，VOL I」として昨年国際協力サービス・センタ
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ーから出版されている。また，新しい事業管理・事業評価方法等についてJIIDが同じく平

成2年に調査し取りまとめている。

ADCAとしてパキスタンにおいて，農業農村開発分野における事業のP／Fを行う場合に，

一般論として，わが国政府の援助事業の実施方針にマッチすること，具体的には「参考」に示

す基準に適する案件を選択し，育成することは勿論肝要であるが，その前提としてパキスタン

の場合には特に，

（1）相手国の地方・中央政府の優先度とその根拠

（2）上記評価手法を踏まえた諸外国機関の動向

に関して，検討しておく必要がある。

（1）に付いては，地方州政府からの申請がスタートになり，且つ地方の優先度をベースにし

た国政レベルの見解による中央連邦政府の最終判断によるという，要請案件決定のメカニズム

から見て当然の対応策であろう。この場合に，地方毎に優先分野の相違があるが，国政レベル

と地方の関心とのズレの少ない分野の案件が有利であることは論を持たない。

（2）については，パキスタンでは歴史的背景・周辺諸国との関係等の事情から，比較的多様

なドーナ一による多様な事業実施システムのもとで援助事業が行われてきており，日本の協力

事業実施態勢が十分理解されていない部門もあること，各国との競合・協調が必須となること，

が挙げられる。

5．3．2　パリ・コンソーシアム要請案件リストに見るパキスタンの関心分野

パキスタンの期待する案件については，毎年4，5月にパリで行われる世銀主催の対パキスタ

ン援助国会議に，要望案件をリストアップした「PORTFOLIO OF ATD－WORTHY PROJECTS FOR

THE PAKISTAN CONSORTIUM（GOVERNMENT OF RAXJSTAN PLANNING COMMISSION」が提出されるが，

1991年4月に作成されたリストの農林水産分野の案件名を参考までに以下に記す。この段階では

既にドーナーが内定している場合もある模様であるが，農林水産の分野で，パキスタン側で期待

している分野の状況が理解出来よう。

表　5－6　「PORTFOLIO OF AID一打ORTHY PROJECTS FOR THE PAKISTAN CONSORTIUM

（GOVERNMENT OF RIKISTAN PLANNING COMMJSSION，April1991」の案件リスト

X EstablishJnent Of Feeder Markets for Fruits and Vegitable
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X Expansion of NWFP Fruit＆Vegiteble Development

f EDbryo Transfer Technologyin Balochistan

X RiYeStOCk Production，Researchlnstitute，Quetta

★Export Slaughter Housein Baluchistan

7＝Expansion of Fishing Fleet on Baluchistan Coast

半EstablishtDent OfImmuno－aSSay，Mycoplasma and Viral Vaccinie Production

Laboratories at Quetta

＋Strengthning of AgriculturalStatisticalOrganizationin Balochistan

半Tmprovement of Agriculture Researchin Balochistan（Phase－Ⅰ）

Xlntegrated SaHabad Agriculture Developmemtin Balochistan

末Fish Harbour and Off－Shore Facilities at Damb

X Supply of Fishing Equipments

米ProYision oflandingJetties and onshore facHities at Ormar・Gadini・Sur・

Pishukan，Chandi，Jiwani，and Hingol

半Marketting of Fish to Gulf Countries from CoastalTownship of Balochistan

暮Fishing Traininglnstitute at Gwadur

XAgriculturalLand Development and Reclamtion（tmprovement oflOO－Bulldozer and

Allied Machinery）

＋Inport of Transporter Trucks6x6

X TropicalFruit Developmentin Coastal Belt of Balochistan

x Establishblent Of Coarse Grain Researchlnstitute at Sibi

X Soil Fertility Tmprovement Programme

米Directorate of Soil Conservation and Soil Reclationin Balochistan

X Bureau of Agriculture Tnformation Programmein Balochistan

★SurYey Of Microbes for BiologicalControlof ForrestryInsects

XStudy thepopulation trendofWildlifespeciesinmajor refugeareasofPanjab

Province

★Protection of Forests from Firein Azad Kashmir

★Protection of Forests throughIncentives supply of G・G・l・Sheets・

X Mechanical Exploitation of Forestin Hilly Areas

半Raising theStandardofDistrictWorkshopSibi・LoralaiandDeraMuradJamali

米Social Forestryin Azad Kashimir
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* Intensive Management and Afforestation of Blanks in Azad Kashmir

* Demonstration of Sheep Breeding and Production Farm in NWFP (D.I.Khan)

* Establishment of Integrated Pest Management Project on crops in NWFP

* Development of Sailaba Cultivation

* Afforestation in Arid and Semiarid Areas of the Punjab

* Environmental Protection & Management Project for Murrii and Kahuta Tehsils

* Pilot Project for Mechanization of Major Forestry Operations in Chichawanti,

Daphar.Kamali Changa Manage Irrigated Plantations

* Afforestation of Water logged and Saline Areas in the Punjab

* Intensification of Research at Barani Agricultural Research Instutute, Chakwal

* Development of Fisheries in Brackish Water of Sindh

* Promotion of Community Forest in Punjab

* Afforestation of Areas along Rivers Ravi and Chenab on lift Pumps

* Siltine Study and Road Control Scheme in Sindh

* Assessment of Marine Resources for Domersal Stocks, Small Pelagics, Large

Pelagics and Moze Pelagics,

この会議に先だって，パキスタン政府が各国大使に説明した援助要望等の内，農業政策に関す

る内容の要旨は次の通りである。

1）現政権は，1990年11月6日発足以来パ国の経済の自由化及び社会改革に着手し，経済政策

の主目標を，

（1）農業・農村の開発

（2）民営化及び規制緩和による工業化の促進

（3）人的資源の開発

に置いている。

2）農業農村開発政策の骨子は，

（1）道路，電化，初等教育，医療，等農村基盤の整備

（2）工業の導入による雇用機会の増大と収入の増加

（3）農業生産技術の近代化

（4）農産物流通改善

（5）農地開発，水資源開発，森林保全

である。



3）上の骨子に沿って農業政策全般の見直しを進める。

4）過去70年間懸案であったインダス河水系の水利権配分合意により，関連水利事業実施の条

件が整った。

5．3．3　インダス河の水配分問題に係る事業の対応

この関連の案件は参考D－4にリストアップした。その中で，当面優先度が高いと目される案

件だけでも，10件以上になる。現在の日本の協力事業件数の状況からみれば，当面これら有望案

件に絞ることが早道であろう。

本件に関しては，全ての案件について，州要請のスタートは事実上既に開始されているものと

見なされるから，案件発掘の最初のステップは省略できる。しかし，P／F実施，フォロー活動

の段階で州政府との連絡調整が不可欠であることは言うまでもない。この場合，州毎の優先度が

異なり，国政レベルにおいても，周辺国家との関係等もあり，重点とする地方については微妙に

動きがある模様であり，また，他国・他機関も多様の関心を持っていると見られる。従って，常

にこれらの点に関する情報をキャッチしつつ対応する事が望まれる。パキスタン側の説明によれ

ばこれらの案件は，古くから提案されているものであり，データがあっても殆ど全てアップデー

トし，F／Sを改めて実施する必要がある。となると，治安状態に加えて，情報の得易さも一つ

の検討条件になろう。水利電力省の推す優先案件からは複雑な環境問題の絡みそうな案件は優先

案件からは一応外されているが，最近の情勢からこの環境問題や事業規模等も含めて事業実施の

容易性等，総合的に勘案して系統的に対応することが必要であろう。

5．3．4　今後の農業・農村開発部門の協力の重点分野

今後の農業・農村開発部門の協力の方向及び，ADCAとして配慮する点については，パキス

タン政府機関，日本政府現地機関等の見解を総合すると次のように考えられる。

（1）生産性の向上が最重要課題であり，従来通りの潅漑排水等のインフラ整備の分野に加えて，

研究・普及・教育・訓練等のソフト面を含んだ内容とする。

（2）農業インフラ整備に関する協力実績には，

パットフィーダー拡張計画（F／S，有償，無償，……以後技協期待）

イスラマバードモデル農村整備，MIRAD（M／P，無償，技協……今年度終了，以後

技協期待）

農地開発事業（有償，2KR）
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地下水開発事業（無償）

があり，当面のインフラ整備の案件としては，開発調査の終了している。

クラン川上流感漑，スワット農村開発，マリル川上流農業開発，オンファーム管理事業が考

えられる。

（3）インダス水系の水利権絡みの新規案件については別途記述している。

水利事業については，インダスの水利配分絡みの案件も含めて，殆ど全ての事業概要が1990

年12月のUPDP／WB／WAPDAによる　Water SectoerInYeStment Planning Study　に

収録されている。これは全4冊の膨大なものであり，本報告書に概要を示すことはできないが，

コピーを保管している。個々の案件の情報内容には古いものもあるが，今後当分の間，水利分

野の新規事業はこれに収録されたものに限られると見て差しつかえないと思われる。

（4）恒久的な地表・地下水源による水利施設の期待出来ない天水農業地域における，洪水出水の

利用等初歩的な対策による低コストの条件改善事業の候補地もパルチスタンを主として全国的

に分布する。

（5）濯渦には，湛水・塩横対策の対応が必要不可欠であるが，排水・洪水排除事業には局地的対

応ではなく，広域・全国的な計画検討が必要であり，この観点からの対応が望まれている。

（6）研究分野では，植物遺伝資源種子研究所に対する無償，プロ技協案件が開始される。農学，

水利を含めて，この分野では相当の歴史と実績を有している反面，施設・システム共に古くな

っており，この分野におけるパ側の関心・日本への協力期待は相当に高い。これら施設は大都

市から離れた地点に比較的多く設置されていることも配慮する必要があろう。

（7）畜産業も農業総生産の3割を占め，肉用のはか乳製品の消費も伸びていて，更に今後の伸び

が予想される重要な分野であり，上記パリ・コンソーシアムへ提出の要望案件リストにも多様

な案件が含まれている。

（8）森林部門は，山岳部における水源滴養，斜面の侵食崩壊防止，土砂流亡による堆砂からの水

利施設・農地の保護，環境保全，薪炭材補給，畜産との共存等の観点からも，対応の求められ

ている極めて緊急・重要な分野で，全国的に植林運動を推進中であり，北部の流域保全管理等

が期待される。

なお，（7），（8）に関連して言及すると，下表のように54百万頭の家畜を51百万haの放牧地

（Range－その4割は村落或いは小数民族単位の共有地）で養っていることになり，面積が不

十分である。これらの林野・畜産と農業との調和のとれた総合的な開発が望まれる。
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表　5－6　畜産・牧野面積に関する統計数値

家畜 数

水牛 牛 山羊 羊 ラク ダ ロノ† 馬 ラバ 計

単位 比 率 1．3 1．0 0．3 0．2 1．7 1．0 1．3 1．3 （実 数 9 1．1百 万 頭 ）

百 万 単位 17．4 16 ．7 9．2 5．2 1．5 2．9 0 ．7 0．1 5 3．7

放 牧 地 の地 域 分布

パ ン ジ ャブ シ ン ド N W F P 勅 チスタン 北 部 カ シ ミー ル 計

面　　　 積　 百 万h a 8 ．2 7．8 6 ．1 27．4 2 ．1 0 ．7 52．3

国　 土　 比　　　 ％ 4 0 5 5 6 0 79 3 0 4 5 59

内森 林局 管 理 地　 ％ 3 5 6 2 1 10 0 3 0 12

放 牧 地 ・草 地 の 区分

山 岳草 地

放　　　　　 牧　　　　　 地

その他 計

砂 漠 ヒマラヤ コーヒスタン
パ ル チ ス タン

その他
中央 東 部 西部

面 積　 百 万 ha 1．7 8．0 4．2 2 ．4 8．0 5 ．0 18．5 3 ．2 2 ．8 53 ．7

(上の3表はA report on grazing pights in Forests and open Pastures in Himalayas
(Seminar on Range Management in Himalaya, 1989.ll)より引用)

注　単位比率　unit,　百万単位:Million Animal Unit
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参考A－1　パキスタン国農業・農村開発情報収集調査団員構成及び現地調査日程

1調査団員　　　　井上　　自然　Shizen INOUE ADCA専務理事　　団長

書目木　三男　Mitsuo YOSHIMEKI ADCA技術顧問　　団員

摘水　　真幸　Masaki SHIMIZU ADCA業務部長　　団員

2　現地調査の日程

移動,訪問先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宿泊地

8.15C木) ll.00成田発- 15.30ハ1'ンコ･)ク着(TG641)　　　　　　　　　　　　ハ■ンコ･)ク

16(金) FAO地域事務所他国連機関, ADCAメンハ√一駐在者

22.00ハ～ンコック発-17日　0.50カラチ着(TG501)　　　　　　　　　　　　カラチ

17(土)シンド州政府濯概省

16.00カラチ発-18.00イスラマ八〇一十着(PK308), ADCA会員と打合せ　　イスラマ八㌧卜.

18(日)大使館,表敬,日程打ち合せ,

JICA, OECF, Economic Affairs Div(EAD), 7K管理局, FA0　　　　回

19(月)計画･開発省,水利･電力省, US-AID　　　　　　　　　　　　　　　　同

20(火)食榎･農業･組合省世銀,首都圏庁(ICTA)　　　　　　　　　　　　同
21(水)農業開発銀行(ADBP),商社駐在員との意見交換会,

大使館･JTCA-OECF　意見交換会　　　　　　　　　　　　　　　　　　同

22(木) Islamabad Model Integrated Rural A王､ea Development(MIRAD)

地区, National Agriculture Research Centre(NARC)　　　　　　同

23(金)北西辺境州農村地域(タキシラ), Khanpurタ■､ム
(吉日木,清水)

18.30イスラマハナード発-19.35ラホール着( PK611)　　　　　　　　　　　ラホール

(井上)イスラマ八〇一ド滞在(25日朝まで)

24(土)八〇ンゾげ州政府　濯概電力局,農業局　WAPDA　　　　　　　　　　同

25(冒)

(井上) 7.20イスラマハヾ-ド発一-21.40成田着(PK752)

(書目木,槽水)

ハOンシーtヤ7 m政肘計画開発局,稲作研究所

On Farm Water Management事業現地,濯凝研究所
20.30ラホール発-22. 00 a-シャワル着(PK 610)　　　　　　　　　　　　　へ｡シャワル

26(月)北西辺境州政府濯蹴･保険衛生技術局,計画･開発局　　　　　　　　同
へOシャワル近郊農村(タフティJlリ)

27(火) 8.55へ○シャワル発10.10　D.I.か-ン着(PK684)

Chashma堰, CRBLS予定地区,州農業試験場　　　　　　　　　　　r).I.カーン

28(水) 15.20 D.I. *-ン発　へOシャワル経由17.301スラマハ11-ド着(PK 684)　　　イスラマ八㌧ド

大使館担当書記官に報告

29(木)内部整理,水利電力省報告(field工�"eport提出),　　　　　　　　　聞

30(金) 10.00イスラマハ11-ド発　11.55カラチ着(PK301)　　　　　　　　　　　　同

18.15カラチ発31日12.50　成田着(PK762)
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参考A－2　国別農業農村開発情報収集調査パキスタン現地調査業務日誌

8．15（木）

11．50成田発15．40八〇ンコック着　17．15Royal Hot（ラ1着

夜　会食　　FAO土臣、竹内、RTD臼杵，　DLD小林，　　百瀬

8．16（金）

9．00　FAO　土屋次長、竹内、佐々木、樫尾、Dr．Panjab Singh（栽培）訪問、資料・情報収集

三祐コン事務所訪問、

DLf）小林、Hr．Manu訪問（清水のみ）、

23．00（定刻30分遅れ）TG501ハ●ンコック発．00．50（定刻）カラチ着，

02．00　Sheraton hot，el着

8．17（土）

10．00　Sind　州潅漑電力局、　Chief Engineer N．A．RA．JPUT氏（M．fJ．Baloch氏不在）

13．30　NIC　川畑、関根氏

16．00　PK308カラチ発，18．00Islamabad着　技研高橋氏出迎

上slamabad hotel泊

8．18（日）

09．00　大使館角田書記官

10．00JICA事務所、　御手洗所長、石橋次長、西川次長、

tl．00　0ECF事務所　　田中次長

13．00　財務・経済省（MFEA）　Mr．G．D．Dakhan，Joint Secretary（EAD）

14．00　Wat．er Management，Wing，MOF＆A，　Dr．Baz．M．Khan　局長

15．30　FAO事務所　　　Dr．Reinhard Breitbart，　Pr〔〉grame Officer

Mr．Ian T．Twyford，　Project Hanager NFDC

17．30　ホテル着

8．19（月）

09．30　計画・開発省

11．00　水利電力省

12．00　”

15．OO UASID

16．00　技研事務所

17．00

8．20（火）

09．30　食糧農業省

11．00　世銀

Mr．Hafeez Qaiser，Chief Water，Planning Div．

Mr．S．R．Poonegar，　Secret，ar・y

Mr．Asif Kazi，　Chief Engineering Adviser・

Mr．Muzamil Hussain Qureshi，Chief Water Resources Engineer

Mr．Javid Masood，Additional Secrel．ary

nr．Pet，r・OS Aklilu，Senior Project Officer・

12．30　首都圏行政庁（ICTA）Mr．Shamshel・Ali Khan，Chief Commissioner

16．00　技研事務所

17．00　大使公邸
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8．21（水）

10・00　ハ0農業開発銀行（ADBP）Mr．MansoonKhan，Director ForeignAssistance

12．00　在イスラマ八㌧ド10商社駐在員との会合

日商岩井、三井物産、住友商事、三菱商事、ニチメン、トメン、丸紅、伊藤忠，兼松、

17．00　大使館、OECF，J工CA、関係者会合

8．22（木）

08・00　ホテル発、モデル農村総合開発MIRAD地区視察、ICTA事務所、Raja，

大成建設事務所　藤原氏、

取水堰2か所、揚水水槽、井戸、ファームホ㌧ト、畑潅地区、調整池等視察

13．00　国営農業研究セント（NARC），Dr．Munawar A．Sayal，DG

ビデオによる説明、試験圃場・LandandWater Conservation Dernonstration地区視察

8．23（金）

07．00　イげス川新旧橋、ハツサンげデル寺院、タキシラ博物館

13・00　シルカげ、Khanpurタ○ム視察。Mr．AbdulKarim Khan，Project Director

18・30　書目木・清水　イスラマ八㌧ド発PK611，19．35ラホール着AbariHotel泊

8．24（土）

10・00　八〇がげ州潅漑電力局、Mr．A．H．Zaidi，AdditionalSecretary

12・00　　”　農業局、　Mr．MushtarA．Saleem，DDA（PP）C／O DGA（Ext）

14・00　水利電力公社（WAPDA）Mr．JavedSalimQamar，GeneralManager，Plaming

（井上：大使館等）

8．25（日）

07．30　八〇ンシ1げ州計画・開発局　mr．Muhamad Afzal Shah

O9・00　水稲研究所視察、ハナスマテイ米、研究所施設拡充計画予定地区　Mr．AhmdGill，DGRliI

圃場レへやル水管理地区の水利組合（WUA）メ汀Lとの会合，Water Course視察

14．00　潅漑研究所　Mr．nuhammad Asgar，　Director Land Reclamation

20．30　PK610ラホール発　21．30　Peshawar着、　Sheraton Hotel泊

（井上　　　PK　　　　イスラマ八㌧ド発　　　成田着）

8．26（月）

11・00　北西辺境州（NWFP）潅漑及び保健衛生技術局（Irrigation＆PablicHealthEngineering

Dept．　Mr．Abdul Hansid Khan，　Deputy Secret，ary

13．00　計画・開発局　　Atxlul Qayyun Khan，Chief Water＆Power sectio

16．00　タフティハ○ィ、げ－ル川，Peshawar近郊農村地帯視察（清水のみ）

8．27（火）

08．55　PK684　Peshawar発、10．10　D．I．Khan着

10．30　WAPDA事務所説明　　Mr．Fazal Karim Khan，H．N．A

11．00　現地視秦　ChashmaBarrage，右岸幹線、右岸畑地潅漑計画地区

18．00　州農業試験場　Dr．Gulzal Ahmed Khan，DG AGRIC Research Station

19．00　会食
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8．28（水）

07．45　州農業試験場、Rod Kohi地域現地視察

16．20（予定の1時間遅れ）PK683　DI Khan発17．30Is】aInabad着

20．00　角田書記官　打ち合わせ

8．29（木）

午前　Field Report作成

14．00　水利電力省　Maj．Gen．（Retd．）Agha ManzoorlRauL Additional Secretaryに報告

15．00　大使館角田書記官に報告

8．30（金）

10．00　PK301Islamabad発12．00Karachi着，NIC川畑宅訪問、関根氏とも

18．15　PK762Kar・aChi発　　東京着　31（土，　）
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参考A－3会見者一覧

◎イスラマバード

☆Min.ofFinance&EcononicAffairsPak.Sectt.,BlockC

itEconomicAffairsDiv.(EAD)

#Mr.G.K.DakhanJointSecretary

#Mr.AkhtarIqbalDeputySecretary

#Mr.KhalidJavedSectionOfficer

ftMin.ofPlanning&DevelopmentPak.Sectt.,BlockP

itPlanningDiv.

#Mr.HafeezQaiserChief(Water)

#Mr.RashidAlidDeputyChief(")

ftMin.ofFood,Agriculture&Co-operativesPak.Sectt..BlockC

#Mr.JavidMasoodAdditionalSecretary

#Mr.H.A.H.QureshiSugarcaneCommissioner

#Dr.M.NoorullahWheetCommissioner

#Dr.AbdulLatifCottonCommissioner

#Mr.AbeedUllahJanI.G.Forest

#Mr.A.H.MaanD.G./EC

#Mr.M.AnwarKhanA.H.C.J.S(L)

ifWaterManagementWing14-N,RiazPlaza,Al-Markaz

F-8

#Dr.BazM.KhanD.G.WaterManagementWing

#Mr.MohammadIsrarSociologist(WaterManagement)

ftMin.ofWater&PowerPak.Sectt.,BlockA

#Mr.S.R.PoonegarSeretary

#Mr.DaudBegAdditionalSecretary

#Maj.Gen.(Retd)AghaAdditionalSecretary

ManzoorRauf

icChiefEngineeringAdviser'sOfficeSafdarPlaza,16-D,BlueArea

#Mr.AsifKaziChiefEngineeringAdviser

ftIslamabadCapitalTerritoryAdministration(ICTA)Mrrkaz,F-8

#Mr.ShamsherAliKhanChiefCommissioner,ICTA

OMr.ZahidSaeedDirector,FinanceDiv.

#Mr.RajaAbdulHammeedAssistantDirector,Local

Government&RuralDevelopment

#Mr.MohammadAslamPlanning&MonitoringOfficer

ftAgriculturalDevelopmentBankofPakistan(ADBP)ADBPBuilding,ZeroPoint,

P.O.Box1400Islamabad

#Mr.MansurKhanDirector,

ForeignAssistanceDept.

#Ms.ImranaFarooquiAssistantDirector

QMr.FarrukhAbbasDeputyD.(ConsultantWing)



☆　National Agricultural Research Centre

●　Dr．Hunawara A．Sial
●　Dr．Zahid Hussain

●　Dr．Shahid Ahmad

●　Mr．M．Ⅰ．Nizami

●　Dr．Roohi Pakhshan

●　Mr・．Ⅰmran Akbar

●　凹r．Shafiqu

☆FAO Representative’s offictて

●Dr．Reinhard Breitbart

●mr．Tan T．Twyford

☆US－AID

●Hr．M．H．Qureshi

☆World Bank
●Hr．Petros Aklilu

●Hr．Rashed－ul－Qayyum

☆　日本大使館
●　村岡邦男
●　角田豊

No．1－A．Office Colony

NARC Park Road，Chak Shahzad

Islarnabad

Director General

Director，Land＆Water Resources

Head，Water Resources Research SecLion

Director，Administ，ration

AgroNEcologist

Pakistan Rural Support Project

SSO（Cropping System）

UN Bujlding

Programme Officer

Project Manager NFDC

USAID build．Islamabad

Chief Water Resources Engineer

World Bank Building

Senior Projects Officer

Project Adviser（Agric111ture）

特命全権大使

一等書記官

☆　JICA　　パキスタン事務所
●　御手洗

●　石橋隆介
●　西川昭司

☆　OECF

●　田中康

所長
次長

次長

所長

No．54　SL．88，G－6／3Ⅰslamabad

World Bank Building

☆MI RAD　プロジェクト

日本技研　　高橋親一所長　債崎潤一技師

大成建設　　藤原基支所長

☆　商社駐在員

T．Iwana（伊藤忠）　T．Hattori（兼松）　S．Hamanoue（住友）Ⅰ．Miyazawa（トーメン）

T．Honda（ニチメン）　H．Yamasawa（日商）　M．Sekine（日商）　T．Motomori（丸紅）

T．Yoshida（三井物産）　Y．Yokota（三菱商事）

◎　ラホール

☆　パンジャブ州政府

★　Planning＆Development Dept．

●　Hr．軋A．Shah Chief，Agriculture
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* Irrigation & Power Department 89, Ahmad Block, Garden Town, Lahore
9 Mr. A. H. Zaidi Additional Secretary
0 Mr. Khalid Mahmood Chief Engineer(Research)
0 Mr. Akhtar Rana Chief Engineer(Planning & Review)
# Dr. Irshad Ahmad Principal Research Officer

_�

k Irrigation Research Institute Irr.& Power Dept.

O Mr. Muhammad Asghar
# Mr. Irshad Ahmad
# Mr. M. Qayyum Bhatty
# Mr. Abdul Shakoor

it Agricultural Department

Mr.

Mr.

Mr.

Dr.

Dr.

Mr.

Mr.
D r.

Mushitaq Ahmad Gill
M uhammad Anwar Butt

89, Ahmad Block, Garden Town, Lahore
Director, Land Reclamation
Principal Research Officer
Senior Research Officer(Instrument)
Principal (Hydraulics)

21,Sir Agha Khan Soyyam Rd.
Lahore

DG Agriculture(Water Management)
GirectorReserach(Rice), Rice Research Institute

Kala Shah Kaku
A. Shakoor
Mushtar A Saleem
Muhammad Zaman
Dost Mohammad Malik
A bid Farooq

DDA(PP) Agriculture Dept.
Director, Floriculturist(Ext & RA)
Director Rapid Soil Fertility Research Institute
DG Agriculture(Field)

Altaf Hussain Chaudhry Director, Vegetable Research Institute
(Ayub Agric Research Institute

i r

à"k Rice Research Institute
# Mr. Mushitaq Ahmad Gill
# Dr. Muhammad Arshad Gill
# Mr. MohammadIsmail

WAPDA
> Mr. Javed Saleem Qamar
> Mr. M. Afzal
t Mr. M. HasanMian

DG R.R.I

Plant Pathologist
Ecologist

228-WAPDA House, Lahore
General Manager, Planning(Water)
Chief Economist
Chief Engineer, Water Resources Planning

it Planning & Development Dept.
# Mr. Abdul Jalil Moghul
# Mr. Abdul Qayyum Khan

( à" Mr. Amil Haider Khan
( à" Mr. NawabKhan

# Dr. Mohammad Sharique

Peshawar
P&DDept.
Chief (Water & Power Section)
Superintending Engineer, Irrigation Depertment)
Chief Engineer Irrigation Depertment)
Secretary Health



★ Irrigation & Public Health Engineering Dept.　　　　Peshawar

Mr. Abdul ilansid Khan Deputy Secretary

Mr. Amil Haider Khan Superintending Engineer, Irrigation Depertment

Mr. Nawab Khan Chief Engineer Irrigation Depertment

Mr. Nazir Hussain Atridi Chief Engineer Public Health

◎　デイ一一･アイ･カーン(D.I.Khan)

Mr. Fazal Karim Khan M.N.A , D.I. Khan Kundi Model Farm

Chashma Rd.　D.I.Khan

★　WAPDA DI Khan Office

Mr. Mohad Nawaz Ulam SE. Chashma Right Bank Canal(CRBC)

Mr. Beharamand Khan SE CRBC

Mr. Hafeez Ullah Khan Shinwari SE(I) CRBC

Mr. Zain Ulla Khan SE(II)CRBC

Mr. Shed Zaman Executive Engineer CRBC

Mr. Per fez Khan E.E. Irrigation

★ Agricultural Research Station, D. I.Khan

Dr. Gulzal Ahmed Khan DG Agric. Station

◎　カラチ

☆　シンド州政府

★ Irrigation & Power Dept.

Mr. Nasar Ali Rajput Chief Engineer

★　日商岩井Y. Kawabat　カラチ事務所

◎　バンコック

★ FAO　地域事務所　　　H. TsuchiyaC次長)

Dr. P. Singh(作物)　Dr. M. Sasaki(畜産)

出r. M. Kashio(林業)　Mr. K. Takeuchi(水利)



参考B－1　会見メモ

◎FAOア・太地域事務所

●8．16日

OMr．M．Kashio Regional Forestry Officer

★パキスタンでは山地の荒廃が深刻な問題になっている。

★森林率は僅か4％で，北部に偏在している。

＊熱帯から高山帯まで分布し，北部では，落葉樹一事針葉樹→森林限界と変化する。

半荒廃は人口増による農地化（過剰開墾と火入れ）＋過放牧（頭数増）が主因で，土壌浸蝕が

進んでいる。

X土壌の保水能力がなく，土壌浸蝕が酷く，土砂が流出し河川・水路・谷間の平地に堆積し，

基底流量の低下と施設の通水容量の減少の両面により，干魅と洪水を引き起こしている（写

真参照）。

半平地の潅漑地には塩害と湛水を起こしている。

米　この対策はWatershed Management　で，その要素は住民対策と植林であり，農業と放牧の間

の土地利用調整が必要である。

半植林はAgro－forestryで，「Agro－」の方では，棚田にして，麦・野菜（玉葱・トマト・うり）

と，ナッツ頬（ナツメヤシ，ナツメ，アーモンド，ピスタチオ等）のTree Cropの栽培が推

薦出来る。

米rForest」の方は材料株とする。北部ではポプラを家具材にしている。

平地（南部）では，豆科のダルベジアシッソ（SISSO），ローズウッド，アカシア（Acacia

Nirotica），ユーカリプタスが多く植えられ，ユーカリは燃料としている。

米山地小流域の管理では，日本の砂防ダム方式も検討に値する。

半山地部では谷部の河川敷さと斜面の取り付け部分が洗掘され，斜面全体が崩壊するケースが

多いので，この部分の根固め・護岸の工夫が望まれる。

◇問題点

末農民と放牧民は別人種で，協調が困難である。その上に難民問題が加わって問題を更に複雑

にしている。

半　この国には，森林管理，モニターの制度がない。

★国有地であることが返って管理を粗末にしている。むしろ，住民の共有林とすべきである。
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以上。

なお，別にリストアップした資料と，写真類を入手した。

ODr．Punjab Singh，Agronomist，FAO Consurtant

♯天水農業地域に関しては，丁度　この9月に15ヵ国から専門家を集めてMeetingを開くとこ

ろである。会では，Water Harvest　とAlternativeland useについて問題点を明らかにし，

適正プログラムの案を探るべく検討を行い，地域のNetworktを設立する準備を進める予定で

ある。

米農業開発の支援・協力では，次の点を重視すべきである。

1　ピン・ポイントによる，問題点の把握

2　効果的な適正プログラムの策定

3　適正な開発計画実施地域の選定

4　適正技術の採用，

（対象地域相互の生産技術の違いを把捉し，相互適用の可能性を検討する。農民の馴れている

ローカルな技術の活用が肝要）

5　開発のインパクトの予想／期待

（例えば家畜と作物の相互干渉等も含めてMerit／denerit　について充分理解する。）

このインパクトと特に財政問題が基本的課題である。

（例えば，適切な事業として位置付けても経済的制約により実施出来ない場合もある）

半パキスタンの農業

1　パキスタンの農業の生産性は低い。実作付け面積率が低く，単収が低い。

この改善には，技術開発即ち，従来の農業技術に代わるalrernative technologyを探す必要

がある。

2　国内の生産資源，土・水・人力・肥料・地域の技術が充分活用されていない。

3　自然資源の活用により，生産性を向上し，農家の収入改善を図るべきである。

4　パキスタンではBaraniと言っているが，Rainfed Agriculture　について，自然資源を作物栽

培以外の領域についても活用する総合的プログラム（畜産導入も交えた牧草，資料作物への

多様化Diversificationによる）が組まれていない。

5　富農と貧農とは全く異なるプログラムで対応すべきである。一般農家即ち貧農の技術は低い。
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貧農対策としては，耕地の過度の利用を図るよりも採用できる程度の低レベルの技術によっ

て，先ず生産の低位安定を図り次第に生産を伸ばすやり方が望まれる。これでないと

sustainable　ではない。

★パキスタンの潅漑の事情

世界で一級の潅漑施設を有すると言われるが，次の理由で潅漑水は有効に利用されていると

は考えられない。

1　貯水池，堤防の漏水が多い。

2　実作付け面積率が低く，単収が低い。

3　多様化，適性作物の栽培，混作実施が進んでいない。

4　流域の環境対策が充分でない。流域の状態は多様であり，多様な対応が考えられる。

◎Sind州　潅漑電力省

●8．16日

OMr．Nasal Ali Rajput，Chief Engineer

★会見予定のSecretary，Mr．1drees Rajput及びAdd．Secretary，Mr・M・H・Baloch共に不在で，

緊急会議に出席中のNasal氏が，会議を途中退席して会見した。Nasal氏は同ポスト在席7年の

ベテランで技術面の実情は熟知している。

◇州潅漑電力省の所管分野と関心事項

1　潅漑電力省は，農業関係では水資源開発，洪水防御，排水を所管している。

2　Sind州では，真水の地下水が得られないので潅漑水はインダス河から取水している。

3　インダスの上流から，Gude（1938年建設）Sukkur（1957年），Kotoriの現存3堰によってほ

ぼSindの潅漑農地全域をカバーしている。

4　下流程塩害が強く出る。

5　塩害は大きな問題であり，塩害のある所で作付け率を上げるために，排水改良を計画してい

る。また，このためには潅漑水の増強が必要になる。

◇一般情勢

1農業開発には水は必要不可欠である0地表水潅漑と排水を公共的に実施している0地下水は
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個人的に開発している。排水はTube wellによるVerticaldrainageを採用している。

2　Vertical drainageと地表排水路排水との組み合わせで全体の排水を行う。

パイプによる暗渠排水をTile Drainageと呼んでいる。これは効率が良い。

3　地下水位は8～12ftにあり，これ以上になると塩害が現れる。

4　河川の標高が高く，排水に困難となっているが，解決の方法はあると考えている。

5　インダス河の流量は乾季には1000cusec（28¶P／S）程度までも低下して空いているが，雨季に

は120万cusec（33，000nP／S）に増水し排水は困難になる（注：連邦政府水利電力省の資料

（後述）ではKalabagh地点で，平均点高月は8月で11，486¶ヂ／S，最低は1月で835汀P／Sとな

っている）。

◇水源の開発と水管理向上

1　Yater Courseは農民が管理している。

個々のfarm gateまでは政府，以下は農民の管理になっている。数個の農家経営地が混在し

ている場合，曜日毎に番水計画を立てると混乱が少なくなる。Extension Officerが入れば

争いは更に減ずる。

2　rYater Accord」は，水を無駄にしないと言う思想の具現である。水使用の強化，一般化を図

るものである。

3　これに関連したSind州の今後の事業としては，

1）Manchhar湖の水の利用を期待できるShewan堰の建設

2）LBOD水指の大改修

これは独立前に建設され，堆砂土が酷く，作付け率は計画ではカリフ（夏期）54％，ラビ

（冬期）27％，年間81％となているが，実態ではカリフは27％に過ぎない。これを42～45％

に上げたい。一部では年90％行っている所もある。

4　水管理改良にかかる海外援助事業では，

lSM USAID　　　　　1982－87

ISR COMLENTO？

が実施され良い結果が報告されている。

これは，事業計画の事業目的がしっかりしている事がその原因である。

5　単位用水量は100Ac／lcusec＝1450ha／nP／S＝lha／0．691／S＝6mm／日（雨季）

200 ＝2900ha／nP／S＝lha／1．311／S＝12mm／日（乾季）

である。

6　農地は480万Ac（＝190万ha）あるが，上記の単位用水量によって可能な水量だけを平等に
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掛けると言う考えである。

7　建設事業は事業費100M．ルピー以上の場合は中央で実施していた0

8　繰り返しになるが，今，塩害防徐と古い施設の改良による水の確かな供給が解決を急がれる

課題となっている。下部の土層は海に直結している。

◇ADCAに対して期待する事項及びADCAが留意すべき事項

1　塩害問題の解決

2　古い潅漑排水施設の復旧

3　パキスタン国内では関係する諸機関の連絡調整形態の改善を必要とする。

◎JICAパキスタン事務所

●18日10．00～

○御手洗所長

◇協力の一般状況

1パキスタンではODA事業が今一乗らない所がある0無償協力中心（90％以上）で技術協力

は少ない。

数年来交渉していた青年協力隊の派遣受入れについて合意に漕ぎ着けた所で，ナワズ・シャ

リフ氏の訪日の際に泥道取り決めについて署名を行う予定てあったが，突然出発前目に訪日

キャンセルとなったため，この取り決めも流れており・パキスタンは判らない国と言うイメ

ージを強くし，日本から嫌われ気味である。

バングラデシュが単一のベンガル人で構成されている素直な集団であるのに対して・パキ

スタンは，ポテンシァルはあるが4州に分かれ多部族からなり・周辺国との関係もあって

unityがつき難い誇り高い集団で親近感を持ちにくい面がある0

4　日本側のプログラム案も，今一パキスタン側を引き付けるものに欠ける面がある。

◇研修・留学，人の交流

5　日本への研修受け入れ数は130人／年程度で・世界で8番目である0

6　在パの専門家は現在13名で，医療が最も多く，鉱物資源開発，鉄道通信が次いでおり，農業

分野は皆無である。

7　パキスタン側から日本への農業部門の研修生の数は多い。
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8　日本JI CA研修の同窓会を結成しパイプ役となるムードを作りたい。

9　学位取得者の国費留学生の行き先はアメリカが多く次いでイギリスで，日本への留学生は少

ない。（私費が多く国費の場合も10人足らずはある。）アセアンとの違いが明瞭である。

10　NGOも少ない。日本の技術を持った人が増えないと前向きにならない。

110FCFの仕事でも同じだが，人の交流がないと，良いプロジェクトは出来ない。

◇農業

12　農業部門については大使館の角田書記官から聞くと思うが，この国ではインダス河が生命線

である。

13　国土の大半が砂漠であるが，穀倉としてのポテンシァルは大きい。

14　農業生産はGDPの1／4　を占めている。

◇期待する案件

15　無償で地下水開発として……井戸掘り機47台供与した。

16　‘‘遺伝資源センター”は植物退伝子の保存を目的とし，この秋から建物建設が開始され，来

年完成のプロジェクトだが，筑波の研修コースで日本の技術レベルと施設に理解を持った人

達が推進の核となったもので，こうした人の交流が根底になってスタートするプロジェクト

には大きな期待を寄せている。

17　年次協議では，日本側はこれらを定着させたい，と言う前向きな表現をした。

KRⅡのような機材供与案件は要請も多く簡単で実施しやすいが，効果が薄く，実施促進上

のトラブルを起こしているものも多い。人を絡ませた案件を増やしたい。

◎OECFイスラマバード事務所

●8月17日11～

○田中寧（ヤスシ）次長（森本所長は一時帰国中）

◇円借

1　電力，港湾，道路が中心だったが，今後は外務省は社会セクター，農業・潅漑に広げたいと

している。

2　27次円借で，On farm water management phaselをpledgeした。これは継続したい。

3　従来アジ銀，世銀の後発だったからか，JICA開発調査から円借への打率が悪い。
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4　P／Fによる，日本のOriginalityがあり，Priorityの高い案件の発掘に期待する。

5　実施は難しいが，日本は農村開発部門を受け持つことになろう。

6　0ECF Loan　もローカルポーションのファイナンスも対象とし，総経費の85％まで，COVerす

るようになった。関税等を除くと，ほぼ事業費の100％になる。しかし，これは債務になる。

7　パキスタンでは，新規の円借案件は約5件／年である。現在実施中の案件数は28～30件で，

内，借款は20件，年500億と言うレベルである。

8　Grant　に加え，良いIoan案件の発掘にも力をいれて欲しい。

9　海部総理の訪パ時に，火力発電所建設，道路建設整備を約束した。

10　現在外国資金の援助実績の大きい所はアジ銀，世銀，日本で，アメリカがパキスタンの核開

発疑惑が解消するまで新規案件をストソプしている。

◇事業実施上の問題点

1　パキスタンの事業実施上で難点は組織の中間レベルで物ごとの決定が出来ない事である。

2　P／F時のApproach等には，中間管理職ではなく，Joint Secretary以上と接触しないと案

件が動かない。キーパーソンの見極めが肝心である。

（役所のポストの順位）　　Secretary

Additional Secretary

Joint Secretary

Deputy Secretary

Section Officer

3　事業のスタート（発掘）には州政府ではPlanning Divisionが大切である。

州政府が案件の立案をし，連邦政府に上げる。連邦政府の判断で選択し援助要請を行う。

4　農業案件では，ポストハーベスト・精米・流通インフラ，潅漑及び小規模ダム，総合開発，

の分野が考えられ，具体案件としては，パルチスタンのパットフィーダー水路を実施してい

るが，これはACBイニシアティブの案件である。

◇案件の計画について気付く点

1　マネージメントを事業要素に含める必要がある。

2　パキスタン側の積算による事業コストは実施不可能な程度に圧縮されている。従って

ReasonableなF／Sが必要である。
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◇事業の流れの手順

（Concept Clearance＝事業の趣意書）…………概念を実施機関に明らかにする

l

計画省に提出

Concept Clearance Committee（計画省内）で承認……事業推進権利の取得

I

PCl　＝Planning Commission Proformal………州政府の実施担当機関で作成

l

計画省…………………………各機関と協議

CDWP　＝Central Development Working Party

l

ECNEC（Economic Comittee of National Economic Council＝経済閣僚会議）

l

承　認　…………………………内貸支出承認の取得が容易になる

注1　予算権限は別で大蔵省にある。

2　60m．Rp．（3．6億円）以上の大規模事業は連邦政府で認可，以下の事業は州政府

◇その他

経済全般の資料として，Statistical Year Book，Economic Surveyがある。

◎Economic Affares Division（EAD），MOF＆EA

●8月17日13．00hr－

OG．K．Dakhan Joint Secretary

◇農業と日本の援助

米パキスタンの経済の基本は農業である。

1　国民の72％が農業或いは農業に関連した産業に従事している。

2　GDPの25％を占めている。

3　GDPの昨年の伸び率は5．1％で目標よりは低いが，2．7％の一昨年よりは良い。中でも農

業生産の伸びは非常に良い。（会計年度は7月～6月）
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4　農業生産は干魅と，洪水の影響を受ける。

5　主要農産物は主食の小麦の他，綿，砂糖きび，豆類，メイズで，小麦，綿は増加した0農産

物の輸出は15％増加し，綿の輸出高は9M．Rs．になった。米作は良くない0

6　日本は，技術・資金面で大きく協力してくれている。impactがあってよい。人口増加は農業

部門で生じているので，農業部門の協力をもっと拡大して欲しい0

7　グラントと，ローンともに欲しい。

8　0ECFローンの農業部門へのものはパキスタン全体の1．1％に過ぎない。

グラントは35％が農業に向けられている。

9　本年度の農業部門の円借はOn Farm Water Management（末端潅漑水管理事業）8・23B・円，農

業クレディット（農業信用計画）10B．円である。

10　第2KRで行う，機材供与等のグラントは喜ばれている。

◇EADの役割，ADCAへの要望

★当部局は技術／経済協力プログラムの準備・調整（arrange）を所掌し，実施は各々の機関

が所管する。

1　しかし，当部局は事業着手後もフォローし，モニターしている。

2　海外協力の事業は大蔵省と協議して決める。

3　国内のグラント援助プログラムでは，ローカルコンサルタントは25％まで，入れることにな

っている。

4　日本のコンサルタントとローカルコンサルタントをリンクさせること（民間の交流）も必要

と考えているる

5　ADCAはローカルコンサルタントにも研修・指導をして欲しい。

6　C。nSultantsの協会を発展させるべき，滞在中に意見交換をして欲しい。

7　JICAにローカルコンサルタントのリストを送っている。

◇事業計画策定の手順

1　事業計画は地方レベルで作成され，

2　Central Development Warking Party（CDWP）に上がり

3　60（100）M．Rsの大規模事業はEcononic Committee of NationalEconomic Council

（ECNEC）で審査される。

4　農業案件は州政府の管轄になっている。
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◇P/Fに対する意見

1　事業による増産の利益はなるべく多くの住民に配分されるべき

2　適性技術の最大活用｡最近代的高度な技術は農民に受入れ難い｡

3　貧困地帯,貧困部門の向上優先,国全体を平等に向上するような開発

◇その他

国の経済事情は｢Economic Survey｣にある.

◎Federal Water Management Wing ,農業省

●8月18日14.20

ODr.Baz M.Khan,　DG Water Management, MFA&C

Mr.F.K.Butt,　　　　Advocate High Court

半ADCA PF報告書とOECF, J ICA事業採択の関係についての質問あり

◇所管業務

1　当機関の任務は潅概システムの支線から圃場水路(Water Course)への配水□以降の

MANAGEMENT

2　Watewr Management, Draianage, Land Leveling, Irrigation Agronomyが対象である.

Land Consolidationは行っていない｡

4　実務は農民のWater Users Association (WUA)が行い,それを指導する形を破っている.

5　現在総ての潅潜事業ではWater Managementを事業要素として取り入れることになっている｡



◇懸案事項

♯期待しているProject　として，Sairaba（spread of river）Projectがある。

1　これはPotential Flooded Ereaを対象にして，河道を修正し，突堤を設けて，農地を拡大す

るものである。

2　対象地はJhe】um，Ravi等5川の上流部で堰より下流にあり，日本の援助事業の始まるDGカー

ン地区も含めてパンジャブが中心だが，4州に及び，河川敷幅は片側15kmもあり，10M．Ac

（約400万ha）のオーダーの開発可能地がある。

3　これらの地域は雨季には洪水に見舞われ，家屋，人畜，作物の被害が大きく，低利用の状態

である。

4　土地は国有地も個人有地もあるが，Consolidation　まではしない。

5　ミオ筋をはば直線にし，両岸より突堤を出して整流して，洪水軟を安定した農地とする。

6　水源としては20ft位で真水の地下水が得られるので，diesel Pumpを設置するだけでよい。

7　Sairaba DeYelopment Autholity　を作りたいと提案している。

8　パンジャブにはすでにStudy　したところがある。

9　この事業は，以前サウディ人とイタリア人が食肉輸出のための畜産を目的に計画したが，政

治的な理由で実現しなかった。

暮パキスタンの潅漑効率は悪い

1　その原因に，作物の作付け体系とローテーションによる給水量との不整合がある。

2　従って，圃場レベルの水管理は潅漑水の適切な対象作物と，末端配水口における時間，量の

適切な配水が最大のテーマであり，効率向上のためにはWarter Courseのライニングと圃場

のレベリング，深耕が必要で，それを事業として行っている。

3　この事某では，資材と技術は当機関が，また，農民は労力を提供して双方協力している。い

わゆる圃場整備はしない。

4　石礫の多い地方ではロスが多く，W／Mの困難に直面している。

5　水管理は潅漑・配水・圃場均平・農学の各要素を総合的に組み合わせて行うものである。

6　圃場レベルの水指の配置は農民の組合（WUA）に行わせる。

7　地下水利用の出来るところでは，農民は井戸（TW）で補水している。

8　ローテーション潅漑方法は変えられない。

9　売水する農民も出ている。
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◎FAO代表パキスタン事務所

●8月18日　15．30～17．00

0Dr．Reingard Breighthart，Programme Officer

lan T．Twyford，Project Manager National Fertilizer Development Center

◇FAOのProjectはこれまで30程作成されたが，Budget上の問題があって，現在動いているの

は，10程である。（On－gOingのProjectは13あるが，予算が充分出なく全部のProjectは推進

出来ない。）

◆作物の分野では，

l National Fertilizer Development Center，PhaseⅢ（従来N肥料のみ投入していた）

2　Food Developmentin BaIochistan，PhaseⅢ（果樹栽培の技術導入と開発，北部辺境地帯）

3　Production of Seeds and Production Materials

4　Rural Developementin Remotest Northern Area（キルギット，AKRSP＝Agakan Rural

Area Development Project……NGO，これは喜ばれている）

5　RiYeStOCk raising（Livestock and Poultry Development Project）（飼料作物の面から）

6　　Cotton StandardInstitute

◆農業一般ではTrainingの分野が多い。

1　Training on Agricultural Research（Research，PhD Diplomatic Training）・・・………

Study tours

2　Project Monitoring System（Strengthening Project Monitoring and Evaluation System）

…………パキスタンでは弱い分野

3　Agricultural Cooperative Work EnvoIvement of Rural Power

4　1nservice Trainingin Kashimir for Extesion Officer

5　Collection of Agricultural Data……Agric．Statistics……US AIDのMARTと関連して，

関連機関のcordinationが必要である。

◆畜産部門ではGenetic Managementと小規模栽培農家の家畜管理……Sheepが対象……の分野で

事業を行っている。

I Artificiallnsermination of Cattlein the Northern Pakistan

21mprovement of sheep woolin Baluchistanin Producing Better Woolby Nutrition as
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well as Genetic Mearsures

3　Dairly farmdevelopment for smallholderinPunjab・WithSmallScaleDairly

lndustry．

である。

◆漁業部門（Inland Fishery）

l UtilizationofFishandFisheryProductsinMakingFishCakes…・”日本への輸出目的

2　Fishing Community Reform Project

3　Fishery Developmentin Saline Water／Water Logging Areas・

4　Develop山ent Of Fishing Community along thelndus River・

◇パキスタン農業一般に関する見解，

◆畜産

l Meat，Milk（Yorgultとして）の需要は途上国としては大きい。

2　Balochistanでは，放牧も行われているが，その他の地方では，2～3頭の小屋飼いが普通

である。

3　砂糖キどの絞り糟の利用，屠殺の副産物の肥料化について・相談を受けている0

◆漁業

1国土の50％を占めるWaterLoggingAreaの利用・幼魚時の水田利用も考えられる0

2　川沿いの地に住む貧農のための漁業も考えるべき

3　日本の協力対象としては，Processing漁業が良い（輸入と技術指導の両面で）0

4　WAPDAの管理する貯水池も幼魚の対象になる0

◆林業

1　余り多くの事業は行われていない。

2　深刻な状態である。家庭燃料として立木を切ってしまう0

3　ADB（60％）／UNDP（40％）で，カナダ，FAOも関与したAgro－Forestry事業がス

タートした。

4　マングローブも枯死している0これは・エビの養殖と競合している0
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◆作物

△綿花

1　一般に単収が極めて低いが，綿のみは例外。それは，

a Pest Controlが行われている。

b　肥料使用量が多い。

C　利益の上がる作物である。

d Cotton StandardlnstituteのProgrammeで品質管理が出来ている。

等の理由による。

△小麦

1　主食はインドでは米に代わったが，パキスタンでは依然Staple Foodである。

2　人口増加率は，3．2％（1960～89年は2．2～2．7％だった）あり，これに見合う増産を続け

るのは困難である。

3　この10年，Green Revolutionの効果は一段落し，単収増加率は低下した。

4　小麦作地の72％はパンジャブ州にあるが，ここは，

（1）土壌の劣化，（2）塩害（土壌中のSodium），（3）排水不良

の問題があり，対抗上肥料を多量に，しかもNのみで，Un Balanceに投入し，Phosphateの

効果が上がり難くなっている。

5　全体の生産量は上がっているが，作付け面積が増え，単収はむしろ下がっている。

6　地域毎に生産の制約要因を解析し特性にあった対策方針を定める必要がある。

△　砂糖キビ

1　株出しをせず，1作のみで植代えるのが普通で，単収は，施肥料の増加に拘らず30年間37～

38t／ha程度の低いレベル（インド60t，ハワイ　200t／2年）で横ばいであるる

2　糖度も低い。収穫率は，60％台である。

3　　780千haも栽培し（1989年収穫面積＝　840千ha），人口比からみて本来充分な筈であるにも

拘らず，輸入している。

4　砂糖キビ作の専門農家がいない。

△米

1　単収，総収量とも長年変化が無く，近年単収，総収量ともむしろ低下している。

2　パキスタンの輸出産品は綿と米，それもバスマティ米しかないが，米の輸出量は減じている。

その原因は農民が綿の方を好み，また，米には品種に問題があり，質が低下しているからで

ある。

3　品種改良は遅れている。
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△園芸

1　地域的に変化に富んだ気候の恩恵を受け各種の果樹の生産に適する。シトラス（オレンジ），

アヴォガド，苺，マンゴー，桃，葡萄等がある。

2　中近東を市場として輸出しており，マーケッティングに関するプログラムも多々ある。

3　輸出向けと，国内消費用と区分して扱うべきである。（中近東向け輸出用果樹の栽培が可能

と考える）

◎計画・開発省　Ministry of Planning＆Development

●8月19日　9．30～

OMr．Hafeeze Qaiser，Chief（Water）Planning Div．

Mr．Rashid Ali，　　Deputy Chief（Water），Planning Division

米説明を聞きADCAが大きいと知った。

◇所掌事務，関心事項

米当部局は計画・開発省の中で水を扱う部局である。農業の中で水は大きな要素である。

1　圃場配水口地点における使用可能水量を少しでも増加させるのが課題である。

2　計画の作付・潅漑面積は水文統計に基づいて水の利用可能量を予見して定めている。

3　広大な潅漑綱を有しており，そののシステムで限りある水を効率良く，より広く使うことが

当国の課題である。

4　開場レベルの水管理の技術と，合わせて洪水制御の技術の確立が必要である。

◇水部門の主要な柱

◆排水

1　5blil Ac＝2百万haが荒廃地（Desaster Area）で，荒廃化防止……砂漠化，湛水と塩積…‥・

防止のためには，潅漑に加えて，確実な排水しか対策はない。湛水と塩積は同時平行的に進

行する。

2　地下水位0～5ftの土地を荒廃地（Desaster Area）と称する。

3　水部門の予算の64％はこの部分（湛水と塩横対策）に充てられる。

4　救済策として，T．W．Tileの排水，地表排水等のhard were．

防止策として，植生等によるsoft対応（耐性の強い品種の育成）

がある。
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5　国，地域の全体計画が必要である。

◆潅漑

1　恐らく世界一の広大なシステムを有するが，今まで水配分の争いのため，新しい農業水利開

発事業はペンディングだった。

2　Water Accordに基づく計画を全て完成させると，5M．Ac（200万ha）栽培潅漑面積が増大し，

新たに8MAF（約100億nP）の水が使えることになる。建設費30Bil．Rs．を要する。

3　Yater Accord関連でリストアップされたプロジェクトの多くはデータのUp－date　も必要で，

資料，Studyが何もない，名だけのものもあり，殆どがF／Sを必要とする。（PClにリ

ストアップされているレベル）

◇重要な事業・分野は

1　0n Fa川Water Management……水部門では，日本の初めての援助プロジェクト（OECF）

が進行しており，Phase Z　まで完了LPhase3に入る（10億）。

半　この種のプロジェクトは農村レベルで両国の親密な関係が生まれる。

2　北部のSmaH dams，ADBが12地区手掛け，E］本はアッパークラン潅漑計画のJI CA

FSを終了している。

米lH．AF（12億㌔）以下の規模

米山間遠隔地でありコスト高になるディメリットもある。

3　I SRP（Irrigation System Rehabilitation P．）リハビリとメンテナンスの事業

★一般に予算が乏しく水路の適切な整備，管理，補修が出来ず，水利用効率が悪く，生産性向

上に結びつかない。そのため，この事業を行う。

4　CWMP（Conmand Area Water Management P．）

半幹線部分と圃場レベル（Agric．Dept．とIrrig．Dept）両者のコーディネーションが基本にな

る。

X世銀が州毎に　500千Ac（200千ha）程度の規模で30cusec（0．8T㌔／S）までの均平作業も含

むP‖ot Project　を実施している。州政府の所管で農業と潅漑の両部門のCoordinationが期

待出来る。

5　　Flood ControI

Xインダスの上・下流二点（Tarbela Dam，Kotri Barrage）をチェックポイントにしている。

この件についてはChashma Right Bank（ADB），Pat Feeder水路（パルテスタン）等で部

分的な調査は行っているが，国全体の総合的な検討の実施を提唱している。
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◇優先事業・重要留意事項等

l　第7次計画の水部門の予算は全体の8．2％，Rs．12．5Bだった。

農業関連予算　　水　　8．2％

農業　3．6％

肥料　1．1％

計　12．8％

2　事業の承認条件は，

（1）F／Sがあり，

（2）州のPriorityの高いもので，

（3）内・外貨の目途の立っていて，

（4）Donnorの関心のあるもの。

これらの条件に叶う案件の中からCPWPの会議で選別（Scruitenize）する

3　優先事業はUNDP／WBのAD2000年を計画終年としたWaterlnvestnent Studyに総て載

っている（WAPDAで入手出来る）

4　個人の地下水井戸が290千あり使用水量の40～45％を占めていることは注目すべき点である。

地下水賦存量，滴養量等知られていない。

5　環境アセスも重要になり，水中に生息する害虫による病気の問題も懸案事項である0

◇次期開発計画

今期の第七次開発計画期間は92／93年が収量年次であり，丁度今，第8次計画の準備につき，

農業省と水利電力省のCommitteeが発足したところで，このCo…itteeでRecomendationを作

成する。

例えば，生産量の目標，研究等25項目で，水はAD2008年を見通した長期計画で，最適利用

計画を狙っている。

◇日本のコンサルタンツへのコメント

x日本のコンサルタンツの仕事は良いが，計画事業費，業務コストとも高い

（例えば報告書はパキスタンで印刷すれば安い）

韓国，中国からも入っているので，留意する必要がある。

米外国語が不得手

米調査事項では

環境アセスが必須になっている。

－27－



水はSensitive　な問題であることの認識が必要である。

◎水利電力省

●8月19日11．00～

OMr．S．R．Poonegar，Secretary

Naj．Gen．Agha Manzoor Rauf，＾dditional Secretary

◇日本の接肋事業

1　農業部門の日本の資金援助事業は

（l）Pat Feeder　（2）農業機械化　（3）土地測量地図作成

等で実績は少ない。

2　日本の技術・知識が欲しい。出来るだけ導入したいと考えている。

◇関心事項

1　今，特に重要視しているのは，HiH Torrent（地方によってはバラこ，と呼んでいる）の対

策で，これは流域の洪水・土砂流出防止／水の調整利用を兼ねるもので，Rs．25M．の予算を

投入している。

2　DGカーンもその例で，洪水対策と干魅対策＝水利用の事業である。

3　Parajihar　は同様の事業だか，FSがまだない

4　Nithawan（DGカーンの一部）は70，000AcFT（86，380千mP）のダムで，60，000Ac（24，000ha）

潅漑出来る。50％以上がH‖1Torrentである。事業費は85年単位でRs．85M．と積算されてい

る。これも日本のODAに期待している。

5　Mithawan事業はパルチスタンのPat Feeder水指右岸6MACのHill Torrent地域に適応でき

る。

6　パルチスタンは貧しい。水も乏しい。水を集めて使う方法（Water harvesting）の開発普及

を進めたい。

7　Damの計画では，Basha Damは最大級のダムで，日本も関心を持っているようだが，世銀が

関心を示しており，その技術協力率5M．でFSを行うことになろう。事業費はRs．22H．と概

算されているが，Rs．25～30M．になろう。
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◇谷間地の水，地下水開発

米農業部門でNGOの協力は大きな成果をあげている。

l NGOで，パルチスタン，キルギットの地下水開発（Phase　Ⅲ）は成功している。

2　チェックダムをつくり，コンター状のトレンチで地下へ水を滴養する。これをTWで汲み上

げる。

3　パルチスタン州には山間の川沿いに広い谷があり，こういう土地が地域の50％を占めている。

4　降雨の度に，土砂流で平地は埋まってしまうことが，毎年繰り返しされている。この対策と

して小規模なダム・頭首工を作って防砂ダム的な機能を持たせ，取水して水を谷間に拡散し

て小麦や牧草のライグラスを育てることが考えられる。作物生産と畜産に寄与する。

5　WBがこの計画に注目している。

6　ADBは同様の事業をパイロット事業として実施しようとしている。

7　谷，丘陵部の地下水資源開発に日本の落合先生はヘリコプターで放射能利用により調査をし，

テストボーリングは1本で済んでいる（即ち探査精度100％）。dataは直ぐ現場で解読出来

る利点がある。

8　ドイツチームはやはりヘリコプターで，こちらは電磁波による調査方法をとっている。調査

データは本国に送って解析している。

◇新事業

1　フォードワハ・サディキア事業も優先したい事業だが，これは排水で，tile drainを考えて

いる。

2　Yater Accord関連事業等新事業案はパリのConsortia meetingに提出しDonorを探している

が，F／Sの終わっていないものや，あってもUp－Dateが必要なものが殆どで，新たな

F／Sを必要とする。

3　事業の選択については，先ず州の優先度が第一で，順位とその理由を提出させ，それについ

て中央で検討する。
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◎水利電力省　チーフテクニカルアドヴァイザー

●8月19日12．30～

OAsif H．Kazi Chairman Federal Flood Commission，＆Chief Engineering Adviser

◇洪水対策

l　パキスタンにとってFlod Protection（Control）は農業のみならず，社会的な損失を防止

するためにも重要な課題である。

2　日本の援助でD．G．Khan（NGIの施工管理開始），D．T．Khan（JICA F／S）が動いて

いる。これらはHilI Torrentの洪水対策である。

◇潜漑システム

1　パキスタンは広大な潅漑システムを有しているが，効率は低い。農業生産性の伸びが停滞し

ている。小麦の単収は米国の1／4－1／5　しかない。

2　この状況を改良する必要がある。水の供給だけではなく，水管理，圃場のレベリング，栽培

技術，品種，施肥，病虫害の駆除，Post－harvest施設その他のインフラの整備等広い技術的

な部門に跨がった問題である。

3　夜も寝ずに水を掛けている等，農民は過酷な条件で良く働いているが，旨くいってない。何

かがおかしい。

4　肥料，農薬も使い，機械化もしているが，Optimumではない。（Input Componentは殆ど総

て不十分であることが問題である。）

◇Project Priority

l Ranking CoMittee　で

（1）EconoJniclnpact或いは便益，（2）環境への影響

を考慮して決定される。これをRanking Study　と称している。

2　総合的，Comperhensiveな建設計画にかかる留意事項を例で示せば，BashaダムとKalabagh

ダムがある。インダスの上流，中流に計画されているが，この二つが建設されれば広大な受

益面債が期待される。しかし，これは環境への影響が大きいので，AランクのPriority案件

にはしていない。

3　インダス水系には他にも幾つか洪水防御／潅漑目的のダムが計画されているが，これらによ

って流量調節はされる反面，河川水位が下がり，海水が遡上する恐れがある。Xotori防潮堰

の建設は，その対策が目的である。
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4このように水系全体計画の中で，効果が有効化されるように総合的に計画し事業を進めて行

く必要がある。

◎US－AID

●8月19日15，30～

ODr．Muzammil Hussain Qureshi，Chief Water Resources Engineer

＊US－AIDは長年パキスタンを支援してきた。この国では農業は主要な柱である○農民は

国民の75％を占めている。国の経済も農業を土台にしている○

◇US－AIDの対応

1今，USA－パキスタン間に政治的な緊張があり，パキスタンが核開発を中止しなければ・

USA政府は協力出来ない状況にあり，事業は低下しているが，1982以来，両国間に緊張が

ない時期には，強力な援助をしていた。

2　今，USAとパキスタンは将来の援助計画について折衝中で，これが解決しなければ，今後

の方向についてはコメント出来ない。

3　USAIDは独自でコンサルタントを有している。

◇水利事業と水資源開発

1潅漑システムは恐らく世界最大級であるが，効果は余り上がっていない0

2　潅漑ではUS－AIDは4つの部門で協力してきた0

1）既存施設の復旧修復改良

2）圃場レベルの水管理

3）潅漑農業研究開発

4）機構・制度上の改善・改革

USAの大学への留学・研修で，管理技術，コンピューター利用システムの導入を行った0

3　パキスタンには，乾燥地農業，排水等単一課題に関する研究を進めるSector毎の研究所は多

いが，総合研究所は少ない。全体を統括しているのが，PARC（Pakistan Agricultural

Research Council）である。これを通じて支援している。

4　現在の10年計画が8年経過したところで，これはあと2年掛ナ，1993年6月で終わる0新規

事業はない。
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5　水に関しては4州が文句をつけていたため，新規事業は取り上げなかった。

6　排水事業は実施している。

7　恥ter Accord関連事業は取り上げるのに良い分野である。

8　水管理は肥料，農薬，圃場レベリング，水，種子，排起，収穫後処理等の要素からなる総合

的なもので，パキスタンでは古くから実施している。多くの専門家チームを入れている。

9　82～93年で4州，夫々にパイロット地域を選定して実施している。周辺への拡大，浸透に期

待している。

10　日本も同様なプログラムを取り上げている。

11予算配分は，人口に比例して，パンジャブ60％，シンド30％，以下北西辺境州，パルテスタ

ンの順になっている。

◇農業分野の援助事業における州政府の役割

1　農業，潅漑，漁業，畜産は開発計画の策定，PROFORMA，APRAlSAL，F／S，EVALUATlON，実施

等総て州政府の所管になっていて，中央政府は全体の調整を。州毎に特別な組織を作った。

各州政府に大臣を置いている。

2　従って，F／S等も州政府相手となる。

◇農業分野の援助事業における留意事項

1　安い労働力を生かしたFruit（Sitras）の加工等，農産加工業，或いは農産物を原料とする

工業がよい。

2　輸出向けにはパッキング等の改善も必要になる。

3　安い価格で品質のよい作物を栽培することを目的とすべきである。

◇ADCAに対するSuggestion

l　新規事業の発掘には，

米パキスタン政府には候補地区のリストがあるので，それから拾う。

X　自身で探して，提案する。

の二通がある。（経済計画は82～87，88～93）
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◎食糧・農業・協同組合省　　Ministry of Food，Agriculture and Cooperatives

●8月20日　9．30～

OJaves Masud，idditional Secretary

他　Lifestock，Forestry，Sugarcane，Wildlife，Fishery，Cotton，Economic Wing，SoH，

Homework各部局の長

◇日本との関係

1　日本は綿・水産物のマーケットとして，また，各種の開発事業のドーナーとして，期待して

いる。

2　現在パ国に対する2回間援助では最大の供与国になっている。

3　日本は明治維新以来西洋化にも努力したが，自国の伝統も守った。（第二次大戦の敗戦から

立ち直り近代国家を形成した模範国である。）

4　また，日本人はハラキリで象徴される責任感をもって仕事をする。こうした面も見習いたい。

◇パキスタンの農業概観

◆パキスタンでは農業が経済の基本である。

1　工業化も進めたが，工業は国の経済への貢献度が大きいが労働人口収容力は小さい。

2　GDPの26％，労働人口の50％を占め，人口の70％は直接間接に農業及び農業関連の産業の

中で生計を立てている。国の全輸出額の80％は農産物及びその加工品である。

3　1983／84に綿花生産は落ちた。この一作で，国の経済は大打撃を受けた。

4　人口は3．1％／年で増加しており，現在116百万の人口がAD2000年には145～150百万人

になると予測されている。この人口を養うための食糧（穀物）を供給しなければならない。

5　失業者が年5％で増加している。これを食い止めるため多角的な対応が必要であるが，その

基本は農業になる。

米National Commission on Agricultureの1988年のReportによれば，農業では，雇用年2．8％，

450千人の増が見込める，工業では0．22％に過ぎず，農業と同じ伸びを見込むなら工業の年

伸び率を30％台にしなければならない。これは不可能である。

米農業の方が，工業よりも，Job OpportunityのCapacityが大きい（工業は雇用一人生み出す

ために100千Rs，農業は10千Rsを必要とする）。

6　農地のポテンシァルは，80M．haあり（注；全陸地77M．ha），現在20M．haまで開発し，17M．ha

潅漑している（注；FAO生産年鑑1988；15．7M．ha）。現生産量の10倍のポテンシァルが

あるが，各種の制限要因がありポテンシィアルを発揮していない。インダスには地表水の10

－33－



倍の地下水がある。

7　パキスタンの農業開発の過程を振り返ると，1960年代Green Revolutionで生産が伸びたが，

4つの象徴的（Revolution的）な拡大に助長されて（段階的）に伸びている。

1）TWが広まった。280千本のTWがある。

2）肥料の投入が増加した。（注：550千t／1975年→1，740千t／1988年）

3）機械化も進んだ。30年前は0台だったトラクターが30万台になっている。

4）農薬の増加

8　上記のステップを踏んで綿，小麦，米，砂糖キどの生産を続け，農業生産はこの12～13年間

に4％／年で伸び，1991／92の計画では伸び率は5．1％で，中長期計画でもこの値としてい

る。

9　穀物生産は，88年は19．2M．t（注：FAO Production Year Book：20．9M．t／89年），小麦

は14M．tの生産で自給，米は3．2M．tの生産で，輸出している。（注：FAO：米生産4．8M．t，

輸出1．2N．t，穀物輸入600＋援助650千t／1988），砂糖の生産量は1．9M．tで，320千t輸入

している。

◆農業部門の実績不十分な面

1　単収の維持向上；

ポテンシァル（最高レベルの農家）の25～30％しか上げていない。これを40％へ上げたい。

米パキスタンの農民には集約化とは逆に面的拡大への志向がある。

2　社会インフラの整備の低さ，農村の生活水準の低さ，

米医療保健，公衆衛生，飲料水，教育，通信，交通等総ての面で不足している。

3　農業政策の問題点

♯零細農民（小農）が開発の恩恵を受けていない。

4　結果的に，農産物を輸入している。

★Oil Seeds：1．4M．tの必要量に対して，生産は0．4M．t（FAO：oil crops primary O．6），

しかなく輸入（ASP：total edible oils89／90；0．94M．t）に頼っている。対策の成果な

し。

◆農業部門の問題点

I Food Security

X1947年から見れば4倍になったが，まだ，1－1．8M．t輸入しており，不安定，

2　土地のFragmentation

x農地の75％を戸当たり耕作面積12Ac以下の4百万の零細農家が耕作。残りを僅かな数の大地

主が所有している（注　ASP：全排作地1，587万haの64％を経営面積10ha未満の91％の農
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家396万戸が耕作）。従って，農業生産に必要な投資が出来ない。Consolidationが必要0

3　土壌の劣化；

TWの発達により，不適切な潅漑・施肥による過大栽培（OYer－CrOPPing）が多くなり，湛

水，塩積によって，土壌劣化が進んでいる。

4　農業開発予算の低下

国の農業開発への投資アロケがこの10年で10％から3％に低下している0

5　農業教育の不足：農民の初等教育，技術者の農業教育が，教育施設，教師，予算の不足で・

改善されない。

6　農業クレジットの不備

零細農民であり農業クレジットが必要である。

資金調達にはADBP，FBC，とCommercialBankの3ルートあるが，ADBP，FBC

とも手続きが煩わしく，都市にあるため零細農民は利用し難い。結局CBを利用することに

なる。

7　　Water efficiency

システムは最大クラスだか，効率は低い。ロス40％と言われている0

8　技術開発・改善に資する農業研究が発展しない。

ィンドには4万人のPHD保持者がいるが，パキスタンは1100人に過ぎない。研究管理が確

立せず，普及部門の経験が研究部門にFeed Back　されていない。

◆パキスタンの農業でChallangeすること

1　食糧自給を満たし，余剰分を輸出まで振り向けて

2　換金作物，高価格の作物，魚，家畜，園芸へ転換拡大する

3　生産性を向上させる

4　農業と工業を噛み合わせ労力収容力を最大にする

5　市場や加工部門で，民間企業を農業に参入（ASSOCIATE）させる

6　低生産性の天水農業（Balani）地域の対策として同地域の小農教育を推進させる0

◇政府の態勢

1　連邦政府は財政収入が少ない。

2　将来，連邦政府の事業は減少し，州政府の事業が増える。

3　国家の農業政策，実施計画（PlanofAction）はあるが，問題は実施態勢と資源（資金）で

ある。

4　Nati。nalAgriculturalPolicy（1991）の制定（収集資料参照）
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米農業はGDPの26％，輸出収入の80％，労働人口の50％を占め，国家経済を支えており，ボ

テンシァルはあるが，障害要因が多く低迷している。

この現状打開のため，National Commission on Agriculture（NCA）が1986年に設置され，

National Agricultural Policyを制定した（1991）。

X NCAのrecommendationの大筋は

I Social Equity

Z Self Reliance

4　Sustainable Agriculture

5　EnhancedProductivity

3　Export Orientation

これらを達成するためのPlan of Actionは，

1　食糧安全保障・自給，輸出を可能にするため人口増加以上の生産をはかる。

2　作物，畜産，水産，林業，の生産性の向上

3　輸出の振興

4　天然資源の保全と滴養

5　小農民とBARANI Area Development　に焦点を合わせる。

6　地域にAgro Basedlndustryをおこし，これを通じて，地域住民の雇用をはかる。

（National Agricultural PolicyのP7～13，14）

◇日本のODAに期待する案件

l National Finance Commission Board　の投資計画にリストされている。

米経済開発にかかる連邦政府予算は毎年減少している反面，州政府予算は増加している。従っ

て，開発事業は州政府の方に移行している。このような政府機関の必要予算の財源があれば

よい。（地方，中央）

2　Paris ConsociumのListはDonor　に対するPakistanの開発計画説明資料である。

3　国際協力部門（International Cooperation Section）で確認している具体的な内容

（1）農薬　Rs．300千

空中散布用殺虫剤（ダイアジノン・マラソン・ULVの）JVの農薬工場

（2）農薬検査所，残留有害成分研究所，農薬散布に掛かる薬害，汚染，安全使用，被災患者の

治療施設の建設整備，

（3）IMP（I PC）技術開発と実施

（4）作物……高収穫品種

品種改良と育種

Ger山一PraSum，遺伝子交換等の技術を導入・応用するため担当技術者の交換研究，先進地視
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案

（5）農業機械，機具

濯漑排水用ポンプ，田植機，収穫機（ピーク期に人手不足），精米所の近代化

（6）優良種子の生産配布……供給，市場

（7）農業生産物の日本への輸出

マンゴ……植物防疫上の問題をクリアできることを期待する。（大川植物防疫課長と

Contact依頼）

（8）畜産

養鶏（イスラマバード地区）……親鳥の病気の問題とその診断法，人口受精

高品質牛肉の生産・流通，加工，輸出

牛肉：ラホール，ハザール，ルワルピンジでJoint Ventureで加工と流通・市場が問題。

（9）漁業

海洋漁業…網，漁獲用機械，エンジン等の製造工場，海水養殖（海老）

えび……　ADBがパルチスタンの湖で養殖

15～10％病気に掛かってしまう。

（10）林業

JICAの土地利用調査；Scientific management and exploitation

L8nd and range use，森林管理，

x森林は薪炭資源でありかつ家畜の放牧地でもある。

x森林は零細農民にとって財産となるが，換金のため伐採してしまい裸地になる。

米天水畑の農民は家畜を飼う，家庭林が必要。

末森林資源の保全のため，苗木圃場，育株事業が必要。

x丸太材は輸入している。Short－fibre，Long fibreのパルプ材にする，カニファス材

x木工（Tree Culture），松の植林
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◎　larld Bank

●　8月20日11．10～

O Petros Aklifu，　Senior Project Officer

Reshed－Ul－Qayyum，Project Adviser（Agriculture）

◇総論

◆パキスタンではインダス河を基軸とした潅漑農業を中心にした農業が行われている。7万の河

川・水緒がある。

◆1960年，インダスの水の配分について，インドとの紛争の結果，東部の水をインドで使用する

事になったが，その補填に西部の水を東部に導水するための一環であるタルベラダムの建設を

契機に世銀はパキスタンの開発事業に参画している。

◆世銀の援助の対象

1　水のセクターでは，潅漑排水…………援助の重点

2　普及，研究のサポート

3　クレジット

4　その他丘陵部耕作開発（hill－farming development）を行っている。

◇一般情勢

◆潅漑システムは，ネットワークとしては大規模であるが，潅漑農地の生産性は低い。

★維持管理が悪い。

X湛水，塩害があり，単収が期待値，国内の先進的農家の農地より低い。

△この対策として，

★　システムのリハビリ，改良をコンバインした対応

米圃場水躇（Yater Courseのライニング）

★排水……一般に国全体としては，水は反復利用になっているが，Sindhでは，排水を海へ出

さぬばならない。

米Punjabでは排水は局部的になされていて，地域全体として一体化した計画がない。

＊　NWFPでも排水の必要性は同様にある。

◆Extension部門の強化が必要

米人的資源の活用強化が重要であり制度・組織の効率化のためRe－Organizationが考えられる
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が，治安の悪化が実施の障害になっている。

米綿栽培について，適性技術を受け入れるよう指導する事業をパルテスタン，シンドで行って

いる。部分的に成功している。

◆研究部門

り980年以来，実施は州政府事項になっている。これは州レベルの問題は州毎に解決するとい

う考え方であるが，類似の過大を各州で平行して連絡しつつ研究すれば，高い成果が期待出

来る。

x実際には，開発援助が総合化したため，Component Sectorに対する資金の配分にミス●アロ

ケが生じ，効果が上げられない部門がある。また，援助の利益が農民レベルに届かない事が

生じる。

米二次能儀容研究7年次業を進めている。

◆農業クレジット

△ADBPと組んで，実施している。

★対象；a）全般に新技術導入のためのもので，b）一般市場のレートで採算のとれるものと

している。一般成功している。

△零細農民にはADBP，FCB（FederalCooperative Bank）等の低金利の資金借入の道があ

るが，手続きが不便で利用し難い。

米商業銀行も扱っているが，Policyが違う。

◆RuralYater Supplyについても，関心を持っているが，未だ事業は実施していない。

◆世界銀行の将来計画の展望……将来強化すべき部門は

l Water Logging，Salinity問題

2　Extension，Research等Supporting Sectorの強化・効率化，業務遂行の迅速化

3　1nstirution……州，連邦とも弱い

x土地保有制度，（Land Tenure System）助成金制度，農業クレジット制度の改善のような

S。CialSectorのAction Programmeの重視（emphasis）。特に国際市場価格と国内市場価格

のニラミの上におけるPrice Policyの見直しが必要。

x social Sector Action Programmeがあるが，Human Resources部門に重点を置いている。ち

なみに識字率は27～28％である。この部門の予算はGDPの3％と少ない。

半土地所有関係は政治的な事項である。

半補助は必要な部分は，肥料，クレジット，財政的制度（FinancialInstitution）で，建設

業（ConstructionIndustry）も弱い。

4　土地劣化の問題……
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★現在，農地の生産ポテンシァルが出ていない。土地の生産性の低下は排水の悪さが大きな要

因。排水施設不備では生産性向上が期待できない。排水ではまだやる部分が多い。

米施策は作物単収を上げるのが中心である。

米水は40％がロスと言われている。

X降水量少なく，塩横があり，有機質分が欠乏している。堆肥をいれることが重要。品種対応

もある。

米農業部門は，GDPへの貢献25％，輸出額のシェアー50～55％を占めているが，開発予算の

シェアーは低い。

X水部門は予算消化能力はある。但し建設企業，資材供給部門は弱い。

5　北部山地の森林過剰伐開対策，（再植林）

米林地は4％で，再植林の努力がなされていない。

★現在，この分野ではUSAIDのSocial Forestry事業がある。Watershed Management P．

はまだ開始されていない。これには，新規貯水池の建設も要素として入る。

6　自然資源環境保全の事業

◆ADCAミッシぎン，日本のODAに対するAdvice

△1　従来，交通運輸，エネルギー部門の資金援助が目立つ。他の分野の技術協力の強化を期待。

2　当方には韓国からのミッションの訪問はあったが，日本から農業部門のミッションの訪問

は初めて。

3　クレジットには技術がある。

4　ローカルコンサルタントは活動している。

△必要事項

1　調査計画設計段階における綿密な調査。

2　所管機関を誤らないように。施設，機関の所管，能力について用心。

3　意思決定部門で時間を要する事（それを前提にしたスケジュールが必要）。

◎　I CTA（Islamabad Capital Territory Administration），Ministry ofInteria12．30

●　8月20日12．30～

O Mr．Shamsher Alikhan，Chief Commissioner

Mr．Intiazlnayat Elahi，Deputy Commissioner

Mr．Zahid Saeed，Director，Finance Div．

Mr．Raja Abdul Hameed，Assistant Director

－40－



◇I CTA及び首都圏の紹介

xICTAは管下の12UnionのCouncilの予算及び，海外資金援助（UNICEFと日本）を

得て地域開発を行っている。

x chief Comissionerは都知事と警視総監の権限を兼ねた職務

x12Union，133村，15，200人の住民が対象。

米全体地域面積59，500haの内，農地が23，120haで38．9％を占め，農家戸当たり所有農地（経営

面積）は全国平均の6haに対して1．9ha

x開発計画はlslamabad Development Working Partyが立案，lslamabad Development

Comblittee（Chief Commissionerが議長）が承認する。

◇実施中の農業関連開発計画（無償資金協力），

ModelJntegrated Rural Area Development（MIRAD）Phase－Il

★JICA案件，外貨，423M Rs．内貨6．5M．Rs．計430MRs，1991，12月完工（予定）

★生活環境の改善（井戸），農業生産性の向上（潅漑施設），教育，医療，保健衛生，income

／employment generation on－job training

半潅漑農業，優良種子の配布，施肥，農薬を準備

米Cropping－Patternの改善（野菜／果樹の指導）

半このMIRAD Project地内に，UNICEFは医療と“Women Community Vocational

Center（婦人のincome generationが狙い）を担当し参加している。

★MIRADには，更にOn－farm Management Programe，Soil Conservation Programme，

Lives tock ProgrammeをPackage　して補完して欲しい。

米この無償資金協力事業が終了したら，Rain－fed areaに同様のProjectをJICA事業で，

実施して欲しいと思っている。

★村落部から都市部への人口流入が圧力になっており，スラム化の恐れがある。

農業に基礎をおいた産業，……作物，果樹，酪農，畜産の総合開発……加工に限らない…・・・

によって，村落部から都市部への人口流出を食い止めたい。

◇事業のPriorityの決め方

I M／PをExpertsが策定する。

2　L。Calpeople参加のもとで，総合計画の要素ごとにPriorityを決める。

3　最終的に総括的にPriorityを決める。
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◆MIRAD　地区概要

△ダム：1963～83に，1潅漑，2給水の目的で建設（貯水量にして250千AcFt（3億㌔）

CatChment308nil2）が建設されている。70％が給水用，残（107千AcFt（1．3億nP）が潅漑

用である。

米1990年には水深が7ftまで下がった。36400Acを対象に，地下水を155ft揚水している。

＊MIRADはPhaseI（1990．1－1991．3），PhaseII（1991．3－1992．3）計31億円で，

Phase　Ⅱの工事は70％進行した。1992．3完工予定。

●大成建設の説明

＃31億　建設27億　機械　2億　コンサル　1．8億

82－87　インフラ整備失敗

88－93　無償で中小規模農家のボトムアップ

JI CA　88　事前調査，　89　設計，　90　着手

X首都圏に40万人おり，内20万人は農村部に住む。

バラニ農業で，1．6ha／戸，農業収入2200Rs／戸／年で兼業化する。

受益戸数は7万人

給水計画量は201／1人

潅漑により換金作物を栽培する。

米当事業は，生活用水，農業用水の確保，農村道路の建設を目的とする。

1　給水用　DTW　　　4本，　高架水槽　9　ヶ所，　送水管　21km，

2　　　　　浅井戸　11　　　水槽　　13　，　　〃　15

3　潅漑工事　　　コンクリート重力式ダム・取水工2ヶ所，DTW3本，溜め池改良14

ヶ所，　ポンプ潅漑　送水管3km，橋梁工事（ダム関連）

4　道路工事　19km（舗装道路）

5　集会所　　　2

◆アッパークランダム計画，　100kmのditch，JI CA FS（SCI）

潅漑用水は0．022汀P／Sで40ha単価はRs．600，000／ha
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◎　AgriculturalDevelopment Bank of Pakistan（ADBP）

●　8月21日10011

0　Mr．Mansun Khan，Director Foreign Assistance Dept・

Mr．1山rana Farooqui，Assistant Director，Foreign Assistance Dept・

Mr．Farr Ukh Abbas，Deputy Director，Consultant Wing．

Technical Assistance Dept．

◇ADBP紹介等

米先ず，日本との関係で言えば，ADBPはOECFとCO－financeもしている○

米1979年，商業銀行も共に国営化された。今は2行は民営化した。

米農業クレジットを扱う銀行は5行あるが，BADPが，農業クレジットの国内の70％を占め

主なソースである。

利率は　国営CB lO．5％，

ADBP　12．5％以下

国営銀行　16％

半Federal Cooperative Bankは余り活発ではない

米ADBPは職員数9，000で全国に300支店がある。

出資はパ国政府が85％，15％が世銀，アジ銀等政府営の銀行で，農業省，州政府の管轄下で

はなく，MOFの管轄下にある。

MCO MobilCredit Officerが，10～15村をカバーし，農民へのローン貸し付けを行う○

利用者は90％は零細規模の農民である。

◆ADBPのローン

1（Developnent Loan）

中長期ローン

中期

2（Production Loan）

短期

5～10年償還……家畜・酪農　　　（10．0％）

井戸等（TW）　（5．7％）

5年　　　……トラクター　　　（40．1％）

他の農業機械　　（6．8％）

両者で76．9％

12～15月　　……肥料

農薬
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種子

ミルクプラント等

（4．1％）

3（Agro－industry Loan）

△米　2～3人のグループまで対象にしている。

半回収率は80→68％に低下

＊　SCARPのTWは5～6人のグループが対象で，コストは16千Rs．／l TWである。

◆統計によれば営農労働者の42％，全女性労働者の73％が農業従事者であるが，新しいProgramme

として土地なし女性を対象とするWomen’s credit Programeを1991年中の開始を計画している。

抵当としては家，装飾品で，作物栽培家畜／鶏飼育，カーペット等手芸品・民芸品作り等に活

用する。

◆事業のPriorityについてはEcononic Survey　に載っている

元はトラクター等機械化だけが対象だったが，今はTW，潅漑改良，スプリンクラー，農業産

業Agro－bussiness等総て農業活動を対象にしている。

1　トラクター

2　T－Wのような簡単な潅漑排水施設

3　Agri－business，……VegitabIe oilの生産等

4　　Live stock

5　Fruit　と　Vegitable

6　Fishery……動物蛋白摂取源として

7　Post harvest技術

米WBは上記6の内水面漁業の分野で6～7事業完了している。

★ADBは上記3のAgrolndustryから始め，婦人問題を扱っている。ADBは実施機関とし

てのADBPに直接出している。

米ADBPとしては小農向けに短期の運転資金が欲しい。

X　6に関しては漁港事業でADBPは漁船に対して融資している。港は港湾公社の所管になる。
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◎　NARC（National Agricultural Research Center）

●　8月22日　8時～

O Dr．Munawar A Sial所長

Dr．Shahid Ahmad，Head，Water Resources Research Section

◇NARCの概要

米1984年創立，敷地（圃場）は600haある。300人の技術系（研究）職員の内1／3，100名はP

HDのResearchersで，その99％は欧米の大学卒業生，他に800人の職員がいる。

＊NARCは次の6部（lnstitute）からなる。

l Crop Science Section

2　　Animal Science Section，

3　Natural Resources Section，

4　　Water Section

5　Rainfed Section，

6　Training Section（Farm Machinery）

いづれもOperation Research ProgrammeとTransfer of Technologyが端らになっている。

♯　日本からは，筑波と，鳥取から2チームが訪問している。Hydroulic Recycle Plantの件で熱

研からも訪れた。

◆Section of Yater Resourcesの仕事

l Irrigation and water management

2　Soil＆water management

3　Methodology oflrrigated Agriculture

4　Resource use planning，agricultural articles

米WUAのNGOとして水関係の活動をしている。・‥・・・水は家畜，肥料との関連深く，病気の80

％は水に起因する。

◇一般的な見解

X EnYironment…‥・地下水依存が32％あり，真水から塩水まで帽がある。

S8linity；地下水位0～5mの所に塩害が生じる。こうした所が利用地域の50％に及んでいる。

X Small fa川erS対象としては米国の技術は大規模・高度過ぎ，日本のものが適切かも知れない。

x潅漑効率は30～40％と極めて低い。栽培密度Crop Tntensityも低い。

米国土全体として貯水池が少なく，湛水，浸蝕を起こす。
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※圃場の均平度も悪い。

◇土壌保全集水モデル事業地区の視察

◎　パンジャブ州潅瀧電力局Irrigation and Power Department, Government of Punjab

●　8月24日10.00 .

o Dr. Altaf Hussain, Director, Vegetable Research Institute

◇（質問票に関して）

◆農業と水の分野における事業実施上の連邦政府と州政府の関係

米農業と水は州政府が独立的に実施している。

半州政府が総ての事業を完全実施している。

米政策的なもの，外交関係業務は連邦政府が統括・管理するので，連邦政府をクリアしなければ

ならない。

米計画作成の段階では州政府が対応するが，作成された計画案については，連邦政府・州政府の

Secretary Officeの合同会議で，分担を決める。

（日本援助事業の場合，事業化する手続きがよく判らない）

◆Priority Criteriaについては,事業毎にRanking Studyを行う〇

十事業のfeasibility,既存計画か否か,地下水の塩分程度,等が検討対象になり,最近は環境

問題が重視される｡

△優先事業は3種

1) Irrigation Development/Research Institute-　コンピューター等機械のみ欲しい0

2)潅概事業地区(全州で23千mileの水路, 14の堰がある｡)をカバーするTelecommunication

syste山

water Accord関係の新規事業

当州の優先案件(Ranking studyの結果)

1 Lining of distributaries and Minors F/S必要(期待)

2　Greater Thai Canal　　　土は良い,水不足)　　　　　　　〝

3　Dajal Branch Extension (土は良い･地下水条件が劣性)　　JJ



4　Jalalpur Cannal　　　　（土は良い，　　JJ　　　）　　　J／

5　Cholistan phasel（小）（水の可能性調査必要なし　）　　　F／S実施中

（Extension oflrrigation to SmaHer Cholistan）

6　Remodelling of Thal Canal（既存水路利用，見直しで

小さくなった） F／S必要

7　Greater Cholistan　　　　（見込まれる利益が少ない）

（Extension oflrrigation to Greater Cho‖stan）

なお，

＊2についてはEnvironmentalImpact Studyは世銀，ADBに計画がある。

地区の70％は，Private Landである。

＊1では地下水の含塩量の多いところを先に実施する。

△その他の優先分野等

（1）水路の落差を利用したSmall Hydro Projectが欲しい。

（2）パンジャブ州でもまだ3つのブロックは水手当てが全くなされていない。

これは既存水路の延長で対応する考えである。

（3）小水路のコンクリートライニングが必要

レンガでは駄目，コンクリートか，プラスチックである。

施設はコストが高くなっても，しっかりした物が良い。

◇その他

X　ローカルコンサルタンツは環境面等で仕事をしている。

X大ダム事業はWAPDAで建設事業を実施している。中小ダムについてはSmall Dams

Organizationがある。（大ダムの定義は，堤高55ft以上だったが，100ftに変更した）
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◎　パンジャブ州　農業局

●　8月24日12．00時～

O Mushtaq Ahmad Gi日　　DG．Agri．（Water Management）その他

◇総論的にパンジャブでは土地資源，水資源は最も重要（Primaryimportance）として局内各部

門から要望の形で提案があった。

◆1　農業機械セクター

1）米作用の水，土地の資源の調査・開発　　Water，Land Resources Exproitation

2）稲作の収穫後処理技術　　Post－harvest用機械とその有効利用技術

3）機械化

農業機械と有効利用のための技術移転，農業機械の使用は不十分，適性使用がなされてい

ない。効率を上げるため，農民に適切な使用，Cost－Efficiency　に関する教育／研修が必

要。

米　これらのためのプロジェクトとして，優良種子生産センターの建設，農業機械化デモンスト

レーション圃場設置を要素とする6スキームの要請をしている。

1　Land Resource Developemnt

X KR－ⅡでトラクターをいれたUplift Farming Communityの生活水準向上のため，更に300

台のトラクターで，100万Acの農地の改善を図る。この計画は連邦政府が承認し，日本大使

館に要請した。

2　栽培・収穫技術の関係で，日本へ期待

米15台のコンバインハーベスター，10台の田植機（手植えから機械櫨にして50％労力を減じ

る）。デモンストレーション圃場用に98M．Rs．

3　バラニ地区の向上……北部天水地帯で，水分が栽培の制限要素になる。

地下水開発用（TW）ドリル941ラック（94M．Rs．），地下水賦存量，水質も調べて欲しい。

Digging Machinel．4M．Rs．

4　南部では，上層から地下水補給のためドリル（Mobil型）で300ft，471．4M．Rs．

5　農民教育を要素とするデモンストレーション用に

機械，DTW，460．21M Rs．

6　北部は稲作だが，米の連作で塩基土壌が土壌硬化を来し単収は低迷している。

120Hpのリッパー，Power－Cultivatorで2ft深耕する22M．Rs．

x野菜・果樹の収穫後器具……UKに要請し断られた。20M．Rs．，Raboratory（建物はすでに
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ある）

◆2　W．M．／on farm W．M部門

1　L＆W Resources management……（Indus Water Accordに基づき基幹事業は進むがLand……

fieldlevel……の整備が重力潅漑地区で必要。

レベルにするためのレーザーレベリング，スクレーパー……50台×1M．Rs．

2　High Efficiency Production Devices：

小農向けのスプリンクラー（ポータブル，ポンプセット…・ディーゼル）

対象；a　バラこ，b　河川，C　南部の水不足地帯……零細農民が多い。

3　潅漑農業と水利用，

OEC F　770M．Rs．prepared

水路改良（NGOによる）＋Leveling＋潅漑経済（アグロノミー）

4　パイプライン潅漑のための機具

レベル等測量機械，水位流量観測機等JICA案件として打診している。

5　Yater Resources Managementin River Area……真水のある所で

LeYelingと潅漑施設　260M．Rs．

6　Renovation of Existing Canals（On－farmirrigation system）700M．Rs．

◆3　土壌

l　増産のための技術（効果的施肥）の普及

Soil Test　29districtで，農民はサービスを得難い。

2　塩分漉度の高い地下水利用地域の土壌テスト。TWも75％が該当

3　ジプソンMobile式潅漑水・地下水の検査機器

X Sind州ではグラント（KR－Ⅲ）で50台配布した。

★パンジャブは未だなので，同じ（KR－Ⅱ）に期待。80農家単位の91Unitで60M．Rs．

◆4　植物病理（Plant Protection）

1　Croppingintensityの改善に伴い，この病虫害防徐問題が増加している。

9．6M．Rs．で，研究機材として，顕微鏡，双眼顕微鏡，Incubato等機器類と，グリーン・ハウ

ス3梯

2　野菜病害，ネマトーダ，稲の病害の分野での6－9ヵ月の研究者の日本でのトレーニング，

車両

3　Strengthening Plant Viras ResearchInstitutein Fisalabad

Fisalabadの既存施設の拡充　21．53M．Rs．

4　研究所の機能整備……施設／機具；温室2，
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ウルス研究用電子顕微鏡，温室0／M用発電機150（15KVA），冷蔵庫，恒温Incubator

超遠心分離器（…・・・遠心力発生装置……Urtra CentrifugaIElectro Force set）

電子永動装置，クロマトグラフ

5　組織培養研究室　6HH．RSで施設，機具

◆5　稲作研究部門

l RjceのPre－Post harvestの研究／技術開発事業……州政府で承認済み，連邦政府で，検討中

2　Rice Research19851dentified（ADCAのP／F）335．7M‖　Rs．

◆6　普及部門

1　小規模農家用の防徐器具（Supp）y of Plaant Protection for small farmers，……（Pest

and Desease）40M．Rs，　2　タイプ

X Hand－SPr8yerlO，000台（50％補助），Power－SPrayer　6，000台（33％補助）40M．Rp．この

案件はEADに提出され審議されている。

◇全般

この2年ファンドが無くなった。

＊EAD州レベルでは，Planning＆Developnent Deptが手続き，準備をする。

実施についても，P＆D DeptのApproveが必要

＊Soil，Irrigation，balani地域，塩害，効果的施肥，病気，水の利用可能性が課題で，研究対

応が必要。

◎　WAPDA

●　8月24日14．00′一

〇Javed SaleenlQamar，General Manager

◇WAPDAの任務

氷水・電力資源開発はWAPDAの分野

★土地資源分野……圃場レベルの整備，湛水対策，塩害対策，地域開発の分野でも施設設計棟

の技術面でassistする。

◇事業推進

米連邦政府，州政府，地方自治体は密接に連携して計画を推進する。
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米政策事項は連邦政府，事業執行は州政府の責任

米州のことは州の責任で実施するのが原則である

★総ての事業は関連する部門が相互に協力する。

半懸案事項は農民の選出する代表者（Representative）に提案し，解決される。

末幾つかの補助事業がある。

※水利費の徴収は州政府の責任となっている。

◇事業化の手順

◆先ず計画案がPC－Ⅰとして提出され，PC－IIでF／S Report　によってFeasibility及び

資金の検討がされる。これをクリアした案件を鮎vjew Boadで検討してPRIORITYが定められ，

それに従って採択／着手される。

◆州政府所管案件も，CGWP（Central Government Working Party）の承認を必要とし，事業

費の大きいものはNEC（National Economic Council）の承認を必要とする。

X実施事業についてはMonitoring／Surveillance／Evaluationも州政府が行うこと（Management

する）ことになっている。

◇WAPDAの事業推進上の障害

米予算不足，特に技術者レベルの人員不足

◆水関係事業の実施上の障害

X質の良いコントラクターが極めて少ない。

半技術者の技術レベル，技術者への技術指導も不足

末資金量に事業の成果が左右される

◆海外業者の問題

米今まで大きな問題はなかった。

X特にコンサルタント業務では無い。一部のコントラクターで工期の遅れ，Document作成提出

上の問題，手続きの送れがあった。

米　日本のコントラクターの場合は皆無である。

◇Yater Acoord関連事業

★Sumaryを現在作成中（2ケ月位掛かる）完成したら大使館を通じて，ADCAに渡るよう

にする。
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◇その他全般

◆水文観測データ

日，過，月，李，年別のデータがあるが，生データで膨大な量のため，コンピューター整理が

できるまでは，簡単に必要事項を取り出すのは困難。

◆環境問題は新しいテーマであり，手法の開発とtrainingが必要。

米Sectoral Environmental Assessment Programme……National Drainage Plan……＄　600千

は世銀が主に資金援助することになり，E］本はCo－financeしている。

このProgrameで作業する技術者の研修を日本に期待する。

半WAPDAはEnvironmental Cellを設置した。

◆地下水（Public Tube We11S部分）についての調査報告書は世界銀行のグラントで作成中

◆末端NAKKA100Ac程度の配水は6時から24HrのローテーシE，ンにしている。

◆ADCAで実施したP／F小水力発電には特別の関心を持っている。

◆フォードワハ事業

（Phase－Ⅰ）　Surface Drainage Projectはパキスタンで実施

（Phase－Ⅱ）　地下排水の対応（Sub－SUrface treatment　が対象）を世銀に要請したが不成功。

そこで……南部は世銀に要請し（……塩分が問題），北部は日本に期待している。
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◎　Planning & Development Dept.

●　8月25日　7.30-

O Mr.Muhamad Afzal Shah, Chief Agriculture

(援助窒件申請の国内手続きフロー図)

辿 〕三拝itfc W 寸

↓ ↓ ↓

≡財務 ●経済省 … ←- → …農業省 ≡← → …計画開発省

…経済部 EAD 計画開発部 …

-hl... .｢ .-l." .

↑→

↓ 少H 政 府

州計画開発局 ←l+ .…‥…… …;- 州農業局

提案
I
↓ 計画開発B O A D 鮎 {優先順位決定}

I

■…‥…●… ‥‖…■… ●…… ‥■■‥日日……■｢ 二 二

州計画開発局 州計画開発局

←l+ ←｢
Ch ief ! : Chief

｣ ←- →■→
Externa l Cap ita l Aid Agr icu lture (Mr.Shah ) …

◇事業推進とP & D Dept

◆総てのmiss ion にとってPlann ing & Deve lopment D iv . にコンタクトすることは重要である○

★ここから関係部局に連絡する。



＊非公式には自由に行動して結構だがP／D Dept　を通さないと公式な動きにはならない。

暮公式ルートは日政府－P政府（大使→EAD）……中央の省，州の局

米州てEADを支援するのは，P＆D DeptにあるECA External Capital Assistanceで，ここ

から中央のEAD→関係省に連絡。逆の場合も同じルート。

＊ドイツの会社が非公式に調査したが，サインは無く，Authorize　されていないと判断された

ケースがある。

X ADCAミッシぎンの中には大使館との相談だけで調査活動を行っているものもある模様で

あるが，気をつけて欲しい。

◆MOU－　enl00f Uuderstandingで両国のクリアーが必要。

半総ての開発資金は州政府のP＆D Dept．で議論し州政府のChief Minister　がAuthorize　して

Recruiteされる。

米実施には議会承認不要。しかし，予算は議会承認事項である。

半他の国の活動もあるので，常に政府にコンタクトする事を勧める。

本州には25のDept．がある。

◆事業実施上の留意事項

半事業はどの分野も総て重要だが，最も適切な方法で行う。

Xパ側の対応能力にも次のような限度がある。

1）Train　されているが個々のバラバラな断片的知識能力

2）施設の不足，欠如

これらを結合させることが第一。

X長期事業計画リスト作成は止めた。いまの基本政策は，

1　生産増加の方針方向づけ

2　自立，自給化

3　私企業化，Privatization

4　Training……これが誤用される。

Listにあっても必ずしも実施出来ない。実施して始めて活かされる。
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◎　Rice Researchlnstitute

●　8月25日　9．00～

O Mr．AhJnd Gill．GD RRI

◇Pre／P。St Harvest RiceTechnology Development Project（JICA1988Master plan）に

関し説明陳情を受け，施設建設予定敷地を視察した。場所は地下水位35ftでsandyloam

★州政府，1991．1．2承認→連邦政府→（数項目アドヴァイス……（try to reduce the cost

of building1991．9．2）……あり）

l Laarge－Scale Rice Harvest Combine

2　Rice Mi11ing Facility

3　0il－eXtraCtion Facilit．y

4　Rice Production／Harvesting Mechanization

◎　Yater Usears Association Chakno Awan MUSLIM視察

●　8月25日11時

O TEHSIL FEROZEWALJ

全受益が待ち受け熱心に説明

◇計画水量1501／Sで6500METERSの支線に掛り，

＊CA；466AC，受益者；28名　長さ1688meterのWater Course，49の水口あり，

半　コスト；358，803Rs．　212．73Rs／m，

半耕作者は′ト作人が大部分（地主は都会に住む）

△事業効果

半以前は計画通水時間4Hr．に対して，実質0．5HrLかできなかった○

単収：　　　　　　　　　　　　205→400kg／lAc

肥料：1bagのDPA・0．5bag uria　→lbagのDPA＋1・O bag uria

防徐：　　　　　　　　　　　1回→2回
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◎　PunjabJrrigation ResearchInstitute

●　25日13時

◇lrrigation］nstitute　は1924年に設立

羊水部門の全体をカバーする。Hydraulics，Land Reclamation，Phisicsの3Schemeに分かれ

る。

半更に，次の6つのセクションが課題になっている。

1　地下水，

2　T／W……浸透が問題。水不足，

3　20年前建設のダムからも漏水あり，塩水対策にかかる技術も

4　水路からの漏水ライニングで対処するが安い工法を考えたい。ラバーシート，アスファルト

5　Soil，

6　Hech8nic，

末これらの分野におけるよその成果を知りたい。試験場の紹介が欲しい。情報交換が必要。

半技術者の研修も期待

＃lnstituteのUp－dateのため研究機材が欲しい。SPaCeはある。

△Hydraulics scheme，

★課題：水指が十分機能していない。

半　ダムの構造（機能回偵），河川の洪水対策，水指の漏水，TWの適正Type，等が対象となる。

△Land－reClamation scheme

★異なる気候，土壌条件の下でsalinity，Waterlogging，drainage対策を立てる研究を担当

★地下水の有効利用方法も対象である。現状では必要量の1／6　しか供給されていない。

★漏水対策は重要課題で他のSectionのschemeとの共同研究が組まれている。

X ReclanationはImprovementである（干拓・造成ではない）。

X漏水については，安価でWeatheringに強い1iningの材料，が検討される。

半地下水を潅漑に利用するようになってから，農地のWater tableが高くなってきた。
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◎　NWFP　潅漑／保健技術局

●　8月26日11．0～

O Mr．AbduI Hausid Kham，Deputy Secretrary

Hr．NaWa Xhan

◇NWFP州の潅漑・保健局の所掌

1　潅漑，　　2　小規模水力発電，　　3　保健　　を担当している。

◆潅漑の分野

X NWFP州はLarge potential of Land and Water，労働力に恵まれているが，F川ANCEの資

源がなく，海外援助に期待する他ない。

◆潅漑部門のNWFP州における優先地域は，

第l Chashna Right Bank

第2　Pehur highlevel canal（受益0．17MAc，コスト2，061M．Rs．）

第3　Karak・Kohat River Basin Agricultural DeYelopJnent Project

である。

△Chashma Right Bank（以下概要書の抜粋と合体）

X D．1．Khan郡は2．26M．Ac（90万ha）の肥沃度の良い天水地帯で，現在耕地は1．67M．Ac（70万

h8）あり，そのうち10％がインダスからの地表水潅漑水路，地下水によって潅漑されている。

残は5つのHill Torrent（地方名Zam）部分で高地からの洪水出水の水に依存している。こ

の地域は人口増加率が3．5％で，現在の人口は86万人である。年間降雨量は9～6インチ（

230～150mm）しかない。

主要作物；大・小麦，果物・メロン，豆類，デイツ等である。

問題点：　潅漑水・飲料水が少なく，農作物の収量が低く，経済が低迷している。

半1973年にインダス河の水を引くCRBl，368千Ac（内318千Acはパンジャブ）の全体計画の

PC－1が策定された。1979年に重力潅漑部分のみを対象としてPhase－Ⅰ（350千Ac＝D．1．

Khan郡，＋　220千Ac＝DG．Khan那）が1574MRs．でECNECに承認され，3段階に分割して

ADB資金で工事が開始された。（Stage－Ⅰ2218M．Rs．，Stage－Ⅲ2021M．Rs．，Stage－III7036M．

Rs‥全体11276M．Rs．＝1991．2月単価）。Stage－Ⅲが現在40％の進捗である。これが完成す

れば潅漑面積が16％増加し36万Acとなる。

Phase　Ⅲは1993年開始の予定になっている。
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▲Chash血a Right Banklst Lift SchemeはChashma RBの重力潅漑部分，StageI，Ⅱ，IIIが完了

するのを受け，「Water Apportionment Accord」に基づいて，Chashna RBの高位部に揚水潅漑

を計画するものである。揚程60ft，計画受益272千Ac＝11万ha（rWater Apportionnent

Accord」の表では350千ha，Rs．2，864M．）。Rs．10．46M．のPC－2対応作業が1991－6－19承認

され，WAPDAが実施しJ UN．1992に終わることになっている。Man Power　もある。

★詳細は今後行われるS／Fによるが，1973のWAPDA事業，1979年の潅漑局のPC－Ⅰに

よれば，概要は次の通りである。

水路延長　幹線水路　78Mil，配水網178Mil，

水量　　1000Ac当り8．56cusec（lT㌔／Sで1690ha），全体2336Cusec（65nP／S）

受益　　　潅漑栽培支配　272，960Ac（110千ha）　年間栽培409，440Ac（165千Ha）

コスト　　全体1752MRs‥　外貨530．MRs．

△Rodkohilrrig8tion SysteTn Developmwnt P．

D．I．Khan地域は全般に西から東へ5ft／lmile，北から南へlft／1血ileで傾斜している2．26

HIC（90万ha）の肥沃度の良い天水地帯で，現在耕地は1．67M．Ac（70万ha）である。この地域

には5つの年間滴れない小河川（Zam）とその支線が流れていて，その盗れる所から潅漑水を

供給している。GomalaとTankがその代表地域である。通年滴れない水はKalapaniと呼ばれ，無

色透明であるが，近年丘陵部の開発が進み，水量が減少している。

＋　5つのZ川流域625，200Ac（25万ha）の年間流出量は617千AF（761百万㌔）と推計されて

いる（注：流出高300mmとなり過大と思える）。

＊Sad．Gandi．Gati，Gate等と呼ばれる土堰堤で流れを塞き止め，導流堤（band）で導き，高

畦で囲まれた耕地（Zan）に降雨流出水を入れ，掛け流し潅漑をする。これをRodkohi

Irrigation System　と称している。

半小河川Z8山は急流で土砂礫を含み，Damageを与え，あまり良くは利用されない。この究極的

な解決策としてはダム建設になるが，当座の策として濯漑局で現在考えている案は，Zamの

出口（分流点）に頭首工（配水工）と水路のみを設けて水（即ち潅漑便益と洪水の危険）を

均等配分するものである。

▲Gonal ZaI地区

★上記の案でPC2作成のためRs．8．47Mで854Mileの水路測量を含む作業計画が提出されてい

る。1990－91に開始され，1991／92に完成の予定で現在35％完成している。

米水路掘削，洪水配分工，余水吐，旧堰改修で総工費Rs．319M．である。

（注：rYater Apportionment Accord」の表のGomal Zam Multipurpose P．では，0．15M．Ac，
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8，707M．Rs．）

▲Karak＆Kohat River Basin

米EADから日本大使館に無償案件（Rs．38M．（3．8億））として公式要請している。パ側で

は1989年にCDWP（Central Development Working Party）で承認されているが，El本側

の進展は不明。

X Dryな地域であり，雨水と洪水を溜めるため5ツのsmall damを建設する。

X他に技術協力でDrinking waterを含めてRain water harvesting technicの（F／Sを

JICAに）申請している。Second detailed study実施済み。

◎　PLANNJNG＆DEVELOPMENT Dept．，NWFP

●　8月26日13．0～

O Mr．Khalid Aziz，Additional Chief Secretary

◇NWFPにおける農業の位置づけ

半優先分野である。

♯制約因子があるが，70～80％は農民であり，農業は経済の基礎である。農地の潅漑率は60％

に過ぎない。

◇優先分野

末インダスの水を有効に配水する事と，トレーニングが優先。

半資源Potentialはあるが充分活用されていない。専門技術と資金（Expertize＆Funds）が

ない。

X水源量が無いのではない。M／Pはあり，tdentifyされているが，Planをチェックすること

と，資金の援助をしてほしい。

＊既存の農業研究所も予算不足で，このような事項の問題解決のAssistanceに参加する余裕が

ない。

◆5月に日本大使館の担当書記官と相談した後，（水利部門の）Priority Projectsの資金につ

いて大蔵大臣に申請した。

△D．I．KhanのChashma揚水潅漑，

△Pehur highlevellink canal，

△Rodkohi
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X D．I．KhanのChashma揚水潅漑，はEADに行き，PC－Zまで出来ている。他にもPriority

の高いProject　はIdentifyしてあるが，実施が課題である。

＊　これらはApproYe　されたらPC－Ⅲ　Proformaに組み入れられる。

◆Rural Area Developemntの分野では，Malti sectorによるTntegrated Area　として，Jetrar，

Koradaka，Balakanda地区にADB及び一部WFP（World Food Progranme）USAID，そ

の他の援助で実施されているが，地点を広げたい（アフガン難民救済の意味もある）。

◆農業と潅漑の協力調整が必要であり，NWFPではAdditional Chief Secretaryの主宰する州

農業・潅漑開発会議（AGRICULTURE ANDIRRIGATTON DEVELOPMENT BOAD）がある。

＊この機関で中期開発計画を検討中である。

◆その他の分野

△保健部門の要求／説明もあった。保健衛生部門では日本の協力はまだ無い。資機材が欲しい。

（以下略）

△道路，橋梁，も重要。

△通信施設，飲料水等，農民の生活向上のためのインフラ整備も重要である。

水関係の事業では施設建設後の0／Mは地域住民に委ねる。

△環境問題の重要性については認識されているが，関連協力すべき部局が多岐に亘り，調整困難

でまだ実際のAction Programmeを策定するまでに至ってはいない。

△林の分野では流域管理が必要だが進んでいない。総合的（Integratedな）Approachが必要であ

る。

△電力部門では，小水力発電の開発。

水資源は豊富である。北部で，ドイツが7発電所で2，500MWの発電容量の事業を実施。

米州の電化率は39％である。

◎　D．t．Khan

●　8月27日11．00～

O Fazal Karim Kundi，MNl他多数

◇WAPDA，DI．Khan事務所にてCRBCPとCRB Lift SchemeのVideo，briefing

◆CRB Lift Scheme

X土壌条件がよいので，潅漑されれば農業生産は向上する。

△半CRBCP（チャシマ右岸幹線事業）は1973PC－1承認，ADBに要請
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※1976ADB Fact Finding Missionの結果GraYity部分のみの計画とする。

暮1982PC－1（Gravity Phase－1）承認。3Stageに分けて実施することになる。

Stage－1　水指延長　52mile，　　　工期1984－86

86－92　52％実施済み

－98　（Proposal）

★　NWFPはインダスの水の14％が配分されることになった。

半　CHASHMA堰の流量7，000mP／S程度と観測される。

暮その他，NWFPの会見メモに同じ。

★現地調査の状況等は略
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参考8－2

Summar Ort Of　＾DCA Fact Flndin MiSSlon on A

Ⅰ81alnlc Re

ricultural Develo menヒ1m　ヒIle

ublic of Paklstan

1．　Fieldln8Schedule of ADC＾Ml88lon

from＾u8uSt15　toiugust31，1991，for17d8y81n tot81．

2．　ADCA H1831on Hember

The Mission conslgted followi一喝three conSult8nt en81neer8：

Mr．Sh121enINOLl川　　　Rxecutlve7）1rector，AT）CA

Mr・Masakl SHIMIZIJ Hanaglngl）1rector，Al）CA

nr．MltSuO YnSHIMTtKI Technlcal　＾dv18er，＾T）CA

3・　PartlcIpant88nd thelr＾8enCleS attaChed．

人5　8亡ヒaChed herevlヒh．

4．　T）ocument receiYed

Ag aLtaChed herevlth．

5．　Sector181Summary of FAct Flndln8．

5－1＾8ricultural Development and PtoblematlcIssue of PaklBtan．

The natlonal economy oEl〉aklst8n Substantlally depend80n88rlculture sharin8

26叉oE GDP．conとrlbutlng80叉of the exportatlon and employin852蒐of the national

POPulation．He8nWhlle．a”annU81rate Of the popu18tionlncreaBe has recorded

3．1X．To cope、一1th the food securlty for8uCh populatlon demand and a betterment

Of export earnlngS．keen efforts have been8lYen tO CrOp PrOductlonln quallLy

aS Well89quantity．HoveYer，tla十yleld‘of the major88rlcultural productS haVe

renained for behind the poSSlble potentlal yleld of P8klSt8n，80Ear．malnly

due toinsufflclent　8uPPly oflrr18atlon water，fdllure oE dr81na8e andlnadequate

Cultural practlcesln sufferln8fron calanltous drou8ht8nd flood．

5－1－l Surface Waヒer Conヒrol．

The most crltlc8111mltlng f8CtOr Of the productlon180n aYallablllty of

irrlgatlon water・In thi8COnneCtlon Rod Kohllrri8atlon system，KanatirrlBatiotl

SySten and Zan d18tributlon structure have been PraCticed for exanple．SurfaCC

Vaterimprovement works of Hlll Torrent and theIndus rlYer are taklnginto

COngideratlon to be projeCted・Partlcular emphaSlSlnlntegrated maner haS been

8UggeSted to SeYeral d8m and／or barrage COnStruCtlonS des18ned8t botll UP and

down StreanS Of the rlver8088　tO be able to giYe maXlmum beneflt throughout
the rlver ba81ne．

5qト2Irr1gatlon Dralna8e and Water Mana8ernent．

Sources oflrrlgatlon vater are Surf8Ce and ground water・Stable s”PPly of

irrigation、帽ter from the riYerin comblnatlon wlth groundrwater made satlsfaCtOry

PrOductioTl pOSSlble・Accordlngly，lar8e，medlum・and small SCalelrrlgatlon

SChemes haVe been developed byloc818ndlnternatlol101flnanclal suPPOrtS．To

lead scheme8SuCCe日Sful，land－1evelln8，1mprovement oflay－Out Of f8rTnland．

COuntermeaSureS for BeePaSe，Water10881ng and sallne damageJ reIlabllitaヒlon of

existlnglrrigatlon structures and faCllltieS are prlorlty requlrements．

111thertO，the misslon・advIce8Water nlandgement teChnlqueS appllcable8t different

level of f8rln・unit oflrrigation SCheme and over811extenBIve rlver8ySLe・

Equal distrlbution oflrrlgation water SeemS tO be flveln prlnciple，llOWeVer，

Opptlmum supply8uCh aS8rL Halternate blocklrrigatlotlmean81181808eemB tO be

more叩preC18bleln praCtice．
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Draina8e180ther prlorityconcern to protectcrop8rOWlng from8allnedamage

and finallylead t01ncreaSeOf crop productlon・And t1－atIdralna8e SCheme
Should be COnducted tota11yln cooperatlon with provinces concerned．

5－1－3　PhysIcal and Chemlcal Propertles of Soll

Soil pltysic818nd chemlcal propertles are nOt muC1－PrOblem8tlc even a80dium

deficlt was recordedln sonearea・Sedlmentationori8ine8ubsoillBnOderately
fert11e．

5q1－4　Cultural Practices

f）ifferences of the productlvity betveenlnstltutlonal experlme”tal yleld and

farmerIs yield are eVident・Croppln81ntensity has80farlncreaSlngly nended

toward maximun utlllzatio，10fland and water resource8all over the countryt

This generateS88riculturallncome poSSlbleln the desert area・Water－logglng
and8811ne damage are Btlll problematlc and varletal re8lstance and v18e USe

Oflrrlgatlon vater8re80ing tO81ve8L：901utlon・Very recentlyleXPOrt－Orlentlng

fruits and Yegetables are prOgraTnmed aS rOtatlonallnter croppSln ttle design

CrOpPlng p8ttern・To produce quality export frults and veget8bleBl’lmproved

lrrigation agricultural technology ShOuld be trangfered to8rOVerg・

5－1－5Integrated Re810nal DeYelopment

Taklnglnto conSlderatlon the ba8lcIluman needgI anlntegratlon effortls now

Biven to agricultural development pro8ramme・In th18COnneCtlon．ModelIntegrated

Rural＾rea Development vlth facllltatlon of a WOmen COmmunlty YOCatlon81centre，
and a multl settlemerLt prOgramme8reln hand．

5－1－6　Agrlcultura17）eveloprnent and RnYlronment811mpact

A clear attention has been8lven to poSSlble envlronmentallnpaCt80E agrlcul－

tural development schemeln term80f the ecologyln the fleld of agrlct）lttJre・

However・nO BubStantlal actlon p18n ha9been m8de by th18mOment．

5－1－7　0［her Acヒlvl亡1e8

5－2

The misslon payed v181t50f World BankI＾8rlcultural DeYelopment nank of
Pakistart，USlID and FAO to reali2：e financlal and technlc81a9518tanCeS and

priority crlterla of the deYelopment Bndlrnplement8tlon．

The mlsslon also vislted Naヒlonal A8rlcultural ResearchInstltute●　RIce ReSearCh

Il一Stltute．irrlgatlon ResearchInstltute to note obtalned re8earCh flndlngg

back－StOPPlng extenslon dffortS．

＾grlcultur81Development8nd GoYernment A8enCles

The role and responsibility of government8genCiesin relation to succesSful progress

and failure of the agricultur81deYelopment8reidentified．Economic Committee of

Nation81Economic Council（ECNEC），Central Development Working P8rty（CDWP）play

important rolein addition to Ministrial agencies such as Economic Affaires Division

（EAD）of Ministry of Finance and Economic Affairs，P18nning DiYision of Ministry of

Planning and Development，Ministry of Food．Agriculture＆C0－0Peratives，Ministry of

W8ter＆Power and WAPDA8t the nationallevel．At thelevel of provincial government，

Planning and Development Board and other committees and dep8rtmentS WreSPOnding to

central agencies respectiYely play Yital role．Subsequently，1dentlfi－

Cation of thellature Of formal andlnformal nlssIon8WaS reCOgn12：ed along the

functl，Onalline of these offlclal procedure9．
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The misslon recognized the prlorlty fleld glYen from the centra1aS Well as

provincia180Vernment q8enCles by tVO agrlculヒural developnent schemeS，∧gricu1－

t’ural　＆Rural Development andIrrlgatlon Schemes．88　followS：

5－－2－1人griculture＆Rural Development

＊Rehabilltatlonandlmprovementofexistlnglrrlgatlonsystem911ncluding
expansion of cultivable convnand areaS．

＊On－farm water managernent

＊1）raina8e＆flood controlandlnprovenent of soll＆land condltlons．

＊Smalldamsln nort］1ern reglon8for baranlareaimprovement．

＊Land and water conservatlonandwatershed management

＊Strengtl－enlngof basIc re8earChand extensloninStltuteg．lncluding those

for a8ricultur81＆lrr18atlon technology development tran8fer．

5－2－21rrlgatlon AgrlcultureDeYelopnentin reference to Hwater Apportlonnent＾ccordH．

＊Llnln80f dl占trlbutarle8

＋　Greater Th81Can81

＊Dajal BranCh Exten81on

＊＆9d koIJ！Irrigatlon，lncludln8Cha81ima：！R．B．11ftlrrlgatlon8Chene vlth the

tOp prlorlヒy．

＋Peんur1118h Level Canal

＊LBOD Project

＋LBOD ExtenBlon Project

＋Kachhi Plaln Project

＊Sehwan narrage Cornplex

＊TeleConmunlcation Sy8tem OfIrr188tlonNetvorkand theIndug RIYer System．

＊Sailaba

5－3

5－4

PrOjectlnInduS RIYer Area．

＊FloodlngIrrlgatlonln ValleySln Ralochlst8n．

mphas18glven to the proJect8howedlo⊂a18PeClflclty corre叩Ondlng the
difference80f nat：ur81and80Clo－eCOnOmlc condltlonB．

Fore18n aS818t8nCe and Prlorlty A8rlcultural DeYelopment．

In Paklstan agrlculture related re80UrCe8，8uCh a818ndllrr18atlon water，

agro－Cllmate9・m8n－pOVer・prOductlonlnputsIetC・■8re appreClably exIBted with

exception oE flnanCial re80urCe・Consequently，fore18n alds are8ubjectedln
hope．

In the CaSe OfJ叩叩eSe OD＾，88riculture BeCtOr8h8redl．lZ and35Z of total

foreign POrtlon of OECF andJIC＾progr8mme，reSl，eCtlvely・＾nd other Brant

element（KR－ⅠⅠ）vaS Very muCh aPPreClate by the Government of Pak18tan．

National Commlsslon on A8rlculture e8tablishedln1986，155Ued Natlonal

A8ricultural Pollcyin1991・Maln188ue90f8grlcultural development of the

Policy8re（1）Soclal equity，（2）Selトrellance，（3）Export－Orlentatlon，
（4）Sustalnable88rlculture・and（5）EnhanCement OE ProductiYlty．TlluS，
mainヒain ofirrigatj・On Water■　Sallne damage PrOteCtlon and rehabllitation of

existln88truCture and faとillty9reidentlfled aS Prlorlty fleld of the
development

Comment80n AJX：A Project Flndlng ActlYlty

Followln8g are8unmaryitem58lven to theMIsslonln re8ard toexecuteapproprlate
P／F succesFSful．

－Focus to rehabllltatlon of exIsting and dralna8e faCllltle5．
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5－5

－Givelntere8t nOre tO Loan＾1d than Grant＋＾id ProRramme．

一Give attention to project beneflts to be wldely dlstributed．

－Transfer approprlate productlon technology eaSlly8pPllcable at thelevel

Ofloca18rOWer．

－Contribute betterment of poor people，and

－Coordinate h0Pefully wlthlocal consultant englneers same as those of member

COnSultant englneerS Of ADCAln receiving expertise and tecllnlcal assIstance

during the fleldln80f P／F Team．

＾7）CA．s respon8e On theSe Project8

＾DCA wlll dlspatch P／F mlsSlons8fter carefully8tudyln8the content98nd

practicabllity of these projectg．baSed on materlals8ndlnforrnatlon obtalned

by the MIsslon．

In th15COnneCtlon，We Per80nally feel that．Whlle t8kin81mmed18te8Ctlon as

ArX7＾on80me Of the nost ur8ent prOjects SUCh aS C・R・B・LlftIrr18atlon Scheme．

it wlll be nece88ary tO COnduct a80rt Of maSter plan8tudy on water dlstrlbutlon

conditlon ofIndus rlYer elySten，fron Ylev polntB Of（1）conBlderable year to

year and nonth to nonth fluctuatlon of hydroIo81cal condltlon of theIndus River

System，and（2）rneflts8nd dernerlt90f equltable dlgtrlbutlon and demand－ba8ed．
diStribution．

Stron8deslrels expreSSed for early n8terlallzation of these80Called plpe－】

1ine／proposed projects．The mlsslon vllllnform the8e deSlreB tO the Governnent

ofJaPan，and wlll make effort for the pronotlon of the8e PrOjectS・
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I (b ) G u aran teed L oan s 4 00 .000 39 1 .5 00 5 00 .00 0 Id c rw iit A ^ n cie. & P,jｻ, M B o d *., 34 09 .5 16 20 4 3 .6 3 1 19 63 .722 25 3 1.7 83

0 0

0 0 (i) F sd tral A u to n om ous B od ies 4 00 .0 00 39 1 .5 00 5 00 . 00 0

2. G u aran taad L oans     2q 3 7 c . a ,1 Kn , ,^ 3J ^ .5 ｫ a i 1 50 .OS 7 198 9 .9 66 2 54 5 .5 6 7

I
(c) Pro ject G ran ts (Fo re ign E x ch ｻn gt ) 5 5 62 .93 5  3 116 .8 2 7 43 2 2 .3 35 2 7 63 .2 7 8

lｻ ) A uton om ous B od iti     2 14 .9 1 1  70 .00 0

蝣 Ib l C rｫ Jit A 9.n ciｫ & P riv.t. B od iｻi 2 7 17 .6 33 2 08 0 .05 7 19 19 .9 66 2 29 S .5 6 7

li) Ftd aral G ov ern m en t

(ii) F*d erｻI A u ton o m o us B o d ies

2 8 75 .16 5 18 37 .3 18

124 6 .6 10 109 1 .2 17

2 132 .3 18

19 34 .7 26

16 1 5 .4 80

10 1 1.6 12

T o ,.l- L oｫ .,     69 1 5.87 0 5 667 .3 15 S4~2 7.3 15 7 32 5 .2 05~

(iij) P ro vin ce

fiv > Ind us B asin/T *rb ｫta

1 10 6 .79 8

38 .05 2 107 .98 0

44 .9 6 4 3. O th . r G r.n ti      13 12 .4 84 13 6 1.3 73 136 1 .3 73 132 5 .15 0

Iv ) S pecial D evelo p m en t P ro grem :im  29 6 .3 10 147 .3 11 9 1.2 22 T o tｻt- N oo P Iｻn R n o urm
蝣

2 . C om m od ity A id (N o n -F oo d ) 8 27 S .4 10 1 106 3 .2 50 1 138 9 .4 00 143 04 .00 0
IO u u .d. A D P )   82 28 .35 4 70 2 8.68 8 67 88 .68 8 86 50 .3 55

蝣 T oｻ .- D ｫ .,op m ｫ ,, A id   4 734 4 .7 18 4 57 14 .98 1 42 6 ^ 40 ^ T oT iS

L oan s 6 72 4 .S7 S  9 2 S4 .2 SO 70 73 .0 00 1 33 2 4 .8 00

G ran ts 1 55 0 .8 3 5  1809 .00 0 43 16 .4 00 9 79 .2 00
II.- N O N -D E V E L O PM E N T A ID

T E C H N IC A L A SS IST A N C E :

3 . F oo d A id 6 1 5 8 .2 9 5  328 5 .00 0 38 5 4 .4 00 18 24 .0 00
蝣 80 0 U n allocable

L oans 6 1 19 .6 8 5  3 28 5 .000 38 54 .400 1 8 24 .00 0
82 0 Ex pe nd itu re on F o reign E x peris A ssistance R eceived from A broad ,

G ran ts 38 .6 10  N .E .S.       .. 18 0 .0 00 18 0 .0 00 180 .00 0o the r R ev enu t E xpe nd itu re H eath  .. 35 8 .4 84 35 8.4 84 3 39 .52 9

T o n l- N o n .D ev elop m en t A id   ..   53 8.48 4  5 38 .48 4  5 19 .5 2 9

T o tal- F o re ign L o ans an d G ran ts
(D evelo pm ent ｻn d N on -D ev e-

蝣 lop m t nt1          4 734 4 .7 18 4 62 53 .46 5 43 155 .72 4 55 32 9.5 4 7

（出所：連邦政府財政部 Estimates of Foreign Assistance)



参考C－5　　　　　国別援助額の集計表

（開発）

F o .  1 9 9 1 - 9 2
I R s .  m  M i l l io n )

L e n d in g  C o u n u y  / A g e n c y L o a m G r a  n u T o u l

A s ia n  O t v * K ｻ p m ｫ ft i  8 * ｻ W 1 0 7 8 9 .  7 8 6 2 .  9 0 0 1 0 7 9 2 . 6 S 6

B e l g iu m
蝣

3 9 .  0 0 0 3 9 .  0 0 0

C k i u cta 2 0 0 .  0 0 0 4 8 3 .  5 2 5 6 U L  5 2 S

C h  in * 8 6 1 .  1 2 0 s e a .  1 2 0

F  r a n c * 1 1 1 5 . 7 8 7 3 2 .  9 9 5 1  1 * 1 . 7 8 2

G e r m a n y 3 9 5 2 .  7 4 5 1  4 .  0 0 0 3 9 C &  7 4 S

I B R D 1  4 5 0 9 .  5 7 2 5 0 .  0 0 0 1  4 5 5 *  f 7 2

i. a a 1 6 9 1 . 6 7 2 1 S 9 1 . C 7 7

I B R D M O B 4 1 4 . 0 0  0 4 1 4 . 0 0 0

J u w n 6 S 9 0 .3 0 I 3 S 3 . 8 4 7 6 9 4 4 .  1 5 5

K u M i l 1 0 9 .  5 0 0 1 0 9 .  5 0 0

N l  l h c  te n d s 7 0 .  0 0 0 5 8 S .  4 5 8 6 5 5 .  4 5 1

S w i t z t r l ｻ ｻ d s a  o o o 3 S 2  7 S O 4 0 2 .  7 5 0

C I D A 0 . 3 1 3 (1 3 1 3

U N O P 2 0 2 . 4 1 5 2 0 1 4 1  5

U K

蝣

4 1 S 6 4 2 4 1 5 . 6 4 2

U N F P A 5 7 .  0 0 0 5 7 .  0 0 0

U S A / U S A  I D 4 1  2 .  8 0 0 2 1 5 1 3 2 0 2 S 6 S .  1 2 0

W o r l d  F o o d  P r o o r t m iM 5 .  0 0 0 5 .  0 0 0

O P E C 7 2 S O O 7 Z  5 O O

I D A / G E  R M A N Y

I D R C a 9 6 1 0 . 9 6 1

c c c 1  8 2 4 .  0 0 0 1 1 2 4 . 0 0 0

C A N A D A / I D R  C

W H O

U S S R 1  7 6 3 . 0 0 0 1  7 6 3 . 0 0 0

F i n > n c ia l  S * c i o r

F I N L A N D

C Z  E C H O S A L V A K  IA 4 5 1 . 0 0 0 4 5 1 . 0 0 0

( D ev e lo p m e n t )

F o r 1 9 9 1 - 9 2

IR s. in M illio n )

L m d in g C o u n try / A 9ｫ n c y               L o i n s   G r an s   T o tt l

｣ 0 0 0

IT A L Y

N O R W A Y                          1 1 S. 00 0   1 6 2 . 0 0 0   2 7 7 . 0 0 0

U N F D A C

E E C

b to m ic D m k w m m t S i nk                2 1 3 0 .0 0 0     ..    2 1 3 0 .0 0 0

U N D P / U N I O O

C o m iM r o . 1 B c ro w m                 2 4 0 0 . 0 0 0     ..    2 4 0 0 . 0 0 0

5 0 . 0 0 0

U N K N O W N

T o u l (D x n lo p n w n t A k I)   4 9 7 4 0 .8 9 0  5 0 6 9 . 1 2 8  5 4 8 1 0 . 0 1 8

1 9 9 1 - 9 2 m W & M

(H , . in M illiw . )

1 9 9 0 -9 !      1 9 9 1 -9 3

T y p e o f A id   B u d g e t K cv it e d % C h a n g e B u d g e t % C h , n g c

P f o jc t l A id   1 9 1 5 8 .7 1 8 8 1 7 .2 - 1 .8 2 5 7 1 0 .2 3 6 .6

C o m m o d ity A id l l O 6 J .J 1 13 8 9 .4  2 .9 1 4 3 0 4 .0 2 5 .6

F o o d A id    .1 2 8 5 .0 3 8 5 4 .4 1 7 .3 1 8 2 4 .0 - 5 2 .7

O th e r A id ( F o r e ign

E x c h a n ge )    7 5 7 8 .4 3 6 3 7 .2 - 5 2 .0 6 1 9 7 .2 7 IM

R u p e e A id     4 .5  7 .6 6 8 .8  1 .5

T O T A L :  4 1 0 8 9 .9 3 7 7 0 5 .8 - 8 .2 4 8 0 3 6 .9 2 7 .4

(出所:連邦政府財政部Federal Budget in Brief)



国 別 援 助 額 の 集 計 表 -P 一一n R m ○

F 〇一 一9 9 1

u rc es )

- 9 2

F ○* 1 9 9 1 - 9 2

IR t in M H i○n }
( 計 画 財 源 )

IR i ォi M i n i○r-I

し�"n d tn ○ C ○U n u y ′A g e n cy
-

L 〇一n l G r a n ts T ○t●一

U n d in g C ○蝣u n try ′A g n tc y

一.伸 一.一一 一 一- ■一 .

L ○●■- G r a n ts T ○t ■一

Is la m ic D t v サlo p m ォm B a n k 19 8 0 .0 0 0 1 9 8 a 〇〇〇

A s ts n D サv* l○p m * n t B * nfc B 一6 & 7 8 S 2 -9 加 ー 8 4 7 1 .6 8 6

E E C 5 4 .5 0 0 5 4 . 5 0 0 0
B ^ a o m 3 9 .0 0 0 3 a o o o

C a n ad a . 畑 1.0 0 0 4 * 3 . 5 2 5 仙 3 .S 2 S

U N D P / U N ID t S O O 4 .5 0 0

C h in a. ●】l ▲一〇 ●3 l 一一〇
U N K N O W N 2 A の ○ 1 6 .0 0 3 3 6 L0 0 3

～ - 一-

F ra n ce 66 5 .9 1 2 6 6 * ( 1 3
T ○ts l (P la n Fta ○W 〇一 一 4 2 4 1 & M 5 3 7 4 3 .9 78 4 6 ーS 9 .6 6 3

■■-

G t ritU 巾Y 3 7 0 2 7 4 S 14 .0 0 0 3 7 1 S .7 4 S

I.B .R .D . 1 1 サM .サ7 J 1 1 線 1 . 1 7 2

L Q ▲ IS t e .1 7 3
-

1 M H 7 2
国 別 援 助 額 の 集 計 表

Ja p * n B ォ1 V 9 S ( 3 u ■一7 S 2 W t ○8 ( 計 画 外 財 源 ) -
F a>

N ○* H i

1 9 9 )

n B

- 9 2

R ○】re t .

K u w a it. 1 ○9 .t o o 1 0 8 .5 ○○ ーR s. in M illio n )

N n h w l* 血 1○●∝ ■○ M 2 .2 * 一 3 7 2 . 2 M LM H tin a C ○U rl叶▼′A 叩 ▼ L○■【● G r a n ts T O T- .

S w iu v l一n- 1U J B ○ 1 8 2 .7 S ○

U N D P 1 2 6 .1 0 4 1 2 t .1 O 4 A ,i一n D ev e lo p m e n t B a n k 2 3 2 1 .0 0 0 2 3 2 1 .0 0 1○

U .k 2 * 8 .M 2 2 6 8 .サ一2

U N F P A 5 7 .0 0 0 ` 7. 〇〇〇

U S A / U S A O D 4 1 2 .* ○○ 1 S 3 0 . 一一B 2 0 4 2 .9 4 5

F r ▲【̀ ● 一5 0 1 1 7 5 3 Z 9 9 5 4 8 3 .1 7 ○

U S S R 1 4 6 1 〇〇〇 一一6 3 . 0 0 0
G e rm a n y 2 S 0 .〇〇〇

【
2 5 0 ■〇〇〇

W o r ld F ∝ d P T〇gr a m m e 5. 0 0 0 5 .0 0 0
L B .R . D 2 5 5 1 0 0 0 5 0 .0 0 0 2 60 1 .0 0 0

O P E C 2 2 .5 0 0 2 2 .5 0 0

J . D . R 6 5* 3 5 ○ 6 5 8 .3 5 0

N a ttx rla n d s 6 0 .0 0 0 2 J 3 . 1 7 ○ 2 8 3 . 1 7 0
ID R C a 9 6 1 a 9 6 1

U S S R 3 0 0 .〇〇〇 3 0 0 .0 0 0
C C C 1 8 2 4 .0 0 0 1 8 2 4 .0 0 0 0 ■【 C 5 0 .0 ○○ 5 0 ●〇〇〇

A D B ′IB R D 4 1 4 .0 0 0 一1 一■〇〇〇 C H IN A 2 2 9 .6 8 0 2 2 9. 6 8 0

C ID A ○●3ー3 0 .3 1 3 S W IZ E R L A N D . 5 0 .0 ○○ 1 9 0 .0 0 0 2 4 0 .0 0 0

IF C 5 0 ■〇〇〇 5 0 .0 0 0

C z tc h ○o a tv a k ii 4 5 1 .0 0 0 4 5 1 .〇〇〇
U S A ID 5 2 Z 1 7 5 5 2 2 . 1 7 5

I D A 1 0 5 .0 0 0 10 5 .O O O

N O R W A Y 1 1 5. 00 0 1 6 2 .0 0 0 2 7 7 .○○0

I. F .A . Q 2 .0 0 0 2 .0 0 0

●t■▼ 3 3 .0 0 0 3 3 . 0 0 0 U K 1 5 0 .0 0 0 1 5 0 .0 0 0

C 〇m m c rc ia l B o r r〇一▼in g 2 4 0 0 .0 0 0 2 4 0 0 . 0 0 0
■T A L Y 10 0 ■〇〇〇 8 0 .4 9 9 18 0 .4 9 9

U N F D A C 9 .5 0 0 9 .5 0 0 b lサm i亡 D a v t lo p m rn t B a nk . 1 5 0 .○0 0 1S O .0 0 0

U N D P 7 6 .3 1 1 7 6 .3 1 1

T ○ �"I N ○什- P l. n , 7 3 2 S .2 0 5 1 3 2 5 . 1 S O 8 6 5 0 .3 5 5



参考C－6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考C－7
17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3q

(R up M t-M M ion ) |R u pｻ.ｻ  ーU d!K>n )

Y e a r       A n n u a l O e d il T ra c tors Fin a n c e d T u b e w e lls F in a n ce d P u rp o se N o . o f A m o u n t S h a re

D isb u rs em e n t N u m b e r   A m o u n t N u m b e r A m o u n t L oa n C a se s D isb u r se d <% )

S in ce In c e p tio n D e ve lo p m e n t L o a n s 6 5 B 3 3 6 4 1 3 .5 4 2 7 4 .2

u p to 19 7 0 -7 1     7 80 .7 9 8 1 5 0 4 3  2 9 5 .3 7 2 1 8 7 57 2 13 .6 4 9

T rac to rs 17 5 7 8 3 4 65 .3 9 6 1 0 .1

1 97 1 -7 2          80 .0 0 0 190 6   3 7 .4 10 1 79 0 18 4 12
d a iry F a rm in g 2 0 7 0 9 8 7 3 . 50 7 10 .1

1 9 7 2-73         1 6 9 .10 0 1 6 7 9   4 3 .6 5 4 2 38 9 2 6 .4 15
F aim E q u ip m e n t 4 4 60 5 9 1 .0 4 9 6 .6

1 9 7 3-74         4 15 .57 0 19 9 7   7 4 .50 0 29 2 2 4 5 .0 0 0 Tu b e w e lls 5 6 9 8 4 8 7 .0 10 5 .7

1 9 7 4 -75         3 96 .3 10 3 12 2   13 1.60 0 3 56 6 7 4 .5 0 0 P o u ltry F a rm in g 1 2 3 7 2 5 7 .3 2 1 3 .0

1 9 7 5 -76         5 3 2 .8 50 6 0 4 3  3 4 8 .20 0 2 3 5 7 4 7 .6 0 0 Liv e sto c k 6 0 9 5 2 1 7 .30 3 2 .5

1 9 7 6 -7 7        6 3 8 .7 70 5 8 8 8   3 1 9 .20 0 1 36 4 2 5 .7 0 0 F a rm T ran sp o rtatio n 4 4 5 1 3 2 .8 2 5 1.5

1 9 7 7 -7 8        4 3 0 .53 0 5 76 8  3 2 4 .0 50 5 8 0 1 0 .79 3
F ish e rie s 6 17 8 5 .10 1 1.0

19 7 8 -7 9        4 16 .9 3 7 6 0 0 3  3 10 .20 0 5 4 3 10 .10 0
G o d o w n s/C o ld S to ra g e s 10 9 4 86 0 .1

D ra u g h t A n im a ls 4 0 .14 9 0 .0

19 7 9 -8 0        7 1 1.5 50 6 6 6 1   46 8 .90 0 4 2 5 9 .3 0 0

O th e rs 8 7 8 0 2 9 4 .3 9 5 3 .4

1 9 8 0 -8 1        10 6 6 .6 1 9 10 1 1 1  6 3 6 .5 6 0 5 6 2 1 3 .64 6
P ro d u ctio n L o a n s 50 6 8 2 2 2 2 8 .1 3 5 2 5 .8

19 8 1 -8 2        1 5 57 .3 8 6 1 2 3 59  88 0 . 1 9 8 7 ｫ 2 0 .5 76
F e rtilize r 23 2 19 8 7 8 .5 7 1 10 .2

1 98 2 -8 3        23 10 .4 3 5 1 7 4 9 7  1 4 59 .2 5 6 1 2 4 6 3 8 . 10 9
P e sticid e s 1 1 35 7 18 .10 4 8 .3

1 9 83 -8 4        3 1 3 1 .6 7 6 2 2 7 66  2 0 2 8 .7 0 6 16 2 3 5 7 .93 8 S e ed s 98 50 3 5 0 .7 9 6 4 .1

1 9 8 4-8 5        4 1 6 7 .9 0 8 2 5 5 0 0  230 5 .6 6 6 2 5 4 8 6 7 .4 2 4 W ork in g C a p ita l fo r P o u ltry 4 23 4 7 .2 2 7 0 .5

1 8 8 5 -8 6        5 3 0 7 .8 6 7 2 0 6 0 3  1 9 5 5 .25 7 4 26 0 19 6 .6 9 7 W o fk iin g C a p ita l (o r D a iry 1 46 7 2 2 .8 0 3 0 .3

1 9 8 6 -8 7        6 0 3 1 . 15 2 23 6 4 6  26 2 1.9 1 1 46 2 1 2 2 0 .8 3 5 W ork in g C a p ita l lo r F is h e rie s 4 1 0 4 4 6 0 .0

19 8 7 -88        7 7 1 6 .07 8 20 28 8  26 5 0 . 55 5 6 7 4 3 3 9 2 . 19 6 O th e rs 1 4 5 4 7 2 10 .18 8 2 .4

1 9 8 8 -8 9        8 6 6 7 . 5 2 3 1 9 7 2 5  28 9 8 . 7 50 6 6 3 2 4 7 6 .6 6 7 T o tal : 11 6 5 1 5 86 4 1.6 7 7 10 0 0 0

1 98 9 -9 0        9 3 8 9 . 86 1 20 29 0  3 4 6 5 . 3 96 5 S 9 8 48 7 .0 10

T o ta l:        5 39 1 8 .9 2 0 2 4 8 89 7 2 3 2 5 5.3 4 3 ' 6 9 5 7 1 2 4 52 . 7 6 7

Annual Credit Disbursement, Tractors and Tubewells General Credit Disbursed by Major Purposes
Financed Since Inception Upto 30.06.1990 During 1989-90



注A印　は水利電力省

参考D－1濯漑開発事業プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の優先案件



参考D－2　SCARP（塩害対策及び土地改良事業）指定地域図



参考D-3　WAPDAのSCARP事業

ANNEX. -I ll
Pago 1 of k

ー1.完了地区

PAST IMPELEMENTATION PROGR人脈
tCOMPLETED SCARPS)

1               I itxpendi-

Sr. !
蝣

! Yearof
! Gross
! Area ! CCA

!ture uptoHOune 1990

No. ! S C A R P S ! Construction! (K.A.) (H.A.) lllll.Rs.1

PUNJAB

Tubewell Project
1. SCARP 1960-63   1.217 1.141   240.000

SCARP II I
2. Non-saline 1961-85   1.64? 1.490  1535.BAB
3. Saline I 0.490 0.550
A. Shahpur 1775-79   0.112 0.090   107.672

SCARP III
5. Non-Saline 1969-81   1.138 0.952   456.017
6. Saline I 0.H2 0.098

7.
SCARP IV

la 1969-73   0.550 0.544   209.06BHuridke & Mangtanxa

SCARP V
8. Shorkot Kaialia Pilot 1975-77   0.169 0.154   59.165
9. Satiana Pilot

I

1975-77   0.118 0.098   42.280
10. Khaimala Unit 1981-87   0.333 0.301  257.037
ii. Gojra Khewra Phase- 1787-89   0.03B 0.030   39.390

SCARP VI
12. Allahabad Pilot 1975-79   0.21b 0.202  286.991

SCARP VII
13. CBDC (Pandoki) 1982-85   0.196 0.174  21B.629

SCARP VIII
14. Hinchinabad Pilot 蝣 1976-BO   0.078 0.073   92.619
15. Fordwah Sadiqia II 1981-87   0.111 0.100  155.371

AWL MEASURES ALONG
16. T.P. Link 1977-81   0.020 0.020   31.754
17. ROB Link 1979-82   0.054 0.050   41.175
IB. TSMB Link 19Bl-B9   0.089 0.08?  107.777

19.

Sub-Total: 6.928 6.156  3880.823

Surface Drainage Projects

1976-80   0.097 0.095   69.802
SCARP V
Paharanq Drain ,(Outside SCARP I)

20. AWL along CJ. Link 19B2-B5   0.023 0.020   47.175
21. Kheri Reclaiation 1985-88   0.006 0.005   14.142

Sub-Total: 0.126 0.120  133.ll?

t Replacesent of Tubewells蝣

Phase I 0.000 0.000  205.840
Phase II 1980-86   0.000 0.000  212.638

TOTAL PUNJAB 7.054 6.276  4462-420



A N N E X . - I ll
P a g e 2 o f 4

 I
Sr . !

I
Year o f 6ros5Area CCA IExpendi-!ture upto:!June 1990

No . ! S C A R P S Construction ! (H.A .) ! (H .A.I ,!(K .Rs .)

1 .
2 .

SINO

1763-70 0.441 0.380 257 .489
1969- 79 0.793 0.686 432.186

Tubexell Projects
KnairpurNorth Rohri

3. Kandh to t Pilot 1777-78   0 .013  0 .012    9 .735
4 . Shikarpur Pilot 1973-74   0 .017  0 .014   12 .930
5. Sukkur Pi lot      )!/ 1974-75   0 .005  0 .004    2.72 5
6 . Larkana P ilot 1974-75   0 .008  0.00 5    7 .421
7.
B .

Su kkur Right Bank FEW )Bhotki F6M 1975-79 0.150 0.130 150.422
1976-90 0 .441 0 .400 742 .245

9 . Sou th Rohri FGH 1976-90   0.541  0 .375   B30 .258
蝣 Sub-Total:- 2 .229  1.853  2445.411

Surface Drainaqe Projec t
10 . Larkana Shikarpu r Stage-I 1965-fcB   0 .701  0 .594   26.069

ll .

12 .
13 .
14 .

15 .

 S tage-II
LBOD Core Proorau e
(Spinal Drain)Kotri Stage IKotri Part II Stage IIN . Dadu Phase-I

1972-82  347 .842
1973-86 0 .000 0 .000 1244.625

 1 .350 1 .121 45i .5B7

1984-89 0 .464 0 .385 303 .140
1976-8? 0 .347 0 .29? 744 .15 9

Sub-Total:- 2 .S62  2.399  3 122 4 13

Tile Drainaqe Project
1977-B5 0 .045 0 .03 1 569 .767
1930-96 0 .000 0 .000 54 .019

 feast Xhairpu rReplacement of TubeMells

 TOTAL S iND:

BALUCH ISTAf

5 .136  4 .298  6191.M l

Surf2"2 Prd ifl ace Project
1 . iatrd in 1974-60  0 .037  0 .074-   72 . 329
2 . Hairoin II I -36-S9   0 .090  0 .08 7   65 .550

TOTAL BAIUCH ISTAN 0 .17 7  0 16 1   158 .179

N .al.F .P .

蝣 Tubeviel l Projects

Peshawar SCAPP H 72-F2   0.136  0.U S   190.012
1. Pdbbi i & n 1979-62
0X. Joe S/ietfcK 1975-79

fo ft r &hari 1975-79
(.

6.

 AWL Alonj) Peshawar Cityttardan Phase-! 1972-79
1979-80 Taken in ongoing SCARPS 78.642

1976-82 0.090 0.080 72.6*6
(Yar Hussain Sharif)
Bannu

蝣
TOTAL N.K.F.Pi 0.226  0.198   341.500

TOTAL (COMPLETED SCARPS) 12.593  10.923  11133.709



A N N E X . -I H

P a g e 3 o f 4－2．実施中の地区

PRESENT IMPLEMENTATION PROGRAMME
(ON-GOING SCARPS)

1                             I        I
! Year of ! Gross I         I

Sr. !                   ! Construe- ! Area ! CCA  ! Estiiated
No . !   S C A R P S      1 tion  ! (H .A .) ! (H .A .) ! Cost (H .RsJ

PUNJAB
TuEew ll Projects

SCARP V
0 .350 267 .703
0 .054 295.204

1.   Gojra t Khetiara Phase II 1989-90 0.4372 .   Shorkot Kaialia (Saline ) 1989-93 0 .056

SCARP VI
3 .   Pan inad Abbasia (Unit II to V ) 198 1-89 1 .440
4.  Hadali sub unit    19B7-91 0 .1M

1.267 3306.000
0 .137 275 .160

5.   Scarp Trans ition       1986-91 295 .555

Sub-total                 2 .117 1.808  4439 .622

Surface Drainaqe Project
6 .    Su kh Beas Below B.S Link Phase-I 1989-93  0 .8 13 0 .738  348 .780

Sukh Nai Ou tfall Channel

SCARP V III
0 .571  1304 .9047.   Fordwah Sad iqia Phase-I     19BB-72 0 .618

Sub-tota l                  1.43 1 1.309  1653 .684

Tile Drainaoe Project

0 .10? 12B9 .860
0 .094 1008 .666

SCARP V    2/
8 .   Loner Rechna (Drainage IV ) 19B3-91 0.1309.  Khushab Sub Unit    1983-93 0 .10 5

Sub-tota l                 0.235 0.203  2298 .526

TOTAL PUNJAB               3 .783 3 .320  B391 .B32

S IND

Su rface Drainage Projec ts
1.    North Dadu Phase-II        1989-72  0-170 0.146   314 .7B3
2 .   LBOD S tage I         1986-93 1 .426 1.276  B593.520
3.    Kotri

Stage- II Part III    1989-93 1 .402 1 .165   717 .455

 TOTAL S IND    2 .998

N .H .F.P .

2.587  9625 .758

Tile Drainaoe projects
1 .    MaTdan               1979-91  0 .220 0.180  1790 .400
2 .    Chashna coanand area developmen t 19S5-90  0.157 0 .151   643.100

TOTAL N .N.F .P                   0 .377 0.331  2433 .500
TOTAL ONGO ING                   7.158 6 .238 20451.090
GRAND TOTAL '(Completed & Ongoing)     19 .751 17.161 32067 .931



A NN E X " I I I

P a g e k o f k

－3．将来事業

F U T U R E P L A N O F P R O J E C T S T O B E I M P L E N E T E D B Y W A P D A

T o t a l C o s t
P R O J E C T S       (M i l l i o n R s .

P U N J A B

)

1 . D . G . K h a n S a l i n e                     6 1 8

2 . S u k h B e a s                     3 9 3

3 . C .B . D .C . P h a s e - I I                9 0 0

k . F o r d w a h S a d i q i a P h a s e - I I          2 2 0 0

5 ｫ U p p e r R e c h n a R e m a i n i n g 10 0

S I N D H

!�" K o t r i S u r f a c e 10 0 0

N .W . F . P .

P e h u r 8 l

B a n n u P h a s e - I I                     18 l

3 . K a f u r D h e r i P h a s e - I I               2 ^ 5

4 . s w a b i                   2 4 6 3

5 . D u a b a D a u d Z a i                 1 9 5



参考D－4

Government of Pakistan

NewIrrigation Projects

Stemming From

Water Apportionment Accord

Ministry of Water and Power
APRIL 1991



New Zrrigation pro〕eCtS

Zntroduction

Pakistan，S population has continued to grow at an

annual rate of over　3　percent・Presentiyr the populationis

estimated to be over lO5　million and is expected to reach

the150　million mark by the turn of the century・The average

size of land holding has been decreasing at an alarming

rate，and the cropped area per person has deciined from O・78

acre in　1950　　t0　　0．43　　acre in　1990．　Due to this

fragmentation，　the number of farms has nearly doubled・

Unless．　therefore′　　additional land is brought under

cultivation，it would be difficult for Pakistan to remain

self－Sufficient in f00d．Aside from rna〕Or PrOblems in the

way of irnporting deficit food／the iogistics in storage′

transportation and handling may becorne animpossible taskl

Say by the Year　2000・

The non－eXPloitation of available surpius water

in Pakistan，　Will make even the quantum of existing

irrigation water to deciine・　This is so because

sedimentation of Tarbela．Mangla and Chashma Reservoirsis

resultingin a gradual depletion of the storage capacity of

the system・With somel・4　MAF of storage water alreadylost，

it is becoming an impossible task to even sustain the

present level of irrigation supplies・EvidenヒIy，Waヒer

－99－



deprivation is bound to cause rna〕Or SOCial and p01itical

dislocations．Unless．therefore，timely actions are taken

t0　0ffset the effects of decaying（existing）storages．and

the population growth′　We Wiil certainly be brought to the

brim of an irreversible economic crisis．　The scenario

includes acute water shortages and its consequent adverse

effects on agriculture andindustry，PreCiPitating a multiq

dimensional failure．

The resolution of long一〇utStanding water

Apportionrnentissue has paved the way for future developrnent

Of Water Sector Pro〕eCtS．The Provinces．　after reaching a

COnSenSuS On Water Apportionment，nOW Plan to translate the

historic Accordinto pro〕eCtS SO that their benefits trickle

down to the country；Particularly to the rurai sections of

SOCiety．The Provinces have thus formuiated a planincluding

SChemes which they classify as priority pro〕eCtS・Some of

these pro〕eCtS may nOt be financially as viable as some of

the other ones．nevertheless．　they cater for the lesser

developed areas who have usuailY been denied the bulk of

developrnent on the basis of p00r benefit／cost ratios and

Other economi．c considerations．

Zt is emphasised that this proposai should be

implemented as s00n aS pOSSible to enabie the nation to

resume the path of progress in the water sector developrnent

Which has remained entirely static over the preceding decade

Or SO．



Summary of projects put forth by the Provinces, is

tabulated on Pages 4, 5 & 6,and a brief description of each

is given on Page 7 onwards. It may be appreciated that while

detailed information is available for most of the projects,

investigations on others were held up awaiting a consensus

on the Apportionment Issue.



S U M M A R Y O F P R O J E C T S

A r e a to b e W a te r

Ir r ig a t e d   R e q u i r em e n t

(M i l l i on    (M i l l i o n C o s t

N a m e o f P r o j e c t A c r e s ) A c r e F e e t)

P U N J A B

(M i l l io n R s )

1 . G r e a te r T h a i C a n a l     1 .5 6        2 . 10 3 ,5 0 0

2 . D a i a l B r a n c h E x t e n t i o n 0 .4 2        0 .6 9 1 ,5 0 0

3 . J a l a l p u r C a n a l      0 . 1 6      0 .5 4 1 ,3 0 0

4 . L in i n g o f D i s t r i -    -     (- ) 1 .7 0 2 2 ,0 0 0

b u t a r i e s & M in o r s

5 . R e - o p en in g o f       0 . l l 6 4

A b o n d o n ed A r e a o n

H a k r a B r a n c h

6 . E x t en s i o n o f I r r i-     0 .6 6 7 5

g a t i o n t o S m a l l e r

C h o l i s t a n

7 . E x t e n s i o n o f         2 .2 7 7 ,8 4 9

I r r i g a t i o n t o

G r ea t e r C h o l i s ta n

8 . R e m o d e l l i n g o f T h a i   -        1 .8 1 ,0 0 0

C a n a l

9 . M a r a l a R a v i L in k 1 ,7 0 0

B a m b a nw a l a - R a v i-

B e d i a n - D i p a l p u r L i n k

Sy s t e m I m p r o v em en t

10 . R e m o d e l l in g o f 15 ,0 0 0

E x i s t in g c an a l a n d

H e a d w o rk s

S u b T o ta l (P u n j ab ) 5 . 1 2 3 .4 3

S IN D H

5 4 ,5 8 8

l l . M a k h i F ra sh L i n k      0 . 17       0 .4 6 0 3

C a n a l



Area tO be Wa亡er

Irrlgated Requlrenen亡

（Hllllon　　　（Hllllon Cos亡

NaTne Of Project Acres）　　　Acre Feet）　（Milllon Rs）

12．Remodelling of O．26　　　　　1．1　　　　　　1，006

North Wes亡ern Cana1

13．　Ralnee Canal O．15　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　565

Project

14．　Thar Canal O．10　　　　　　　0．45　　　　　　　　　434

15・Hamal Lake Develop－　　　0・10　　　　　★　　　　　　　1・077

tnen亡　Project

16・Sehwan Barrage l・35　　　　　1・74　　　　　　9・380

Complex

17．Llnlng of　　　　　　　　　　　　　　（－）0．09　　　　　　　800

Dis亡rlbutaries

and Hlnors

18・Remode111ng of Dadu O・54　　　　1・45　　　　　　　800

Canal Systetn

l9．　Accelera亡ed　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5，100

Programe of

WaterL．Course

lTtlprOVementln

Slndh

Sub－Totals（Slndh）　　　2．67　　　　　　5．05　　　　　19，765

N W F P

20．CRBC Gravlty O・35　　　　　1・52　　　　　　5，500

21．Pehur tligh Level O・17　　　　　0・50　　　　　　2・061
Llnk Cana1

22．　Gomal Zarn Mul亡1－　　　　　0．15　　　　　　0．32　　　　　　　8，707

purpose Projec亡

23．　CRBCIs亡　LlfC　　　　　　　0．35　　　　　　1．65　　　　　　　2，864

24．　Conservation of　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　450

Wa亡er by Llnlng of

Smali　工rrlga亡lon

Channels ln NWFP



A r e a t o b e W a t e r

I r r i ga t e d R e q u i r e m e n t

(M i l l i o n (M i l l io n C o s e

N am e o f P r o j e c t       A c r e s ) A c r e F e e t ) (M il l io n R s )

2 5 . Sm a l l I r r i g a t i o n * 1 ,7 5 0

S c h e m e s (N e w C a n a l s )

S u b - T o t a l s (N VJF P ) 1 . 0 2 3 .9 9 2 1 ,3 3 2

BA L O C H I ST A N

2 6 . K i r t h a r C a n a l        0 .0 7 0 .2 4 50 0

R em o d e l l in g

2 7 . R em o d e l l in g o f      0 .6 0 0 .8 9 3 ,0 0 0

P a t F e e d e r C a n a l

28 . K a c h h i C a n a l         0 .2 5 0 .6 9 4 ,0 0 0

2 9 . u c h .M in u t y .F a i za b a d ,  0 . 10 0 .4 0 *

F r o n t i e r ,K h a n W ah &

D i r e c t O u tl e t s f r om

D e s e r t C an a l

Su b - T o ta l s (B a lo ch i s t a n ) 1 .0 2

T o t a l (P a k is ta n ) 9 .8 3

* F ig u r e s n o t y e t av a i l a b l e

2 .2 2

14 .6 9

7 ,50 0

10 3 ,1 8 5



PROJECTS　工N PUNJAB PROVZNCE

Greater Thal Pro〕eCt

The Greater Thal desert，having a cultivable area

Of nearlyl・56　million acres′islargelylocatedin Bhakkar

and Layyah Districts・The average annual rainfall ranges

from　8　t014　inches．There are oniy a few tubewe11s and

persian wellsin the arear restricting agriculture to merely

25，000　acres．　The Greater Thai Canal can offtake from the

existing Chashma－Jhelum Link Canal・An offtake regulator

near Adhikot alreadY eXists which was constructedin1971・

The Greater Thal Pro〕eCt WOuld command a culturable area

（CCA）ofl．56　million acres．It envisages the construction

of a canal with a capacity oflO／500　cusecs′　alongwith a

network of distribution channels．　The total annual

requirement of water wouid be　2・l MAF，and the Pro〕eCt

would cost Rs　3，500　million．

Dajai Canai ExtensiOn

The extension of Dajai Branch of Dera Ghazi Khan

Canal System had been planned along time ago to cater for

the water requirements of sorne　416，000　acres of presently－

barren but highly productiveland・The additional supply at

the head of the channel would be　3，400　cusecs with an annual

water requirement of O・68MAF・The pro］eCt COStis estimated

at Rs l，500　million．



JAI．ALPUR CANAL PROJECT

There is a vast tract of fertiie iand on Right

Bank of Jhelum river downstream Rasui Barragein Pind Dadan

Khan and Khushab Tehsil，but without irrigation water．This

WaS riverine area prior to the consヒruction of Mangla

reservoir，but presentlyit does not receive any water．This

Pro〕eCt aims at solving problem through the construction of

Jalalpur Canal offtaking from the right bank of the existing

Rasul Barrage．

The pro］eCt Wiil irrigate　159，000　acres out of

192，000　gross area．　The total water requirement will be

O．54　miilion acre feet（MAF）with a canai capacity of l′460

CuSeCS．　The estimated cost of the pro〕eCt is Rs l′300

million．

L工NZNG OF D工STR工BUTARZES AND H工NORS

Zn order to make up for an expected snortfall ofl

MAF in Rabi Season，（in punjab）．proper management and

COnSerVation of water losses in the conveyance system is

necessary through lining the Distributaries and Minors upt0

30　cusecs discharge．

The Federal Government has aiready accorded

COnCePt Clearance tolining of distributaries and rninorsin



Punjab comprising　9，000　miles of irrigation channels with

discharge upto　30　cusecs at an estimated cost of Rs　22

billion・　After the completion of the proposedlining work，

itis expected that about O・65　MAF can be saved during Rabi

Season（in addition t01．05　MAF during Kharif season）which

Willlargely offset the Rabi shortfall afterimplementation

Of the Water Apportionment Accord．

RE－OPENZNG OF ABANDONED AREA

ON HAXRA BRANCfI

The Pro〕eCt COnSists of entire abandoned area having

113，000　Acres of Hakra Left and Hakra Right distributaries．

The total discharge requirement at head of Sadiqia Canal

WOrks out to be　633　cusecs・　This will be on a．perenniaト

SuPPly basis．

The additional．suppIY Of　633　cusecs is required at

Sulernanki Headworks．During floodsin river chenab．it would

be possible to have this additional supply diverted through

Qadirabad　－　Balloki and Balloki－Sulemanki Links to Sulemanki

Headworks，howeverin other months the supplies will have to

COme from Mangla through Rasul　－　Qadirabad Link・　Necessary

remodelling of theselinks will thus be necessary・Estimated

COSt Of the pro〕eCt is Rs　64　rnillion which includes the

remodeiling of Eastern Sadiqia Canal．



EXTENSION OF IRRIGATION TO SMALLER CHOLISTAN

This is a scheme for extending irrigation to state

lands of Smaller Cholistan with a gross culturable area of

570,000 acres out of which 456,000 acres is proposed to be

served. Total requirement of canal water supply at the head

of main canal (Eastern Sadiqia) will be 2,600 cusces. The

total cost of the scheme would be Rs 675 million.

EXTENSION OF IRRIGATION TO GREATER CHOLISTAN

There is 7,000 square mile of Cholistan area south of

old Hakra River, which passes along present irrigation

boundary of Eastern Sadiqia, Bahawal Abbasia and Punjnad

Canals. Thus far, no means of irrigation have been

provided for this area. The area proposed to be brought

under irrigation is 2,273,000 acres out of 3,410,000 Acres

of gross area. A discharge of 13,700 cusecs is required.

The cost of the project is estimated to be approximately Rs

7,849 million.

REMODELLING OF THAL CANAL

Thai Canal, which off takes from Jinnah Barrage, has

an existing discharge capacity of 7,500 cusecs and



irrigateS a Part Of Thal Desert・To meet the additional

dernands of irrigation water and to bring rnore area under

irrigationl remOdeiiing of this Canal has been planned so

that its discharge capacity can be increased from　7，500

cusecs to lO′000　cusecs．The Gross Corrunanded Area would be

2，349　mi11ion acres out of whichl．912　million acres will be

brought under irrigation・　After improvement，it will

require1．83　MAF of water・The estimated cost of the pro］eCt

is Rsl′000　million．

HARALA RAV工　も工NX AND BAHRANWAもA－RAV工－

BED工AN－D工PALPUR L工NK SYSTEM

工hPROVE朗RNT

This Link Canai System was builtin1950S・　Due to

siltation and other factors′　the capacity has been greatly

reduced and has consequently affected agriculture in an

adverse manner．

Toincrease the agriculturalintensity of the area，

the Pro〕eCt enVisages‥

1．Restoration of the original capacity of Maral∂－

Ravi Link Canal，

2．ェncreasein the dischargeJCaPaCity of Ravi Syphon，

3・Improvement of Ravi River training and fl00d

PrOteCtion works・



The estimated cost of the project is Rs 1,700

million.

REMODELLING OF EXISTING CANALS AND HEADWORKS

The existing canals and headworks which were

constructed long time ago, are in a poor state. In order to

improve the efficiency of the headworks and the existing

canals, remodelling would be carried out which would include

replacement of a large number of barrage gates and

strengthening of embankments of the system.

The approximate cost of the Project is Rs 15,000

million.



PROJECTS IN SINDH PROVINCE

MAKHI-FARASH LINK CANAL

Nara Canal, after the construction of Sukkur

Barrage in 1932, utilised the old Nara inundation channel and

in certain reaches the old course of Nara River which was, of

course, in the shape of a meandering channel. In the reach

between Makhi Weir and Farash Regulator, the Nara Canal has

over the years badly silted up resulting in a drastic reduction

of its discharge - carrying capacity. The capacity of the

channel has declined, on an average from 3,100 cusecs to

approximately 870 cusecs between Makhi Weir and the Farash

Regulator.

Consequently, a re-aligned Makhi-Farash Link is

proposed to be constructed, on completion of which 24,000 acres

of new land would be irrigated and 150,000 acres of existing

land would receive additional secured water. The additional

water thus required would be 0.35 MAF, and the cost of the

Project would be approximately Rs 603 million.

REMODELLING OF NORTH WESTERN CANAL

The North Western Canal off takes from Sukkur

Barrage which was commissioned in the Year 1932. Its design



discharge at head is 5042 cusecs irrigating a total area of

933,093 acres which includes an area of 189,000 acres of

Nasirabad District of Balochistan Province.

Over the years, the increased pond level and

enhanced discharge admitted at the head, have overloaded the

structures and the Canal georaetery. Despite this overloading,

the actual demand for water is not being fulfilled. The Warah

Branch and Shahdadkot Branch tail systems are particularly

suffering badly. It is, therefore, necessary to remodel North

Western Canal according to the changed cropping pattern and

increased intensities. The required discharge of North Western

Canal has been estimated to be 15,800 cusecs and the Canal will

be remodelled to cater for this flow. An area of 257,000 acres

will be irrigated upon completion of the project. The estimated

cost of the project is Rs 1,006 million and it would require

1.10 million acre feet of water.

RAINEE CANAL PROJECT

The Government of Sindh has contemplated a proposal

for the construction of Rainee Canal off taking from Guddu

Barrage to irrigate a big belt of land along the eastern fringe

of Guddu and Sukkur Barrage Commands in Sukkur and Khairpur

Districts. This belt of barren lands, comprising flat patches

interrupted occasionally with sanddunes, stretches 88 miles in



length and 17 miles in width with total area of 980 square

miles. The Canal with a discharge of 10,000 cusecs would

irrigate an area of 0.15 million acres. The construction of the

Canal will change the ecology of arid lands and convert them

into a green belt. The total cost of the project is

approximately Rs 565 million.

THAR CANAL

One of the schemes for development of Arid zones

of Nara and Thar relates to construction of a canal to carry

surplus water from Guddu Barrage. Studies show that after

meeting all predictable requirements of established users,

10,000 cusecs of surplus water can be taken to the desert in

the months of July and August.

Investigations indicate that the canal can irrigate

about 100,000 acres of land mostly in Nara and partly in Thar

Region. It will also support a scheme to provide drinking

water to the projected population of 286,000 persons and

640,000 livestock in Thar Region. The scheme includes

development of two lakes, one in each region for storage of

about 0.45 million acre feet of water to extend the period of

water availability.

The scheme is proposed to be implemented in three

phases. Phase-I will cover construction of canal from Guddu



Barrage to Storage-I. Phase-II will extend the canal from

Storage-I located in Nara Region to Storage-II in the vicinity

of Mithi in Thar Region. In Phase-III the component of water

supply scheme spreading out from the Storage-II at Mithi will

be taken up.

The estimated cost of the project is approximately

Rs 434 million.

HAMAL LAKE DEVELOPMENT PROJECT

The present scheme envisages development of the area

in the vicinity of Hamal Lake. Covering three depressions,

this Lake was formed after construction of the Flood Protective

Bund to protect the Sukkur Command area from flood waters hill

torrents coming down the Kachhi Plain and from rainfall runoff

from the Khirthar Hill Range.

For reliable development of the area, the Hamal Lake

will have to be filled through a feeder carrying surplus water

of the Indus. Two possible alternatives from Warah Canal and

Rice Canal will be investigatd to determine the best option.

Simultaneously, the areas where stored water can be used to the

maximum advantage will also be identified, and their benefits

assessed. The total estimated cost of the project is Rs 1,077

million. It will irrigate nearly 97,000 acres of land.



SEHWAN BARRAGE COMPLEX INCLUDING
REMODELLING OF ROHRI CANAL

Government of Sindh plans to introduce a scheme known

as Sehwan Barrage complex which comprises the construction of a

fourth Barrage in Sindh on River Indus near Sehwan, and

converting Manchar Lake into a larger reservoir. The necessity

of the Barrage has arisen due to the fact that Rohri Canal and

Nara Canal, the two large and long Canals of Sukkur Barrage

having existing command areas of 2.7 million acres and 2.3

million acres, were designed with water allowance of 2.7 cusecs

per 1000 acre with Kharif and Rabi intensities of 27% and 54%,

respectively. The water allowance considered for the arid area

are inadequate and impractical. The tail systems of both the

Canals are facing problems. The command of Sukkur Barrage is

proposed to be split and commanded by Sehwan Barrage to cover:

A The entire area of Rohri Canal below kumb lima Regulator,

and sizeable area of Mithrao Canal.

B Approximate area of 50,000 acres at the tail of Dadu

Canal. The Manchar Lake will be filled upto conservation

level of 116 (above mean sea level) and will be depleted

to level of 107, yielding a useable storage of 0.5 MAF

for use in Kotri Barrage Command in the Rabi Season.

The total demand of water at Sehwan Barrage has been

derived by dividing commanded area into development units and



adopting different cropping patterns and intensities for them.

The ultimate need at Sehwan Barrage will be 1.082 million acre

feet and 0.662 million acre feet during Kharif and Rabi Season,

respectively. The total cost of the Project would be

approximately Rs 9,380 million.

LINING OF DISTRIBUTARIES AND MINORS

The canal network of Sukkur Barrage comprises 1,134

miles of main canals, 1,141 miles of branches and 3,963 miles

of distributaries and minors. While conveying the water supply

through this system, there are substantial losses on account of

evaporation and percolation. The percolation losses cause great

damage since they contribute towards building up the ground

water table, which in turn gives rise to waterlogging and

salinity; resulting in the loss of thousands of acres of

cultivable land. The situation has progressively become quite

alarming and it is high time that efforts be made to reduce

the percolation losses.

It is, therefore, proposed to undertake lining of the

canals. Due to financial constraints, only distributaries and

minors are being proposed in the initial stage and the bigger

canals will be takenupat a later stage. The total length of

distributaries & minors in Sukkur Barrage region is 3963 miles,

out of which about 500 miles are proposed to be lined in this

scheme which includes 250 miles under the command water

management-II (CWM-II) Project.



The average cost of lining based on the experience of

CWM-II is Rs 1.6 million per mile. Therefore, the total cost

of this project would be Rs 800 million and would save water

losses to the extent of 85,000 acre feet, which would

cultivate an additional area of 40,000 acres.

REMODELLING OF DADU CANAL

Dadu canal is a perennial canal, originally designed

for a discharge of 3,150 cusecs at its head. During the

process of change of cropping pattern, the canal discharge has

been increased to 5,738 cusecs.

The structures of Dadu canal system have been forced

to pass discharge over and above its safe capacity. The excess

discharge has created unsafe hydraulic conditions. The

downstream floors of the structures are thin in section and are

unsafe to withstand the hydrostatic pressuus, besides being

heavily flumed.

Accordingly, the following measures under this scheme

are proposed:

A. Remodelling of regulators where feasible.

B. Where remodelling is difficult and cannot be under-

taken because of perennial supplies, by pass

structures will be constructed to convey the extra

discharge over and above the existing design

capacity.



C. Resectioning of canal for conveying the higher

discharge.

D. Raising and Strengthening of canal banks.

E. Remodelling of bridges.

The cost of the project tentatively estimated is Rs

800 million and would provide assured irrigation water supply

of 1.45 MAF to 541,352 acres.

ACCELERATED PROGRAMME OF WATER-COPRSE IMPROVEMENT

An accelerated programme of watercourse at a cost of

Rs 5,099 million, in all irrigated areas of Guddu, Sukkur and

Kotri Barrages in (L2.82 million acres), is proposed to be

undertaken. About 100,000 watercourses are located in the

Indus Basin, of which 40,000 are in Sindh. Presently, it is an

alarming situation that Sindh is losing about 40% of the

irrigation water from the water courses before it reaches the

farmer's fields.

Studies have revealed that sizeable increase in crop

production is possible through an integrated programme of (a)

watercourses improvement to reduce delivery losses (b)

precision land levelling and (c) demonstration of modern

techniques of water management to the farmers.



The main objectives of the project are as under:

A. To renovate 20,000 water courses with proper lining,

prefabricated water control structures and

earthren channel improvements.

B. To precisely level 68,000 acres of irrigated land.

C. To establish about 670 demonstration plots with an

area of four acres each to show the best possible

use of available inputs, both Water and Non-Water.

The project would also lead to increased

agricultural production through effective utlization of

irrigation water saved by improved farm water management

practices and increased water delivery efficiency resulting in

25% increase in cropping intensities.



PROJECTS IN NWFP

CHASHMA RIGHT BANK GRAVITY CANAL(CRBC) PROJECT

CRBC Project consists of construction of a 169 miles

long main canal, 370 miles distributaries (48 Nos) and 615

structures including remodelling of existing Paharpur Canal

System. The Canal runs through two provinces and will command

an area of 570,000 acres out of which 350,000 acres fall in

NWFP and 220,000 acres in Punjab. The total cost of the

approved project is Rs 3,478 million. The Canal will have full

supply discharge of 4,879 cusecs. Total water requirement of

the project is 2;77 MAF out of which 1.52 MAF is for NWFP

component.

The project has been divided into the following three

stages:

S e r i a l N o . S t a g e R e a c h

1 S t a g e - I 5 2 M i l e s

2 S t a g e - I I 2 4 M i l e s

3 S t a g e - I I I 9 3 M i l e s

Stage-I

Stage-I of the project including its distribution

system, commanding an area of 140,000 acres was completed and



commissioned in 1*987

Stage-II

The work on Stage-II of the project commenced in

August 1988. It covers 24 miles of main canal construction and

ll distributaries, 16 minors and 24 structures. The work is in

progress and is expected to be completed in June,1991.

Stage-Ill

Stage-III of the project envisages 93 miles of the

main canal, 225 miles of distributaries (34 Nos), 69 miles of

minors/sub-minors (19 Nos) and 107 structures. It will serve

360,000 acres; 140,000 Acres in NWFP and 220,000 Acres in

Punjab.

A foreign aid of US $ 250 million is to be provided

by the Asian Development Bank under a separate loan. Stage-II

was estimated to cost Rs 1,060 million and stage-Ill is also

now likely to cost much more than its original provision. The

revised cost of the entire project (3 Stages) is estimated to

be approximately Rs 9,300 million.

PEHUR HIGH LEVEL CANAL

In the Swabi area presently served by Upper Swat

Canal, approximately 87,000 acres are not receiving the desired



level of irrigation water. To supply adequate water to this

area and to bring an additional area of 81,000 acres under

cultivation, Pehur High level Canal off taking from Tarbela

Reservoir had been planned. Its implementation was, however,

held in abeyance pending resolution of the Water Apportionment

Issue.

The Project proposes to provide full water supply to

168,000 acres in Swabi District of Mardan Division. The total

annual withdrawal of water from Tarbela Rservoir for this

Project is estimated at 0.50 MAF. The cost of the Project

would be approximately Rs 2,061 million.

CONSTRUCTION OF GOMAI, ZAM DAM MULTIPURPOSE PROJECT

The Gomal Zam Dam Multipurpose Project is expected to

cost Rs 8707 million. A Roller Compacted Concrete Gravity Dam,

would be 436 feet high with a live storage capacity of 0.894

million acre feet. It would supply a constant discharge of 425

cusecs or 320,000 acre feet of water annually.

A Powerhouse would have two units each of 65 MW

capacity, which will work 4 hours during the daily peak demand

period . Annual generation would be about 177 Gwh units

largely as a by-product. The scheme would also help in the

management of floods and safety of CRBC.



CRBC LIFT IRRIGATION PROJECT

The area which is proposed to be served by the Lift

Irrigation Project is located on the right bank of Indus river

in D I Khan District. The total requirement for an area of

348,000 acres to be served under pumping-cum-gravity flow

system of the first 60-feet lift is 1.652 MAF. The estimated

cost of the project is Rs 2,864 million.

CONSERVATION OF WATER BY LINING OF SMALL
IRRIGATION CHANNELS IN NWFP

There are 1978 miles of Irrigation channels in NWFP.

Of these, about 30% are less than 30 cusecs discharge. Most of

these channels are unlined and great amount of water wastage

occurs. By providing lining, approximately 10% of the water

can be conserved for better use, enhancing the existing

cropping intensities and improving the position of water in the

tail reaches which suffer from chronic shortages.

Approximately 50% of the discharges of the canal

system is carried though small channels of 30 cusecs or lesser

discharge. The total discharge conveyed through these small

channels is about 3115 cusecs. Therefore, at least 10% i.e. 311

cusecs of water will be saved by lining of small channels. This

additional discharge will be used for improving the intensities

of irrigation and improving the position of shortages in the

tail reaches. The total project cost is approximately Rs 450

-123-



m土11ion．

SHALL　工RR工GATZON SCHEMES

A nurnber of small irrigation schemes are being

Planned in NWFP for integrated rural developmcnt・Of these

SChemes．six（6）with an estimated cost of Rs　350　million are

ready forimpiementation・　More schemes are under preparation

at an estimated cost of Rs l′400　mi11ion．the overall cost of

these schemes would thus be approximately Rsl′750　million．



PROJECTS IN BALOCHISTAN

REMODELLING OF KHIRTHAR CANAL

Khirthar Canal is a branch of North West Caanal

which off takes from Sukkur Barrage on Indus River. The

Government of Sindh has already carried out a feasibility

study for remodelling of N.W. canal for a discharge of

15,600 cusecs whereby the Khirthar Canal Branch will also be

remodelled for a peak discharge of 2,180 cusecs. This

additional discharge aggregates to 0.18 million acre feet of

water in Kharif.

On completion of the project, the cropping

intensity of the area can be increased to 120% i.e. 57%

Kharif and 63% in Rabi. This will consume an additional

water quantity of 0.24 MAF (0.18 in Kharif and 0.06 in

Rabi). The annual cropped area woud increase by about 73,000

acres. Estimated cost of the project is Rs 500 million.

PAT FEEDER CANAL

Pat Feeder is a branch of Desert Pat Canal

off taking from Guddu Barrage. It is bifurcated into Desert

Canal and Pat Feeder Canal,the latter ultimately enters

Balochistan.



Pat Feeder Canal was left in an incomplete stage

in 1970. Presently, it can draw a peak discharge of 3,150

cusecs in Kharif while in Rabi it runs at a maximum

discharge of 2,000 cusecs. Culturable Commanded area under

this canal is 458,000 acres.

Remodelling of Pat Feeder Canal is already in

progress with the financial assistance of Asian Development

Bank and OECF Japan for a maximum discharge of 6,700 cusecs

in Kharif and the existing discharge in Rabi which is termed

as Stage-I development. With the Apportionment of the Indus

Water, now even the main canal can be remodelled for

8,200 cusecs and two additional distributaries i.e. Murad

and Kabula could be added to command an additional area of

140,000 acres (known as stage-II Development).

This would require an additional water of 0.89

MAF (0.69 in Kharif and 0.2 in Rabi). The total culturable

commanded area of the project would increase to 598,000

acres. The annual cropped area would increase by 267,000

acres. The cost of the Project is estimated at Rs 3,000

million.

KACHHI CANAL

After meeting the additional requirements of

Khirthar Branch Canal (0.24 MAF) and Pat Feeder Canal (0.89



MAF), Balochistan would still require 0.69 MAF in Kharif to

meet Kharif dry crop requirement in 251,000 acres.

The Government of Balochistan is planning to

carry out a feasibility study to arrive at the most

technically viable and economically feasible alternative to

utilise this water.

UCH, MINUTY, FAIZABAD, FRONTIER,
KHAN WAH AND DIRECT OUTLETS FROM
DESERT CANAL

Various irrigation schemes are planned to be

executed in Uch, Minuty, Faizabad, Frontier and Khan Wah

areas, besides provision of direct outlets from Desert

Canal. The total water requirement for all the schemes is

400,000 acre feet and will benefit an area of 100,000 acres.



参考E－1　農業セクターにおける我が国の協力実績（大使館資料）

1．有償資金協力

（1）　パンジャブ州農地開発事業（第16次円借）

・L／A　79．2．14

・金額　40億円

（2）　パットフィーダ水路拡張計画（第23次円借）

●L／A　87．9．18

・金額15．51億円

（3）　末端潅漑水管理事業（第27次円借）

・プレッジ　91．7．29

・金額　82．3億円

（4）　農業信用計画（第27次円債）

・プレッジ　91．7．29

・金額100億円（ツーステップローン）

2．無償資金協力

年　 度 案　　　　　　 件　　　　　　　 名 金　　　 額

70 食 糧 援 助 2 ．5 2 億 円

77 食 糧 増 産 援 助 6 ．0 0

78 食 糧 増 産 援 助 10 ，0 0

〃 〃 5 ．0 0

79 沿 岸 漁 業 開 発 計 画 （水 産 無 償 ） 4 ．00

〃 食 糧 増 産 援 助 19 ．00

8 0 食 糧 増 産 援 助 2 5 ．00

8 1 食 糧 増 産 援 助 2 7 ．00

8 2 食 糧 増 産 援 助 28 ．0 0

8 3 食 糧 増 産 援 助 29 ．00

〝 地 下 水 開 発 計 画 8 ．00

8 4 食 糧 増 産 援 助 29 ．00

〃 地 下 水 開 発 計 画 13 ．30

8 5 食 糧 増 産 援 助 2 9 ．00

－ 1 2 8 －



年　 度 案　　　　　　 件　　　　　　　 名 金　　　 額

85 地下水 開発計画 9．37 億円

86 食糧増産援助 27．00

87 ナ シラバー ド農業 開発計画 （Ⅰ） 3．96

〃 食糧増産援助 25．00

〃 地下水 開発計画 22．73

88 ナ シラバー ド農業 開発計画 （Ⅲ） 16．68

〃 食糧増産援助 18．50

89 イス ラマバー ド農村総合開発計画 （Ⅰ） 18 ．58

〃 食糧増産援助 18 ．00

〃 地下水開発計画 5 ．50

90 イスラマバー ド農村総合開発計画 （Ⅱ） 12 ．54

〝 食糧増産援助 15．00

〝 地下水開発計画 5．01

9 1 植物遺伝資源保存研究所 計画 15．67

〃 食糧増産援助 15．00

〃 地下水開発計画 5．97

3．技術協力

（1）開発調査

①パットフィーダ水路拡張計画（81，82年度）

②農村総合開発計画（84，85年度）

③米穀収穫後処理法改善計画（84，85，86年度）

④パルチスタン地下水濯漑開発計画（85，86，87年度）

⑤クラン川上流感漑計画（86，87，88年度）

⑥スワット地域農村総合開発計画（87，88，89年度）

⑦マリル川流域農業開発計画（88，89，90年度）

⑧D．G．カーン地区濯漑開発計画（90年度～実施中）

⑨コトリ幹線水指水管理システム計画（91年度予定）

（2）プロジェクト方式技術協力

・植物遺伝資源保存研究所計画

（90年度事前調査，91年度R／D予定）



K･スワット地域島村抱合開発計画(87.88,89年良)

参考E-2 農業セクターにおける協力実績

(食料増産等は除く)
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参考E-3　I BRD Sector-ffise Projects Disbursement Status

A n n ex II ]

1/
S E CT OR -W IS E P RO J EC T S D IS BU R SE M EN T STA TU S

(A s o f J un e 3 0 , 19 9 1 )

Am o un ts in 'M il l ion s '

i 3 /
C r ./ L n .No .    P ro j ec t N am e     L o ca t io n  s p .A/ C S O E Cu r r . C r/ Ln G .Fu n d s D is bu r sed    U nd isb u rs ed  C lo s in g

Am o un t F Y -9 1 To t a U / J u ly 1 ,9 0 J un 3 0 ,9 1 D at e

I . A gr ic u lt u re S ec t o r

1 . C r . K 6 1 I n te gr a ted H il t Fa rm ing A za d K a sh m ir r e s  Y e s SD R 2 0 . 10 0 .00  1 .8 3  ll .6 3  1 0 .3 0   8 .4 7 03 /3 1/ 9 2
2 . Cr . 153 3 B a luc h ist an A g r i. Ex t .  B a luc h is tan Y es  Ye s SD R  8 .2 0 0 .00  0 .7 8   5 .3 0   3 .68    2 .9 0 06 /3 0/ 9 2
3 . Cr . 169 9 / AD B P -V I            I s lam a ba d   N o   Ye s  SD R  4 7 .6 0 0 .00  0 .2 3  4 5 .2 4   2 .59    2 .36 0 6 /3 0/ 9 2

Ln .2 69 3                                       U S * 16 5 .0 0 0 .00 2 3 .9 7  16 5 .0 0  2 3 .9 7   0 .0 0 0 6 /3 0/ 9 2
4 . C r. 176 2 P un j ab & S in d A g r i. E x t . L ah o re    Y e s  Ye s SD R 3 5 .5 0 0 .00 3 .4 1  ll .4 9  2 7 .4 2   2 4 .0 1 06 /3 0/ 93

H yd e ra b ad
5 . c r .19 36 N a t ion a l O ils eed D e v    Is lam a b ad   Y e s lO/ Ye s  SD R  14 .5 0 0 .00  0 .6 3   1 .7 3  1 3 .4 0   12 .77 12 /3 1/ 96

Ln .29 73                   K a ra ch i              u s *  3 1 .4 0 0 .00  0 .0 0   0 .0 0  3 1 .4 0   3 1 .4 0 12 /3 1/ 9 6
L ah o re
P e sh aw a r

Q u e tt a
H yd e r ab ad

6 . Ln .29 86 A g r i . S ec to r Lo a n     Is lam ab ad   Y e s U / No  U S* 20 0 .00 0 .00 8 0 .3 5 2 00 .0 0  8 0 .3 5   0 .0 0 0 1/3 1/9 1

L a ho r e
K a ra ch i

7 . C r .21 53 / A g r icu ltu ra l C re d it    Is l am ab a d   Y e s 19 / Y e s SD R  1 .20 0 .0 0 0 .00   0 .0 0   1 .2 0   1 .2 0 06 /3 0 /9 6

L n .32 26                  K a r ac h i             u s* U S .5 0 0 .0 0  0 .0 0   0 .00  14 8 .5 0  H 8 .50 06 / 3 0/9 6
L ah o re

8 . C r .2 15 4 A g r ic u l tu ra l R e se a rc h II I s lam a ba d   Ye s 20 / Y e s S D R 4 4 .4 0 0 .0 0  0 .0 0   0 .00  4 4 .4 0   44 .40 06 / 2 0/9 8
Hy d e r a ba d

L ah o re
P es h aw a r

Q u e t ta

I I. Ir r iga t io n S ec to r

1 . C r .07 54 SC AR P V I            L ah o re     No   Y e s  U S *  7 0 .0 0 0 .00 10 .9 5  4 9 .99  3 0 .96   2 0 .0 1 0 6 /3 0/ 9 2

2 . C r .08 77 SC AR P M a rd a n         P es h aw a r    Y es  N o  U S t  6 0 .0 0 0 .00 9 .6 2  4 9 .9 5  1 9 .6 7   1 0 .0 5 0 6 /3 0/ 9 2
3 . c r .1 24 3 Ba l.M ino r Ir r .S A g r i D e v O ue t ta    N o   No  SD R 12 .5 0 0 .0 0  1 .8 5   8 .2 6   6 .09   4 .24 12 /3 1/ 9 1

t>. C r .13 75 D ra in a ge IV        L ah o re    Y es 7/ Y e s SD R 6 0 .3 0 0 .0 0  3 .8 6  15 .7 1  4 8 .45   4 4 .5 9 12 /3 1/ 9 1

5 . C r .K 8 7 c om m a nd W a te r M an ag em e n t Is lam a ba d  No  Y e s SD R A 3 .7 0 0 .0 0 6 .7 5  2 4 .9 3  2 5 .52   1 8 .7 7 12 /3 1/ 9 1

L ah o re
Q ue t ta

K a ra ch i
P e sh aw a r

6 . Cr .153 2 L e ft B a nk O u t fa ll D r .S t 1 H yd e r ab ad  Y e s  Ye s SD R K 7 .6 0 0 .0 1  9 .15  2 6 . 73  13 0 .0 2  12 0 .8 7 12 /3 1/9 3

7 . C r .16 03 0 n -F a rm U a te r M 9 t . il   Is la m ab ad  Y e s  Y es SD R 3 4 .8 0 0 .00  1 .6 3  3 4 .6 5   1 .7 8    0 . 15 12 /3 1/9 1

L a ho r e

Q ue tt a
P e sh aw a r
H yd e r ab ad

8 . Cr . 169 3 S CA R P T ra n s i tio n P ilo t  L a ho r e     Y e s  Y es  SD R  8 .70 0 .05  1 .5 3   4 .8 9   5 .3 4    3 .8 1 1 2/ 3 1/9 1

9 . Ln .2 24 7 R es e rv o i r H a in t .Fa c i l it ie sL a ho r e     N o   N o  U SJ  10 .20 O .ｫ  1 .3 8   9 .73   1 .8 5   0 .4 7 06 / 30 /9 1
10 . Cr . 188 8 Ir r ig . Sy s te m s R eh a b . I I Is lam ab ad  N o  Y es SD R 58 .20 0 .0 0  6 .9 9   8 .24  5 6 .9 5   4 9 .9 6 12/ 3 1/9 3

L a ho r e

H yd e r ab ad
Q u e tt a

P e sh a w ar
ll . Cr .2 00 3 F lo od D am a ge R es t .( 19 88 ) Is la m ab ad  Ye s 13 / Y es SD R 3 0 .6 0 0 .0 0 6 .76  17 .58  19 .7 8   13 .0 2 12/ 3 1/9 1

La ho re
K a r ac h i

P e sh a w ar

O u e t ta
12 . C r .20 O4 P r iv a te Tu be w e l l D ev .   L ah o re    Y es K / Y e s SD R 2 6 .3 0 0 .7 1 ll .5 6  l l .66  26 .2 0   K .64 12 /3 1 /9 4
13 . C r .22 4 5/ O n - Fa rra W a te r M g t .I l l   Is lam a b ad  Y es 23 / Y e s SD R 3 3 .4 0 0 .0 0  0 .0 0   0 .0 0    NA   3 3 .4 0 12 /3 1 /9 5

L n .33 2 7                 L ah o re            U S * 3 6 .3 0 0 .0 0 0 .0 0   0 .0 0   NA   36 .3 0 12 /3 1 /9 5

K a ra ch i

P e sh aw a r
Q ue t ta

F A TA



2/                    3 /
Cr ./ Ln .N o .   P ro je c t Nam e    L oc a t ion sp .A /C S OE C u r r . C r/ Ln G .F un d s D is bu r s ed   u n d is bu rse d  C lo s in g

       Am o un t F Y -9 1 T o ta U / J u ly l ,9 0 Ju n 30 ,9 1 D a te

I . U rb an Se c to r

1 . Cr . 134 8 L ah o re U r ba n D e ve lop m en t L ah o re N o Y es SD R 14 .80 0 .0 0 1 .26 7 .5 9 8 .47 7 .2 1 0 6 /3 0/ 922 . Cr .13 74 K ar ac h i W a te r S up p ly K a ra ch i N o Y es SD R 23 .00 0 .0 0 0 .9 2 1 9 .9 8 3 .94 3 !o2 0 6/ 3 0/ 9 13 . Cr .165 2 K ar ac h i S pe c i a l D e v . K a ra ch i Y es 8/ Y es SO R 6 5 .40 0 .0 0 l l .2 3 2 7 .88 48 .75 3 7 .52 0 9/ 3 0/ 92

4 . Cr .189 5 P un j ab U rba n D e ve lopm en t L ah o re   Y es 9/ Y e s S DR 6 5 .90 0 .0 0 6 .9 8 12 .5 3 6 0 .35  5 3 .3 7 0 3 /3 1/ 9 7

H u t t an

G u j r an u a la
S ia tko t

5 . Cr .198 7 K ar ac h i u a te r s up p ly I I K a rac h i   Ye s Y es SD R 9 7 .10 0 .0 0 l l .93  1 5 .7 0 93 .33  8 1 .40 0 6/ 3 0/ 97
6 . Cr .2 2 28 R ur a l Wa te r Su pp ly & Sa n . K a rac h i   Y es 22 / Y es S DR 96 .40 0 .0 0 0 .0 0  0 .0 0  N .A .  96 .40 0 6/ 3 0/ 00

Q ue t ta
M u za f fa ra ba d

IV . Ed uc a t ion / F am ily H e a lt h

1 . C r . 16O 2 P r im a r y Ed u c a t ion I I   Is lam a ba d  Y e s 16 / Y es SD R 53 .00 0 .0 0 7 .36 20 .24 40 .12  32 .76 0 3/ 3 1/9 2

Hy de ra ba d

Ou e t ta
Pe s ha w a r

2 . C r .16 7 0 Vo c a t io n a l T ra in ing I I  Is lam ab a d  Y e s  r es SO R 36 .6 0  1 .5 6 l l .59  14 .43  33 .76  22 .17 06 / 30 / 95

La h o re
Ka r ac h i

Qu e t ta
Pe s ha w a r

3 . C r .18 2 1 P r im a ry Ed uc a t io n I II   Is lam ab ad  Y e s 17/ Ye s SD R 1 12 .8 0  0 .0 0 6 .66  14 .4 7 1 04 .9 9  98 .3 3 1 2/ 3 1/9 3

La h or e
4 . C r .2 1O 2 S ind P r im a ry Ed u c . D ev . Hy de r ab ad  Y e s 18/ Ye s SD R 85 .20  0 .0 0 5 .19  5 .19  85 .20  80 .0 1 1 2/ 3 1/9 8
5 . C r .22 4 O Fam i ly H ea lth      Ka r ac h i   Y e s2 4/ Ye s SD R 3 1 .8 0  0 .0 0 0 .00  0 .00  N A   3 1 .80 1 2/ 3 1/ 99

Pe s ha w a r

V . Ind u s try T rad e / F in an c e

1 . C r .K 99 S m a l l S c a le Ind u s . I I   La h or e    N o  Ye s SD R 4 7 .00  0 .0 0 1 .66  44 .0 1  4 .6 5   2 .99 0 6/ 30 / 92

Pe sh a w ar

Ka r ac h i

Q u e t ta
2 . C r .164 6 / Ind u s t r ia l In v es tm e n t II Ka r ac h i   Y e s  No  SD R  2 .0 0  0 .0 0 0 .26  1 .27  0 .9 9   0 .73 0 6/ 30 /9 2

Ln .2 64 8                            u s$ 1 48 .0 0  5 .6 7 H .2 1 H I .79  20 .4 2   6 .2 1 1 2/ 3 1/9 2

3 . Ln .2 8 39 Sm a ll Ind u s tr ie s I II   La h or e    Y e s  Ye s US * 54 .0 0  0 .0 0 4 .76  9 .8 5  48 .9 1  44 .15 1 2/ 3 1/9 5

Pe sh a wa r
Ka r ac h i

Q u e tt a
4 . Ln .2 88 4 C em e n t Ind u s try Mo d e rn . La h or e    Y e s  Y es U S* 9 6 .00 60 .0 5 22 .24  2 5 .53  92 .7 1  70 .47 0 6/ 30 /9 2
5 . C r. 198 2 / Ind u s t r ia l In v es tm e n t II I Ka r ac h i    Y e s 12/ Mo  SD R  1 .50  0 .0 0 0 .56  0 .68  1 .38   0 .82 0 6/ 30 / 94

Ln .3 0 19                               u sｻ H 8 .00 44 .3 8 28 .53  3 5 .0 5 1 4 1 .48  11 2 .95 0 6/ 3 0/ 94
6 . Ln .3 0 29 F ina nc ia l S ec t o r Lo a n  Ka r ac h i    Y e s  Y es U S$ 150 .00  0 .0 0 0 .00  7 5 .00  75 .00  7 5 .00 12/ 3 1/ 9 1

7 . Ln .3 3 18 M ic ro E n te r p r is es Ka r ac h i Y e s Y es U S* 26 .00 0 .0 0 0 .00 0 .0 0 N .A . 26 .00 0 6/ 3 0/9 8

V I . C omm u n ic a t ion

1 . Ln .2 7 43 Te le c om mun ica ti on V   Is lam ab a d  Y e s  Ye s U Sｻ 100 .00 15 .2 5 3 2 .l l  7 8 .43  53 .68  2 1 .5 7 12 /3 1/ 9 1

2 . Ln .28 K H igh w ay -IV        Is lam a ba d  Ye s  Ye s U S$ 15 2 .00  0 .0 0 16 .36  4 7 .1 2 12 1 .24  104 .88 12 /3 1/ 94
3 . L n .3 2 4 1 Tr an s po r t S ec to r     Is lam a ba d  Ye s 22 / Ye s U S* 184 .00  0 .0 0 0 .0 0  0 .0 0 184 .00  184 .00 0 6 /3 0/ 96

4 . I n .3 3 3 5 Ka r ac h i P o rt M od e r n iz at ion K a rac h f   Y es  Y es U S$ 9 1 .40  0 .0 0 0 .0 0  0 .0 0  NA    9 1 .4 0 0 6 /3 0/ 9 7



2/                      3 /

Cr ./ L n .N o .    P r o je c t Nam e     L oc a t ion  Sp .A / C S OE C u rr . C r/ L n G .F un d s D is bu r sed     u nd isb u rs ed  C los ing
Am ou n t     F Y -9 1 To t a U / Ju ly 1 ,9 0 J un 3 0 ,9 1 D a te

V I I . E ne r gy S e c to r

1 . L n .2 49 9 UA P DA P ow e r IV       L a ho r e    No   Y e s U S* 100 .0 0  5 .15 15 .88  8 8 .Oo  27 .82   ll .94 12 /3 1 /9 1
2 . L n .2 55 6 WA P DA P ow e r V       La ho r e    No   Y e s U S$ 100 .0 0  5 .6 3 3 3 .3 8  8 2 .3 3  5 1 .05   17 .6 7 12 /3 1 /9 1

3 . L n .2 69 8 K o t Ad d u C om b in ed C y c le La ho r e    Ye s  N o  U S$ 90 .0 0  0 .9 9 7 .2 8  7 2 .5 7  24 .7 1   17 .43 06 /3 0 /9 2
4 . L n .2 79 2 P ow e r P lan t E f f . Imp .  La ho re    Ye s  N o  U SJ 7 0 .0 0  5 .27 15 .2 8  2 5 .0 1  60 .27  4 4 .99 06 /3 0 /9 2

5 . L n .2 84 2 R e f in er y E ne rgy C on s e rv . K a r ac h i    Ye s  N o  U S* 2 1 .0 0  0 .0 0 0 .0 0  3 .2 5  17 .75   17 .7 5 06 /3 0 /9 2
6 . I n .2 98 2 P r iv a te Se c to r E n e rg y D ev .Is lam ab ad  Ye s  Y e s U SS 15 0 .0 0  0 .00 0 . 16  0 . 16 15 0 .00  14 9 .SA 12 /3 1/9 4

Ka r ac h i

La h o re

7 . Ln .3 107 E ne rg y S ec to r L oa n I I   Is lam a ba d  Y es 1 5/ Y e s U S ｻ 2 78 .0 0 24 .49 3 0 .9 2 12 0 .8 5 160 .0 7  1 57 . 15 2 1/ 3 1/9 1
Ka ra ch i

L ah o re

8 . Ln .3 K 7 Tr an s m is s io n E x t . & R e in f .L ah o re     Y es  Y es U S $ 16 2 .0 0  0 .0 0 6 .58   6 .5 8  16 2 .0 0  15 5 .4 2 12 / 3 1/9 5
9 . C r .20 78 / R u r a l E le c tr i f ica t io n   L ah o re    Y es  Y es SD R 29 .10  0 .0 0 0 .00   0 .0 0  2 9 . 10   29 . 10 1 2/ 3 1/9 5

L n .3 K 8                                   US * 1 23 .0 0  0 .00 0 .00   0 .0 0  12 3 .0 0  12 3 .0 0 12 /3 1/9 5

10 . L n .32 5 2 SN G PL -V I L ah o re Ye s Y es US t 19 0 .0 0 0 .0 0 5 .68 5 .6 8 N . A . 18 4 .3 2 12 /3 1/9 6

V IM . T ec h n ic a l A s s is t an c e

1 . C r . 175 5 T ec h n ic a l A ss is tan c e II I Is lam ab ad   Y e s   N o  S DR  5 .90  0 .0 0  0 .0 0   1 .9 4   3 .9 6    3 .96 12 /3 1/ 9 1

Cr .K 39 -PA K a nd IBR D L o an 23 8 0 -PA K ( Ind u s t r ia l In v es tm e n t C red i t) c lo s ed on 12 /3 1/9 1 an d S D R 2 ,6 24 .9 19 .10
an d U S$ 3 77 ,8 0 7 .1 9 c an c e l led ; an d SD R 0 .86 an d U S $ 6 .9 3 d isb u r sed r es pe c t iv e ly d u r in g FY9 1 .

1/ O n -g o in g a nd ap p ro v ed P ro j ec t s .
2 / P r o jec t D ir ec to r 's lo c a t ion .
3/ Fun d s s e t a s ide to me e t c om ni tm en t s u nd e r the Sp e c ia l C onm it me n ts i ss ue d b y th e U o r ld B an k

a t the r eq ue s t o f t he p ro j ec t e n t it ie s .

4 / e m u la t ive d isb u r sem e n t .
5 / O n -g o in g a nd s ig ne d p ro je c ts .

6 / Fo r UA P D A o n ly .
7 / Fo r O FUM on ly .

8 / Tw o S pe c ia l A c co un ts - on e e a ch fo r K M C/ KU S B an d KD A .
9 / F iv e S pe c ia l A cc ou n ts - on e e ac h P MU , LD A , W AS A , LH C an d HO A .
10 / S ix S pe c i a l A c co un ts - on e ea ch fo r fo u r p ro v in ce s , PH U an d P B C .

l l/ Fo r S t a te B an k o f P a k is t an , K a ra ch i .

12 / T wo Sp ec ia l A c co u n ts - on e ea c h un d e r L oa n a nd C red it a t Ha b ib B a nk .
13 / F iv e S pe c ia l A c co un ts - On e fo r N a t ion a l H ig h wa y B oa rd a nd on e e a ch fo r f ou r p ro v inc e s .

14 / T wo Sp ec ia l A c c ou n t s - o ne ea c h f o r Pu n j ab a n d UA PO A .
15 / E ig h t S pe c ia l A c co un t s (on e ea ch f o r U A PD A , K ES C , OG O C , S SG C , SN G P L , P HO C , S B P , En e r gy W ing o f P lg .S D e v .D iv is ion .

16 / S ev e n Sp e c ia l A c cou n t s (on e fo r Fed e r a l Ce ll an d tw o e ac h fo r p ro v in ce s ) .

17/ T w o Sp e c ia l Ac c ou n t s - o ne e ac h fo r F ed e ra l C e l l an d P un jab .

18/ Tw o Sp e c ia l A cc o un t s - o n e e a ch of D te . o f Ed uc a t io n E n gg . U o rk s , an d A dd l . S e cr e ta r y Ed u c a t ion P ig . an d C oo rd . S ind .
19 / T w o Sp e c ia l A cc o un t s - o n e e a ch fo r S t at e B an k o f P a k is ta n a nd Pu n ja b .

20 / F iv e S pe c ia l A c c ou n ts - o ne e ac h f o r PA R C , A g r i De p a r tm e n t s o f Pu n ja b , S in d , NU FP a nd B a luc h is ta n .

2 1/ T wo Sp e c ia l Ac c o un t s - o ne e ac h fo r R a i lwa y a nd H ig h wa y B o ar d .
2 2/ T h re e S pe c ia l A c co u n ts - on e ea ch fo r S ind , B a lu ch is ta n a nd A zad J am u a nd K as hm ir .

23 / F ou r S pe c ia l A c c ou n t s - on e e ac h f o r Pu n j ab , S in d , NU F an d B a lu ch is tan P ro v in c es .

24 / T w o Sp e c ia l A cc ou n t s - on e e a ch o f S ind an d M U FP .

So u rc e : Mo n th ly D i sb u rs em e n t Su m na ry .



参考E-4　USAID事業

Summaryof Agriculture and Rural Development
Sector Portfolio 1982-1993

Programs & Projects Actual & Planned Expenditures Life of
(Including Components & in Dollars (Millions) Project
Amendments) AID GOP Other

AGRICULTURAL COMMODITY & 565.0 - - 1982- 1991
EQUIPMENT PROGRAM (ACE)

AGRICULTURAL SECTOR SUPPORT 600 0 - - 1987- 1993
PROGRAM (ASSP)

Commodity Import Program (270.0)
Sector Assistance Program (270 0)
Training & Technical Assistance < 60.0)

FOOD SECURITY MANAGEMENT 35.0 4.5 - 1984- 1990
PROJECT(FSM)

Economic Policy Analysis (ll 0)
Post Harvest Management (14.0)
Agriculture Data Collection ( 10.0)

IRRIGATION SYSTEMS 205.0 74.0 174 5 1983- 1991
MANAGEMENT PROJECT (ISM)

Rehabilitation Works ( 42.0)
Gen Institutional Improvement (106.0)
Water Management Research ( 24.0)
Command Water Management ( 33.0)

FORESTRY PLANNING AND 42.0 14.5 - 1983 1991
DEVELOPMENT PROJECT (FPD)

MANAGEMENT OF AGRICULTURAL 42.0 1. 1 75 1984- 1993
RESEARCH & TECHNOLOGY
PROJECT (MART)

Research, Management &
Administration (29.0)

Wheat & Mai7.e Coordinated Program ( 6.0)
Arid Zone Research ( 7.0)

TRANSFORMATION & INTEGRATION 55.5 27.5 å - 1984- 1992
OF THE PROVINCIAL AGRICULTURAL
NETWORK PROJECT (TIPAN)

TRIBAL AREAS DEVELOPMENT 66.0 - - 1982- 1992
PROJECT (TADP)

TADP PHASE I (24.0)
TADP PHASE II (42.0)

NORTHWEST FRONTIER AREA 83.0 -- - 1983- 1993
DEVELOPMENT PROJECT (NWFADP)

Gadoon Amazai (42.0)
Kala Dhaka (28 0)
SDEP (Grant to UNFDAC) (10.0)
Drug Abuse Prevention Center ( 3.0)

BALUCHISTAN AREA DEVELOPMENT 105.0 - ~ 1984- 199 1
PROJECT (BALAD)

SARHAD RURAL SUPPORT CORP. 5.0 -- - 1989 1991

SUB-TOTAL 1803.5 121 6 175 25

æfPL 480-FOOD FOR PEACE PROGRAM 789 0 - -- 1982- 1993

TOTAL 2592.5 121 6 175 25

à"Managed by Program Office



参考F－1水源別潜漑面積の推移
（単位：百万b）

C a n a l s    T u b e C a n a l s    T u b e

y e a r /       T o t a l           v e l l i W e l l * T a n k s O t h e r s Y e a r /                     v e i l s W e l l s T a n k s o t h e r s

G o v t . P r i v a t e G o v t . P r i v a t e

1 9 7 5 - 7 6

P u n j a b 9 - 3 5 6 .6 8 0 . 0 1

 3 . 1 6 2 . 6 6 0 . 6 5 0 . 2 8 0 . 2 7

B a l o c h i s t a n o . 4 2 0 . 2 4 0 .0 5 0 . 0 3 0 . 0 1

1 9 8 2 - 8 3

P u n j a b l l . 0 3 7 . 9 0 0 . 0 1 0 . 2 0 0 . 0 6 0 . 0 4

S i n d h 3 . 0 7 2 . 5 1

 0 . 7 6 0 . 3 1 0 . 3 2

B a l o c h i s t a n 0 . 6 0 0 . 3 5 0 . 0 4

1 3 . 6 3  9 . 8 6  0 . 3 3
1 5 . 4 8 l l . 0 7  0 . 3 7         0 . 2 6  0 . 0 6  0 . 6 3

1 9 7 6 - 7 7
P u n j a b     9 . 4 7 6 . 4 8 0 . 0 1 1 9 8 3 - 8 4

S i n d h      3 . 2 2 2 . 7 1 P u n j a b    l l . 0 5 7 . 8 6 0 . 0 1       0 . 1 5 0 . 0 6 0 . 0 6

0 . 7 1 0 . 3 0 0 . 3 1 S i n d h       3 . 0 5  2 . 4 5

B a l o c h i s t a n o - 4 3 0 . 2 4 0 . 0 5  0 . 0 4  0 . 0 1 0 . 8 0  0 . 3 1  0 . 3 1

B a l o c h i s t a n 0 . 5 6  0 . 3 3  0 . 0 3

1 3 . 8 3  9 .7 3  0 . 3 7

1 5 . 4 6 1 0 . 9 5  0 . 3 5         0 . 2 1  0 . 0 6  0 . 7 2
1 9 7 7 - 7 s

P u n j a b     9 . 7 8 6 .7 6 0 . 0 1 1 9 8 4 - 8 5
   3 . 1 8 2 . 6 4   0 . 7 4 0 . 3 J 0 . 3 J

6 a l o c h i s t a n o . 5 2 0 . 3 4 0 .0 4 0 . 0 4 0 . 0 1

P u n j a b l l . 1 4 7 . 7 5 0 . 0 1  0 . 2 0 0 . 0 6 0 . 0 7

S i n d h 2 . 8 2 2 . 3 3

  0 . 8 1 0 . 3 0 0 . 3 6 0 . 0 5 0 . 0 4

1 4 . 2 2 1 0 . 0 6 0 . 3 7  2 . 7 9
Ja l o c h i s t a n 0 . 5 1  0 . 3 1  0 . 0 3

1 9 7 8 - 7 9
1 5 . 2 8 1 0 . 6 9  0 . 4 0         0 . 2 6  0 . 0 6  0 . 5 8

P u n j a b 1 0 . 0 0 6 . 3 9 0 . 0 1

S l n d h 3 . 2 6 2 . 6 3 . 0 . 0 1

  o . e g 0 . 2 8 o . ] i

B a l o c h i s t a n o . 5 3 0 . 3 ｫ 0 . 0 4 0 . 0 4 0 . 0 2

1 9 8 5 - 8 6

P u n j a b l l . 4 1 7 . 9 4 0 . 0 1 3 . 1 6 0 - 1 9 0 . 0 6 0 . 0 5

S i n d h 3 . 0 5 2 . 4 2 0 . l l 0 . 0 1

  0 . 8 2 0 . 3 0 0 . 3 7 0 . 0 5 0 . 0 41 4 . 4 7  9 . 6 4  0 . 3 7 B a l o c h i s t a n o . 5 1 0 . 3 1 0 . 0 3  0 . 0 9  0 . 0 2      0 . 0 6

1 9 7 9 - 8 0 T o t a l     1 5 . 7 9 1 0 .9 7 0 . 4 1        0 . 2 6 0 . 0 6 0 . 6 B

P u n j a b    1 0 . 3 4 7 . 1 9 0 . 0 1  2 . 6 2  0 . 2 7 0 . 0 5 0 - 2 0

S l n d h      3 . 1 7 2 . 5 7 1 9 8 6 - 8 7

0 . 7 0  0 . 2 9  0 . 3 0 P u n j a b    l l . 8 2 7 . 9 5 0 . 0 1  3 . 5 1  0 - 1 9 0 . 0 6 0 . 1 0

B a l o c h i s t a n o . 5 3 0 . 3 4 0 . 0 4 ' 0 . 0 4 S i n d h       3 . 1 3  2 . 4 5

0 . 8 4  0 . 3 1  0 . 3 9
1 4 . 7 4 1 0 . 3 9 0 . 3 5        0 . 3 4  0 . 0 5 0 . 8 7 B a l o o h i s t a n o . 5 2 0 . 3 2 0 . 0 2

] J 8 0 - 8 1 T o t a l     1 6 . 3 1 l l . 0 3 0 . 4 2        0 . 2 6 0 . 0 6 0 . 7 5

P u n j a b    1 0 . 5 6 7 . 5 2 0 . 0 1       0 . 2 5 0 . 0 7 0 . 0 5

S i n d h      3 . 0 7 2 . 5 6 1 9 8 7 - 8 8

0 . 7 4  0 . 2 9  0 . 3 3 P u n j a b    l l . 8 2 7 . 8 6 0 . 0 1  3 . 6 8  0 . 1 7 0 . 0 6 0 . 0 4

B a l o c h i s t a n 0 . 5 3  0 . 3 4  0 . 0 4 S i n d h      2 . ｫ 9 2 . 3 1

0 . 8 4  0 . 3 2  0 . 3 8

1 4 . 9 0 1 0 . 7 1  0 . 3 8         0 . 3 2  0 . 0 7  0 . 6 1 B a l o c h i s t a n o . 5 3 0 . 3 2 0 . 0 3  0 . 1 2

1 9 8 1 - 8 2 T o t a l     1 5 . 6 8 1 0 . 8 1 0 . 4 2  3 . 9 7  0 . 2 3 0 . 0 6 0 . 1 9

P u n j a b    1 0 . 9 1 7 . 8 0 0 . 0 1       0 . 2 5 0 . 0 6 0 . 0 5

3 . 1 8  2 . 6 1 1 9 8 8 - 8 9

0 . 7 8  0 . 3 0  0 . 3 6 P u n j a b    1 2 . 3 5 8 . 3 1 0 . 0 1  3 . 6 7  0 . 2 0 0 . 0 6 0 . 1 0

B a l o c h i s t a n 0 . 5 4  0 . 3 4  0 . 0 4  0 . 0 6 S i n d h       2 . 4 9  2 . 3 1

0 . 8 3  0 . 3 2  0 . 3 7

1 5 . 4 1 l l . 0 5  0 . 4 1         0 . 3 0  0 . 0 6  0 . 6 0 B a l o c h i s t a n 0 . 5 5 0 . 3 3 0 . 0 5  0 . l l  0 . 0 1

T o t a l     1 6 . 2 2 l l . 2 7 0 . 4 3  3 . 9 5  0 . 2 5 0 . 0 6 0 . 2 6

N o m i n a l

S o u r c e : - P r o v i n c i a l A g r i c u l t u r e D e p a r t m e n t s .



参考F－21圃場給水口地点（F8r血G8te）における供給可能水量の推移
（単位：百万ACFT）

150

地 表 水

辛 , 季 節 水 路 始 点 圃 場 給 水 口

地 下 水

公 共 井 戸 個 人 井 戸

全 利 用

可 能 水 星

地 表 水 地 下 水 全 利 用

年 , 季 節 水 路 始 点 圃 場 給 水 口 公 共 井 戸 個 人 井 戸 可 能 水 量

1 9 7 5 - 7 6 19 8 2 - 8 3

K h a r i f 6 2 . 9 1 3 7 . 7 6 3 . 0 8 9 . 7 1 5 0 . 5 5 K h a r i f 6 8 . 6 5 4 1 . 1 9 4 . 9 8 5 9 . 3 2

R a b i 3 6 . 0 0 2 1 . 6 6 3 . 0 8 9 . 7 2 3 4 . 4 6 R a b i 4 0 . 0 8 2 4 . 0 5 4 . 9 8 4 2 . 1 7

T o t a l 9 8 . 9 1 5 9 . 4 2 6 . 1 6 1 9 . 4 3 8 5 . 0 1 T O t a l 1 0 8 . 7 3 6 5 . 2 4 9 . 9 6 2 6 . 2 9 1 0 1 . 4 9

1 9 7 6 ー 7 7 19 8 3 ● 8 4

K h a r i f 5 8 . 4 7 3 5 . 0 8 2 . 8 2 1 0 . 2 6 4 8 . 1 6 K h a r i f 6 2 . 3 6 4 2 . 0 2 5 . 1 1 1 3 . 5 1 6 0 . 6 4

R a b i 3 8 . 8 6 2 3 . 3 2 2 . 8 3 1 0 . 2 6 3 6 . 4 1 R a b i 3 8 . 1 5 2 4 . 4 5 5 . 0 9 1 3 . 5 1 3 ■0 5

T o t a l 9 7 . 3 3 5 8 . 4 0 5 . 6 5 2 0 . 5 2 8 4 . 5 7 T O t a l 1 0 0 . 5 1 6 6 . 4 7 1 0 . 2 0 2 7 . 0 2 1 0 3 . 6 9

1 9 7 7 - 7 8 19 8 4 - 8 5

K h a r i f 6 4 . 5 3 3 8 . 7 2 3 . 1 1 1 0 . 8 0 5 2 . 6 3 Kh a r i f 6 3 . 8 6 3 8 . 7 5 5 . 0 4 1 3 . 8 8 5 7 . 6 7

R a b i 3 8 . 1 6 2 2 . 9 0 3 . 1 0 1 0 . 8 1 3 6 . 8 1 R a b l 3 4 . 5 7 2 0 . 7 5 5 . 0 4 1 3 . 8 7 3 9 . 6 6

T o t a l 1 0 2 . 6 9 6 1 . 6 2 6 . 2 1 2 1 . 6 1 8 9 . 4 4 T O t a l 9 8 . 4 3 5 9 . 5 0 1 0 . 0 8 2 7 . 7 5 9 7 . 3 3

1 9 7 8 - 7 9 19 8 5 - 8 6

K h a r i f 6 0 . 1 0 3 6 . 0 6 3 . 3 1 1 1 . 4 0 5 0 . 7 7 K h a r i f 6 0 . 3 3 3 8 . 3 7 5 . 3 7 1 4 . 2 4 5 7 . 9 8

R a b i 3 6 . 5 3 2 1 . 9 2 3 . 3 1 1 1 . 3 9 3 6 . 6 2 R a b l 3 6 . 0 1 2 2 . 4 4 5 . 3 7 1 4 . 2 4 4 2 . 0 5

T o t a l 9 6 . 6 3 5 7 . 9 8 6 . 6 2 2 2 . 7 9 8 7 . 3 9 T O t a l 9 6 . 3 4 6 0 . 8 1 1 0 . 7 4 2 8 . 4 8 1 0 0 . 0 3

1 9 7 9 - 8 0 1 9 8 6 - 8 7

K h a r i f 6 8 . 2 2 4 0 . 9 3 3 . 5 2 1 1 . 9 8 5 6 . 4 3 K h a r i f 6 1 . 9 4 4 4 . 2 4 5 . 4 2 1 4 . 6 0 6 4 . 2 6

R a b l 3 7 . 0 2 2 2 . 2 1 3 . 5 1 1 1 . 9 9 3 7 . 7 1 R a b i 3 5 . 6 3 2 5 . 4 5 5 . 4 2 1 4 . 5 9 4 5 . 4 6

T o t a l 1 0 5 . 2 4 6 3 . 1 4 7 . 0 3 2 3 . 9 7 9 4 . 1 4 T o t a l 9 7 . 5 7 6 9 . 6 9 1 0 . 8 4 2 9 . 1 9 1 0 9 . 7 2

1 9 8 0 ー 8 1 .. 19 8 7 - 8 8

K h a r i f 6 8 . 3 3 4 2 . 5 1 3 . 7 2 1 2 . 5 7 5 8 . 8 0 K h a r i f 4 5 . 2 1 5 . 5 4 1 4 . 9 6 6 5 . 7 1

R a b l 3 6 . 4 8 2 2 . 7 0 3 . 7 2 1 2 . 5 7 3 8 . 9 9 R a b i 2 6 . 0 3 5 . 5 2 1 4 . 9 6 4 6 . 5 1

T o t a l 1 0 4 . 8 1 6 5 . 2 1 7 . 4 4 2 5 . 1 4 9 7 . 7 9 T O t a l 7 1 . 2 4 1 1 . 0 6 2 9 . 9 2 1 1 2 . 2 2

19 8 1 - 8 2 1 9 8 8 一 8 9
Kh a r ⊥ 6 6 . 2 9 4 1 . 6 2 4 . 0 8 3 ●1 5 5 8 . 3 5 K h a r i f 4 6 . 2 2 5 . 6 7 1 5 . 3 1 6 7 . 2 0
R a b i 3 6 . 5 4 2 2 . 7 7 4 . 0 8 1 3 . 1 6 4 0 . 0 1 R a b l 2 6 . 4 6 5 . 6 9 1 5 . 3 1 4 7 . 4 6

T O t a l 1 0 2 . 8 3 6 4 . 3 9 8 ー1 6 2 6 . 3 1 9 8 . 8 6 T o t a l 7 2 . 6 8 1 1 . 3 6 3 0 . 6 2 1 1 4 . 6 6

m

出 所 計 画 開 発 局 水 資 源 部
S o u r c e : - W a t e r R e s O u r c e s S e c t i O n - P l a n n i n g & D e V e l O p m e n t

D i v i s i O n ■



参考F－3　土壌図



参考F－4　常時湛水及び塩害のある面積

(M i l l i o n H e c t a r e s )

W a t e r l og g e d a r e a      S a l t a f f e c t e d a r e a

0 - 1 5 0 1 5 0 - 3 0 0      M o d e ra t e S e v e r e S a l i n e
P r o v in c e   G C A  C C A   c m    cm  T o t a l  sa l i n e  s a l i n e a l k a l i T ot a l

P u n j a b    9 .3 1 8 .2 1 1 .1 8  2 . 6 4  3 .8 2  0 .4 1   1 .2 1  2 .1 0  3 .7 2

S in d h       6 .9 5 5 .1 0 1 .2 6   1 .8 7  3 . 1 3   3 .2 3    1 .8 7   -     5 .1 0
N .W .F .      0 .4 7  0 .4 0               0 .0 4                        0 .0 4
B a lo c h i s t a n o .3 1 0 .2 5               *             -     -     0 .0 4

T o t a l    1 7 .0 4 1 3 .9 6  2 .4 4   4 .5 1  6 .9 9   3 .6 4    3 .0 8  2 .1 0   8 .9 0

P e r c e n t a r e a
a f fe c t e d                1 7     3 2    5 0     2 6      2 2    1 5     6 4

*= N o m i n a l
M o d e r a t e s a l in e  : E C 8 - 1 5 nuno h s

S ev e r e ly s a l in e : E C a b ov e 1 5 rm o h s

G CA            : G r o s s c a n a l c o m m a n d e d a r e a

 C CA  : C u lt u r a b l e c a n a l c o m m a n d e d a r e a

JiJflFf CHO WAPDA



参考F－5　土地利用

( M i l l i o n H e c t a r e s )

N o t

T o t a l      a v a i l -      C u l t i -         A r e a T o t a l

a r e a      a b l e      v a t e d         s o w n c r o p p e d

G e o g r a - r e p o r t e d     f o r   C u l t - a r e a       N e t m o r e  a r e a

Y e a r /     p h i c a l C o l . ( 4 + 5 F o r e s t C u l t i - u r a b l e C o l . c u r r e n t a r e a t h a n  c o l .

P r o v i n c e   a r e a   + 6 + 7 ) a r e a  v a t i o n w a s t e ( 8 + 9 ) f a l l o w s o w n o n c e ( 9 + 1 0 )

1 0     l l

1 9 7 5 - 7 6

P u n j a b    2 0 . 6 3 1 6 . 9 7 0 . 4 2  3 . 3 4  1 . 8 9 l l . 3 2 1 . 2 0 1 0 . 1 2 2 . 0 5 1 2 . 1 7

S i n d h     1 4 . 0 9 1 2 . 7 2 0 . 6 3  4 . 5 9  2 . 0 2  5 . 4 7 2 . 2 9  3 . 1 9 0 . 5 2  3 . 7 1

N W F P       1 0 . 1 7  5 . 1 9 0 . 7 2  1 . 5 3  1 . 1 3  1 . 8 1 0 . 3 7  1 . 4 4 0 . 3 8  1 . 8 2

B a l o c h i s t a n 3 4 . 7 2 1 9 . 0 4 1 . 0 7 l l . 1 7  5 . 5 8  1 . 2 2 0 . 9 1  0 . 3 1 0 . 0 1  0 . 3 2

T o t a l .    7 9 . 6 1 5 3 . 9 2 2 . 8 4 2 0 . 6 3 1 0 . 6 3 1 9 . 8 2 4 . 7 7 1 5 . 0 6 2 . 9 6 1 8 . 0 2

1 9 8 0 - 8 1

P u n j a b     2 0 . 6 3 1 6 . 9 8 0 . 4 3  2 . 8 5  2 . 1 9 l l . 5 1 1 . 0 7 1 0 . 4 4 2 . 6 6 1 3 . 1 0

S i n d h      1 4 . 0 9 1 2 . 5 4 0 . 6 6  4 . 3 5  2 . 0 8  5 . 4 5 2 . 3 8  3 . 0 7 0 . 9 4  4 . 0 1

N W F P        1 0 . 1 7   5 . 3 6  0 . 6 9   1 . 5 4   1 . 2 0   1 . 9 3  0 . 4 5   1 . 4 8  0 . 3 1   1 . 7 9

B a l o c h i s t a n 3 4 . 7 2  1 9 . 0 4  1 . 0 7  l l . 1 7  5 . 3 9  1 . 4 1 0 . 9 9  0 . 4 2 0 . 0 1  0 . 4 3

T o t a l .     7 9 . 6 1  5 3 . 9 2  2 . 8 5  1 9 . 9 1  1 0 . 8 6  2 0 . 3 0  4 . 8 9  1 5 . 4 1  3 . 9 2  1 9 . 3 3

1 9 8 4 - 8 5

P u n j a b     2 0 . 6 3 1 7 . 0 1 0 . 4 5  2 . 9 5  1 . 8 9 l l . 7 2 1 . 0 6 1 0 . 6 6 2 . 9 6 1 3 . 6 2

S i n d h       1 4 . 0 9  1 3 . 9 3  0 . 6 6  5 . 2 0  2 . 4 7  5 . 6 0  2 . 7 8  2 . 8 2  0 . 9 0  3 . 7 2

N W F P         1 0 . 1 7   8 . 1 0  0 . 9 6   3 . 9 5   1 . 3 6   1 . 8 3  0 . 3 2   1 . 5 1  0 . 4 3   1 . 9 4

B a l o c h i s t a n  3 4 . 7 2  1 9 . C 9  1 . 0 9  l l . 1 6   5 . 3 8   1 . 4 6  0 . 8 4   0 . 6 2  0 . 0 2   0 . 6 4

T o t a l      7 9 . 6 1  5 8 . 1 3  3 . 1 6  2 3 . 2 6  l l . 1 0  2 0 . 6 1  5 . 0 0  1 5 . 6 1  4 . 3 1  1 9 . 9 2

1 9 8 5 - 8 6

P u n j a b     2 0 . 6 3 1 7 . 0 0 0 . 4 3  2 . 9 2  1 . 8 1 l l . 8 4 1 . 0 9 1 0 . 7 5 3 . 1 5 1 3 . 9 0

S i n d h        1 4 . 0 9  1 3 . 9 3  0 . 6 3  6 . 3 1  1 . 5 2  5 . 4 7  2 . 4 2  3 . 0 5 0 . 8 6  3 . 9 1

N W F P        1 0 . 1 7   8 . 3 3  0 . 9 7   4 . 1 3   1 . 3 4   1 . 8 9  0 . 4 8   1 . 4 1  0 . 4 8   1 . 8 9

B a l o c h i s t a n 3 4 . 7 2  1 8 . 5 3  1 . 0 9  l l . 1 6  4 . 8 0  1 . 4 7  0 . 9 1  0 . 5 6 0 . 0 2  0 . 5 8

T o t a l      7 9 . 6 1  5 7 . 7 9  3 . 1 2  2 4 . 5 2   9 . 4 7  2 0 . C 3  4 . 9 1  1 5 . 7 7  4 . 5 1  2 0 . 2 8

1 9 8 6 - 8 7

P u n j a b     2 0 . 6 3 1 6 . 9 8 0 . 4 5  2 . 8 3  1 . 8 5 l l . 8 5 1 . 0 1 1 0 . 0 4 3 . 4 8 1 4 . 3 2

S i n d h      1 4 . 0 9 1 3 . 9 4  0 . 4 9  5 . 4 1  2 . 3 4  5 . 7 0 2 . 5 8  3 . 1 2 0 . 8 9  4 . 0 1

N W F P        1 0 . 1 7   8 . 3 4  0 . 8 9   4 . 2 1   1 . 3 5   1 . 8 9  0 . 3 9   1 . 5 0  0 . 4 5   1 . 9 5

B a l o c h i s t a n 3 4 . 7 2  1 8 . 5 2  1 . 0 9  l l . 1 6  4 . 7 9  1 . 4 8 0 . 8 8  0 . 6 0 0 . 0 2  0 . 6 2

T o t a l      7 9 . 6 1  5 7 . 7 8  2 . 9 2  2 3 . 6 1  1 0 . 3 3  2 0 . 9 2  4 . 8 6  1 6 . 0 6  4 . 8 4  2 0 . 9 0

1 9 8 7 - 8 8

P u n j a b     2 0 . 6 3 1 6 . 9 9 0 . 4 5  2 . 8 7  1 . 8 4 l l . 8 3 1 . 4 9 1 0 . 3 4 3 . 4 4 1 3 . 7 8

S i n d h       1 4 . 0 9  1 3 . 9 3  0 . 6 5  6 . 2 3   1 . 6 0   5 . 4 5  2 . 9 6  2 . 4 9  0 . 8 7   3 . 3 6

N W F P        1 0 . 1 7   8 . 3 4  1 . 2 7   4 . 1 4   1 . 0 5   1 . 8 8  0 . 4 9   1 . 3 9  0 . 4 9   1 . 8 8

B a l o c h i s t a n  3 4 . 7 2  1 8 . 5 2  1 . 0 9  l l . 1 6   4 . 7 7   1 . 5 0  1 . 0 0  0 . 5 0   *    0 . 5 0

T o t a l      7 9 . 6 1  5 7 . 7 8  3 . 4 6  2 4 . 4 0  9 . 2 6  2 0 . 6 6  5 - 9 4  1 4 . 7 2  4 . 8 0  1 9 . 5 2

1 9 8 8 - 8 9

P u n j a b

S i n d h

N W F P        1 0 . 1 7   8 . 3 4  1 . 3 1   4 . l l   1 . 0 5   1 . 8 7  0 . 3 8   1 . 4 9  0 . 5 2   2 . 0 1

B a l o c h i s t a n 3 4 . 7 2  1 8 . 6 0  1 . 0 9  l l . 1 6  4 . 7 7   1 . 5 8  0 . 9 3  0 . 6 5  *    0 . 6 5

T o t a l

_ -_        ~ _ _ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -    __.__- - - - - - 一蝣 - - --- - - - _ _ _ __ _ _ _ _ _ _____ _ _ _ - _ ___
S o u r c e : - P r o v i n c i a l A g r i c u l t u r e D e p a r t m e n t s .

N o m i n a l



参考F－6　輝漑の有無による小麦栽培面横

（単位：千ha）

P u n j a b   S i n d h   N W F P   B a l o -  P a k i s t a n

c h i s t a n

( A r e a l O O O ' h e c t a r e s )

1 9 7 6 - 7 7

I r r i . 3 6 8 1 . 8    7 8 1 . 8    2 8 4 . 1    6 3 . 3    4 8 1 1 . 0

U n i r r i . 9 1 6 . 2    1 4 5 . 4    4 3 2 . 7     8 4 . 8    1 5 7 9 . 1

T o t a l 4 5 9 8 . 0   9 2 7 . 2   7 1 6 . 8   1 4 8 . 1   6 3 9 0 . 1

1 9 7 7 - 7 8

I r r i . 3 7 2 0 . 6    8 0 9 . 3    2 7 8 . 3     7 2 . 6    4 8 8 0 . 8

U n i r r i 8 8 0 . 6    9 6 . 9    4 1 7 . 4     8 4 . 3    1 4 7 9 . 2

T o t a l 4 6 0 1 . 2    9 0 6 . 2    6 9 5 . 7    1 5 6 . 9    6 3 6 0 . 0

1 9 7 8 - 7 9

I r r i . 3 9 1 4 . 1    9 0 5 . 9    2 8 6 . 4     9 3 . 6    5 2 0 0 . 0

U n i m . 8 9 1 . 9    1 0 2 . 7    4 1 8 . 3    7 4 . 2    1 4 8 7 . 1

T o t a l 4 8 0 6 . 0   1 0 0 8 . 6    7 0 4 . 7    1 6 7 . 8    6 6 8 7 . 1

1 9 7 9 - 8 0

I m . 4 0 6 2 . 5   9 8 2 . 7   2 9 8 . 7   1 1 0 . 6   5 4 5 4 . 5

U n i r r i . 8 8 9 . 1    4 3 . 8    4 5 8 . 8    7 7 . 5    1 4 6 9 . 2

T o t a l 4 9 5 1 . 6   1 0 2 6 . 5    7 5 7 . 5    1 8 8 . 1    6 9 2 3 . 7

1 9 8 0 - 8 1

I r r i . 4 0 6 1 . 0    9 8 8 . 4    3 0 4 . 1    1 1 2 . 3    5 4 6 5 . 8

U n i m 9 1 7 . 0     4 1 . 6    4 8 6 . 3     7 3 . 0    1 5 1 7 . 9

T o t a l 4 9 7 8 . 0   1 0 3 0 . 0    7 9 0 . 4    1 8 5 . 3    6 9 8 3 . 7

1 9 8 1 - 8 2

I r r i . 4 2 5 1 . 8    9 8 4 . 1    3 0 5 . 2    1 5 7 . 4    5 6 9 8 . 5

U n i m . 9 1 5 . 4     4 2 . 3    5 0 8 . 0     5 8 . 7    1 5 2 4 . 4

T o t a l 5 1 6 7 . 2   1 0 2 6 . 4    8 1 3 . 2    2 1 6 . 1    7 2 2 2 . 9

1 9 8 2 - 8 3

I r r i . 4 3 2 1 . 8    9 7 0 . 4    3 0 6 . 9    1 6 0 . 8    5 7 5 9 . 9

U n i m . 9 6 3 . 2     3 8 . 3    5 1 7 . 6    1 1 8 . 9    1 6 3 8 . 0

T o t a l 5 2 8 5 . 0   1 0 0 8 . 7    8 2 4 . 5    2 7 9 . 7    7 3 9 7 . 9

1 9 8 3 - 8 4

I r r i . 4 3 6 0 . 3    9 7 2 . 4    2 9 2 . 7    1 6 9 . 3    5 7 9 4 . 7

U n i m 8 8 7 . 9     3 8 . 3    5 0 0 . 9    1 2 1 . 4    1 5 4 8 . 5

T o t a l 5 2 4 8 . 2   1 0 1 0 . 7    7 9 3 . 6    2 9 0 . 7    7 3 4 3 . 2

1 9 8 4 - 8 5

I m . 4 3 0 3 . 3    9 8 9 . 9    3 0 4 . 2    1 6 7 . 3    5 7 6 4 . 7

U n i r r i . 8 6 2 . 4     3 9 . 9    4 8 1 . 4    1 1 0 . 1    1 4 9 3 . 8

T o t a l 5 1 6 5 . 7   1 0 2 9 . 8    7 8 5 . 6    2 7 7 . 4    7 2 5 8 . 5

1 9 8 5 - 8 6

I r r i . 4 4 9 4 . 0    9 9 1 . 0    3 0 5 . 0    1 7 2 . 0    5 9 6 2 . 0

U n i r r i . 8 4 9 . 0     3 9 . 8    4 7 6 . 9     7 5 . 6    1 4 4 1 . 3

T o t a l 5 3 4 3 . 0   1 0 3 0 . 8    7 8 1 . 9    2 4 7 . 6    7 4 0 3 . 3

1 9 8 6 - 8 7

I r r i . 4 7 1 4 . 1   9 9 3 . 4   3 0 2 . 3   1 9 7 . 5   6 2 0 7 . 3

U n i m . 8 5 9 . 6    4 2 . 6   5 0 0 . 5    9 6 . 2    1 4 9 8 . 9

T o t a l 5 5 7 3 . 7   1 0 3 6 . 0   8 0 2 . 8   2 9 3 . 7   7 7 0 6 . 2

1 9 8 7 - 8 8

I r r i . 4 6 6 9 . 2    9 9 1 . 5   2 9 9 . 9   1 7 7 . 3    6 1 3 7 . 9

U n i r r i . 6 7 4 . 6    3 3 . 3   4 5 6 . 6     6 . 0   1 1 7 0 . 5

T o t a l 5 3 4 3 . 8   1 0 2 4 . 8   7 5 6 . 5   1 8 3 . 3   7 3 0 8 . 4

1 9 8 8 - 8 9

I r r i 4 8 0 4 . 8   9 8 9 . 1   3 1 1 . 5   2 1 1 . 7   6 3 1 7 . 1

U i r r i 7 8 4 . 6    5 6 . 1   4 9 9 . 7    7 2 . 1   1 4 1 2 . 5

T o t a l 5 5 8 9 . 4  1 0 4 5 . 2   8 1 1 . 2   2 8 3 . 8   1 1 2 9 . 6

1 9 8 9 - 9 0

I r r i 4 9 0 8 . 0  1 0 0 5 . 6   3 3 0 . 2   2 1 4 . 2   6 4 5 8 . 0

U i m 7 5 9 . 5    3 9 . 1   5 0 5 . 4    8 2 . 5   1 3 8 6 . 5

T o t a l 5 6 .6 7 . 5  1 0 4 4 . 7   8 3 5 . 6   2 9 6 . 7   7 8 4 4 . 5

( A g r i c u l t u r a l S t a t i s t i c s o f P a k i s t a n )

- 1 4 0 -



参考F－7　農業生産指数（1980／81を100として）

A c r e a g e i n d e x

A L L

Q u a n t u m i n d e x

A l l F o o d F i b r e O t h e r F O O D   F I B E R O T H E R
Y e a r

1 9 8 1 - 8 2

C r o p s C r o p s C r o p s C r o p s C R O P S C R O P S  C R O P S C R O P S

1 0 4 1 0 3 1 0 5 1 0 7 1 0 5 1 0 2    1 0 5 I l l

1 9 8 2 - 8 3 1 0 5 1 0 5 1 0 7 1 0 3 1 0 9 1 0 9    1 1 5 1 0 0

1 9 8 3 - 8 4 1 0 5 1 0 5 1 0 5 9 6 9 6 1 0 3     6 9 1 0 8

1 9 8 4 - 8 5 1 0 5 1 0 6 1 0 6 1 0 0 1 0 1 1 0 4    1 4 1 1 0 1

1 9 8 5 - 8 6 1 0 5 1 0 6 1 1 2 9 1 1 2 0 1 1 4     1 7 0 8 9

1 9 8 6 - 8 7 1 0 9 1 1 0 1 1 9 8 6 1 2 4 1 1 5    1 8 5 9 2

1 9 8 7 - 8 8 1 0 3 1 0 1 1 2 2 8 8 1 2 7 1 0 9    2 0 6 1 0 0

1 9 8 8 - 8 9 I l l 1 1 0 1 2 4 9 6 1 3 4 1 1 8     2 0 0 1 1 2

1 9 8 9 - 9 0 1 1 2 1 1 2 1 2 3 9 3 1 3 5 1 2 0    2 0 4 1 0 8

^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ *-t �"+-"! i i�"3=

出所　連邦統計局



参考F－8作種別栽培面積

（穀物・換金作物・豆類・油種子・香辛料・野菜・果樹・その他）（単位：百万ha）

Y e a r
F 0 0 d　　　 C a S h　　　　　　　　 O i 1 －　　 V e 9 8 ト　 C o n d l －

G r ■1 n 8 t　 C r o p S t p u 1 8 8 3 ㌔ 3 0 0 4 8 、 1 b l 0 8 t m O n t S t r m l t 1 0 t h o r S　 T o t a l

1 9 7 5 －7 6
9 7 2 6 ・ 5 4　 2 6 0 9 1 4　 1 4 7 6　 8　 5 6 2　 3　 1 5 0　 1　 8 7　 1　 2 3 5　 1　 3 1 7 5　 1 8　 1 8 0 2 0

1 9 7 6 － 7 7
1 0 0 3 3　 5 5　 2 7 1 8 1 5　 1 5 3 3　 8　 6 1 9　 3　 1 3 4　 1　 8 5　 1　 2 5 2　 1　 2 8 3 6　 1 6　 1 8 2 1 0

1 9 7 7 －7 8
1 0 2 4 2　 5 5　 2 7 3 4 1 5　 1 5 4 5　 8　 5 2 5　 3　 1 4 8　 1　 9 2　 1　 2 7 3　 2　 2 9 3 1 1 6　 1 8 4 9 0

1 9 7 8 －7 9
1 0 6 6 8　 5 5　 2 7 0 7 1 4　 1 6 7 7　 9　 5 7 8　 3　 1 6 5　 1 1 1 2　 1　 2 6 7　 1　 2 1 2 6　 1 6　 1 9 3 0 0

1 9 7 9 －8 0
1 0 8 0 3　 5 6　 2 8 6 5 1 5　 1 5 5 1　 8　 5 3 4　 3　 1 5 9　 1 1 2 2　 1　 2 8 7　 1　 2 8 9 9　 1 5　 1 9 2 2 0

1 9 8 0 －8 1
1 0 7 4 5　 5 6　 2 9 9 3 1 5　 1 2 5 3　 6　 5 ．5 2　 3　 1 6 1 1 1 2 1 1　 3 0 6　 2　 3 1 9 9　 1 6　 1 9 3 3 0

1 9 8 1 － 8 2
1 1 1 1 1 5 6　 3 2 1 7 1 6　 1 3 2 1　 6　 5 4 1　 3　 1 7 3　 1 1 1 6　 1　 3 4 4　 2　 2 9 5 7　 1 5　 1 9 7 8 0

1 9 8 2 － 8 3
1 1 2 5 7　 5 6　 3 2 2 6 1 6　 1 3 3 5　 6　 5 5 9　 3　 1 9 6　 1 1 2 3　 1　 3 6 9　 2　 3 0 6 5　 1 5　 2 0 1 3 0

1 9 8 3 －8 4
1 1 2 8 3　 5 6　 3 1 7 3 1 6　 1 3 0 7　 7　 4 7 3　 2　 2 0 0　 1 1 3 2　 1　 3 9 0　 2　 3 0 3 2　 1 5　 1 9 9 8 0

1 9 8 4 －8 5
1 1 2 5 6　 5 6　 3 2 0 0 1 6　 1 4 1 5　 7　 5 0 5　 3　 2 0 5　 1 1 3 1 1　 4 0 8　 2　 2 8 0 0　 1 4　 1 9 9 2 0

1 9 8 5 －8 6
1 1 1 9 2　 5 5　 3 1 9 4 1 6　 1 4 5 2　 7　 5 0 8　 3　 2 2 4　 1 1 】5　 1　 4 3 1　 2　 3 1 4 4　 1 5　 2 0 2 8 0

1 9 8 6 －8 7
1 1 6 7 8　 5 6　 3 3 1 7 1 6　 1 5 2 2　 7　 4 6 6　 2　 2 4 6　 1 1 3 4　 1　 4 2 1　 2　 3 1 1 6　 1 5　 2 0 9 0 0

1 9 8 7 －8 8
1 0 8 8 3　 5 6　 3 4 6 4 1 8　 1 2 2 2　 6　 4 0 9　 2　 2 5 0　 1 1 3 3　 1　 4 2 7　 2　 2 7 3 2　 1 4　 1 9 5 2 0

1 9 8 8 －8 9
1 1 7 3 7　 6 0　 3 5 5 1 1 8　 1 3 9 5　 7　 4 8 1　 3　 2 6 2　 1 1 3 3　 1　 4 4 5　 2　 1 7 9 6　　 9 ・ 1 9 8 0 0

・1 9 8 9 －9 0
1 1 9 2 1 6 0　 3 5 0 5 1 8　 1 4 9 6　 8　 4 7 7　 3　 2 0 6　 1 1 4 2　 1　 4 5 0　 2　 1 6 0 3　　 8　 1 9 8 0 0

N.B. Vegetables include Potatoes.

Food Grains;
Cash crops:
Pulses:
Oilseeds:

C ondiments:

Wheat, Rice, Jowar, Maize, Bajra & Barley.
Sugarcane, Cotton, Tobacco, S.beet & Jute.
Gran, Hung, Mash, Masoor, Mattar, Other Kharif S Rabi pulses.
Rapeseed & Mustard, Sesaraum, Groundnut, Linseed,
Castor seed and other oilseeds.
Chillies, Onion, Garlic, Corriander, Turmeric & Ginger.

Source:- Provincial Agriculture Departments.

参考F－9　経営規模別農家数及び面積
（単位：百万ha）

F a r m s     F a r m  A r e a  C u l t i v a t e d  A r e a

_ __ _ _ _ _ _ _ _ _ _       _ _ _ __ _ _ _ _ _     _ _ ._ _ _ _ _ _ _ - _ _ _ _ _ -

S i z e  o f  f a r m N u m b e r       H e c t s .       H e c t s .

( H e c t a r e s ) ( M i l l . )  %   ( M i l l . )  *   ( M i l l . )

U n d e r  0 . 5 0 . 3 3         0 . 1 0         0 . 0 9

0 . 5  t o  u n d e r  1 0 . 3 7         0 . 2 8         0 . 2 5

1  t o  u n d e r  2 0 . 6 9    1 7    0 . 9 7          0 . 6 9

2  t o  u n d e r  3 0 . 6 8   1 7    1 . 6 3          1 . 5 1

3  t o  u n d e r  5 0 . 9 2    2 3    3 . 5 7    1 9     3 . 2 8    2 1

5  t o  u n d e r  1 0 0 . 7 1    1 7    4 . 7 0   2 5     4 . 1 2    2 6

1 0  t o  u n d e r  2 0 0 . 2 6         3 . 3 9    1 8     2 . 7 8    1 7

2 0  t o  u n d e r  6 0 0 . 1 0         2 . 8 0    1 5      2 . 0 3     1 3

G O  a n d  a b o v e 0 . 0 1         1 . 6 2          0 . 9 2

A l l - F a r m s 4 . 0 7   1 0 0    1 9 . 0 6   1 0 0    1 5 . 8 7    1 0 0

* =  N e g l i g i b l e .

S o u r c e : -  C e n s u s o f  A g r i c u l t u r e -  1 9 8 0 .

参考F－10　所有形態別平均私有農地両横
（単位：百万ha）

F a r m s F a r m  A r e a

N u m b e r H e c t s .       A v g .  S i z e

U n i t  o f  t e n u r e   ( M i l l . ) ( M i l l . )   %    ( h e c t . )

O w n e r  c u l t i v a t o r   2 . 2 3    5 5 9 . 9 3     5 2        4 . 4 5

O w n e r - c u m - t e n a n t   0 .  7 9     1 9 5 . 0 2     2 6        6 . 3 5

T e n a n t            1 . 0 5     2 6 4 . l l     2 2        3 . 9 1

T o t a l         4 . 0 7    1 0 0 1 9 . 0 6    1 0 0        4 . 6 8

S n u r r p ; -  r p n ^ n c :  o f  A c r r i n u l t .n r p - 1 q n n



参考F－11 品種別小麦栽培面積　　（単位：紬千トン，kg／ha）

Y e a r /     A r e a ( ' 0 0 0 ' h e c t . )    P r o d . ( �"0 0 0 �"t o n n e s )    Y i e l d U g s / h e c t )

P r o v i n c e
H Y V  O t h e r s  T o t a l   H Y V  O t h e r s  T o t a l  H Y V O t h e r s T o t a l

1 9 8 1 - 8 2

����������������������������������������������������������������������������������������������������

N W F P     5 2 5 . 1  2 8 8 . 1  8 1 3 . 2   7 4 8 . 8  2 1 3 . 4  9 6 2 . 2   1 4 2 6 7 4 1 1 1 8 3

B a l o c h i s t a n 1 3 5 . 0  8 1 . 1  2 1 6 . 1   2 5 2 . 5  6 5 . 7  3 1 8 . 2  1 8 7 0 8 1 0 1 4 7 2

T o t a l    6 1 7 2 . 0 1 0 5 0 . 9 7 2 2 2 . 9  1 0 3 9 9 . 7  9 0 4 . 5 1 1 3 0 4 . 2  1 6 8 5 8 6 1 1 5 6 5

1 9 8 2 - 8 3
P u n j a b  4 7 1 3 . 5 5 7 1 . 5 5 2 8 5 . 0  8 3 5 5 . 9 5 7 9 . 2 8 9 3 5 . 1  1 7 7 3 1 0 1 3 1 6 9 1

S i n d h     9 7 0 . 4   3 8 . 3 1 0 0 8 . 7   2 0 2 7 . 2   3 9 . 5  2 0 6 6 . 7   2 0 8 9 1 0 3 1 2 0 4 9

N W F P     5 5 7 . 6  2 6 6 . 9  8 2 4 . 5   7 8 8 . 3  2 1 0 . 1   9 9 8 . 4   1 4 1 4 7 8 7 1 2 1 1

B a l o c h i s t a n 1 2 5 . 7  1 5 4 . 0  2 7 9 . 7   2 5 0 . 2  1 6 4 . 0  4 1 4 . 2   1 9 9 0 1 0 6 5 1 4 8 1

T o t a l    6 3 6 7 . 2 1 0 3 0 . 7 7 3 9 7 . 9  1 1 4 2 1 . 6  9 9 2 . 8 1 2 4 1 4 . 4   1 7 9 4 9 6 3 1 6 7 8

1 9 8 3 - 8 4
P u n j a b  4 8 2 0 . 0 4 2 8 . 2 5 2 4 8 . 2  7 2 6 5 . 7 3 5 7 . 1 7 6 2 2 . 8  1 5 0 7 8 3 4 1 4 5 2

S i n d h     9 7 2 . 4   3 8 . 3 1 0 1 0 . 7   1 9 1 1 . 5   3 4 . 3  1 9 4 5 . 8   1 9 6 6 8 9 6 1 9 2 5

N W F P     5 4 3 . 8  2 4 9 . 8  7 9 3 . 6   7 0 4 . 3  1 5 5 . 5  8 5 9 . 8   1 2 9 5 6 2 2 1 0 8 3

B a l o c h i s t a n 1 6 1 . 8  1 2 8 . 9  2 9 0 . 7   3 3 1 . 4  1 2 2 . 1  4 5 3 . 5   2 0 4 8 9 4 7 1 5 6 0

T o t a l    6 4 9 8 . 0  8 4 5 . 2 7 3 4 3 . 2  1 0 2 1 2 . 9  6 6 9 . 0 1 0 8 8 1 . 9   1 5 7 2 7 9 2 1 4 8 2

1 9 8 4 - 8 5

P u n j a b   4 8 2 0 . 1 3 4 5 . 6 5 1 6 5 . 7  8 0 3 5 . 2 2 7 9 . 9 8 3 1 5 . 1  1 6 6 7 8 1 0 1 6 1 0

s i n d h     9 9 0 . 0   3 9 . 8 1 0 2 9 . 8   2 0 3 7 . 8   4 0 . 9  2 0 7 8 . 7   2 0 5 8 1 0 2 8 2 0 1 9

N W F P     5 5 3 . 3  2 3 2 . 3  7 8 5 . 6   7 2 6 . 2  1 4 5 . 9  8 7 2 . 1   1 3 1 3 6 2 8 1 1 1 0

B a l o c h i s t a n 1 8 3 . 4  9 4 . 0  2 7 7 . 4   3 4 7 . 8  8 9 . 3  4 3 7 . 1  1 8 9 6 9 5 0 1 5 7 6

T o t a l    6 5 4 6 . 8  7 1 1 . 7 7 2 5 8 . 5  1 1 1 4 7 . 0  5 5 6 . 0 1 1 7 0 3 . 0  1 7 0 3 7 8 1 1 6 1 2

1 9 8 5 - 8 6

P u n j a b   5 0 0 7 . 9  3 3 5 . 1 5 3 4 3 . 0  1 0 0 9 6 . 4  3 3 5 . 2 1 0 4 3 1 . 6  2 0 1 6 1 0 0 0 1 9 5 2

S i n d h     9 9 1 . 0   3 9 . 8 1 0 3 0 . 8   2 1 3 0 . 4   4 1 . 8  2 1 7 2 . 2   2 1 5 0 1 0 5 0 2 1 0 7

N W F P      5 4 6 . 2  2 3 5 . 7  7 8 1 . 9    7 4 2 . 9  1 6 3 . 6   9 0 6 . 5   1 3 6 0 6 9 4  1 1 5 9

B a l o o h i s t a n 1 7 7 . 0   7 0 . 6  2 4 7 . 6    3 4 7 . 5   6 5 . 2   4 1 2 . 7   1 9 6 3 9 2 4  1 6 6 7

T o t a l     6 7 2 2 . 1  6 8 1 . 2 7 4 0 3 . 3  1 3 3 1 7 . 2  6 0 5 . 8 1 3 9 2 3 . 0   1 9 8 1 8 8 9 1 8 8 1

1 9 8 6 - 8 7

P u n j a b   5 2 7 5 . 4  2 9 8 . 3 5 5 7 3 . 7  8 1 0 3 . 6  2 3 0 . 7  8 3 3 4 . 3  1 5 3 6 7 7 3 1 4 9 5

S i n d h     9 9 3 . 4   4 2 . 6 1 0 3 6 . 0   2 1 6 6 . 1   4 5 . 4  2 2 1 1 . 5   2 1 8 0 1 0 6 6 2 1 3 5

N W F P     - 5 8 1 . 6  2 2 1 . 2  8 0 2 . 8    7 9 7 . 8  1 6 1 . 6   9 5 9 . 4   1 3 7 2 7 3 1 1 1 9 5

B a l o c h i s t a n 2 0 4 . 9   8 8 . 8  2 9 3 . 7    4 2 9 . 9   8 0 . 8   5 1 0 . 7   2 0 9 8 9 1 0 1 7 3 9

T o t a l    7 0 5 5 . 3  6 5 0 . 9 7 7 0 6 . 2  1 1 4 9 7 . 4  5 1 8 . 5 1 2 0 1 5 . 9   1 6 3 0 7 9 7 1 5 5 9

1 9 8 7 - 8 8

P u n j a b   5 1 5 3 . 2  1 9 0 . 6 5 3 4 3 . 8  9 0 8 4 . 6 1 1 9 . 2 9 2 0 3 . 8  1 7 6 3 6 2 5 1 7 2 2

S i n d h     9 9 1 . 4   3 3 . 4 1 0 2 4 . 8   2 1 5 3 . 4   2 7 . 0  2 1 8 0 . 4   2 1 7 2 8 0 8 2 1 2 8

N W F P     5 7 9 . 2  1 7 7 . 3  7 5 6 . 5   7 7 0 . 4  1 2 8 . 8   8 9 9 . 2   1 3 3 0 7 2 6 1 1 8 9

B a l o c h i s t a n 1 5 3 . 0   3 0 . 3  1 0 3 . 3    3 5 0 . 7   4 1 . 0   3 9 1 . 7   2 2 9 2 1 3 5 3 2 1 3 7

T o t a l    6 8 7 6 . 8  4 3 1 . 6 7 3 0 8 . 4  1 2 3 5 9 . 1  3 1 6 . 0 1 2 6 7 5 . 1   1 7 9 7 7 3 2 1 7 3 4

1 9 8 8 - 8 9

�����������������������������������������������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������������������������������������������

- -    -    -    - -                        "~
T o t a l   7 0 8 5 . 4 6 4 4 . 2 7 7 2 9 . 6 1 3 8 5 2 . 4 5 6 6 . 8 1 4 4 1 9 . 2  1 9 5 5 8 7 0 1 8 6 5

  2 C 2 . 5    2 1 2 C . 5 9 3 :l** 一�"" rr. 1 s T * "  2 't :  I I * . 9

T o t a l            7 8 4 4 . 5          1 4 3 1 5 . 5        1 8 2 5

( A g r i c u l t u r a l S t a t i s t i c s o f P a k i s t a n )



参考F－12　品種別稲栽培面積
（単位：千ha千ﾄﾝ，kg／ha）

(A r e a ' O O O ' h e c t a r e a )      (P r o d u c t i o n l O O O 蝣t o n n e s )   ( Y i e l d p e r h e c t a r e i n k g s )

Y e a r / P r o v . B a o m a t i I r r i o t h a r a T o t a l B a a m a t i I r r i o t h e r *  T o t a l B a s a a t i I r r i o t h e r s T o t a l

1 9 8 0 - 8 1

P u n j a b  8 1 3 . 4 1 9 8 . 7  4 9 . 8 1 0 6 1 . 9  9 6 5 . 3  3 3 2 .0  6 4 . 4 1 3 6 1 . 7 1 1 8 7  1 6 7 1  1 2 9 3  1 2 8 2

S in d h     0 . 0 5 9 9 . 9 1 6 3 . 9 7 6 3 . 8    0 . 0 1 3 4 3 .9 2 0 6 . 0 1 5 4 9 .9  0 . 0  2 2 4 0  1 2 5 7  2 0 2 9

N .W . F . P   1 0 . 3  l l . 9  4 4 . 0  6 6 . 2   1 4 . 7   2 3 .9  6 6 , 5  1 0 5 . 1 1 4 2 7  2 0 0 8  1 5 1 1  1 5 8 8

B a l o c h i s t a n o . 0  3 0 . 6  1 0 . 6  4 1 . 2    0 . 0   9 6 . 8   9 . 7  1 0 6 . 5  0 . 0  3 1 6 3   3 1 5  2 5 8 5

T o t a l 8 2 3 . 7 8 4 1 . 1 2 6 8 . 3 1 9 3 3 . 1  9 8 0 . 0 1 7 9 6 . 6 3 4 6 . 6 3 1 2 3 . 2 1 1 9 0  2 1 3 6  1 2 9 2  1 6 1 6

1 9 8 1 - 8 2

P u n j a b  8 3 1 . 6 1 7 9 .0  7 8 . 0 1 0 8 8 . 6 1 0 3 5 .4  3 1 0 . 7 1 0 4 .8 1 4 5 0 . 9 1 2 4 5  1 7 3 5  1 3 4 4  1 3 3 3

S i n d h     0 . 0 5 9 0 .6 1 3 7 . 0 7 2 7 . 6    0 .0 1 3 9 8 . 5 1 8 5 .7 1 5 8 4 . 2  0 . 0  2 3 6 8  1 3 5 5  2 1 7 7

N .W . F . P   l l . 5  1 5 .0  4 2 . 8  6 9 . 3   1 7 .6   3 1 . 0  6 2 . 1  1 1 0 . 7  1 5 3 0  2 0 6 7  1 4 5 1  1 5 9 7

B a l o c h i s t a n o . 9  8 8 .2   1 . 4  9 0 . 5   1 . 9  2 8 0 . 6   1 . 4  2 8 3 . 9 2 1 1 1  3 1 8 1  1 0 0 0  3 1 3 7

T o t a l 8 4 4 . 0 8 7 2 .8 2 5 9 . 2 1 9 7 6 . 0 1 0 5 4 .9 2 0 2 0 . 8 3 5 4 .0 3 4 2 9 . 7 1 2 5 0  2 3 1 5  1 3 6 6  1 7 3 6

1 9 8 2 - 8 3

P u n j a b   8 2 1 . 9 2 0 2 .4  4 8 . 6 1 0 7 2 . 9  9 8 7 .3  3 5 7 . 1  6 2 .6 1 4 0 7 . 0 1 2 0 1  1 7 6 4  1 2 8 8  1 3 1 1

S i n d h     0 . 0 5 8 5 . 4 1 3 3 .2 7 1 8 . 6   0 .0 1 3 7 5 . 7 1 8 4 . 4 1 5 6 0 . 1  0 .0  2 3 5 0  1 3 8 4  2 1 7 1

N .W .F .P   1 2 . 7  1 5 . 3  4 2 .5  7 0 . 5   1 9 . 4   3 1 .6  6 1 . 7  1 1 2 . 7 1 5 2 8  2 0 6 5  1 4 5 2  1 5 9 9

B a l o c h i s t a n 1 . 7 1 1 2 . 6   1 .8 1 1 6 . 1   3 . 7  3 5 9 .2   2 . 0  3 6 4 . 9 2 1 7 7  3 1 9 0  1 1 1 1  3 1 4 3

T o t a l 8 3 6 . 3 9 1 5 . 7 2 2 6 . 1 1 9 7 8 . 1 1 0 1 0 . 4 2 1 2 3 .6 3 1 0 . 7 3 4 4 4 . 7 1 2 0 8  2 3 1 9  1 3 7 4  1 7 4 1

1 9 8 3 - 8 4

P u n j a b  8 0 3 . 3 2 2 8 . 6  6 4 .4 1 0 9 6 . 3  9 2 5 . 8  4 0 0 .8  8 2 . 8 1 4 0 9 . 4 1 1 5 2  1 7 5 3  1 2 8 6  1 2 8 6

S i n d h     o . 0 5 9 9 . 7 1 2 2 . 3 7 2 2 . 0   0 . 0 1 3 2 2 .6 1 5 S . 2 1 4 7 8 . 8  0 .0  2 2 0 5  1 2 7 7  2 0 4 8

N .W .F . P   1 3 . 5  1 5 . 3  A Z .4  7 2 . 2   2 0 . 6   3 2 .0  6 3 . 2  1 1 5 . 8 1 5 2 6  2 0 9 2  1 4 5 6  1 6 0 4

B a l o c h i s t a n 8 . 4  9 7 . 7   1 .9 1 0 8 . 0   1 8 . 8  3 1 4 .5   2 . 2  3 3 5 . 5 2 2 3 8  3 2 1 9  1 1 5 8  3 1 0 6

T o t a l 8 2 5 . 2 9 4 1 . 3 2 3 2 .0 1 9 9 8 . 5  9 6 5 . 2 2 0 6 9 .9 3 0 4 . 4 3 3 3 9 . 5 1 1 7 0  2 1 9 9  1 3 1 2  1 6 7 1

1 9 8 4 - 8 5

Pu n j a b   7 2 8 . 4 3 0 8 .8  8 3 . 4 1 1 2 0 . 6  8 5 4 .6  5 6 8 . 3 1 1 2 . 0 1 5 3 4 . 9 1 1 7 3  1 8 4 0  1 3 4 3  1 3 7 0

S i n d h      -  5 7 6 .4 1 1 3 . 3 6 8 9 . 7    -  1 2 0 8 . 3 1 3 6 . 7 1 3 4 5 . 0  -  2 0 9 6  1 2 0 7  1 9 5 0

N .W . F . P    1 3 . 6  1 5 . 3  4 3 . 5  7 2 . 4   2 1 .3   3 0 . 8  6 3 . 4  1 1 5 . 5 1 5 6 6  2 0 1 3  1 4 5 7  1 5 9 5

B a l o c h i s t a n 3 7 . 1  7 3 . 6   5 . 1 1 1 5 . 8   8 2 .4  2 3 1 . 3   6 . 1  3 1 9 . 8 2 2 2 1  3 1 4 3  1 1 9 6  2 7 6 2

T o t a l  7 7 9 . 1 9 7 4 . 1 2 4 5 . 3 1 9 9 8 . 5  9 5 8 . 3 2 0 3 8 . 7 3 1 8 . 2 3 3 1 5 . 2 1 2 3 0  2 0 9 3  1 2 9 7  1 6 5 9

1 9 8 5 - 8 6

P u n j a b   7 1 1 . 0 3 3 7 . 1  6 5 . 2 1 1 1 3 . 3  7 8 5 . 2  6 0 3 . 9  8 9 . 1 1 4 7 8 . 2 1 1 0 4  1 7 9 1  1 3 6 7  1 3 2 8

S i n d h     -  4 9 3 . 5  9 2 . 2 5 8 5 . 7   -  9 7 5 . 0  9 6 . 7 1 0 7 1 . 7  -  1 9 7 6  1 0 4 9  1 8 3 0

N . W .F .P   1 4 . 0  1 5 . 4  4 0 . 7  7 0 . 1  2 2 . 2  3 0 .8  6 0 . 8  1 1 3 . 8 1 5 8 6  2 0 0 0  1 4 9 4  1 6 2 3

B a l o c h i s t a n 3 4 . 0  5 6 . 3  3 . 8  9 4 . 1  7 5 . 7  1 7 4 .9  4 . 6  2 5 5 . 2 2 2 2 6  3 1 0 7  1 2 1 1  2 7 1 2

T o t a l  7 5 9 . 0 9 0 2 . 3 2 0 1 . 9 1 8 6 3 .2  8 8 3 . 1 1 7 8 4 .6 2 5 1 . 2 2 9 1 8 . 9 1 1 6 4  1 9 7 8  1 2 4 4  1 5 6 7

l ｻ 8 ｫ ｰ 8 7

P u n j a b   7 4 8 . 7 3 8 3 . 2  4 2 . 9 1 1 7 4 .8  7 9 1 . 2  6 9 0 .8  5 2 . 8 1 5 3 4 .8 1 0 5 7  1 8 0 3  1 2 3 1  1 3 0 6

S i n d h     - 5 9 8 . 3 1 2 2 . 7 7 2 1 .0   -  1 4 0 2 .7 1 4 5 . 8 1 5 4 8 . 5  -  2 3 4 4  1 1 8 8  2 1 4 8

N .W . F . P   1 5 .8  1 7 . 5  3 7 . 4  7 0 .7  2 4 . 8  3 5 .5  5 8 . 0  1 1 8 . 3 1 5 7 0  2 0 2 9  1 5 5 1  1 6 7 3

B a l o c h i s t a n 3 9 . 2  5 6 . 5  3 . 4  9 9 . 1  1 0 0 .9  1 8 0 . 9  2 . 9  2 8 4 . 7 2 5 7 4  3 2 0 2  8 5 3  2 8 7 3

T o t a l  8 0 3 . 7 1 0 5 5 .5 2 0 6 .4 2 0 6 5 . 6  9 1 6 .9 2 3 0 9 . 9 2 5 9 . 5 3 4 8 6 . 3 1 1 4 1  2 1 8 8  1 2 5 7  1 6 8 8

1 9 8 7 - 8 8

P u n j a b   8 1 0 . 6 2 5 0 .9  2 3 .9 1 0 8 5 . 4  9 0 3 .9 4 2 0 . 5 2 7 . 9 1 3 5 2 . 3 1 1 1 5  1 6 7 6  1 1 6 7 1 2 4 6

S i n d h     - 6 0 3 . 7 1 1 8 . 1 7 2 1 . 8   - 1 3 9 3 . 1 1 4 4 . 4 1 5 3.7 . 5  -  2 3 0 8  1 2 2 3  2 1 3 0

M . W .F .P   1 3 . 5  1 6 . 8  3 0 . 6  6 0 . 9  2 1 . 3  3 5 . 8  5 0 . 4  1 0 7 . 5 1 5 7 8  2 1 3 1  1 6 4 7  1 7 6 5

B a l o c h i s t a n l l . 2  8 1 . 2  2 . 5  9 4 . 9  1 8 . 0  2 2 0 . 4  5 . 2  2 4 3 . 6 1 6 0 7  2 7 1 4  2 0 8 0  2 5 6 7

T o t a l  8 3 5 . 3 9 5 2 . 6 1 7 5 . 1 1 9 6 3 . 0  9 4 3 . 2 2 0 6 9 .8 2 2 7 .9 3 2 4 0 . 9 1 1 2 9  2 1 7 3  1 3 0 2  1 6 5 1

1 9 S 8 - S 9

牀= 5 . S          - -;a ~

-                    _    _         -                                   _ _ _
T o t a l 1 0 0 2 . 9 8 6 3 .9 1 7 4 . 9 2 0 4 1 . 7 1 0 9 9 . 0 1 8 7 2 . 1 2 2 9 . 1 3 2 0 0 . 2 1 0 9 6 2 1 6 7 1 3 1 0 1 5 6 7

1 9 8 9 - 9 0

P u n j a b 1 0 7 3 .6 1 9 7 . 1 1 0 . 9 1 2 8 1 . 6 1 1 6 0 . 4 3 0 9 . 8 1 2 . 0 1 4 8 2 . 2 1 0 8 1 1 5 7 2 1 1 0 1 1 1 5 7      ｣ 5 5 . 3s l . =

~                                                            - -               _ - _
T o t a l 1 1 0 5 . 1 8 4 2 . 7 1 5 9 . 1 2 1 0 6 . 9 1 2 1 7 .0 1 7 9 7 . 0 2 0 6 . 1 3 2 2 0 . 1 1 1 0 1 2 1 3 2 1 2 9 5 1 5 2 8

( A g r i c u l t u r a l S t a t i s t i c s o f P a k i s t a n )



参考F－13　化学肥料生産量の推移

( I n t h o u s a n d )

U r e a A m n . N i t .  A m n . S u l p h t . S S P . N i t r o . p h o s .    T o t a l

Y e a r

T o n

n e s 4 6 % N

T o n  T o n  T o n

n e s 2 6 % N n e s 2 1 % N n e s 1 8 % P

T o n    T o n N / T o n

n e s 2 3 % N 2 3 % P n e s n e s

1 9 7 3 - 7 4 5 7 1  2 6 3 6 3   1 7  9 3   1 9  2 3 7 5 0  3 0 3
1 9 7 4 - 7 5 6 1 9  2 8 5 5 9   1 5  9 5   2 0  3 2 8 0 5  3 2 6
1 9 7 5 - 7 6 6 0 4  2 7 8 7 1   1 8  9 7   2 0  5 9   l l 8 3 1  3 2 7
1 9 7 6 - 7 7 5 9 0  2 7 1 6 5   1 7 1 0 0   2 1  6 6   1 2 8 2 1  3 2 1
1 9 7 7 - 7 8 6 0 6  2 7 9 4 7   1 2  9 5   2 0  7 6   1 4 8 2 4  3 2 5
1 9 7 8 - 7 9 6 2 1  2 8 6 8 1   2 1  9 8   2 1  9 9   1 8 4 1          9 4 0 3 6 4
1 9 7 9 - 8 0 6 1 9  2 8 4 1 9 9   5 2  9 9   2 1 1 0 1   1 8 1 3 7 3 2 3 2  1 1 5 5 4 3 9

1 9 8 0 - 8 1 9 8 0  4 5 1 2 7 3   7 1  9 7   2 0 1 0 2   1 8 1 7 1 3 9 3 9  1 6 2 3  6 4 0

1 9 8 1 - 8 2 1 1 6 2  5 3 5 3 2 1   8 4  9 4   2 0 1 0 3   1 8 2 1 1  4 8  4 8   1 8 9 1 7 5 3
1 9 8 2 - 8 3 1 8 3 2  8 4 3 3 4 0   8 8  6 1   1 3 1 0 4   1 8 2 3 8 5 5 5 5  2 5 7 5 1 0 7 2

1 9 8 3 - 8 4 1 7 9 7  8 2 6 3 8 3  1 0 0  7 8   1 6 1 0 6   1 9 3 1 6 7 3 7 3  2 6 8 0 1 1 0 7
1 9 8 4 - 8 5 1 8 1 2  8 3 4 4 0 6  1 0 6  8 6   1 8 1 0 6   1 9 3 0 8 7 1 7 1  2 7 1 8 1 1 1 9

1 9 8 5 - 8 6 1 8 2 4  8 3 9 3 9 4  1 0 2 1 0 2   2 1 1 0 6   1 9 3 2 3 7 4 7 4  2 7 4 9 1 1 2 9
1 9 8 6 - 8 7 1 9 9 4  9 1 7 4 1 3  1 0 7 1 0 1   2 1 1 0 8   1 9 3 2 3 7 4 7 4  2 9 3 9 1 2 1 2

1 9 8 7 - 8 8 1 9 8 1  9 1 1 3 3 3   8 7 1 0 7   2 2 1 0 8   1 9 3 3 4 7 7 7 7  2 8 6 3 1 1 9 3
1 9 8 8 - 8 9 2 0 0 6  9 2 3 3 5 1   9 1 1 0 7   2 2 1 4 3   2 4 3 3 1 7 6 7 6  2 9 3 8 1 2 1 2

出所　国営肥料公社及び，食糧・農業省肥料輸入届

参考F - 1 4　化学肥料消費量の推移　　rtilizer- pakistan

(販売量. N. P比　対前任比)　over previous vear and N.P ratio)

( I n '0 0 0 ' N / t o n n e s )

N .P .

Y e a r    N i t r o . c h a n g e P h o s .  C h a n g e P o t a s h C h a n g e T o t a l C h a n g e R a t i o

1 9 7 0 - 7 1   2 5 1 . 5 ( - ) 7 . 7 3 0 . 5  ( ~ ) 9 . 8  1 . 2  ( " ) 7 . 7 2 8 3 . 2  ( - ) 8 . 0  8 : 1

1 9 7 1 - 7 2   3 4 1 . 2 (+ ) 3 6 . 7 3 7 . 3  (+ ) 2 2 . 3  0 . 7  (- ) 4 1 . 7 3 7 9 . 2  (+ ) 3 3 . 9 1

1 9 7 2 - 7 3   3 8 6 . 2 (+ ) 1 3 . 2 4 8 . 7  (+ ) 3 0 . 6  1 . 3  (+ ) 8 5 . 7 4 3 6 . 2  ( + ) 1 5 . 0 1

1 9 7 3 - 7 4   3 4 1 . 9 ( - ) l l . 5 5 7 . 8  (+ ) 1 8 .7  3 . 2 (+ ) 1 4 6 . 1 4 0 2 . 9   ( " ) 7 . 6 1

1 9 7 4 - 7 5   3 6 2 . 9 (+ ) 6 . 1 6 0 . 5  (+ ) 4 . 7  2 . 1  (- ) 3 4 . 4 4 2 5 . 5  (+ ) 5 . 6 1

1 9 7 5 - 7 6   4 4 5 . 3 (+ ) 2 2 . 7 1 0 2 . 5  (+ ) 6 9 . 4  2 . 8  (+ ) 3 3 . 3 5 5 0 . 6  ( + ) 2 9 . 4 1

1 9 7 6 - 7 7   5 1 1 . 1 (+ ) 1 4 . 8 1 1 8 . 2  (+ ) 1 5 . 3  2 . 5  (- J l O . 7 6 3 1 . 8  (+ J 1 4 . 7 1

1 9 7 7 - 7 8   5 5 0 . 9 (+ ) 7 . 8 1 5 6 . 8  (+ ) 3 2 . 4  5 . 9 (+ ) 1 3 6 . 0 7 1 3 . 6  ( + ) 1 2 . 9 1

1 9 7 8 - 7 9   6 8 4 . 2 (+ ) 2 4 . 2 1 8 8 . 0  (+ ) 1 9 . 9  7 . 6  (+ ) 2 8 . 8 8 7 9 . 8  (+ ) 2 3 . 3 1
1 9 7 9 - 8 0   8 0 6 . 2 (+ ) 1 7 . 8 2 2 8 . 5  (+ ) 2 1 . 5  9 . 6  (+ ) 2 6 . 3 1 0 4 4 . 3  (+ ) 1 8 .7 1

1 9 8 0 - 8 1   8 4 3 . 0 (+ ) 4 . 6 2 2 6 . 9  (- ) 0 . 7  9 . 6   -  1 0 7 9 . 5  (+ ) 3 . 4 1

1 9 8 1 - 8 2   8 3 2 . 6 ( - ) 1 . 2 2 2 5 . 6  (- ) 0 . 5 2 1 . 8 (+ ) 1 2 7 . 1 1 0 8 0 . 0 1

1 9 8 2 - 8 3   9 5 2 . 7 (+ ) 1 4 . 4 2 6 5 . 3  (+ ) 1 7 . 6 2 5 . 6  ( + ) 1 7 . 4 1 2 4 3 . 6  (+ ) 1 5 . 1 1

1 9 8 3 - 8 4   9 1 4 . 3 ( - ) 4 . 0 2 5 9 . 8  (- ) 2 . 1 2 8 . 5  (+ ) l l - 3 1 2 0 2 . 6  (- ) 3 .3 1

1 9 8 4 - 8 5   9 3 4 . 8 (+ ) 2 . 2 2 9 3 . 8  (+ ) 1 3 . 1 2 4 .7  ( ~ ) 1 3 . 3 1 2 5 3 . 3  (+ ) 4 . 2 1

1 9 8 5 - 8 6  1 1 2 8 . 2 (+ ) 2 0 . 7 3 5 0 . 3  (+ ) 1 9 . 2 3 3 . 2  (+ ) 3 4 . 4 1 5 1 1 .7  (+ ) 2 0 . 6 1

1 9 8 6 - 8 7  1 3 3 2 . 4 (+ ) 1 8 . 1 4 0 8 . 8  (+ ) 1 6 . 7 4 2 . 6  (+ ) 2 8 . 3 1 7 8 3 .8  (+ ) 1 8 . 0 1

1 9 8 7 - 8 8  1 2 8 1 . 7 ( - ) 3 . 8 3 9 3 . 4  ( - ) 3 . 8 4 5 . 1  (+ ) 5 . 9 1 7 2 0 .2  (- ) 3 . 6 1

1 9 8 8 - 8 9  1 3 2 4 . 9 (+ ) 3 . 4 3 9 0 . 4  (- ) 0 . 8 2 4 . 5  ( - ) 4 5 . 7 1 7 3 9 .8  (+ ) 1 . 1 1

1 9 8 9 - 9 0  1 4 6 7 . 6 (+ ) 1 0 . 7 3 8 2 . 4  (- ) 2 . 1 4 0 . 1  (+ ) 6 3 .7 1 8 9 0 . 1  (+ ) 8 . 6 1

出所　　食糧・農業省肥料輸入局



参考G-l ADCA P/F実績

Project Finding Activities of ADCA in Pakistan (as of the End of F/Y 1990)

No. F.Year Term of Title of P/F Survey Report
Survey Japanese Engl ish

1 1980　2.14- 2.27　イスラマハ●･Jト●地区及びクェ･Jタ　Agricultural Developement Project

地区畑地i在耽フ●pyェクト　　with Upland Irrigation Systems in

the Suburb of ISLAMABAD and QUETTA

2 1982　8.25- 9.08　∧�"サ�"ォ�"州潤概農業開発　Irrigated Agricultural Development

計画　　　　　　　　　　Project in PUNJAB Province

3 1983　8.26- 9.08　　業･水賀源･農村盤肺　　Agriculture, Water Resources, Rural

開発計画　　　　　　　　Development Project

4 1983　9.24-10.08　ミラ二･,◆ム7'ル●ェクト　　　　HIRANI Dam Project

5　　　　　●　　クi/f u*-ン貯水弛TWェ州　BUND KHUSH DIL KHAN Reservoir Project

6　　　　　■,　　トル貯水池フ'v>/ェ州　　　　THAL Reservoir Project

7 1984　5.22- 6.08　山ラマ^◆イ周辺農村盤鯛　ISLAMABAD Rural Development Project
計画

7.27- 8.11ハ●ラ二地域i笹就農業開発　　Master Plan and Research Center for

計画　　　　　　　　　　Surface Water Resources Development
in POTWAR BARANI

9　　　　　〃　　　農村総合盤術計画　　　　Rural Development Project

10 10.20-10. 29　QUETTA地区CHAHAN地区　　QUETTA Area, CHAMAN Area and KAKAR

KAKAR-KHURASAN地区　　　KHURASAN Area Agricultural Development

Project

ll ll.02-12.08　米作機械化セント(ハ●ンシ`†フ') PUNJUB Province Rice Mechanization

Center

12　　　　　〃　　　∧●キ加ン全国圃場水管理　　PAKISTAN On-Farm Water Management

計画　　　　　　　　　　　Programme

13 1985 10.05-10.17　チョーwン地域総合開発計画Integrated Development Project in
CHOLISTAN Are8

14　　　　　〝　　　　ローラライ地区農業開発計画　　Agricultural Development Project in
網査　　　　　　　　　　　　LORALAI Areai

15　　　3.10- 3.22　チョー[)スタン地域総合開発　　Integrated Development Project in

計画(II)　　　　　　　　CHOLISTAN Area(II)

16　　　6.28- 7.26　食用油脂輸入防圧計画　　Control Planning Project for Importa一
調査　　　　　　　　　　　　tion of Edible Oil and Fat

17 1986　6.30- 7.12　スワート郡農村総合開発計画　SWAT District Integrated Rural Deve-

lopment Project

18　　　9.18-ll.01 1¥ンY¥T州畑地油耽計画　Pilot High Efficiency Water Management

Project for Sprinkler/Trickle Irrigation

System at HaZro, District Attock(Panjab)



No. F.Year term of Title of P/F Survey Report
survey Japanese Engl ish

1 9 1 9 8 7 8 . 1 6 - 8 . 2 4 ハ●ン!,◆け 州 ク●シ●エラ.) ト地 区 S m a l l H y d r o P o w e r S t a t i o n s o n C a n a l

T ) l､●●シ●エラム農 村 電 化 計 画 F a l l s i n P U N J A B

2 0 1 2 . 0 7 - 1 2 . 1 3 種 子 研 究 所 役 立 計 画 G e n e t i c R e s o u r c e s P r e s e r v a t i o n a n d

S e e d R e s e a r c h L a b o r a t o r ie s

2 1 1 9 8 8 5 . 0 7 - 6 . 0 8 米 収 悼 前 ′後 技 術 訓 練 計 画 P r e - P o s t H a r v e s t R i c e T e c h n o l o g y

D e v e lo p m e n t P r o j e c t

2 2 9 . 2 6 - 1 0 . 1 2 マげ ラタ●ム海 就 システム維 持 M A N G L A D a m I r r i g a t i o n S y s t e m M a i n t e -

管 理 強 化 計 画 n a n c e a n d M a n a g e m e n t P r o j e c t

2 3 八●ンシ●" . 州 権 耽 排 水 計 画 I r r i g a t i o n D e v e l o p m e n t i n P U N J U B

串 前 調 査

2 4 1 2 . 0 4 - 1 2 . 1 8 廃 業 農 村 開 発 の た め の ロ●仙 S u r v e y o n L o c a l E n e r g y A p p l i c a t i o n

エネルキ●I 適 用 技 術 実 態 調 査 T e c h n i q u e s f o r A g r i c u l t u r a l a n d R u r a l

S o c i e t y D e v e l o p m e n t

2 5 1 2 . 0 7 - 1 2 . 1 7 ハ●ンシ●†7 . 州 農 業 開 発 計 画 P A N J A B S t a t e A g r i c u l t u r a l D e v e lo p m e n t

P r o j e c t

2 6 1 9 8 9 6 . 2 5 - 7 . 1 2 へ●シ叩 J,耶 力7 ㌧ ル河 右 岸 K a b u r R i v e r R i g h t B a n k O v e r a l l

地 域 海 耽 開 発 基 本 計 画 I r r i g a t io n D e v e l o p m e n t P l a n S t u d y i n

P e s h a w a r D i s t r i c t

2 7 7 . 0 2 - 8 . 0 7 テ●イ●●シ●■●力■ン及 び テ●イ■■アイ I r r i g a t io n D e v e l o p m e n t B a s e d U p o n

力■ン権 慨 開 発 計 画 F l o o d W a t e r s in D . G . K h a n H i l l a n d D . I .

K h a n H i l l T o r r e n t P r o j e c t

2 8 7 . 2 1 - 8 . 0 7 A P - 川 左 岸 地 区 稚 概 計 画 H a r o R i v 即 L e f t B a n k C o m m a n d A r e a

I r r i g a t i o n P r o j e c t

2 9 〝 ハ●ルナスタン東 北 部 農 村 総 合 R u r a l D e v e l o p m e n t P r o j e c t in t h e N o r u t

開 発 計 画 E a s t B u l u c h i s t a n

3 0 北 西 辺 境 州 スモ■ルタ■ム泡 概 K o h a t a n d T e r i R i v e r B a s i n A g r i c u l t u r a l

計 画 I r r ig a t io n W a t e r D e v e l o p m e n t P r o j e c t i n

N W F P

3 1 J′ シ†ルト タ●ム7 . ロシ●エクト S h a r k y D a m P r o j e c t

3 2 北 西 辺 境 州 コ■ヒスタン地 区 K o h is t a n V a l l e y D e v e l o p m e n t P r o j e c t i n

農 村 総 合 開 発 計 画 N W F P



No. F.Year term of Title of P/F Survey Report
survey Japanese Engl ish

3 3 1 1 . 2 0 - 1 2 . 0 2 州 幹 線 水 路 水 管 理 S t u d y o n K o t o r i M a i n C a n a l s ' C o n t r o l

システム計 画 a n d T e l e c o m m u n i c a t i o n s y s t e m

3 4 〝 叶 7 T ラン連 絡 幹 線 水 路 M a k h i - F a r a s h L i n k C a n a l P r o j e c t

建 投 事 業

3 5 〝 州 ●州 海 戦 水 路 網 改 良 I m p r o v e m e n t o f I r r i g a t i o n C a n a l

促 進 事 業 S y s t e m s i n S i n d P r o v i n c e

3 6 〝 す, 仙 系 末 端 水 路 改 良 計 画 O n F a r m C a n a l s I m p r o v e m e n t i n S u k k u r

I r r ig a t i o n S y s t e m

3 7 1 9 8 9 1 1 . 2 5 - 1 2 . 1 2 果 実 ●野 菜 / 貯 蔵 加 工 I m p r o v e m e n t o f S t o r a g e - P r o c e s s a n d

流 通 改 善 計 画 M a r k e t t i n g S y s t e m o f F r u i t s a n d

V e g H a b l e s

3 8 1 . 2 5 - 2 . 0 7 l¥' ルナスタ州 ヒ●シン地 区 A 村 P i s h i n I n t e g r a t e d R u r a l D e v e lo p m e n t

捻 合 開 発 計 画 P r o j e c t i n B a lu c h i s t a n P r o v in c e

3 9 1 9 9 0 5 . 0 8 - 5 . 2 1 八�"> * �"ォ �"州 老 朽 化 海 耽 P u n j a b I r r i g a t i o n S y s t e m R e h a b i l i t a t i o n

システム改 修 計 画 P r o j e c t

4 0 7 . 2 ト 8 . o i 7 i - y fiT i¥ -n ' イキア北 区 F o r d W a h E a s t e r n S a d i q u ia P h a s e I I

塩 音 防 止 及 び 改 良 事 業 ( N o r t h e r n U n i t S C A R P V I I I )

4 1 1 0 . 1 6 - 1 0 . 3 0 が ヒ●- A 川 流 域 稚 e E 開 発 G a b h i r R iv e r B a s i n I r r ig a t i o n P r o j e c t

計 画

4 2 1 2 . 1 3 - 1 2 . 2 6 l¥' W i f 州 海 概 研 究 所 T h e D e v e l o p m e n t P r o j e c t f o r I r r i g a t io n

盤 牌 近 代 化 計 画 R e s e a r c h a n d D e v e l o p m e n t I n s t i t u t e in

J !山n j a b

4 3 1 9 9 1 5 . 1 5 - 5 . 2 1 八〇W i T 州 農 地 開 発 計 面 A g r i c u l t u r a l D e v e l o p m e n t i n P u n j a b

4 5 6 . 4 - 6 . 1 7 カr - m 下 流 右 岸 地 域 A g r i c u l t u r a l W a t e r D e v e l o p m e n t o f L e f t

農 業 水 利 開 発 事 業 B a n k in L o w e r K a b u l R iv e r B a s i n

4 6 ハ●ラ川 藩 政 用 水 路 改 修 計 画 I r r i g a t i o n C a n a l I m p r o v e m e n t P r o j e c t

i n t h e B a r a R i v e r B a s i n

4 7 8 . 2 - 8 . 7 八〇ンシ●げ 州 農 地 保 全 P r o t e c t io n a n d D e v e l o p m e n t o f

●開 発 計 画 A g r i c u l t u r a l L a n d i n P u n j a b

4 8 " 穀 物 優 良 種 子 保 全 計 画 T h e H i g h Q u a l i t y S e e d P r o d u c t i o n C e n t e r

C o n s t r u c t i o n P r o j e c t i n P a k i s t a n

4 9 9 . 1 6 - 9 . 2 8 チ†シマ右 岸 幹 線 水 路 揚 水 C h a s h m a R i g h t B a n k L i f t I r r ig a t i o n

濯 概 計 画 P r o j e c t



10.20-ll.16 八〇ンシ●†7.州塩類集積地 Lin ing of D istr ibuta ries and

末端水路改修計画 Minors in Pun jab

5 1 1991 1. 6-1.19 シンド州末端水路荘就網 Mechan ized Concrete L ining Proje ct

のライニンク●機械施工計画 in S indh



参考G－2

パキスタン回教共和国＿

イス“ラマバード農杜絶合開発計画＿

＿建設工事．

大成建言受株式会社



工耶什れ パキスタン回教共和国イスラマバー ド農業総合開発計画建設工事 （その 1 、その 2 ）

同　　 名 パキスタン回教共和国 工事現場 イスラマバー ド郊外

－ ー
工　　 即 臼 1 9 9 0 咋 1 月　至 1 9 9 1 年 3 月 （その 日 原発注者 J ∧ l C （日本政府）

日 日 ）9 1 咋 3 円　至 1 9 9 2 年 3 円 （その 2 ） 発 注 者 イスラマバー ド宵郡圏

コ刈ルケント 日本技研 （株）

設 計 者 同　 上

工事概要及び主要工中敷蜃（上段‥その1．工弔、下段‥その2・工弔）
イスラマバード郊外農村郡を対象とした生活・農業用水の確保、及び農村連絡道用を造るもの。

1．深升戸飲料水二［耶
深井戸l．＝110m3本、高架水槽6ケ、送水管15km

深井戸　L＝110m1本、高架水槽3ケ、送水管6km

2．改良井戸工事
浅井戸I．＝10～30m5本、高架水槽5ケ、送水管8km

浅井戸　L＝10～30m6本、高架水槽8ケ、送水管7km

3．浦がいユニ申
コンクリート頸力式ダム（4．000m3）、ポンプ淵がい、摘梁工軋送水管2km、深井戸1本

コンクリート窮力式ダム（3．500m3）、ポンプ潤がい、橋梁工事、送水管1km、深井戸2本

4．道路工耶
アスファルト道路10km、溜池改良　7ケ

アスフデルト道路　9km、溜池改良　7ケ

5．コミュニティーセンター

餌余所1ケ
集会所1ケ

6．供与関村

　 一㍍■ 名

バ ックホー ショベル

台欺 仕　　 様

1 0 ．4

ダ ンプ トラック

プル ド一一サー

給 水 帝

ジ ー プ

トラクク・一・

アタ・ソ了 メント

3 8 Ln n梢

1 l l Lon級

3 5 ．0 0 0　t′

3 5 人乗

25 射線駆動

25 トラクター m



GENERAL PLAN OF THE PROJECT



写　真　集



連邦政府水利電力省幹部(*央はMr.S.R.P【>onegar次官)

連邦政府農業省幹部J. Masud Additional Secretary

以下局長,部長ら

計画開発省計画局　中央はMr.H.Qaiser,Chief (Water)



連邦政府農業省水管理局(中央はB. M. Khan局長)

連邦政府水利電力省首席技術アドバイザー．A．H．Kazi氏）

イスラマバード首都圏庁, ICTA

(左から3人Hが長官S.A Khan氏)



パンジャブ州潅漑研究所

イスラマバード近郊総合農村開発事業，

MIIRAD（無償協力）の頭首工
パンジャブ州水利電力局

パキスタン農業開発銀行 （外国援助部長M.Khan氏, I. Faroogui女史ら)



WAPDA　水利電力開発公社

地下水の揚水機場（ラホール郊外）

手前の地表水システム圃場用水路

(Water Course)に補給する

パンジャブかんがい研究所（ラホール）

Mr.J.S Qamar, General Wanager (waler) i>



DIカーンの天水農業地域で洪水対策水利事要の

陳情をする地元の村長

改築を陳情されている洪水調節褒取水堰

ペシャワルの市場，食料品売り場にも

女性客は見あたらない

ァフガン褒氏キャンプ（DIカーンγ



火入れで低木難が失われ土壌浸食により母岩の蕗出した水源森林地域

北部山岳部渓谷急斜面の浸食及び河川の埋没状況

過放牧に．より敬蟻された森林植／l三と土壌浸食による流出土砂で埋護った

河川渓谷（以上三枚は上勺10地域事務所，森林専門家Mr．M Kashl。の提供）



ラホール郊外，ChaknG Awanの圃場レベルの水利組合（WUA）

朝から我々を待っていてくれた。

インダス本流のC11品hnla堰（流量約7，000Ⅰ正／S）

チャシマRB揚水かんがい受益予定地区
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